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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　とくん




　──カケル？

　胸の奥で響ひびいた鼓こ動どうに、ディンタニアは目を開けた。

　髪かみを揺ゆらす夜風に、自分が森の奥に立っていることを思い出す。

　どこかでフクロウが鳴いている。顔を上げると、繁しげった枝の隙すき間まから月が覗のぞいている。

　白衣の胸を押さえて、ディンタニアは小さな溜ため息いきをついた。

『なにを考えているのかな？　ディンタニア』

「……なんでもないの、博士」

　どこからか聞こえる老人の声に首を振る。

　ディンタニアは自分の身体からだを見下ろした。夜よ露つゆに濡ぬれた白衣。緩ゆるやかな起き伏ふくを備えた身体。滑なめらかな肌はだ。宝石をちりばめたような、腰こしまで伸のびるプラチナブロンド。

　自分が綺き麗れいなのかどうかディンタニアにはわからない。博士は綺麗だと言ってくれる。ディンタニアのお付きのココリも。〝雑音ノイズ〟のメンバーも自分を崇すう拝はいしてくれる。

　──でも、カケルは？

〝雑音〟が利用してしまったイレギュラーの少年、天あま巡めぐり翔かける。

　二ヶ月前に会った時、翔はディンタニアを選んでくれなかった。「敵になる」と言って別れてしまった。その時のことを考えるたび、甘い痛みがディンタニアの身体を貫つらぬく。涙なみだが出そうになり、どうしたらいいのかわからなくなる。

　──毒なの。

　──ディンタニアに『カケル』という名前の、毒が回っちゃったの。

　とくん、と、また胸が高鳴っていく。鼓動を抑おさえようとディンタニアは深呼吸をする。気を引き締しめないといけない。こんなことだから博士に──魔ま術じゆつ師しアグシーダに心配をかける。

　今は、来るべき終末に向けて、使命に集中しなければいけない時なのに。

『準備はよいかな、ディンタニア』

　また、ディンタニアの耳の奥で、博士の声が響いた。

　──『名前をネーム持たレス・ないプロフ博士エツサー』。

　博士の真の名前はディンタニアしか知らない。

　──カケルには教えちゃったの。博士の真の名前は──。

　魔術師アグシーダ。

〝普エ通キのス人ト間ラ〟の王に世界の真実を語った罪により、残ざん酷こくなる刑けい罰ばつに処された魔術師。

　魔女ケルトファリアの願いにより甦よみがえり、ディンタニア＝エシュオンを製作した者。

　──魔術師アグシーダが最初に作ったのが魔女ケルトファリア。ディンタニアはその遺骨から作られた強化型。今も改良は続いてるの。博士の意志が、ちゃんと伝わるように──。

　ディンタニアは額を押さえた。左右に分けたプラチナブロンドの間で、黄金のサークレットが光っている。細い鎖くさりで縁ふち取どられ、表面に三つの円をあしらった紋もん章しようが施ほどこされたもの。

　まだ馴な染じんでいない。新しく身につけたばかりの術具。

『わかっているね、ディンタニア。能力を使う必要はない。「果実」を意識するだけでいい。〈教師〉〈恋こい人びと〉〈調停者〉〈困こん窮きゆう者〉〈侵しん略りやく者〉〈心配症しよう〉〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉──七つの「果実」に、均等に意識を分配しなさい』

　博士の声を聞きながら、ディンタニアは、ぼんやりと視線をさまよわせる。

　──自分を消しなさい。

　──七つの果実に、均等に意識を分散しなさい、なの。

　──これはディンタニアが〈世界〉になるための実験。同時に『果実』の起動実験。

　ディンタニアは胸に手を当て、深呼吸を繰くり返す。呼吸をゆっくりとカウントしていく。博士に教わった、外の世界から意識を切り離はなしていくための技術。

　とくん

　──でも、小さなディンタニアの声がまだ──聞こえる。

　自分の中にいるもうひとつの人格に、ディンタニアは最近やっと気が付いた。小さなディンタニアは駄だ々だっ子。一人ではシャワーも浴びられない。食事もできない。泣いてばかり。

　泣きながらずっと、翔の名前を呼んでいる。

　──カケルは、毒ね。ディンタニアを侵おかす、いけない毒。

　とくん　とくん

『意識を「果実」から逸そらすな、ディンタニア！』

「はい、博士」

　博士の叱しつ責せきに、ディンタニアは意識を引きもどす。

　ディンタニアの中から聞こえる、彼女のもうひとつの人格の泣き声。それに耳を傾かたむけると、鼓動が速くなる。いけないことを考えてしまいそうになる。ディンタニアの身体は〈世界〉の〝端ガジエ末ツト〟になるためのもので、はじめから終末が定められているはずなのに。

　──生きたいなんて、思うのはいけないことなの。

　──この世界は、はじめから間ま違ちがっているんだから。

　ディンタニアは自分に宿る七つの『果実』に意識を向けていく。




〈教師〉──人に知識を与あたえ、集団として生活できるように教育するもの。

〈恋人〉──人の本心を映し出し、心に愛を持たぬものに懲ちよう罰ばつを与えるもの。

〈困窮者〉──人より下位の存在として在り、人に慈じ悲ひの心を呼び起こすもの。

〈調停者〉──人の争い・諍いさかいを止める。あるいは必要なだけ長引かせるもの。

〈侵略者〉──人の天敵として存在し、最後には倒たおされるべき大怪かい獣じゆう。

〈心配症〉──人を安定した状態から揺ゆり動かし、新たな行動を起こさせるもの。

〈角笛を吹く精霊〉──管理者。人の運命を規定するもの。




　薄うすい白衣を透とおして──ディンタニアの背中に浮うかび上がる赤い光。

　樹きのかたちをしたアザと、枝から下がった七つの果実。

「──んぁっ！」

　ディンタニアの眉まゆが苦く悶もんに歪ゆがむ。身体からだがびくん、びくんと跳はねるのを止められない。

『果実』から生まれる、意識さえ消し去ってしまいそうな、巨きよ大だいな──なにか。

　──『臨界』──これが〈世界〉の〝端末〟の能力。

　──〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟も見て──これが──あなたの夢を覚ます『虚無へワンの帰還ネス』！

　ディンタニアは、内部で生まれた赤い光を──解き放つ。

　身体の中から──外の世界へ。

　白衣が、ふわ、と、ほどけた。

　裾すそが膨ふくらみ、舞まい上がり、ディンタニアの白い脚あしがあらわになる。白衣はやがて無数の繊せん維いへと変わり──さらに見えない粒りゆう子しへと還かん元げんしていく。

　ディンタニアの中で生まれた、七つの赤い光が周囲を回り始める。

　白衣は消え、ディンタニアの身体を覆おおうのは光を宿したプラチナブロンドだけ。

　ディンタニアは胸を押さえたまま、必死で言葉を──自分が自分であることを忘れないように──ひとつの名前を呟つぶやき続ける。

　──しかたない、の。

　──あと二つ『果実』を手に入れるまで、ディンタニアの意識は消えたらいけないから。

　──だから、ディンタニアを現実に縛しばり付ける人を呼ぶの。他ほかに欲しいものなんか、なにもないから。その人が、ディンタニアを侵す毒でも。

　──カケル──カケル。お願い、ディンタニアを──受け止めて。

　赤い光が渦うずを作り出す。

〝傷ペイン〟を起動している時に翔が見た、〝端末〟の頭の中にある血ち染ぞめの螺ら旋せん──『果実』。

　それが巨大化したものが、ディンタニアを中心に出現する。

　人ひとりを覆い尽つくすほどの螺旋が、回転を始める。




　鳥はもう声を発しない。風も木々を揺らさない。足あし下もとの草も、ディンタニアを濡ぬらしていた夜よ露つゆも、存在を止める。

　赤い螺旋に触ふれたものは、虚無へと還かえっていく。

　繊維──葉緑素──細さい胞ぼう核かく──分子──原子──さらに小さな粒子へと。

　かたちをとらえることもできない、光の粒つぶに。

　ディンタニアを取り巻く螺旋が空気を巻き込み、空へと伸のびる巨大な赤い竜たつ巻まきに変わり──。




　唐とう突とつに、その姿を消した。




『──実験は成功だよ、ディンタニア』

　博士の声が、ディンタニアの耳に響ひびいた。

　ディンタニアは答えない。白い裸ら身しんに長い髪かみを絡からませ、なにもない空間に浮かんでいる。

　樹も、草も──土さえもない、文字通りの『虚無』の中で。

「……は、博士。ディンタニア、もう、だめ」

　身体を痙けい攣れんさせながら、ディンタニアは息も絶え絶えに呟く。

「ゆるして、はかせ、もう、だめ。きょうは、もう」

『大だい丈じよう夫ぶ。まだ〈世界〉の能力より、「無む限げん舞ぶ台たい」を維い持じしようとする力の方が強い。もうすぐ「恒ホメ常オス性タシス」が働き出す──ほら』

　博士の言葉通りだった。

　まるでフィルムを逆回しにしたように、周囲の物質が元に戻もどっていく。

　粒子になって消えたはずの地面が、草が、樹が。そして、ディンタニアの白衣も。

　全すべてのものが元のかたちを取り戻し──また、フクロウの声が響きはじめる。

『……ふむ。「果実」七つで仮に「臨界」を起こしてみたのだが、身体への負担が大きすぎるか。仕方あるまい。ディンタニアはケルトファリアとは違ちがう。だが、再生アグシーダが初代のアグシーダより劣おとっているなどと──思いたくないものだね』

「……はぁ、は、博士？」

　身体が動かない。

『虚無へワンの帰還ネス』を起動したのは、ほんの十数秒。なのに、ディンタニアの身体には全く力が入らない。全身を巡めぐる神経の糸が、ぷつりと切れてしまったように。

　──痛いの──疲つかれたの──。

　──小さな、ディンタニアが、目を覚ます──の。

『──〝精デイヴ霊アイン〟は動かなかった。自らの同どう胞ほう。唯ゆい一いつ人の形を取った〈角笛を吹ふく精霊〉が死んだというのに──新たなる管理者はまだ生まれていない──ならば、我々の勝ちだ』

　えーん　えーん

　泣き声が聞こえる。

　ディンタニアの意識が沈しずんでいく。

　博士の声が遠ざかっていく。

　──小さなディンタニア──黙だまってて、博士の声を聞かなきゃ──なのに。

　えーん　えーん　えーん

　──どうせあなたが目覚めたって、なんにもならないの。

　──ディンタニアの身体からだは、言うこときかないんだから──。




　ディンタニア、会いたいの。




　──誰だれに？




　ディンタニア、会いたい。カケルに会いたい。たすけて。




　──駄だ目め。

　──カケルは毒だから。ディンタニアを侵おかす、甘い甘い毒なの。虫歯になっちゃうの。




　えーん　えーん　えーん




　泣き声が大きくなる。

　額のサークレットから流れる博士の声も、もうほとんど聞こえない。

『もうすぐ次の計画が動き出す──次に狙ねらう〝端末〟は──』

　──お願い、カケル、ディンタニアをたすけて──。

『聞こえるかな？──今は眠ねむりなさい。愛しているよ。姫ひめ君ぎみ、ディンタニア＝エシュオン』




　間近に草の匂においをかぎながら、ディンタニアは意識を手放した。
















　　　　１




　右みぎ腕うで。僕の二の腕の内側にあるアザ──〝傷ペイン〟。

　影かげ絵えのような少女と、それを取り囲む樹きの枝と根。五個しか残ってない『木の実』。

　──お前は本当に僕の使い魔まなのか？　〝傷〟。

　軽く──力を入れずに呼びかけてみる。

　青白い少女はでてこない。

　右腕の『木の実』の残りは五個。

　五個目を使い終わった瞬しゆん間かん、僕はたぶん〝傷〟に食われる。

　二ヶ月前、『中有のルー居城ガー』で出会った女性、魔ま女じよケルトファリアのように。

　──〝傷〟、お前は願いを叶かなえてくれる神の細さい胞ぼうだろ？

　夢を見てるみたいだ。

　僕がいるのはなにもない場所。地面はのっぺりとしたガラスで、隣となりにはなぜか真ま白しろと黒くろ乃のがいる。二人とも、制服を着てる。敵の姿は見えない。

　突とつ然ぜん、右腕が血のような鱗りん粉ぷんを吐はき出す。

　それが空中で凝こり固まる。青白い肌はだの少女の姿に変わる。

　真白にも似てる。

　黒乃にも似てる。

　でも、絶対に人間には見えない。

　僕の使い魔──〝傷〟。




『夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライの名において汝なんじを試ためす。この娘むすめを〝精デイヴ霊アイン〟の〝端ガジエ末ツト〟という宿命から解放せよ。さすれば世界は無限の輪りん廻ねから解放され──』




　わかるように話せ、ラガジュ。

　お前はどうして僕に〝傷〟を与あたえた？

　お前はどうして僕の妹、ほのかを愛した？

　お前はどうして〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉を見捨てたんだ？




『食ベテイイ？』




　ディンタニアは食えなかった。あの時、ディンタニアを食ったら世界が終わる。そんな直感がした。じゃあ、どうすればいい？

　──教えてくれ、〝傷〟。僕の使い魔なら僕の言うことを聞け！

『食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？』

　僕にも〝傷〟の食しよく欲よくが伝わってくる。

〝端末〟を突つき動かす『衝しよう動どう』──僕もそれに取り憑つかれてるみたいに。




『食ベテイイ、ヨネ？』

　がぶり




　気が付くと、真白が地面に大の字になって倒たおれていて、

　黒乃がどこにもいなくなっていた。

『美味シカッタ』

　夢だって──わかってるのに。こんなの、夢だって。

　胃いの腑ふが絞しぼられるように痛くて、『食ベテイイ』って〝傷〟の声が頭ず蓋がい骨こつを内側からがんがん揺ゆさぶってる。これは夢だ。支し離り滅めつ裂れつで無む茶ちや苦く茶ちやな悪夢。わかってる。わかってる。僕は真白を喰くらわない。黒乃を消したりしない。だって──それは。




『夢を見続ける神の名において祝福する。ご苦労だった。〈超ちよう越えつ者〉の兄よ』

　空が真っ赤に染まり、不定形の神様が顔を出した。

　────っ!!




　　　　２




　がくん

「──きゅむ？」

　目を開けると、真白が驚おどろいた顔で僕を見てた。

　僕は椅い子すから落ちかけてて、真白が僕の袖そでを摑つかんで支えてる。

　えっと……なにしてたんだっけ。

　僕の前にはパーティションで区切られた机。机の上にはたくさんの本。机の周りにも背の高い本ほん棚だながずらりと並んでる。ここはどこだ？　人の話し声はしない。聞こえるのはエアコンの微かすかなうなり声だけ。変な夢を見てたせいで現実感がなくなってる。

　窓まど際ぎわの椅子に座った真白は心配そうな顔をしてる。真白が左手に握にぎってるのは２Ｂの鉛えん筆ぴつ。膝ひざの上に載のせてるのは大判のスケッチブック。絵を描かいてる途と中ちゆう──ってことは。

　僕は頭を振ふった。

　ここがどこなのか、どうしてここにいるのか、やっと思い出した。

「……図書館に調べものに来たんだっけ」

　図書館の本と、みさおさんの『みみずく古書店』から借りてきた本。それを読んでる間に、いつの間にか眠ねむってたらしい。

　僕は椅子に座り直した。真白がおそるおそる、といった感じで、僕の上着の袖から手を放す。

　真白は胸を押さえて溜ため息いきをついてから、またスケッチブックに向き直った。

　今は十二月のはじめ。

〈角笛を吹く精霊〉と〝流転メタフ骨牌エシス〟を巡めぐる事件から、二ヶ月が過ぎて。

　僕は改めて、自分たちの居場所が全部壊こわれたってことを思い知らされてる。

　もう、学校に行ってる場合じゃない。こうしてる間にもいつ、〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみディンタニアが〈世界〉の〝端末〟になるかわからない。ラガジュの夢はいつ醒さめてもおかしくない。

　今はとにかく資料を探し続けてる。〝雑音〟のこと、魔ま術じゆつ師しアグシーダのこと。でも──。

　図書館、書店、ネット。いろんなところで調べたけれど、アグシーダについて直接書かれてるのは、みさおさんから借りた本『アラビア人アグシーダ』だけだった。

「『アラビア人アグシーダ』──第八章。かくてアグシーダはシャルルの怒いかりを受け、首を斬きられぬ。以後、魔ま女じよを筆頭とする〝雑音〟は地下に潜もぐり、かくて以後の消息は杳ようとして知れぬ……か」

　何度読んでもここで終わってる。今の僕たちに役立ちそうなことは、なにも書いてない。

　現在の〝雑音〟を率いてる魔術師アグシーダが何を考えてるのかも。

　魔女ケルトファリアの作った組織〝雑音〟の記録や、今ある組織〝雑音〟の所在地も。

〝雑音〟──ディンタニアはあの後、完全に僕たちの前から姿を消した。

　用済みになったと判断したのか、元々そのつもりだったのか。楓かえでさんでさえ〝雑音〟の消息をつかめなくなった。今ディンタニアたちがなにを企たくらんでいるのか、僕たちには全くわからない。わからないから、不安ばっかり積み重なっていく。

「……ここまで打つ手がないなんて思わなかった……」

　僕は溜息をついて、目の前の机につっぷした。

「動いたら駄だ目めです、天あま巡めぐりくん」

　しゃっ　しゃっ

　隣となりの側の席に座ってる真白の手元からは、鉛筆の音。

　真白はスケッチブックを机に載せ、僕の方を向いた。鉛筆の先と親指の位置で──なにかサイズを測るように指を動かして、また、スケッチブックに向き直る。

「あの、周す防おうさん？　なにしてるんですか？」

「天巡くんを描いてます」

「うん。わかってる。でも、こないだから何十枚も描かいてるよね？」

「……………………………………………………はい」

　返ってくるのは生返事。

　──なに考えてるんだろう、真白。

〝雑音〟のこと〝端末〟のこと──〝夢を見続ける神〟のこと。

　考えなきゃいけないことが山ほどあるのに。

　絵を描いてる場合じゃない──とか、状じよう況きようがわかってるのか──とか。

　そんな言葉が口をついて出そうになるけど、真白は真しん剣けんそのものだった。

　この絵一枚に、自分の人生が懸かかってるような、そんな顔をしてる。

　大きな目は光を帯びて、まるで獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆう──じゃなくて、子犬。額には薄うすく汗あせが滲にじんでる。エアコンの風に揺ゆれる栗くり色いろの髪かみ。胸が邪じや魔まになるのか、スケッチブックを倒たおしたり傾かたむけたり。描かきやすいように上着を脱ぬいでるのはいいけど──襟えり元もとのボタンを二つ目まで外すのはなにか意味があるんですか周防さん。あ、汗をかいてるからか。

　真白が隣にいるのは慣れて来たつもりなのに、真白から漂ただようふわふわとした空気に、なんだか落ち着かない気分になる。そういえばこんなに長い時間、一いつ緒しよにいるのは初めてだったっけ。

「お願いです。動かないでください天巡くん。もうちょっと我が慢まんして」

「……そんなに僕の絵ばっかり描いてどうするんだよ」

「記き憶おくを、残しておきたいんです」

　僕の問いに、真白はスケッチブックで顔を隠かくしながら、小さく呟つぶやいた。

「あたしが天巡くんを好きだっていう記憶を。ちゃんと。未来のあたしにわかるように」

「未来の──周防さん？」

「ご、ごめんなさい。変なこと言いました。描き終わるまで、あと十分待ってください」

　真白は袖そでまくりした腕うでを、僕に向かって振ってみせた。

　時間はもうすぐ三時過ぎ。リトも小学校が終わって、夕飯の買い物してる頃ころだし、そろそろ近所の学生たちが図書館にやってくるだろう。学校に行けなくなった今、僕たちは、あんまり学生たちと顔を合わせたくない。

「周防さん、アパートに戻もどったら付き合うから。続きはあとで──」

「だ、だめ、見ちゃ駄目っ」

　スケッチブックを閉じようとしただけなのに。

　真白はなにか勘かん違ちがいしたのか、僕から守るようにスケッチブックを抱だきしめた。

　僕が伸のばした手は空から振ぶり。スケッチブックに触ふれる代わりに、なぜか──僕は真白の細い手首を鷲わしづかみにしてた。

「──きゅ、きゅむぅっ！」

「……きゅむ？」

「きゅわ────はぅ」

　白い肌はだが、僕の指が触れたところから真っ赤に染まっていく。

　真白は大きな目をいっぱいに見開いて──それから、僕の腕をふりほどいた。

　大きな音を立てて、机に積み上げてた本が雪崩なだれを打って落ちた。

　突とつ然ぜん響ひびいた音に、図書館の中にいる人たちの視線が、一いつ斉せいにこっちを向いた。うわ。

「な、なんでもないです、すいません」

　僕は慌あわてて本を拾い集めた。

　真白は僕が触れた手首を押さえた。口を半分開けて、なんだか熱っぽい溜ため息いきをついてる。さっき額を流れてた汗が、今は頰ほおを伝ってる。そんなに暖だん房ぼう強かったっけ、ここ。

「あ、天巡くん。あの、もしかして、あたしの手になにかしました？」

「……なにかってなんですか周防さん」

「その、あたしの中に入り込んでくる握にぎり方──とか」

　ごめん、意味わからない。熱でもあるのかな、真白。

　さっきは手首だけだったのに、今は指先から頭のてっぺんまで、湯気が出そうなほど真っ赤になってる。お風ふ呂ろあがりのような、上気した顔。真白は「きゅ、きゅむ」って、いつもの子犬っぽい声で鳴いて、感情の行き場をなくしたみたいにスケッチブックの表紙を掌てのひらでこすってる。それから、左手を突とつ然ぜん、自分の目の前にかざしてみせる。左手の薬指には、銀色の指輪。二ヶ月前、僕と真白が──その、デート──じゃなかった文化祭の買い出しに出かけた時に、お金を出し合って買ったもの。真白はその指輪がはまった薬指を、ぱく、と唇くちびるでくわえる。

　なんだか、足のしびれを必死でこらえてるみたいな顔だった。

「あ、あのあの。その、天巡くんの手がなにかすごいオーラであたしの中に入り込んできてふわっ、っとなって、その真っ白が頭の中で、どきどきしてきゅ──」

「……慌てなくてもいいから落ち着いて話してください周防さん」

　な、なんだろう。

　真白は上うわ目めづかいで僕を──睨にらんでる？　怒おこってる？　いや、拗すねてる？

「じ────────っ」

「……僕がなにかした？」

「なにもしてません。あたしの──その、ちょっとスイッチがおかしくなっちゃっただけです」

「スイッチ？」

「そ、その、天巡くんに触れると電気が」

「電気──もしかして、静電気？」

「……………………もういいです」

　真白は僕から目を逸そらした。

「っと。そろそろ行かないと」

　リトが待ちくたびれてるかもしれない。

　僕の従妹いとこ、天巡リト。バグった〈慈じ母ぼ〉の〝端末〟。二ヶ月前、僕と真白は〈心配症しよう〉のターゲットにされたけど、リトはその影えい響きようを受けてない。リトはまだ普ふ通つうの世界で生きられる。だから、また近所の小学校に通うように、僕と、リトの母親の楓さんの二人がかりで説得した。

　言うこと聞く条件としていろいろ要求されたけど。

「周防さんは先に黒乃のところ行ってて。僕は本を借りて行くから」

「……はい」

　真白はまだ少しぼーっとしてる。

　僕は窓の外に視線を向けた。市立図書館の周りは公園になってる。図書館の建物の外側を、ぐるりと巡る遊歩道。そこのベンチの上に、黒くろ髪かみの少女がこっちに背中を向けて座ってる。僕たちが席を立ったのにはまだ、気づいてない。

　僕は携けい帯たいのリダイヤルを押して、一回だけ向こうの携帯を鳴らした。

　黒髪の背中がぴくん、と動いて、勢いよく振ふり返る。

　膝ひざ裏うらのあたりまで伸びた、艶つやのある黒髪──思わず見とれそうになる。

　年中無休で怒ってるような目が、僕を見た。彼女が着てるのは身体からだにぴったりと張り付くトレーナーと、デニムのショートパンツ──十二月なのに。できるだけ動きやすいように、って言ってたけど寒くないのか、黒乃。

「調べもの終わった？　じゃあ、さっさと帰るわよ」

　ガラスの向こう側で黒乃が、口だけで呟つぶやいた。

　周防真白と周防黒乃。あんまり似てない双ふた子ごの姉妹。

　その正体はこの世界の神様〝夢を見続ける神〟を楽しませるために〝精霊〟が作り出した〈生命体〉の〝端末〟と、そのオプション。

　いつの間にか僕の運命共同体になってしまった、二人の少女。




　　　　３




「──もう、やだ」

　いきなりだった。

　図書館からの帰り道。黒くろ乃のが突然わめきだした。

　黒乃は僕の隣となりにいて──なぜか真ま白しろは、図書館を出てからずっと僕の後ろ、きっかり三歩の距きよ離りを歩いてた。

「黒乃？」

「どうすればいいってのよ！　〝雑音〟の居場所もわからない。ディンタニア＝エシュオンは〈世界〉になりかけで、あと『果実』ふたつでラガジュの夢は醒さめちゃう。おまけに天あま巡めぐりの叔母おばさんは〝雑音〟と手を切っちゃった。どうすればいいってのよっ！」

　黒乃は僕の視界を塞ふさごうとしてるみたいに、黒髪を振り乱して叫さけぶ。

「もう詰つんじゃってるんじゃないっ！　今、この瞬しゆん間かんに世界は終わっちゃうかもしれない。資料調べにアグシーダの調査なんて、こんなことしててなんになるの？　いっそのことなにもかも忘れて、真白と『繁はん殖しよく』しててくれた方がまだましよっ！」

「黒乃、いきなりなに言って──」

「こっち見るなばかぁっ！　天巡の顔なんか見たくない。もうやだっ！　つきあいきれない先帰るっ!!」

　がこん

　紙かみ袋ぶくろが僕の顔に向かって飛んできた。本をいっぱいに詰め込んだ袋が、僕の顎あごをかすめて落ちる。なにかの合図をするように、僕の肩かたを拳こぶしで叩たたいてから──黒乃は耳元で一言だけ呟いて、僕の脇わきを通り過ぎた。

　図書館の本が、アスファルトに散らばる。

　いきなりだった。僕も真白も、追いかけることができなかった。

　黒乃はすごい早足で、僕たちのアパートに向かうのとは別の角を曲がっていった。

「……びっくりしました」

　見えなくなった黒乃の背中。それが消えた方向を見つめながら、真白が言った。

　スケッチブックを宝物みたいに抱だきしめて、じっと俯うつむいて。

「不安なんです、黒乃。あたしも──ですけど」

「……うん」

　二ヶ月前の事件のせいで、僕たちは学校に行けなくなった。十八体の〝端末〟の一人〈心配症〉の能力に侵おかされた男子生徒が、真白を取られた怒いかりに駆かられて、僕を殺すためにうろつきまわって──結局、最後には〈断罪人〉が校舎まで滅め茶ちや苦く茶ちやにした。

　みんな〈心配症〉にかかったことは覚えてた。

　真白と僕の名前を叫びながら、町をうろついていたことも。僕たちが異常な世界の住人だってことも、みんなにばれてしまった。だから、僕たちは次に行く高校も決まってないし、同じ年とし頃ごろの学生たちと顔を合わせづらくなってる。

　──居場所がないってこういうことなのか。

　まるで不安定な地面を歩いてるような気がしてる。あれから、ずっと。

　本を集めて紙袋に入れて、僕たちはまた歩き出す。

　スケッチブックを抱きしめる真白の肩が震ふるえてる──不安なんだ、やっぱり。

　不安だから、真白は絵ばっかり描かいて。

　不安だから、僕が触ふれるとびっくりして──過か敏びんになってるのかもしれない。

「天巡くん、ディンタニアさんとは音信不通なんですよね？」

「……うん、何回も電話してみたけど、繫つながらなかった。アドレスを消去したのか、着信を拒きよ否ひしてるのか、どっちかだと思う」

「どうしてでしょう？」

「たぶん、僕にはもう利用価値がないから」

「利用価値？　だってディンタニアさんは──天巡くんのことが好きなはずなのに」

「〝雑音〟は僕を必要としてたわけじゃないってこと。〝雑音〟に必要だったのは、一いつ緒しよに〝端末〟と戦ってくれるパートナー。それだけだったんだ」

　少なくとも〝雑音〟は。

　でも──ディンタニアは。




『痛い、いたい。いたいのお。こわいの。

　ディンタニア、世界の終わりが、こわい──たすけて。おねがい、いたい──』




　血を吐はくような叫び声がまだ、僕の耳の奥に残ってる。

　だけど、ディンタニアは〈角笛を吹ふく精霊〉の『果実』を手に入れてしまった。

　十八人の〝端末〟の中でも最高の能力、相手の運命を決めてしまう『運命規定』。

　世界に散らばった〝端末〟の居場所を把は握あくすることができる『端末検知』。

〝端末〟を狩かる者が、〝端末〟を管理する能力を手に入れてしまったんだ。

「──立場が逆転しちゃったんだよ、周防さん」

「天巡くん？」

　紙袋を摑つかむ自分の手が震えてるのがわかる。

　本が重いから──じゃない。

　恐こわいんだ。

「あ、天巡くん？　天巡くんっ!!」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ」

「大丈夫なんかじゃないです。顔、真っ青です。どうして──」

「周防さんは、大丈夫。たぶんもう、〝端末〟に狙ねらわれなくて済むはず。逆転しちゃったんだよ。正しく稼か働どうしている〝端末〟と、バグった〝端末〟の立場が」

　視界がぐらついてる。地面が歪ゆがんでいるみたいだ。

　ううん、しばらくの間、本当に歪んでいたんだ。

　僕たちが、二ヶ月前まで住んでいた町は。

〈創造者〉〈心配症しよう〉〈角笛を吹く精せい霊れい〉──〈断罪人〉。

　四人の〝端末〟が、僕たちの住んでいた町と、学校を滅茶苦茶にしていった。

　さらに〝流転メタフ骨牌エシス〟が発動したせいで、空は真っ赤に染まり、世界中の〝普エ通キのス人ト間ラ〟は一時的に活動を停止してた。それはすとん、と意識が落ちるようなものじゃなく、緩ゆるやかな絶望。

　みんな『日常』という演技を手放して、一時的に停とまっていた。

〝普通の人間〟は『日常』にしがみついているから、ゆっくりとあの赤い空の記き憶おくをなくしていくって言ってたのはリトだけど。でも──。

「周防さんは、もう狙われないで済むと思う。いま狙われてるのは正常に稼働してる〝端末〟の方だ。みんな、僕たちを襲おそってる場合じゃなくなってるはずなんだ」

「あたしたちは……平気？」

「ディンタニアが〈世界〉の〝端末〟になるためには、正常に稼働してる〝端末〟の『果実』が必要なんだ──だから、これからはバグってない〝端末〟が狙われることになる」

　それがヒエラルキーの逆転。強い者と弱い者が入れ替かわった。

　数千年の間〈角笛を吹く精霊〉に率いられた〝端末〟が〝雑音〟を狩ってきたように。

　今度はディンタニアに率いられた〝雑音〟が〝端末〟を狩りはじめる。

　ディンタニアが手に入れた『果実』は七つ。

　十八の『果実』の過半数──九個の『果実』を手に入れたら、ディンタニアは臨界を起こして〈世界〉の〝端末〟になる。そしたらラガジュの夢は醒さめる。

　二ヶ月前、海でディンタニアと会った時、僕は彼女の『果実』を喰くえなかった。

　喰った瞬しゆん間かん、世界が終わる──そんな直感がした。ディンタニア相手に〝傷〟はコントロールできない。根こそぎに喰らってしまうって。頭がおかしくなりそうなくらい『食ベテイイ？』って叫さけび続けてた〝傷〟が教えてくれた。それをむりやり抑おさえて──そのせいで二ヶ月、毎晩、真白の『果実』を喰らう夢を見てた。

　あの時、ディンタニアは無防備に近づいてきた。

　ディンタニアにとって──背後にいるアグシーダにとっては、どっちでもよかったんだろう。

　ディンタニアが残り二つの『果実』を手に入れても世界は終わる。

〝傷〟がディンタニアの『果実』を全部喰らっても世界は終わる。

　じゃあ、どうすればいい？　他ほかの〝端末〟を片っ端ぱしから喰らう？　でも、僕の右みぎ腕うでの〝傷〟はあと五回しか使えない。残りの〝端末〟は六人。数が足りない。それに、僕が最後まで正気でいられる保証がない。段々、〝傷〟の食しよく欲よくの抑えが利きかなくなって来てる。

　まるで──〝端末〟が生まれながらに持ってる『衝しよう動どう』のように。

　突とつ破ぱ口こうを見つけなきゃいけない。この世界のセキュリティホールを。不安になってる場合じゃないのに──。

「……だ、大丈夫だから」

「大丈夫じゃないです。天巡くんあたしが支えますからお医者さんにきゅむうううっ！」

　真白が僕を抱だき留めようとして──なんだかすごい酸すっぱいものを飲み込んだような悲鳴とともに離はなれた。また、静電気？　まだそんなに空気乾かん燥そうしてないはずだけど。

　でも、真白はカーディガンの袖そでから指先まで、すごい電流が走ったみたいに押さえて、また、震ふるえてる。手の指先から頭のてっぺんまで、まるで、湯気が噴ふき出してるみたいだった。目の焦しよう点てんが合ってないのは、なんで？

「あ、あ、あれ──あたし。あの、その──」

「周防さん？」

「な、なんでもないです。あたしもちょっと不安定になってるだけです。おかしなことなんか──!?」

　ごまかすように両手を振ふり回す真白の胸むな元もとから、何の前まえ触ぶれもなく、携けい帯たいの振しん動どう音がした。

「きゅ、きゅむっ？」

　真白はカーディガンの胸ポケットに手を突つっ込み、慌あわてて携帯を取り出す。

「──あれ？　黒乃？」

『真白、天巡──いちゃいちゃするのはそこまでっ！　後ろ見なさい！』

　真白の携帯から黒乃の叫びが響ひびいた。

　振り返ると、少し離れた場所にある自じ販はん機きの陰かげに隠かくれていた──この季節にはそれほど目立たない、フードつきのコートを着込んだ人ひと影かげと、その首筋に、鞘さやのままのハートブレイカーを突きつけた黒乃がいた。

「……悪いけど、私たちもそれなりに修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけてきたの」

　僕も半分くらいは気づいてた。

　このあたりは人通りが少ない。平日の午後はなおさら。

　僕たちの後をついてくる奴やつがいたら、一目で分かる。だから黒乃は僕たちと別行動を取った。別れる時、黒乃は僕の耳元に「後ろ、つけてる奴いるから。背後に回り込む──」って、一言だけ合図していった。

「もちろん、さっき私がキレてみせたのは、自然と真白たちから離れてあんたの背後に回り込むため。天巡も気づいてたみたい。泣き言口走って、あんたの気をそらしてくれたんだから」

　……ごめん黒乃。あれは素すなんだ。

「え？　え？」

　事情が飲み込めてないのか、真白は僕と黒乃に、順番に視線を向ける。それからやっと納なつ得とくしたように、胸を押さえて、ふぅ、と溜ため息いきをついた。

「そうですよね。黒乃が、天巡くんの顔見たくないなんて言うわけないもん」

「真白は余計なこと言わなくていいの！」

　銀色のショートソードを握にぎりしめた黒乃と、それをフードの首筋に当てられたまま、両手を挙げている人影。

　僕は右腕を握りしめる。〝傷〟を準備する。覚かく悟ごする。

「フードを外してくれないか？　あんたは何者だ？　どうして僕たちをつけてた？」

「……いっぺんにたくさん訊きかれても困るのです」

　人影が困ったように口走る──女性の声で。

　ぞくん、と背筋に寒気が走った。

　一いつ瞬しゆんだけ、視界が〝傷〟のものと入れ替かわる。黒乃がハートブレイカーを突きつけてる人影。その頭の中に、赤い渦うず巻まき──『果実』はない。代わりに左胸に真っ赤な炎ほのおのようなものがあって、そこから流れ出る血液に似たものが身体からだ中じゆうを巡めぐってる。

〝端末〟じゃない。〝雑音〟でもない。〝普通の人間〟でもない──こいつは！

「黒乃！　そいつは〝端末〟の使い魔まだ！」

「ご名答なのですっ！」

　人影はフードと、ついでに膝ひざまで覆おおったコートを脱ぬぎ捨てた。

　フードの下から現れたのは、緑色のお団子頭。身体を覆うのは、髪かみと同じ色のメイド服。

「まずは自己紹しよう介かいなのです！　私は〈人形使い〉カイエ＝トキサガの使い魔、『自動オート人形マタ』のモニカと申します。お願いです！　話を聞いてください！」

　首筋に当てられたハートブレイカーを無視して、メイド服の──使い魔は高らかに宣言する。

「はいはい聞いてあげるわよ使い魔！　あんたを黒くろ焦こげのばらばらにしてからねっ!!」

「それでもいいですっ！」
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　メイド服の少女は顎あごを上げ、黒乃をにらみ返した。

「望むようにしてください。でも、これだけは言わせてもらいます」

「……な、なによ」

「〝端末〟の使い魔である『補正プログラム』さんにはモニカの気持ちがわかるはずです。

　モニカを黒焦げにしてくれてもいいです。でも──でもっ！」

　少女はメイド服の胸元を、ぎゅ、と握りしめ、叫さけぶ。

「お願いです！　モニカのマスター〈人形使い〉カイエ＝トキサガを助けてくださいっ!!」




　　　　４




「もしもし、リト？　そっちは無事？」

『はい、おにーさん。さっき授業が終わってスーパーに向かってるところです。日本一包容力のある小学生は今日も学問に励はげんでました。おかーさんから貰もらった護身兵器をフル装備してますから無事です』

　携帯からリトの声が流れてくる──よかった。リトの方はなんともないのか。

「……でも、護身兵器って？」

『音おん響きよう爆ばく弾だんと閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だん。あと特製煙けむ玉りだまです。大だい丈じよう夫ぶです。ランドセルに入るし、そんなに重くないです。体育の時間は荷物が気になるので見学するようにしてます』

「なんで学校にそんなの持ち込んでるんだよ!?」

『今は非常時なんですから、多少装備が過か剰じようになってもしょうがないと思います。それに、わたしにちゃんと小学校通えって言ったのはおにーさんとおかーさんです』

　勝ち誇ほこったような声で呟つぶやくリト。きっと電話の向こうでは胸張ってる。

「……試ためしに聞くけどまだ使ってないよね？」

『おにーさんに危険があればいつでも使用可能です。じゃあ、急いで合流しますね』

　通話が切れて、僕は携けい帯たいをたたんだ。

　ここはアパートから歩いて五分のところにある河か川せん敷じき。橋の真下。

　メイド服を着た、緑髪お団子頭の『自動人形』モニカ。

　見た目は人間と変わらない少女を、問答無用で攻こう撃げきする気にはならなかった。

　だから僕たちは彼女を連れて、人目につかないところにやってきた。

　コンクリートの橋脚を背にした『自動人形』モニカを、僕と黒乃が取り囲み、僕の背後に真白が控ひかえている。一人を数人で取り囲んでるわけで、傍はたから見たらこっちが悪人だけど。油断していい相手でもない。

〝端末〟は今までずっと、敵だったんだから。

「〈人形使い〉の使い魔、モニカって言ったよな」

〈人形使い〉は〝端末〟の第十七位。

　リトの情報によると、戦せん闘とう能力を持たない〝端末〟で『衝しよう動どう』は『絡から繰くり衝動』。

〝普通の人間〟の記き憶おく・性格・行動を完全にコピーする人形、『複製品レプリカ』を作り出し、世界中に派は遣けんするのが仕事らしい。爪つめや髪の毛など〝普通の人間〟の部品を取り込んだ『複製品』は死んだ〝普通の人間〟に成り代わり、人々の悲しみを癒いやしていくという。

　世界に、大きな変動が起こらないように。

　二ヶ月前、『中有の居城』にも『複製品』がいた。あいつらは〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉を慰なぐさめるために、古代ローマ時代の人々の真ま似ねをしてた。確か〝普通の人間〟と〝精霊〟が深く結びついていた時代の思い出に──って言ってたけど。

　だとしたら〈人形使い〉は〈角笛を吹く精霊〉に近い位置にいることになる。

　でも、どうしてあいつがいなくなった今になって、僕たちに接せつ触しよくしてくるんだ？

「はい、モニカは〈人形使い〉カイエの使い魔『自動人形』のモニカです」

　メイド服の少女は、スカートの裾すそを摘つまんで、ちょこんと頭をさげた。

「『自動人形』は〈人形使い〉が持つ、ただ一つの使い魔。愛するマスター〈人形使い〉カイエ＝トキサガの面めん倒どうを見るために作られたお人形です。マスターをご存じですか？　ときどき男の子に間ま違ちがわれますけど、金きん髪ぱつのとっても可愛かわいい女の子です。病弱です。目はサファイアを五百倍綺き麗れいにしたようなアイスブルー。ほっぺたは日本のオモチのようにぷにぷにです。ただし胸はぺたぺたです。病弱なせいでそこまで栄養が回らなかったのです。スリーサイズは七八の四五の八二といったところでしょう。声は夜明けを告げる鳥のように美しく、聞くだけで頭がくらくらしてきます。あ、モニカ、アルバムを持ってます。見ますか？　見たいですか？　見たいですよねイレギュラー!?」

「ちょ、ちょっと待った！」

　機き関かん銃じゆうみたいに次から次へと言葉を吐はき出す『自動人形』モニカ。

「……なにしに来たんだよ、あんたは」

「先ほども申し上げました。我がマスター、〈人形使い〉カイエを助けてもらうためです。こちら、招待状になります、どうぞ」

　そう言って『自動人形』モニカはメイド服のポケットから、二枚のカードを取り出した。

　ひとつは、どこかの島の写真が印刷された絵はがき。珊さん瑚ご礁しようの海に、パームツリーが群生する島が浮うかんでいる。島の名前は──『ヒュルカラス島』。案内文もついてる。

　──『ヒュルカラス島』は〈人形使い〉カイエ＝トキサガのプライベートアイランド。誰だれにも気き兼がねはいりません。戦いに疲つかれた身体からだを癒し、太陽の下、イレギュラーと〈生命体〉が生まれたままの姿でいちゃいちゃしたとしてもまったく問題ありません──？

「えい」

「ああ、なにするんですかイレギュラー!?　モニカ頑がん張ばって作ったのに！」

　──あまりにもばかばかしい文面に、思わず丸めて捨ててしまった。

『自動人形』モニカはそれを素す早ばやく拾い上げ、抗こう議ぎするみたいに足を踏ふみならした。

「どうして人の厚意を無にするのですか!?　南の島のバカンスなのです！　非日常の中、イレギュラーと〈生命体〉がふらふらと身体を重ねたとしても──」

「するかっ!?」

「……え？」

　──どうしてそこで意外そうな顔してるんですか周防さん？

「用件はそれだけではないのです。これを」

『自動人形』モニカはもう一枚のカードを僕に向かって突つきだした。

　鉄製の──光こう沢たくのあるもの。銀色の表面に、文字と紋もん章しようがレーザーか何かで刻印されてる。

　十八個の紋章──この形は。

「〝流転メタフ骨牌エシス〟!?」

　カードの表面に刻印されてるのは、十八個の〝流転骨牌〟を象かたどったものだ。

　中央には英語でなにか文章が書かれている。

「『無限舞ぶ台たい』最終公演を開始する。生き残った〝端末〟よ、刮かつ目もくせよ──と、書いてあります。最終公演の最初の俎そ上じように載のせられるのは〈人形使い〉カイエ＝トキサガだと」

　慣れない筆記体を僕が解読する前に、『自動人形』モニカが答えを告げた。

「下の方に署名があります。『ディンタニア＝エシュオン』および『博士＝魔ま術じゆつ師しアグシーダ』──と」

「『無限舞台』、最終公演？　ディンタニアと──魔術師アグシーダが!?」

「これが、モニカがここに来た理由です。このカードは一週間前、マスターの元へ送られてきました。数千年間なかったことです。〝雑音〟が直接、〝端末〟に殺害予告をするなんて」

　メイド服の胸むな元もとを握にぎりしめて、『自動人形』モニカは声を震ふるわせる。

〝雑音〟が動き始めたんだ。

　しかも『無限舞台』最終公演──？　自分たちが舞台の管理者だって堂々と宣言してる。

　──落ち着け──こっちの動どう揺ようを『自動人形』に気づかれるな。

〝端末〟か〝雑音〟。そのうちどちらかが僕たちに接触してくると思ってた。情報を引き出せ。

「『自動人形』モニカ。あんたは僕たちのことをどれくらい知ってる？」

「あなた方が『中有の居城』に乗り込んだこと。〈角笛を吹く精霊〉と戦ったことは〈断罪人〉から聞きました。でも、そんなことはどうでもいいのです。問題はマスターを名指しで〝雑音〟が殺害予告をしてきたということ」

　情報は〈断罪人〉──偽にせほのかから。

　頭がうまく働かない。いまさらほのかのことで動揺してどうするんだ──くそっ。

「それがどういう意味かわかりますか、イレギュラー？　〝雑音〟はマスターの居場所を完全に把は握あくしている。モニカとマスターはずっと移動を繰くり返していました。正確に居場所をつかめるのは〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の『端末検知』のみ。これをどう見ますか、イレギュラー」

「そのカードが本物って証しよう拠こはあるの？」

　僕の代わりに、黒乃が聞いた。

「私たちがそんな簡単に〝端末〟を信用すると思う？」

「こんな不ふ吉きつなもの偽ぎ造ぞうして、モニカになんの得があるのですか？　逆にお聞きしたいのです。〝雑音〟の博士とは誰ですか。どうしてその方が魔術師アグシーダを名乗ってるのですか？」

　緑色の目で黒乃を見返す『自動人形』モニカ。

　たぶん、こいつは〝雑音〟の真の主しゆ宰さい者が誰なのかを知らない。

〝雑音〟で戦ってたのはディンタニアと、その他ほかのメンバー。

　今まで博士は表に出て来ていない。それに、博士の正体が十五世紀に死んだ魔術師アグシーダだってことを知ってるのは、あの場にいた僕と真白、黒乃、それと楓さん。死んでしまった〈角笛を吹く精霊〉。そしてリトだけだ。

　もしもこのカードが偽造されたものなら、魔術師アグシーダの名前を書く理由がない。

　ということは、これは本当に〝雑音〟が作ったものってことか。

「……モニカの覚かく悟ごをお見せします」

『自動人形』モニカはメイド服の襟えり元もとに手をかけ、一気に胸元まで引きちぎった。

　人間と変わらない、でも、よく見ると薄うすくスリットが入った肌はだがあらわになる。

「って、なにする気だこんなとこで!?」

「いいのです。モニカに繁はん殖しよく能力はないのですから」

　──いや、そういう問題じゃないからっ！

『自動人形』モニカは──ちょっと見ただけでは作りものに見えない細い指を、膨ふくらんだ胸の下あたりに一気に──突き立てた？

「でや、あああああああああっ！」

　モニカの気合いとともに、胸のあたりの肌が、無数のパズルのように──分解して、落ちる。それをモニカは掌てのひらで受け止め、メイド服のポケットに入れた。

『自動人形』モニカの左胸。

　そこには、ぽっかりと空くう洞どうが空いていた。

　まるで、人形だってことを僕たちに思い知らせるように、空洞の奥で、ルビーのような球体が鼓こ動どうしてる。〝端末〟の『果実』にも似てる、けど、違ちがう。

　表面が滑らかな、まるで水すい晶しよう玉だまを赤く染め上げたような球体。その中央で赤い炎ほのおが燃えてる。球体が鼓動するたびに、答えるように炎が、ひゅる、と、揺ゆれる。

「これが『自動人形』の心臓部です。モニカは〈人形使い〉の『果実』からエネルギーをもらっているのです。これは、その中ちゆう枢すう。これを壊こわせば、モニカは活動を停止します」

　赤い心臓部をさらしたまま、『自動人形』モニカは頰ほおを膨らませた。

「まったく、さっきからイレギュラーはモニカの言うことを疑ってばかり。もしもモニカが敵だと思うのなら、これにハートブレイカーを突つき刺させばいいのです」

「その赤いのが『自動人形』の弱点……？」

「〝端末〟の使い魔まは二種類いるのです。『嚙かみ砕くだくもの』『完全なる恋こい人びと』のように、人格を持たず、倒たおされてもすぐに再生してしまうもの。『自動人形』『補正プログラム』のように、〝端末〟をサポートするために人格を持って動くもの。これは壊れたら再生ができません。身体からだは直るかもしれないけど、パーソナリティは唯ゆい一いつ無二のものなのです」

「つまりあんたは自分が〈人形使い〉の代理だって言いたいのか？」

　答える代わりに『自動人形』モニカはスカートの裾すそを摘つまんで、ちょん、とお辞じ儀ぎをした。

　ガラス玉のような緑の目が、まっすぐ僕を見てる。

　目の前の『自動人形』は誰だれかに似てる。主人の〝端末〟のためなら命がけになれるところとか、自分の全部をいきなり投げ出してしまえるところとか──あ、そうか。

　黒乃に、似てるんだ。

　だけど〝端末〟は僕たちの世界をぶちこわした。

　こいつはその使い魔だ。黒乃とは違う。

「──僕たちに〈人形使い〉を助けて欲しいって言ったよな」

「はい」

『自動人形』モニカは僕を睨にらみながら、まっすぐに宣言する。

「お願いですイレギュラー!!　マスターを守るため〝雑音〟と戦ってください!!」

　────────────────────────────────思考が止まった。

　意味がわからない。こいつは、今なんて言った？

　僕に〈人形使い〉を〝雑音〟から──ディンタニアから守れって、そう言ったのか？

「でも、〈人形使い〉はバグってない〝端末〟なんだよな？」

　そうじゃなかったら『中有の居城』に『複製品』を派は遣けんなんかしてないし、ディンタニアたちに『果実』を狙ねらわれることもないはずだ。

「はい、そうです。マスターは使命を果たすために正常に稼か働どうしている〝端末〟です！」

「じょ、冗じよう談だんじゃないわよっ！　助けろってそういうこと!?」

　黒乃が腕うでを振ふり上げた。

　まっすぐ、『自動人形』モニカの眉み間けんに、ハートブレイカーを突きつける。

「バグってるってだけで、今まで私たちが〝端末〟にどんな目に遭あわされてきたと思うの!?　なのに──〝雑音〟に敵かなわなくなったからって今度は私たちに『守ってくれ』？　どの面つらさげてゆってるわけあんたはっ!!」

「ふざけてなどいません。それでは逆に問います。〝雑音〟が〝端末〟を喰くえるほど強力になったのは誰のせいですか？」

『自動人形』モニカはハートブレイカーの切っ先を見つめながら、緑色の目で僕を見た。

「わからないのですか？　のうみそくさってますか、イレギュラー？」

「……わかってるよ」

　言われなくたってわかってる。この二ヶ月、ずっと考えつづけてきた。

「僕たちが〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉を倒した隙すきをついて〝雑音〟が奴やつの『果実』を奪うばった。だから〝雑音〟がここまで強くなった」

「のうみそ働いてるじゃないですか、イレギュラー。その通りです」

『自動人形』モニカは満足そうに頷うなずいた。

「マスターが『中有の居城』に派遣した『複製品』と連れん絡らくが取れなくなり、偶ぐう然ぜん出会ったある人に聞いてみたら、あらびっくり。〈生命体〉の『補正プログラム』が〈断罪人〉を倒し、イレギュラーも〈角笛を吹く精霊〉に勝っちゃったというじゃないですか」

「ほとんど相打ちだった。その隙に〝雑音〟が〈角笛を吹く精霊〉の『果実』を奪った」

「はい、そうです！　だから〝雑音〟から〈人形使い〉に殺害予告のカードが届いた。『どの面さげてゆってる』は、こっちのセリフです『補正プログラム』！　のうみそはっこうしてるんですかっ!?」

　ぱきん、と、モニカの右みぎ腕うでが、折れた。

　コンクリートの橋きよう脚きやくに、全力で叩たたきつけたからだ。橋脚はびくともしない。ただ、つくりものの右腕が折れて落ちただけ。モニカはそれに気づいてないのか。こわれそうなくらい口を開いて、叫さけび続ける。

「モニカだってわからないのです。〈角笛を吹く精霊〉が消えても、すぐに次の管理者が現れるものだと思っていました。でも、〝精霊〟はなにも言ってこない。〝端末〟は全員バラバラで居場所もわからない。マスターには戦う力がない。なのに〝雑音〟はマスターを殺しに来る。こんな状態になったのは一体誰のせいなんですか!?」

「だからなに!?　〝端末〟は私たちを殺そうとしてたっ！　あんたのマスターのことなんか知ったことじゃないわよっ!!」

　ハートブレイカーを両手で握にぎりしめたまま、黒乃が『自動人形』モニカをにらみ返す。

「言いますね『補正プログラム』。〈人形使い〉があなたがたになにかしましたか!?」

「したとかしてないとか関係ない！　〝端末〟は私たちの敵だったじゃないっ!!」

「それこそ関係ないのです！　このままだと、近々〈世界〉の出現による終末が訪おとずれるのです。でも〝雑音〟がマスターの『果実』を奪いに来た時に倒してしまえば、世界の終末を止めることができる。それがあなた方の望みではないのですか!?」

　今、気づいた──『自動人形』モニカが提案してるのは命をチップにした交渉カケだ。

　僕が守ることで〈人形使い〉は生き延びることができる。

〈人形使い〉を狙って来るディンタニアを倒たおせば、世界終しゆう了りようを防ぐことができる。

　こいつは命がけで、そういう交渉カケを仕し掛かけてきてる。

「でも、わからない。どうして最初に〈人形使い〉が狙われるんだ？」

「恐おそらく、マスターが『現状維い持じ』を使命とする〝端末〟だからです」

「現状維持？」

「はい。〈人形使い〉の役目は〝普通の人間〟の日常を維持すること。常識外の出来事など、なにも起こっていないと人々に言い聞かせることなのです。例えば『神の箱庭』の顕けん現げん。あれを見た〝普通の人間〟の耳に、『複製品』は囁ささやくのです。『なんだお前、幻げん覚かくみたんかー。やばい奴』とか」

「よってたかって、なにもなかったことにするってことか？」

「〈人形使い〉の目的は日常の維持。なので『無む限げん舞ぶ台たい』を死ぬほど憎にくんでいる〝雑音〟にとっては天敵なのです。今までは『複製品』を差し出す代わりに〈角笛を吹く精霊〉が守ってくれていました。でも、もうそれは過去のことです」

　ぶらぶらと右腕が揺ゆれてる。

　遠い目をしてる、『自動人形』モニカ──と、思ったら。

「いじぇーくと」

　いきなりモニカの顎あごが落ち、口が郵便ポストのように開いて──分厚い封ふう筒とうを吐はき出した。

「どうぞ。使うか使わないかは自由です。人数分の航空券と偽ぎ造ぞうパスポートが入ってます。仮か名めいです。あった方がいいでしょう？」

『自動人形』モニカは左手で、かくん、と顎をはめ直してから言った。

　まずい、完全に、こいつのペースになってる。

『自動人形』モニカは僕たちを脅きよう迫はくしてる。

　リトの情報が確かなら、〈人形使い〉には戦せん闘とう能力がない。

　他ほかの〝端末〟はどう動く？　戦闘能力が高いのは〈断罪人〉だけど、あいつは黒乃がハートブレイカーで串くし刺ざしにした。生きてるらしいけど、今のディンタニア相手にどれだけ戦えるかわからない。それに──〝端末〟はバラバラになったって『自動人形』モニカは言ってた。

　それは管理者がいなくなったから、〝端末〟が自由に動いてるってことか？

『自動人形』の提案は──もしかしたら罠わなかもしれない。でも、万が一〈人形使い〉が〝雑音〟に殺されたら。

　ディンタニアは八個目の『果実』を手に入れてしまう。

　リーチがかかる。

　九個の『果実』を手にいれればディンタニアは臨界を起こして〈世界〉の〝端末〟になる。

〈世界〉の〝端末〟の誕生は、〝夢を見続ける神〟の夢、『無限舞台』の完成を意味する。そうすれば神様の夢は醒さめて、世界はシャボン玉みたいに、ぱちん、と弾はじけて消える。

　そこまで考えて『自動人形』は僕を脅迫してる。おまけに僕たちには〝雑音〟と接せつ触しよくする手段がない。でも、なんでこいつはこんなに僕たちのことに詳くわしいんだ？

「詳しくはパンフレットとチケットをご参照ください。それでは！」

　きゅる、と折れた右腕をはめ込んでから、『自動人形』モニカは僕たちに向かってお辞じ儀ぎをした。「くれぐれもマスターをよろしくお願いします」と言い残して、ゆっくりと、僕たちに弱点──コアをさらしたまま、立ち去った。

「……びっくりしました」

　モニカの姿が完全に見えなくなってから、僕の後ろで真白が呟つぶやく。

「また、戦うことになっちゃったらどうしようって思ってました。あたし……なんとなくですけど、あたし、あの子は敵じゃないような気がします」

「どうして？」

「目が黒乃にそっくりなんです」

　──真白も僕と同じこと考えてた。

『補正プログラム』と『自動人形』は、なんとなく雰ふん囲い気きが似てるって。

「は、はぁっ？　な、なにゆってるのよ真白っ！」

　でも、いきなりな双ふた子ごの姉の発言に、黒乃は目をいっぱいに見開いて叫び出す。

「私が？　あいつに？　〈人形使い〉が作ったぽんこつ人形に似てるっての!?」

「う、うん。だって、黒乃、いつもあたしをあんな目で見てるもん。すっごく大事なこわれものを見るような目、してる。あたしが天あま巡めぐりくんを見る目にちょっとだけ近いかな？　ふんわり柔やわらかくて、でも、必死な目」

　全然わからないです周防さん。

「……帰ろ、真白」

「く、黒乃？」

「真白、疲つかれてるのよ、きっと。だから全然的外れな勘かん違ちがいしてるの。それに、天巡が『自動人形』と取引するなら、旅行の準備しなきゃでしょ？」

　黒乃は「いい？」って訊たずねるみたいに、上目づかいで僕を見てる。

　僕の手には、モニカが置いていった偽造パスポートと航空券。

「どうするか、夜までに決める。決まったら電話するから、周防さん」

「はいっ！　準備して待ってます」

　どくん

　迷いなんかかけらもない真白の笑え顔がおに、一いつ瞬しゆん、僕の心臓が跳はねた。

『自動人形』モニカがいる間は硬かたくなってた真白の顔が、とろけたみたいな笑顔に変わる。柔らかな、ちょっと赤みを帯びた頰ほおと、光を宿したような大きな瞳ひとみ。夕方の風を受けて栗くり色いろの髪かみが、僕の方へとなびいてくる。

　僕に向かって手を伸のばしかけて──静電気のことを思い出したみたいに、慌あわてて手を引っ込める。その仕草だけで、なんとなく、目を奪うばわれてしまった。

　……最近ちょっと、僕もおかしくなってきたのかもしれない。

　真白と一いつ緒しよにいるとなんだか、胸の奥がむずがゆくなってくる。

〝傷〟の『木の実』は、あと五個だけ。『木の実』の数が減れば減るほど、僕は〝端末〟の『果実』に異常なほどの食しよく欲よくを燃やす使い魔ま〝傷〟に近くなる。

　今は〝傷〟を起動しなくても、時々真白やリト──他の〝端末〟の頭の中に、赤い渦うず巻まき──『果実』が見えることがある。〝傷〟とのリンクが強くなっている。僕まで『果実』に食欲を感じてしまう──くらい。

　だから、この胸の疼うずきはきっと、その後こう遺い症しようなんだ。

「……はぁ」

　二人を見送ってから、僕は橋きよう脚きやくに寄りかかって溜ため息いきをついた。

　膝ひざが震ふるえてる──自分が怯おびえてるのがわかる。そんな場合じゃないのに。

　まだ僕は〝普通の人間〟のままなのか。状じよう況きようは勝手に進んでて、〝傷〟の感覚と僕の五感がリンクしはじめてるのに、頭の中身が追いついてない。

〝普通の人間〟の常識なんか残してたら、〝雑音〟に対たい抗こうなんかできない。

　覚かく悟ごしろ──覚悟しろ覚悟しろ──覚悟。

　真白と黒乃とリトを──大事だって思える人を守る。世界を終わらせない。〝雑音〟を止める。ディンタニアと──魔ま術じゆつ師しアグシーダを止める。世界のシステムを変える。終わらせないために。

「よしよし。がんばりましたね、おにーさん」

「……で、いつの間に来たんだよ、リト」

　気が付くと、精せい一いつ杯ぱいに背せ伸のびしたリトが目の前にいて、僕の頰を撫なでてた。

「わたしの役目はおにーさんの支し援えんですから、橋脚の裏に隠かくれてました」

「話は聞いた？」

「全部まるごと聞きました。〈人形使い〉カイエ＝トキサガに〝雑音〟の殺害予告状が届いたから、『自動人形』モニカさんが、おにーさんを〝雑音〟と戦わせようとしてる、ですよね？　おにーさんはどうするつもりですか？」

「大だい丈じよう夫ぶ……ゆっくり考えるから」

「おにーさんはわたしの前では『大丈夫』禁止です。『日本一包容力のある小学生』にはおにーさんの強がりなんか丸見えです。迷ってるなんて噓うそです。おにーさんのことですから──心はもう決まってるはずです」

「うん……」

　リトに隠し事するのは無理だった。

「世界が終わる前に、南の島にバカンスに行くのもいいかもって思ってる」

「『自動人形』さんからもらったもの、見せてください」

　僕は封ふう筒とうに入っていたパスポートと航空券をリトに手て渡わたした。

　リトはそれを見ながら、小さく首を傾かしげた。

「不思議ですよね。どうしてわたしたちの居場所が、ここまで正確にわかっちゃったんでしょう？　パスポート、ちゃんと写真まで貼はってありますよ？」

「世界中の『複製品』を総動員して調べたんじゃないか？」

「そーですか？　でもなにか変です。それに、おにーさんが〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉に勝ったことを知ってる人なんかほとんどいませんよね？　〝雑音〟が教えるわけないです。〈断罪人〉は『中有の居城』から落ちてきてたから、〈角笛を吹く精霊〉が死んだ現場にはいなかったはずです。あとは──」

　そこまで言った時、僕のポケットで携けい帯たいが鳴った。

　液えき晶しようにアドレス帳の名前が出てる。相手は──楓さん？

『あ、翔。お久しぶり──って、あれ？』

　楓さんの声が、急に不ふ審しんそうなものに変わる。

『もしかして翔、まだ日本にいるの？』

「まだ……って？　〝雑音〟の情報を送るから留守番してろっていったの楓さんだろ？」

『そうじゃなくて、モニカ来てない？』

　……………………………………………………はい？

　がばっ

　僕の携帯に耳を押しつけていたリトが、通話口にかぶりつく。

「も、もしかして〈人形使い〉に、おにーさんの個人情報流したのおかーさんですかっ!?」

『ん。情報どころか偽ぎ造ぞうパスポートと航空券準備したのも楓さんよ？』

「な、なにやってるんですかおかーさん、今、どこに──？」

『土手の上』

「──え？」

　僕とリトは橋の下から飛び出した。堤てい防ぼうの上、ガードレールの向こうに、楓さんの大型バイクが停とまっていた。携帯を握にぎったまま、ノーヘルの楓さんが手を振ふってる。

　──『複製品』？

〈人形使い〉は人のコピーを作る〝端末〟。楓さんのコピーで僕たちを騙だまそうとしてる──でもすぐに違ちがうってわかった。時々入り交じる〝傷〟の視界。『自動人形』モニカには〝端末〟の能力を示す赤いものが絡からみついてた。堤防の上にいる楓さんにはそれがない。

　あれは、間違いなく本物の楓さんだ。

『やっほ。リト、ちゃんと翔の許いいな嫁ずけやってる？』

「許嫁ってするものですか──じゃなくて！　なんてことしたんですかおかーさんっ。おにーさんのプロフィールなんか流して、〈人形使い〉が敵だったらどうするつもりなんですか？」

『……それはないわね』

　携帯を通して楓さんは語りかけてくる。

　堤防を駆かけ上がる僕たちを見下ろしながら、バイクのエンジンを一気にふかす。

『〈人形使い〉の弱さは折り紙付きよ。周りにいる「複製品」さえ排はい除じよすれば〝普通の人間〟でも勝てるくらい。〈人形使い〉は戦わない代だい償しようとして弱さを強制された〝端末〟だもの』

「でも、〝精霊〟が次の管理者を送り込んできたら、〈人形使い〉も結局敵になるんだろ？」

『──んな先のこと心配してどうするの、翔』

　楓さんのバイクが走り出す。間に合わない。

　リトとゆっくり話をしようとか考えないのかこの人は。

『今、一番たくさん選せん択たく肢しを持ってるのは翔よ。あなたは自分のしたいことをしなさい。しなきゃいけないことでも、した方がいいことでもなくて、自分で望んだことを』

「自分の……したいこと？」

『うん。いいセリフよね。そういうわけで、楓さんもしたいことするから、じゃね』

　したいことというか言いたいことだけ言って──。

　楓さんのバイクは、僕たちが土手を上りきる前に走り去った。




　　　　５




「待ってました……おにーさん。大丈夫です、とっくに覚かく悟ごはできてます」

　その日の夜、楓さんのアパート。

　ベッドに腰こし掛かけたリトの肩かたに、僕はゆっくりと手を載のせた。

　細っ──改めて触ふれてみたリトの肩は、よくこれで生きてるって思うくらい華きや奢しやで、柔やわらかかった。ボブカットの髪かみがさわさわと指先に触れる。くすぐったいのか照れてるのか、リトは小刻みに身体からだを揺ゆすってから、僕の顔を見上げてくる。

「お、おにーさん、あまり力いれたら痛いです」

「あ……ごめん」

　座ってても僕の顎の位置までしか届かない、リトの小さな身体。

　よくこれでいつも戦ってるよな……。細い腕うでで銃じゆうを撃うったり、『運命規定』に侵おかされた町を、僕と一いつ緒しよに走り回ったり。本当なら、おかーさんに甘えながら小学校に通う年とし頃ごろなのに。

　でも、これから僕はリトにかなり無理をさせようとしてる。

「お風ふ呂ろあがりです。石せつ鹼けんのにおいがしませんか、おにーさん？」

「どっちかというとミルクのにおいがするんだけど。リト、風呂あがりに飲んだだろ」
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「はい。毎日飲むようにしてます。育ちざかりだから、まだチャンスはあると思います」

「チャンス？」

「……おっぱいを大きくするチャンスです」

　ぶわっ

　危ないところだった。

　僕はむりやり首をリトから逸そらして吹ふきだした。

「小学五年生がそんなこと気にするなっ」

「おにーさん甘いです。小さな時からの一歩一歩の努力が、あとで大きな差になるんです」

「いいセリフだけど使い方間違ってるよ！」

「おにーさん覚悟が足りないです。女の子が覚悟を決めてるのに、うだうだ言うのは男らしくないです。大だい丈じよう夫ぶ、わたしは、おにーさんのすることなら恐こわくないです」

「……わかったよ、リト」

　リトが覚悟を決めてるのに、僕が怖おじ気づいてどうするんだ。

　ふわ、と、リトの身体から力が抜ぬけた。僕の腕の中で、大事な妹分が瞳ひとみを閉じる。

　僕はじっとリトの顔を見つめた。

　どくん、と心臓が鳴りはじめる。

　大丈夫、まだ我が慢まんできる。

　リトを壊こわすようなことにはならない。そう言い聞かせながら──じっと意識を凝こらしていく。

「おにーさん。本当は、我慢しなくていいんですよ？」

「な、なにが？」

「おにーさんには、わたしを食べてしまう権利があるんです。わたしがそういうことを許すのはおにーさんだけです。譲じよう渡と不可の権利です」

「妹分喰くらう権利なんかいるかっ！」

　まったく。リトの、自分をすぐに投げ捨てちゃう癖くせは、どうにかした方がいいと思う。

　それに、我慢できる、はず。

　──あ。

　声が聞こえてきた。耳の奥で。

　リトの閉じた瞳から目が離はなせなくなる。

「お、おにーさん、だ、だまってるとこわいです」

　リトの声に応こたえてる余よ裕ゆうがない。理性を保つので精せい一いつ杯ぱいだ。自分が小さくなって、消えて、別のものに乗っ取られそうになってくる。痛いくらいの──原始的な本能。腕が震ふるえ出す。知らない間に、リトの細い肩に指が食い込んでる。リトは──唇くちびるを結んで我慢してる。

　もうちょっと──もうちょっとだけ。

「──見えた」

　リトの額の間に浮うかびあがった、赤い渦うず巻まき。

『果実』──と呼ばれるもの。

　赤い渦巻き。リトの額を中心に、帚ほうき星ぼしが回転しているように見える。科学の本に載のってる原子モデルにも似てる。でも、原げん子し核かくにあたるものはない。真ん中に空くう洞どうがあって、その周りをなにか赤いものが回ってる。

　リトはバグった〝端末〟だから、正常に稼か働どうしている〝端末〟とは、『果実』に違ちがいがあるはず。

　それがわかれば──僕はディンタニアをバグらせることができるかもしれない。

　これは実験。『果実』を観察するためと、〝傷〟を使いこなせるようになるための。

　はっきりと見えてくる。

　リトの中にあるもののかたち。綺き麗れいで──甘くて──とっても美味しそうな──。




『食ベテイイ？』




　駄だ目めだっ！

　僕はリトの肩から手を放した。そのまま仰あお向むけに、ベッドの下へ転げ落ちる。

　フローリングの床ゆかに頭をぶつけるかと思ったけど──下にあったのは、リトが使ってるカエル形のクッションだった。あらかじめ敷しいといてくれたらしい。さすが『日本一包容力のある小学生』。

　でも、危ないところだった。リトの『果実』をじっと見てたら、〝傷〟の食しよく欲よくが起動した。

　まだ理性が吹っ飛ぶほどじゃなかったけど──。

「はい、おにーさんもう一回」

「も、もう一回っ!?」

「え？　だってこれは『果実』がどういうふうになってるかを観察する実験なんですよね？」

「そ、そうだけど、さすがに今日は無理」

　勢い余って〝傷〟が起動したらしゃれにならない。

「おにーさん根こん性じようないです。それで、なにかわかりましたか？」

「『果実』は赤い渦巻きだってのはわかった。その渦が、何で出来てるのかまでは、まだ」

　僕は起き上がって、リトの隣となりに腰こしかけた。

「リトの『果実』はバグってるはずだから、他ほかの〝端末〟の『果実』と違いがあるはずなんだ。それがわかれば──」

「正常に稼働してる『果実』をバグらせる方法もわかるかもしれないんですね」

「うん。ディンタニアは、バグった『果実』をもらっても〈世界〉にはなれないって言ってた。だからリトや周防さんを襲おそわなかったんだと思う」

「そーいうことですよね。わたしたちを食べた方が、てっとり早いですもんね」

「僕たちの突とつ破ぱ口こうもそこにあるはずなんだ。他の〝端末〟をバグらせるか、ディンタニアの『果実』をバグらせるか。それとも僕が完かん璧ぺきに〝傷〟を使いこなしてディンタニアの『果実』を喰らうか」

「それが世界の終しゆう了りようを防ぐ方法、ですか。壮そう大だいですよね……」

　リトの声を聞きながら、僕は天てん井じようを眺ながめた。

　なんだか、身体からだ中じゆうの力が抜ぬけていくような気がした。

　死にたくなくてあがいてたら、勢い余って、僕たちはこの世界の中ボスを倒たおしてしまった。そしたらそいつが持ってた、世界を管理する魔ま法ほうの杖つえがライバルキャラの手に移って、そいつが世界を破は壊かいするために暗あん躍やくし始めた。おまけにそいつは陰かげにかくれていて、どこにいるのかもわからない──ゲームに例えればこんな感じ。

　唯ゆい一いつの手がかりが、死んだ中ボスの部下、〈人形使い〉のそのまた部下が持って来た、協力依い頼らいだけ。

「……本当に、どうにもならないんだな、この世界は」

　僕はディンタニアを憎にくんでるんだろうか。

　わからない。何度も助けてもらった。ディンタニアがいなかったら僕たちは死んでた。

　だけど、結局は利用されて、〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の『果実』を奪うばわれた。

　どうすればいいんだろう。ディンタニアを──殺す？

　考えると背中が寒くなる。人を殺す。そんなことできるかどうかわからない。それに、ディンタニアを殺しても解決にはならない。〈教師〉〈恋こい人びと〉〈困こん窮きゆう者〉〈調停者〉〈侵しん略りやく者〉〈心配症しよう〉〈角笛を吹く精霊〉──ディンタニアの中にある『果実』が全部まとめて転生するだけだ。そしたら生まれ変わった〝端末〟たちが新しい〝精霊〟に率いられ、いつか僕たちを殺しに来る。

　何年先かわからないけど、それに怯おびえてびくびく生きるのなんかごめんだ。

「……『中有の居城』の記き憶おくも、段々薄うすれてきてるような気がする。でも、それが恐こわいんだ。なにも起こらないと思ってたら、ある日、突とつ然ぜん、世界がぱちん──と弾はじけて、消えて」

「わたしはその瞬しゆん間かんもおにーさんと一いつ緒しよなら文句は言いません」

「いや、文句くらい言おうよ、リト」

「言わないって言ったら言わないんです！」

　僕はリトの将来が心配だ。

「……でも『果実』がバグる条件ですか……難しいですね。確かに精神的なショックを、どかん、と与あたえると『果実』は不安定になりますけど」

　真白がバグったのは、僕を好きになったから。〈生命体〉は自分の意志で好きな人を選べない。真白は五年前、ほのかが死んだ時に僕と出会い、ずっと恋こい心ごころを抱かかえてきた。そして二ヶ月と二週間前に、僕ともう一度出会って、今度は完全にバグってしまった。

　リトがバグったのは──リト本人は言わないけど、たぶん、ほのかの死が関係してるはず。ほのかを殺したのはバグった〈英えい雄ゆう〉──リトのお父さん。口には出さないけど、世界が一回転するくらいのショックだったはずだ。

「ディンタニアにショックを与えればいいってことか？　〝傷〟の存在も『果実』にとってはストレスになるかもしれない。リト、さっき僕と向き合ってて、なにか感じなかった？」

「どきどきして胸がきゅん、となりました」

「やっぱり『果実』が喰くわれる恐きよう怖ふに怯えてるのか……」

「………………………………………………………………………おにーさんの鈍どん感かん」

「え？」

「なんでもありません。それよりごめんなさい、おかーさんがまた無む茶ちややりました」

「まぁ、楓さんのやることだし」

「おかーさんのやることですからね……」

　それで納なつ得とくできるのが楓さん。

　まさか〈人形使い〉に、僕たちの個人情報を流すとは思わなかったけど。

「……やっぱり無茶苦茶だよな。楓さんは」

　この世界を終わらせない方法。

　選せん択たく肢しはそんなにない。あるかもしれないけど、僕の頭じゃ思いつかない。

　ディンタニアがあと二つ『果実』を手に入れたら、神様の夢は醒さめ、世界は終わる。

　でも〝傷〟があと五つ、『果実』を喰らってしまったら、やっぱり世界は終わってしまう。

　九個の『果実』を手に入れた者は完成を表す〝端末〟──〈世界〉になり。

　九個の『果実』がこの世から消え去れば、『無限舞ぶ台たい』が崩ほう壊かいし、神様が目を覚ます。

「──選択肢は自由、か」

　だけど僕に〈人形使い〉を見捨てる自由はないんだ。

　行くって決めた。

〈人形使い〉が待つ、南の島に。

「おにーさん、そろそろ電気消します」

「あ、ごめん。おやすみ、リト」

　僕はベッドから立ち上がった。壁かべの時計はもう十二時近くを指してる。リトはとっくに寝ねる時間だ。

「で──なんで僕のパジャマの袖そでを摑つかんでるんだ？」

「わたしのベッドでも、二人寝られるくらいのスペースはあります」

「……リト？」

「あ、あんまり深く追及したらだめです、おにーさん。日本一包容力のある小学生だって、誰だれかに甘えたくなることがあるんです」

　リトは頰ほおを膨ふくらませて僕を見上げてる。

「それに、さっき実験に付き合ったから貸しひとつです。借金は嫌きらいですよね？」

「うん。僕のリトへの借りはたぶん、利子が膨らんですごいことになってると思う」

「そう思うなら少しでも返してください。おにーさん」

　リトは壁の方を向いて横になった。

　誰かに甘えたくなることがある──って、当たり前か。

　僕たちの周りは変なことばっかりで、リトはまだ、小学五年生なんだ。

　リトが「こっち見ないでください」って言ったから、僕はリトに背中を向けて横になった。




　こち

　壁の時計が零れい時じを指した。

「……おにーさんは南の島に行って〝雑音〟と戦うつもりなんですよね？」

　僕に背中を押しあてながら、リトがぽつり、と呟つぶやく。

「もしも、『自動人形』さんの罠わなだとしても、行くんですよね？」

「……うん」

「わかってると思いますけど、わたし、ついていきます」

「うん」

「おにーさんが遠くで危ない目に遭あってるかと思うと、わたし、お腹なかがきりきり痛くなっちゃいます。神経性胃い炎えんというやつです。きっと、おにーさんが帰ってくるまで治りません。そのまま悪化して死んじゃうかもしれません。だから、ついていきます。いいですか？」

「うん」

「『うん』ばっかりなんですね」

「リトは僕の妹分だろ？　リトのことは信じてるし、僕がリトにしてあげられることは、全部やる」

　限度はあるんだけど。

　リミッター外したら、リトは僕の生活まるごと管理しそうだし。

『自動人形』モニカの依い頼らいは──罠の可能性もある。でも、罠なら罠でいい。このままなにもしないで世界終しゆう了りように怯おびえてるよりずっといい。もしも罠だったら、死ぬ気で〈人形使い〉の『果実』を喰らってやる。

　こち　こち　こち

「………………やっぱり、駄だ目めです。おにーさんに隠かくし事はもう、できません」

「リト？」

「おにーさんに隠し事してると、わたしが、すごくわるものみたいに思えてくるんです」

「前も言っただろ。隠し事のひとつくらいあったっていいって」

「わたしが嫌いやなんです」

　いつの間にかこっちに向き直ってたリトが、僕のパジャマの裾すそを摑んだ。

　なにかをこらえるみたいに、身体からだを丸めて。

「もう、隠し事はなしです。二ヶ月が限界でした。これから天あま巡めぐりリトはおにーさんに対して、開かれた『日本一包容力のある小学生』を目指します。一週間後の晩ご飯のメニューも、わたしのスリーサイズも、聞かれたらすみやかに開示します」

「……別にスリーサイズ聞くつもりなんかないけど」

「それは聞いても面おも白しろくないってことですか!?　各数値にあんまり違ちがいがないから!?」

「夜中に大声出すな──ていうか気にすることないだろ。まだ小学生なんだから」

「……わたしにはライバルがたくさんですから仕方がないんです」

　リトは、僕のパジャマを摑んだまま、すぅ、と深呼吸をする。小さな掌てのひらから、速すぎる鼓こ動どうが伝わって来る。リトの──秘密？　もうないと思ってた。何を言うつもりなんだ──？

「このことはおかーさんしか知りません」

　リトはゆっくりと話し始める。

「わたしは二ヶ月前、おにーさんが『中有の居城』に行ってた時、おとーさんに──バグった〈英えい雄ゆう〉に会いました。〈断罪人〉に殺されそうになったところを助けてもらったんです」

　心臓が、止まるかと思った。

　バグった〈英雄〉。リトのお父さん。その人は、五年前──僕の妹ほのかを殺した張本人だ。

〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉がバグった〈英雄〉を殺すための作戦。〈超ちよう越えつ者〉だったほのかは、それに駆かり出された。そして作戦が失敗したせいで、逆上した〈英雄〉に殺された。

　血まみれに、なって──片かた腕うでを、もぎとられて。

　ふわっ

　鼓動がおかしくなった僕の心臓の上に、リトの小さな手が重なった。大だい丈じよう夫ぶ──だと、思う。前よりはかなりましになった。ほのかの事を考えると、以前は心臓に灼やけた釘くぎを打ち込んだみたいだったんだけど、今はせいぜい画が鋲びようくらい。

　でも、完全には消えないと思う──消したくない。

「わたしを助けてすぐ、おとーさんは姿を消しました。おかーさんが〝雑音〟と手を切ったのも、あれから世界中を回ってたのも、おとーさんの痕こん跡せきを探すためです。そのおかーさんが日本に帰ってきたってことは、たぶん」

「……リトのお父さんは日本にいる」

「……………………………………………………はい」

　リトは、こくん、と頷うなずいた。

「ほのかちゃんの仇かたきが、おにーさんの手の届くところにいるかもしれないんです」

「リトは、お父さんに会いたい？」

「わたしのことはどうだっていいです。おにーさん、〝傷〟で『果実』を喰くえば〈英雄〉だって〝普通の人間〟になります。ほのかちゃんの敵かたき討うちができるんです、おにーさん……」

「敵討ちはもう考えてないよ、リト」

　会ってしまったら、自分がどうなるかわからないけど。

　でも、話はしたいと思う。どうしてほのかを殺したのか──ほのかを殺したことをどう思ってるのか聞いてみたい。でも──今は駄目だ。ほのかのことはもう間に合わない。〈英雄〉を殺したって、ほのかは帰ってこない。

　ディンタニアはまだ間に合う。〈世界〉になるのを止められる。だから。

「僕は〈人形使い〉のところに行く。決めたんだ。ディンタニアを止めるって」

「はい、おにーさん……ごめんなさい」

　僕の胸にしがみついたリトは、シャツを摑つかんでしゃくりあげた。

「変なこと言いました。きっと、うわごとです。『日本一包容力のある小学生』だって、恐こわい夢を見ることがあるんです。もう大丈夫です。おやすみなさい……おにーさん」
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　意識が浮うき上がっていく。

　身体が重い。喉のどが、がらがらする。舌を覆おおう錆さびた味に、彼女は思わず横を向いて口の中のものを吐はき出す。全身の力をこめて目を開けると、赤黒い血が草に絡からみつくのが見えた。

「……人目を避さけて山に入ったのは、失敗」

〈断罪人〉は草の上に身を投げ出した。

　身体の回復が遅おそい。

〈生命体〉や〈英雄〉とは違う。〈断罪人〉が持つのは徹てつ底ていした防ぼう御ぎよ力。全身を覆う赤い甲かつ冑ちゆうは銃じゆう弾だんも大たい砲ほうも通じない──はずだったのに。

「あの『補正プログラム』は異常。ハートブレイカーは〈生命体〉を処理するためのもののはず。〈断罪人〉の鎧よろいを貫つらぬくなんて、反則」

〈断罪人〉アイリ＝イルシュタットは消えそうな声で呟つぶやいた。

　二ヶ月前、『中有の居城』から落ちて、バグった〈英雄〉と戦った後、一人、世界中をさまよってきた。〈角笛を吹く精霊〉はもういない。『中有の居城』で育てられてきた〈断罪人〉には、地上のルールがわからない。

　しばらくして〝雑音〟から一枚のカードが届いた。

『無む限げん舞ぶ台たい』最終公演の案内が。

　書かれていたのは短い文章。

　──〈角笛を吹く精霊〉は死んだ。〝端末〟たちにこのカードが届いたことがその証明。〈角笛を吹く精霊〉の能力『端たん末まつ検知』は〝雑音〟が入手した──。

　カードを受け取った後、〈断罪人〉は生前の〈角笛を吹く精霊〉から聞いた情報を元に〝端末〟を捜さがし回った。〈超越者〉〈政治家〉〈放ほう浪ろう者しや〉〈夢想家〉〈人形使い〉──生き残りの〝端末〟全すべてに会い〈角笛を吹く精霊〉の復ふく讐しゆう戦を宣言した。手を貸すように言ったのに──。

　誰だれ一人ひとりとして、応じなかった。

　そして皮肉にも〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の死が事実だと、〈断罪人〉の行動が証明することになってしまった。

「……イレギュラー……〝雑音〟殺す」

　死にものぐるいでイレギュラー、天あま巡めぐり翔かけるがいる国までやってきた。だけど、限界だった。

「〝端末〟はバラバラになっちゃった。どうすればいいの……〈角笛を吹く精霊〉」

「生き残るのが先ではないのか？」

　横たわる〈断罪人〉のすぐ側で、ざらついた声がした。

　考えるより先に身体からだが反応した。〈断罪人〉アイリは飛び起きる。『中有の居城』にいた時から着ていたトーガと、旅の間に手に入れたコート。それだけをまとった、小さな子供の身体。

「──出いでよ『傲ごう慢まん』！」

　アイリは空中に手を伸のばした──けれど、その掌てのひらは空を摑んだ。

　頭の中にある『果実』が反応していない。目の前にいるのは大罪人。なのに、極度の疲ひ労ろうと空腹、それに怪け我がのせいで身体が言うことを聞かない。『果実』が『断罪衝しよう動どう』を生み出さない。跳はね起きたショックで目がくらみ、〈断罪人〉はそのまま地面に膝ひざをついた。

「〈断罪人〉が罪人を前に膝をつく？　そんな馬ば鹿かなことがあってたまるもんか！」

「休め。君には食事と休息がいる」

「……だ、だまれ」

　荒あらい息を吐きながら〈断罪人〉は自分の倍近くある人ひと影かげを睨にらみ付ける。

　身の丈たけ二メートルを遥はるかに超こえる巨きよ人じん。墨すみ色いろのトレンチコートに身を包み、顔半分を覆う大型のサングラスを掛かけている。全身の中で露ろ出しゆつしているのは両手と、顔と、うねりながら襟えり元もとまで伸びた、たてがみのような純白の髪かみだけ。

　顔と両手を覆うのは、青く輝かがやく鱗うろこ。

　人の上位種であることが一目でわかるように、身体を包み込むオーラが、鱗の姿を成して皮ひ膚ふを覆い尽つくしている。まるで竜りゆうのような姿。

「〈超ちよう越えつ者〉殺しの大罪人、バグった〈英えい雄ゆう〉。ルガイフェ＝ニーベルンゲン！　世界を逃にげ回り、未いまだ己おのれの罪を償つぐないもしない者が!!」

「その通りだ。我は罪人。『果実』のバグのため、正気を保てる時間も短くなった」

〈断罪人〉アイリの視界に炎ほのおが映った。野宿には慣れているのだろう。草をむしったむき出しの地面に、〈英雄〉が作った竈かまどがある。炎の上では黒くすすけたコッヘルが湯気を上げ、炎の周囲では串くしに刺さされた何かの肉が、香こうばしい匂においを漂ただよわせている。

「我は罪人。自分の娘むすめに会うため、〈角笛を吹く精霊〉の罠わなとも知らずにのこのこと日本に行き、そして〈角笛を吹く精霊〉に利用された子供を殺してしまった。忘れてなどいない」

「だったら、今すぐその罪を償え！　罪人っ!!」

「償わせてくれるか？」

〈英雄〉は炎へと手を伸ばし、灼やけたコッヘルを摑み取った。

　蓋ふたを開け、中身を確かく認にんしてから、〈断罪人〉の前に置く。

「不可解……何のつもり？」

「我はお前に我を断罪して欲しい。そのためにお前を捜していた」

〈英雄〉は両手を挙げ、警けい戒かい心を削そぐように、〈断罪人〉から離はなれる。

「頼たのむ。『狂きよう暴ぼう化』した我と戦えるのは、〝端末〟のうち、最強の甲かつ冑ちゆうを身にまとうお前しかいない。我を断罪し、この世界から消し去れ」

「死を与あたえろと？」

「我はお前の先代の〈断罪人〉にも同じことを願った。だが彼女に我を殺すことは叶かなわず、我が娘を育てるため、他ほかの〝端末〟の『果実』を喰くらい〝普通の人間〟になったが」

「私を──ほのかを天巡楓と一いつ緒しよにしないで！」

〈断罪人〉アイリは地面を叩たたいた。コッヘルが倒たおれ、ミルク色のスープがこぼれる。

「天巡楓は殺す。イレギュラー、天巡翔も殺す。〈生命体〉も〈慈じ母ぼ〉も〝雑音〟の姫ひめ君ぎみも殺す。それが〈断罪人〉の使命。〈角笛を吹く精霊〉からの命令！」

「だがもう〈角笛を吹く精霊〉はいない」

「……どうしてお前がそれを知っている!?」

「カマをかけただけだ。〈角笛を吹く精霊〉が生きているのなら、飢うえた〈断罪人〉を放置しておくわけがないだろう？」

「天巡楓も、〈英雄〉も、みんなそうやって私を──ほのかをばかにして！」

〈断罪人〉の赤い甲冑が呼び出せない。

　目の前にいる罪人への怒いかりはあるのに、疲労と栄養失調のせいで『果実』が反応しない。

「〝端末〟は歪ゆがむ。我らの運命を受け止めてくれる〝普通の人間〟などほとんどいない。我の娘、リトは幸運だ。自分を無条件で受け止めてくれる人に出会えたのだから。お前もまだ、間に合うかもしれない、〈断罪人〉。だから我の娘をつけまわすのはやめろ」

「──黙だまれ」

「生きろ。〝普通の人間〟となった天巡楓も、未いまだに〝端末〟としての視点を捨てられない。お前は間に合うかもしれない。我を殺して『果実』を喰らい〝普通の人間〟となれ」

「黙れえええええっ！　私はほのかのコピー。私は罪人を裁く者。私は七つの罪を罰ばつするもの。偉い大だいなる〈角笛を吹く精霊〉の一番の部下──私は──私は──」

　声が途と切ぎれ、〈断罪人〉アイリが崩くずれ落ちる。樹きの根に頭を打ち付ける直前、〈英雄〉は手を伸ばし、アイリの小さな身体からだを受け止める。

　彼女のトーガの胸むな元もとに、赤く血の痕あとが浮うき上がっていた。

　完全には塞ふさがらない、黒乃のハートブレイカーが貫つらぬいた傷きず痕あと。

〈英雄〉は彼女のトーガをほどき、炎の脇わきに置いてあったバックパックを摑つかんだ。中から大判の包帯を取りだし、幼い、血の気の薄うすい胸に巻き付ける。それから、倒れたコッヘルを摑み、揺ゆらす。軽い水音に中身がまだ少し残っていることを確かく認にんし、冷めたコッヘルを、意識のない〈断罪人〉の唇くちびるに押し当てた。

　小さな口にスープを流し込み、飲み込んだことを確認して、〈英雄〉は安あん堵どの息をつく。それから〈断罪人〉の身体を草の上に横たえ、バックパックから取り出した毛布をかけた。

「二ヶ月前、我は娘の顔を見た。声を聞いた。もう十分だ。幼い〈断罪人〉よ、お前はまだ間に合う。我を殺して『果実』を喰らえ。それくらいの希望があってもいいだろう？」

〈英雄〉は木々の隙すき間まに広がる星空を見上げ、問いかけるように呟つぶやく。

「全能ならば聞こえるだろう？　なぁ、この世界の主、〝夢を見続ける神〟よ」




　　　　７




『真ま白しろへ。

　転校先がやっと見つかりましたの。真白と、黒くろ乃の、それに天あま巡めぐりも受け入れてくれる学校です。隣となりの県にある私立で、全ぜん寮りよう制せいですから、二ヶ月前の事件を知ってる人も少ないはず。もちろん、私がフォローしますから安心していいですわよ？

　なるべく欠席日数は抑おさえた方がいいですから、とにかく急いで連れん絡らくくださいな。

　私も、あんまり真白と離れてると禁断症しよう状じようが出そうですの。

　待ってますからね。また、真白と黒乃、二人と一緒に学校に通えるのを。


真白の親友、芙ふ蓉よう崎ざき花か壇だんより』



「……ごめんね、花壇ちゃん」

　真白は、ずっと花壇からのメールを見つめていた。

　意を決して、短いメールを返したのは五分前。

「あたし、まだ一緒に学校へは行けない」

　恐こわかった。花壇に『行けない』とメールを返すのも。でも、逃にげちゃだめだってこともわかる。花壇は〝普通の人間〟。真白たちの事情はなにも知らない。話せない。真白の運命に、彼女を巻き込みたくない。

　ＲＲＲ

　携けい帯たいが震ふるえた。

　花壇からのメールだった。真白は震える指で、届いたばかりのメールを開いた。

『わかりました……私は、真白を信じます。

　約束してください。全部終わったら、真白たちの事情を教えてくれるって。絶対。

　気をつけて、真白。本当は天巡なんかに真白を任せたくはないのですけど。私の親友が信じた人なら、私も、信じます。

　だから謝らないで。私は──真白の親友なんですから』

　──ありがと、花壇ちゃん。

　真白は携帯を胸に抱だきしめる。

　──やっぱりあたしは、この世界が大好き。

　血ち塗ぬられていても。

　世界のシステムを変えるためのセキュリティホールが、すべて塞がれていても。

　優やさしい人たちは、真白のまわりにいてくれる。

「真白、準備できた？」

　部屋のドアが開いて、髪かみをタオルで押さえた黒乃が入って来た。

　真白が頷うなずくと、黒乃はベッドの上に、ごろん、と横になった。

「で、結局、天巡は〈人形使い〉を守りに行くことにしたわけね。南の島まで」

「うん。さっき、電話で教えてくれた」

「真白も一いつ緒しよに行くのね──って、聞くまでもないか」

　黒乃はベッドに寝ねそべったまま、あきれたように真白の手元を覗のぞき込む。

「出発までまだ時間あるのに、必死で準備してるんだもんね」

「……なにがあるかわからないんだもん」

　真白は少し考えてから、替かえのタオルと下着をキャリーケースに詰つめ込んだ。

　駅の見える場所にあるマンション。七階の部屋。

　二ヶ月前の騒そう動どうのあとも、なんとか真白たちが住むこのマンションは無事だった。『中有の居城』から〈断罪人〉が落ちてきた衝しよう撃げき波はでガラスが割れてしまったけれど、今はそれも修理して、以前と変わらない姿に戻もどっている。

「またお兄ちゃんに心配かけちゃうかな。どうやって謝ったらいいと思う？　〝端末〟でごめんなさい、じゃ通じないよね？」

「私が真白をそそのかしたってことにするから大だい丈じよう夫ぶ──で、真白、それも持ってくわけ？」

「え？　うん」

　なぜか頰ほおを膨ふくらませた黒乃に、真白は頷き返す。

　真白がクローゼットの上の箱から取り出したのは、黒いウサギのぬいぐるみだった。かなり古いものらしく、耳と右みぎ腕うでに別の色の糸で縫ぬい直した跡あとがある。曇くもった赤いビー玉の目を指でぬぐい、真白は満足そうに笑う。

「黒乃、知ってる？　これ、五年前に天巡くんと初めて会ったすぐ後に買ってもらったぬいぐるみなの。名前はね、黒乃と同じ『くろの』。真っ黒だから」

「真白は全部、思い出したの？」

「思い出したって……なにを？」

「五年前のこととか、〈生命体〉のこととか、〝端末〟関係のこと、全部」

「ううん」

　真白はぬいぐるみを抱きしめて、首を振ふった。

「思い出したのは天巡くんと出会った時のことと、その後の事だけ。夢の中の出来事みたいだけど。でも、大事な思い出」

「思い出？　どうして真白が天巡を好きになったかってこと？」

「……うん」

　夜よる遅おそいから、部屋の灯あかりは消している。代わりに真白と黒乃を照らしているのは、ベッドサイドに置かれたデスクスタンド。真白はベッドの上に、ぺたん、と座り、古ぼけたぬいぐるみを見つめていた。

「この子を見てると、あの頃ころのことを思い出せるような気がするの。あたし、ずっと泣いてた。この世界の秘密なんか〝普通の人間〟にはわかってもらえないんだって、あの頃のあたしはまだ正しい〝端末〟だったんだと思う」

「……それも〝精霊〟のプログラムなのかもね」

〝普通の人間〟から〝端末〟を孤こ立りつさせていく。

　そうして、〝端末〟が〝普通の人間〟を見下すように仕向けていく。

「でもね、五年前の天巡くんはこう言ったの。『そんなシステムなんか、僕がこわす』って。なにかにうかされてたのかもしれない。ほのかちゃんを亡なくして、混乱してたのかもしれない。だけど、あたしはその言葉を聞いて、すごいって思ったの。わかってくれる子もいるんだって。心がすーっ、と楽になっていったの」

　ぬいぐるみの『くろの』に語りかけるように、真白は呟つぶやく。

「あの時から、少しずつ、あたしはバグった〝端末〟になりはじめたんだと思う。〝端末〟じゃなくて〝普通の人間〟の心を持ちはじめたのかも──」

「それ、天巡に言ってあげたら？」

「す、すっごい恥はずかしいセリフなんだよ黒乃！　夜だから言えるの。昼間、お日様の下だったら黒乃にだって言えないもん！」

「いまさらなに言ってるんだか」

　黒乃はベッドの上で起き上がり、真白に向かって肩かたをすくめてみせた。

「天巡の前でさんざん恥ずかしい格好して、さんざん恥ずかしい目に遭あって、さんざん恥ずかしいこと言ってるくせに」

「だ、だって天巡くんがいると頭がぼーっとなっちゃうからしょうがないの」

「真白」

　急に真顔になった黒乃が、真白に顔を近づけてくる。

「ねぇ、正直に言って。最近それ、悪化してきてない？」

「な、なんのこと？」

「だからっ、天巡が側にいると頭がぼーっとしちゃう症しよう状じよう。今日の真白変だったもの。いつもだったら大喜びで天巡にひっつくのに、触ふれた瞬しゆん間かん、びくっ、って離はなれてた」

「……静電気だもん」

「天巡みたいなこと言わないの」

「あ、あのね、姉妹だからって隠かくし事くらいあったっていいよね？」

「姉妹じゃないでしょ。私は真白の『補正プログラム』。真白のおかしなところとか、ちゃんと知っておかなきゃいけないの！」

「黒乃は、あたしの妹ですっ！」

　真白は頰を膨らませて、言い切った。

　迷いや抵てい抗こうを一いつ切さい拒きよ否ひするセリフだった。

「もしかして、二ヶ月前『果実』を暴走させた影えい響きようが残ってるとかないよね、真白？」

「……ないもん」

「天巡に触れると頭が真っ白になって、身体からだに電流が走ったみたいになって、思わず恥ずかしくなって離れちゃったりとか」

「な、なんでわかっちゃうの黒乃？」

「うん、かまをかけてみた」

「……きゅ、きゅむううううううううう」

　真白は思わず頭を抱かかえてベッドにうずくまる。

　双ふた子ごの妹だけど、黒乃は自分の分身。プライバシーなし。全部筒つつ抜ぬけ。

　自分が翔に触れた瞬間、頭の中が真っ白になって、「好き」って言葉で埋うめ尽つくされたこと。

　あのまま触れていたら思わず抱だきついていたかもしれないこと。

　段々自分の感情が抑おさえられなくなっていることも、全部。

「ということは、真白。今回のことはチャンスかもしれないよ？」

「……チャンス？」

「そもそも恋こい人びと宣言から二ヶ月も経たつのに、二人が全然進展してないってのがおかしいの」

「だ、だだだだって、〝雑音〟のこととか、世界のこととか、もっと重大なことがあるから」

「あのね、真白」

　真白の両りよう肩かたに手を置いて、黒乃がじっと、目を覗のぞき込んでくる。

「女の子に、恋人とくっつくこと以上に大切なことなんかないの。だから、今回、南の島に行くのはいいきっかけかもしれないんだよ？　日常から離れれば、天巡だってちょっとは積極的になるかもしれないでしょ？　だから、すっごい水着とか準備しよ？」

「……………………う、うん」

「私も協力するから、だから、真白は今回、天巡と『繁はん殖しよく』することだけ考えて。ぎゅーって抱きつけばあとは『衝しよう動どう』がなんとかしてくれるから。いい？『ぎゅーっ』だよ？」

「……きゅむ」

　力説する黒乃の手をさりげなく外して、真白はベッドから下りた。

　黒乃のアドバイスに従うわけじゃないけど、水着の準備をしよう。そう思ってクローゼットを開ける。時季外れだから、水着は奥の方にしまっておいたはず。整理整せい頓とんは得意じゃない。使わないものは箱に入れて積み上げてある。服であふれてぐちゃぐちゃのクローゼット。こんなとこ天巡くんに見せられない──そう思いながら真白は箱をひとつずつ開けていく。

　──これは春物のセーター。これはショートパンツ。水着は──あれ？

　箱のひとつに男物の上着が入っていた。クローゼットの扉とびらの隙すき間まから入り込む光。それにかざしてみると──男子の制服だった。

　──どうして黒乃が男子の制服持ってるの？

　くん　くん

　洗せん剤ざいの匂においがする。血のにおいも残っている。

　襟えり元もとをめくると、持ち主の名前の縫ぬい取りがあった。

　──『天巡　翔』──え？

「黒乃、どうして天巡くんの制服──」

　真白がクローゼットから出て振ふり返ると──。

　ベッドに座ったままの黒乃の顔から、表情が消えていた。

　真白の見ている前で、黒乃の細い身体がスローモーションのように倒たおれる。

「黒乃っ!?」

　真白の顔から血の気が引いた。

　けれど、黒乃から聞こえてきたのは、規則正しい寝ね息いきだった。真白とお揃そろいのパジャマに、長い黒くろ髪かみを身体に絡からみつかせて、黒乃は眠ねむっていた。

　真白は思わず溜ため息いきをつき、翔の制服をクローゼットに戻もどしてから、黒乃の隣となりに腰こし掛かけた。

　子供のように無防備に眠る、双子の妹。

　なんだか愛いとおしくなって、真白は黒乃の髪かみをゆっくりと撫なでていく。

　黒乃が、突とつ然ぜんスイッチが切れたように眠るようになったのはいつからだっただろう。たぶん、二ヶ月前からだったと真白は思う。自分と黒乃が〈創造者〉と〈心配症しよう〉に捕つかまって、学校に閉じ込められた後。『中有の居城』での戦いが終わり、地上に戻ってきて──それから。

　──大丈夫なの？　黒乃。なにがあったの？

　──あたしのせい？　あたしの『果実』がこわれちゃったから？　それとも黒乃が〈心配症〉って人の能力にとらわれたから？　ハートブレイカーで〈断罪人〉さんを倒しちゃったから？　無理したから？

「あたしたちの日常は、もう壊こわれちゃったのに……黒乃まで、いなくならないで……お願い」

　今の日常は残ざん骸がいのようなもの。

　見慣れた部屋を、真白は見回した。黒乃が眠るベッド。壁かべに貼はったカレンダー。クローゼットから溢あふれそうな、ひらひらふわふわの服たち。使い古した木の机。スケッチブック。ブックスタンドに飾かざられたたくさんの絵本。

　なぜか、もうここには戻って来られないような気がして、真白の身体からだは震ふるえ出す。

　真白はスケッチブックを開いた。この二ヶ月間、できるだけの時間で真白は翔の姿をデッサンしてきた。歩く翔。立ち止まっている翔。リトと一いつ緒しよにいる翔。心配してる翔。真しん剣けんな翔。すべて。

　まだ全然上手うまくない。見せたら笑われる。それくらいならまだいい。怒おこられたらどうしよう。「周防さんには全然僕が見えてないんだ」って。そんなことになったら泣いてしまう。でも、真白は絵を描かくのをやめられない。

　大事な記き憶おくだから。

　翔を好きだっていう気持ちを、忘れないための。

　二ヶ月前、覚かく悟ごした。真白は翔を守るための楯たてになる。絶対に死なせない。翔を助けるためなら何度でも『恋人の怪け我がを治す力』を使う。それで自分が化け物になってしまったとしても。

『衝動』のままにうろつく異形のものになっても──好きだって気持ちを忘れないように。

　スケッチブックの中にある絵は、そのための記録。全部。

　──大好きです。

　──あたしに〝普通の人間〟の心をくれた人、天巡くん。

　真白はデスクスタンドに、左手をかざした。

　薬指に銀色の指輪が光っている。真白は翔を思い浮うかべながら、薬指の指輪に唇くちびるを当てる。

　指輪から、微かすかな電流が走ったような気がした。

　不安が、すぅ、と消えていく。

「あたしが、天巡くんの楯になります」

　まるで神聖な誓ちかいのように、真白は呟つぶやく。

「あたしが、天巡くんを守ります。黒乃のことも、リトちゃんのことも、あたしが大事な人のことは、みんな。あたしが天巡くんと一緒に、この世界のシステムを壊すんです」

　ずきん

　こめかみに痛みが走った。一いつ瞬しゆん、頭の中で赤いもの──『果実』が暴れ回っているイメージが真白の頭に浮かぶ。頭かぶりを振ってそれを追い出し、真白はもう一度呟く。

「守るの。もしも──あたしの頭の中にある『果実』が、ぼろぼろに壊れちゃって、あたしが、化け物になっても。絶対、守るんだから──」











　幕まく間あい　〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟の託たく宣せん　一




　我は形を持たぬもの。

　何者の形をも取ることができる故ゆえに、何者にもなれない。

　この夢は偉い大だいなる思考実験。未いまだ生まれぬ胎たい児じの夢のようなもの。

　例えるなら、生まれ出いでる前に胎児が行う、世界のシミュレート。

　永遠に選せん択たくできない思考体が無限に繰くり返す輪りん廻ね。

　どこへもたどり着かない旅。実験。実験。

　神の創造。偉大なる分ぶん割かつ。有と無。分ぶん岐き点────この世界はある意味、試作品。




　これより〝普通の人間〟の認にん識しきレベルで語ることとする。

　汝なんじには、そのくらいの権利はあるだろう。

　語ることはいつでも出来る。汝がそれを、受け入れるなら。

　言葉はただの記号。我の思考を直接流し込めば、汝も全すべてを理解できるが、それでは汝の器うつわが持つまい。思考、文字──事象の記号化は誤ご謬びゆうを招く。だが〝端末〟〝普通の人間〟〝雑音〟──汝等と意志を通じ合わせるためには、言語という記号を使わざるを得ない。

　語る。神の言葉。聞くがいいだろう。




　覚えているか？　我は汝に初めて語りかけた時、こう言った。

『我は夢の中で創造する者。〝精霊〟に拘こう束そくされ、〝端末〟の隙すき間まより汝に語りかけている』

　我が『神の箱庭』に浮かぶ柱の形をした生命体を〝精霊〟と呼ぶ。

　無機物の身体を持つが故に寿じゆ命みようもない思考体。それが〝精霊〟。

　彼らはこの世界の終しゆう了りよう──死を病的に恐おそれ、〝端末〟システムを作り出した。

　そして一体の同どう胞ほうを管理者〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉として地上に送りこんだ。

〝精霊〟のタイムテーブルは長く、急な変化には対応できない。

　それが有限の時を生きる汝等との違ちがい。

　誇ほこっていい。

〝端末〟〝普通の人間〟〝雑音〟よ。汝等はその点において、〝精霊〟を遥はるかに凌りよう駕がしている。

　死を知るが故に、汝等は時を急ぐ。

　そのことが世界を回し、『無限舞ぶ台たい』を展開させる。

　要かなめとなるのが十八体の〝端末〟。その体内に宿した十八個の『果実』。

　──神は、長い時間の中で、ゆるゆるとそれに中毒していったのだよ。




　不思議に思うか、汝よ。

　この世界の造物主でありながら、どうして〝夢を見続ける神〟が、自らの意思で目を覚ますことがないのか。なぜ『神の箱庭』から出てこないのか。

　長い時間、『無限舞台』を眺ながめ続けた我は、いつしか十八の『果実』から目を離はなすことが出来なくなったのだよ。

　人のタイムテーブルはあまりにも短すぎる。

　神が一瞬でも目を離せば、すぐに次世代へと移り変わる。巻き戻もどすことも、もう一度見ることも叶かなわない。

　なんと巧こう妙みような罠わなだろう。

　我が創造した地上で展開される舞台に、我が中毒しているのだ。

　例えば、続きが気になり、いつまでもゲームのスイッチを切ることのできない子供のように。

　汝等の言葉──記号で言えば、我は観客であり、出資者。けれど監かん督とくではない。

　我の存在は大きすぎ、直接手を下せば、この無限舞台は簡単に崩ほう壊かいしてしまう。

『果実』に中毒している我には、そのような終末は認められない。

　終末は、舞台に存在している者の手によって導かれなければならない。




　我に出来るのは、ほんのわずかな介かい入にゆう。

　無限に繰り返される舞台に花束を投げ、役者の一人の存在感を肥大させることくらいだ。

　我が唯ゆい一いつ与あたえられるもの。

　数百年に一度だけ、我はこれと思った者に花束を投げる。

　それが〝端末〟であろうと〝雑音〟であろうと、〝普通の人間〟であろうと構わない。

　我の存在は大きすぎる故、ほんの小さな花束でも、それを手にした者は舞台そのものを揺ゆり動かすほどの力を得る。

　そして我は期待する。

　神が衝しよう撃げきで震ふるえるほどの華か麗れいなる終末を、その者が『無限舞台』にもたらしてくれることを。




　一人目は今も『神の箱庭』にいる。魂たましいだけの存在となり、永久とこしえの後こう悔かいを繰り返している。

　二人目は今も地上にいて、我が期待したのとは異なる願いを叶えようとしている。

　いずれ彼とも、ここ『神の箱庭』で語り合うこととなるのだろうか。




　我が『無限舞台』へと投げ込む、ほんの小さな花束。

　それを我の被ひ造ぞう物ぶつは──〝傷ペイン〟と呼ぶ。
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「い、いらっしゃい〈生命体〉！」

　南の島の小さな空港。

　その待合室で、金きん髪ぱつの少女が僕たちを待っていた。

　少女の髪かみは、襟えり元もとで切りそろえたショートヘア。つばの広い真っ白な帽ぼう子しを被かぶってる。着てるのは真っ青なサマードレス。アイスブルーの目を眩まぶしそうに細めて、真ま白しろと黒くろ乃の、リト、そして、僕へと、順番に視線を移した。

　ここは南太平洋の島。なのに春くらいの気温だった。日差しは強いけど、そんなに暑くない。海流の関係で春くらいの気候らしい。それでも冬の国から来た僕の身体からだからは、一気に汗あせが噴ふき出した。

　生命力にあふれた真白はともかく、僕もリトも、黒乃も、長時間のフライトでふらふらだった。だから、僕たちを出で迎むかえた金髪の少女の言葉に、とっさに反応できなかった。

「ボクは〈生命体〉に会うの、すっごく楽しみにしてたんだよ？」

　少女はくりくりした目で真白を見つめてる。

　彼女の隣となりには緑色の髪を持つ『自動オート人形マタ』モニカ。

　……ということは、この子が〈人形使い〉カイエ＝トキサガなのか？

　楓さんの言う『戦わない〝端ガジエ末ツト〟』──でも、なんでこんなにフレンドリーなんだ？

「ねえねえ〈生命体〉。自分で運命を選べるってどういう気分？　好きな人がいるってどんな感じ？　趣しゆ味みはなに？　好きな食べ物は？」

〈人形使い〉カイエは真白の手を握にぎった。手足は、よくこれで動いてるなって思うくらい細い。足あし下もとふらついてるし。ちょっと顔が赤いのは興奮してるのか、熱があるのかもしれない。咳せき込みながら、すごい勢いで真白を質しつ問もん攻ぜめにしてる。

　まるで、十年間生き別れだった親友に出会ったみたいに。

　──〝雑音ノイズ〟に狙ねらわれてるんじゃなかったのか？

　それに〈人形使い〉カイエの横に控ひかえてる『自動人形』モニカが、こわばった顔で僕たちを見てるのは──どうしてだろう？

　なんだ、この違い和わ感かん。

　自分が場ば違ちがいなところに来てしまったような気がする。

「あ、あの。あたしの趣味は絵を描かくことです。食べ物の好き嫌きらいはないです。でも世界で一番好きなのは──天あま巡めぐりくん」

[image: ]

　じゃれついてくる〈人形使い〉にとまどいながら、真白は助けを求めるように僕を見た。

　それにつられて〈人形使い〉カイエもこっちを向いた。

「そっか、キミが彼女のパートナーなんだ。〈生命体〉の『繁はん殖しよく相手』。つまり、超ちよう絶ぜつ的な繁殖能力の持ち主なんだね？」

　────────すごいこと言われた!?

　繁殖能力って？　僕はまだなにもしてない──じゃなくて！　〈人形使い〉カイエは今、僕を〈生命体〉のパートナーって呼んだんだ。イレギュラーじゃなくて。

「疲つかれてなかったら、一いつ緒しよに海まで散歩しない？　ボクはキミにも興味があるんだ」

　空色のサマードレスを着た〈人形使い〉カイエはゆっくりと僕に近づいてくる。

　額に汗の粒つぶを浮うかべて、好こう奇き心しんいっぱいの顔で。

「あ、自己紹しよう介かいがまだでした。ボクの名前はカイエ＝トキサガ。〝端末〟の第十七位〈人形使い〉。こう見えても十七歳、女の子なんだから……間違えたら嫌いやだよ？」




『食ベテイイ？』




　──〝傷ペイン〟？

　手を伸のばせば届く。

　今〝傷〟を起動したら、〈人形使い〉は絶対に逃にげられない。

「あ、ボクに触さわったら駄だ目め。〈生命体〉のパートナーは触っただけで女の子を『繁殖』させちゃうんでしょ？　ボクはキミの子供をみごもるつもりなんかないからね？」

　さ……触っただけで……は、『繁殖』？

「ど、どういう教育受けてるんだよっ!?」

「んー？　ボクの先生はモニカだよ。だって、先代の〈人形使い〉の時代から生きてる物知りさんなんだもん。それで、〈生命体〉の子供は何人いるの？　この子がそう？」

〈人形使い〉は半はん袖そでオーバーオール姿のリトを指さした。

「……おにーさん、この人に嚙かみ付いていいですか？」

「お兄さん？　じゃあ違ちがうの？　おかしいなぁ。〈生命体〉は自じ称しよう『のーみそピンク』で、毎晩パートナーと『繁殖』してるって噂うわさはどうなの？」

「……………………すごい誤報だ」

「繁殖力絶大なパートナーが、〈生命体〉一人だけじゃ満足できないから、彼女ががんばって自分の分身を作ったんだよね？　それが『補正プログラム』。その名も『ツンデレブラック』だっけ？」

　あ、黒乃の肩かたが震ふるえてる。

「するとこの小さな女の子が、〈生命体〉のパートナーが将来性に期待して養ってる〈慈じ母ぼ〉？　でも、あんまり期待できそうには見えない──って、なんでこっち睨にらむの？」

「おにーさん放してください！　わたしも我が慢まんの限界です!!」

　突とつ撃げき体勢に入るリトを、僕は後ろから抱だき留めた。

「もしかして、ケンカ売るために僕たちを呼んだのか？」

「まさか！　ボクはモニカにずっとお願いしてたんだよ。〈生命体〉に会いたいって。でも〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉が生きてるうちは、そんなの無理だったから」

〈人形使い〉カイエは待合室の窓を開けた。

　潮のにおいがする風が吹き込んできて、彼女の金色の髪かみを揺ゆらしていく。

「ボクの衝しよう動どうは『絡から繰くり衝動』。『複製品レプリカ』を作って、世界にばらまくこと。だから、ボクたちは戦わなくていい。ボクは──誰だれとも戦わない」

「だけど『自動人形』は〈人形使い〉が〝雑音〟に狙われてるって言ってた」

「うん。知ってる。でもね、〝雑音〟のことなんかどうだっていいんだ、ボクは」

〈人形使い〉カイエは「むぅ」と頰ほおを膨ふくらませる。

「それよりせっかく来たんだから一緒に遊ぼうよ？　島を案内してあげる。この島には『複製品』しかいないから遠えん慮りよしなくていいよ。この島は、ボクの世界だから！」
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「ずっと前から準備してたんだ。最さい期ごの時は、この島で過ごそうって」

　海岸線沿いに一周しても一時間かからないほど、小さな島だった。

　島の中央には塔とうと石造りの外がい壁へきを備えたカイエの別べつ荘そうが建っている。それと、島を周回する道路の先にある埠ふ頭とう、小さな空港。人工物はそれだけ。あとは島を埋うめ尽つくす花と、樹皮の固そうな樹きがたくさん生えているだけだった。

「あそこに停てい泊はくしてるのが、向こうの大きな島から来てる貨物船だよ。週に一度、食べ物とか持って来てもらってるんだ。船長さんは〝普エ通キのス人ト間ラ〟だけど、船員には『複製品』が交じってる。怪あやしい人が来るとすぐにわかるようになってるんだ」

　砂すな浜はまを歩きながら、突堤に停とまっている貨物船を指さす〈人形使い〉カイエ。

　貨物船からは青いコンテナがひとつ──ふたつ、運び出されてる。

〈人形使い〉カイエは時々振ふり返り、後ろを歩いてる僕と真白を確かく認にんして、満足そうに頷うなずく。

　黒乃とリト、それに『自動人形』のモニカは、少し離はなれてついてきてる。黒乃は〈人形使い〉がなにかおかしなことをしたらすぐに動けるように。

「知ってる？　〈生命体〉、それにアマメグリくん。キミたちはボクの希望なんだよ？」

「……希望、ですか？」

　真白の問いに、〈人形使い〉カイエは微笑ほほえみながら頷く。

「キミたちは〈角笛を吹く精霊〉と戦って生き残った。バグった〝端末〟とその関係者は、数千年間ずっと処分されてきたのに。これがどれだけすごいことかわかる？　キミたちは〝端末〟が自分で道を選べるってことを証明してみせたんだよ？」

　砂浜は歩き慣れていないのかもしれない。ローファーを履はいた〈人形使い〉カイエはなにもないところで躓つまずいたり、膝ひざがくじけそうになったり。でも、僕たちを案内するのをやめない。

　話しながらカイエは、ポケットから木製のパーツを取り出した。

　頭、腕うで、足──表情のないマリオネットの部品。無意識にそうしてるのか、カイエはそれを慣れた手つきで結び合わせ、人型に組み合わせていく。振り返った目が、赤く光ってる。けど、攻こう撃げきしてくるわけじゃない。

　カイエはできあがった人形を砂浜の上に置いた。僕たちが見ている前で、人形は人と同じサイズに巨きよ大だい化し、若い男性の姿になった。僕たちの少し後ろを歩いていた『自動人形』モニカが男性──『複製品』の耳元になにかを囁ささやく。男性は頷き、黙だまって遠くへと消えていく。

「気にしなくていいよ。『複製品』を派は遣けんしてるだけ。彼は遠くの国へ行って、大事な人を亡なくした〝普通の人間〟の傷を癒いやしていくんだ。それがボクの『絡繰衝動』」

「あんたの能力は『複製品』を作るだけなのか？」

「うん。ずっと、それしかしてこなかったんだ。ボクは〝端末〟の世界しか知らないから」

「〝端末〟の世界しか知らない……？」

「ボクは身体からだが弱かったから、世界中の病院を転々としてたんだ。両親は小さい頃ころに死んじゃった。モニカと出会ったのはその後。悪者の叔父おじさんがいてね、両親の遺産を狙ねらって、ボクを殺そうとしてたんだって。モニカが言ってた。だからひとつの場所にはいられなかったんだ。病院か『複製品』に守られた、どこかの町か、ボクの居場所はそこにしかなかった」

「病院にいたんなら、〝普通の人間〟のことも知ってるだろ」

「ボクの診しん察さつをしてたのは『複製品』だよ。〝普通の人間〟なんか恐こわくて近づけなかったんだ。だから、ボクが〝普通の人間〟と話すのは──キミで二十人目くらいかな？」

　それはほとんど話したことがないのと一いつ緒しよだ。

　無む邪じや気きな笑え顔がおだった。警けい戒かいするのがばかばかしくなってくる。浮うき世よ離ばなれしてるとか、そんなレベルじゃない。背中に羽根が生えてなくて、頭に天使の輪が載のってないのが不思議に思えるくらい。身体は細くて、男か女かわからないくらいなんだけど。

　でも──話は全然嚙かみ合ってない。

　真白は、僕に話を任せたのか、黙ったまま隣となりを歩いてる。

「〝雑音〟のことは？」

　この島には〝普通の人間〟は誰もいない。

　春ぐらいの陽気で、強すぎない太陽の光が注いでる。波は静かで、僕たちを不安にさせるものはなんにもない。壊こわれたビルも。赤い空も。僕を襲おそう人たちも。

「『自動人形』に聞いた。〈人形使い〉が〝雑音〟に狙われてるって」

「なんでモニカは余計なこと言うかなぁ。ということはキミも〝雑音〟の姫ひめ君ぎみ、ディンタニア＝エシュオンを知ってるの？」

　──知ってる。パートナーになれって言われてたくらいだし。

　と、言おうとして、止やめた。

　カイエは僕を真白のその──『繁はん殖しよく』のパートナーだと思ってる。

　ということは僕が『果実』を消す能力を持ったイレギュラーだってことは知らないのか。

「……会ったことがあるんだ」

「〝雑音〟の姫君に!?　あの〝端末〟喰くらいに？　よく毒どく牙がにかからなかったね!?　情報によると〝雑音〟の姫君は白衣一枚でうろつく露ろ出しゆつ狂きようで、紫むらさき色いろの目で見つめられたものは魂たましいを抜ぬかれるんだって。怒おこると地面から『嚙み砕くだくもの』を呼び出して周囲をがりがり。なのに見た目が妖よう精せいさんみたいで綺き麗れいだから──魅み入いられて、操あやつられてる奴やつがいるんだって」

「……そ、そうなんだ？」

「うん。キミと同じ国に住む男の子らしいんだけどね。〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟に〝端末〟の能力を打ち消す──〝傷〟っていう能力をもらったくせに、〝雑音〟の味方して、〝端末〟を殺してはその『果実』をえぐりだして、〝雑音〟の姫君に献けん上じようしてるらしいよ？」

　ずきん

「男の子ってばかだよねぇ。でも、アマメグリくんはそんなことないよねー。キミは〈生命体〉のパートナーなんだから」

　ずきん　ずきん

「きっとそのイレギュラーはのうみそがくさってるんだよ。世界を滅ほろぼす〝雑音〟に味方して、しかも──夜ごとにベッドで〝雑音〟の姫君にいろいろ吸い取られてるらしいし──」

「あの……その情報ってどこから？」

「モニカからだけどなにか？」

〈人形使い〉カイエは、あどけない顔で首をかしげた。

「モニカはボクの一番の友達で、大切な家族。他ほかの『複製品』はいくらでも再生がきくけど、モニカは代用品のないオーダーメイド。たったひとつの『自動人形』。ボクは、モニカを戦わせたくないんだ」

　間ま違ちがいない。

〈人形使い〉カイエは、僕たちが〝雑音〟と戦うためにここに来たことを知らない。

　僕が夜ごとにディンタニアと────って噂うわさが立ってる、イレギュラーだってことも。

　カイエが海に向かって「んーっ」と背せ伸のびをする。そのまま肩かた越ごしに僕たちを見ようとして──バランスを崩くずして、ころん、と砂すな浜はまに転がる。息が荒あらくなってる。起き上がろうとして、諦あきらめて、カイエはモニカに向かって手を挙げた。

「んーっ、ごめんっ。体力が尽つきちゃった。話は別べつ荘そうに戻もどってからにしよ？」

　無邪気な顔で、カイエは僕と真白に笑いかける。

「これは夢だよ。〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉がいない間だけ、ボクたちが一緒にいられる。幸せな夢。だから楽しい話をしよう？　〝雑音〟のことなんかじゃなくて、もっと、楽しい話を」
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「つまり、〈人形使い〉は真白がただ遊びに来たって思ってるってこと？」

　カイエに案内されてやってきた、彼女の別荘。

　島の中央にある白い建物で、部屋数はホテル並みに多い。六畳じよう二間のアパートからやってきた僕にとっては別世界。天てん井じようの高さは僕の身長の倍くらいあるし、ぶらさがってるシャンデリアは──どうやって電球替かえるんだろう……？

　僕たちに割り当てられたのは、三間続きのリビングとベッドルーム。ベッドルームにはダブルベッドがふたつ──いや、だからどうだってわけじゃないんだけど。僕がソファで寝ねればいいだけだし。

　別荘に戻ってきたカイエは、真白の手を引っ張って自分の部屋に連れて行った。今はリトが一いつ緒しよについてる。なにかあったらすぐに僕たちを呼ぶことになってる。リトは「あの人相手ならわたしでも勝てます」って言ってたけど。

　本当は黒乃が一緒なのが一番いいのはわかってる。

　でも、黒乃はモニカと話をつけるのを優先した。

「〝雑音〟から守ってくれって言ったわよね、あんた。なのに、〈人形使い〉には私たちがここに来た理由を全く話してない。どういうこと？」

「すいませんモニカは噓うそつきなのです」

「……ぶっこわしていい？」

　黒乃はハートブレイカーを、モニカの首筋に当てた。

「あんたの冗じよう談だんに付き合ってる暇ひまなんかないの。私も真白も天あま巡めぐりも、死にものぐるいで〈角笛を吹く精霊〉と戦ってきたのよ。あんたをスクラップにするくらい、なんとも思わないんだから」

「ですから申し上げました。モニカは『噓つきライアー人形ドール』なのです」

「『噓つき人形』？」

「マスターを守るための噓をつくのは、モニカには許されています」

　モニカはゆっくりと話し始めた。

「マスターは、争いごとがお嫌きらいです。だから〝雑音〟と戦うためにあなた方を呼んだら、怒られると思いました。マスターは幼い頃ころから病弱で、何度も死の淵ふちを覗のぞき込みました。マスターにとって死はあまりに身近すぎて、恐おそれていないのです」

「でも、私たちは〝雑音〟と戦うのよ。あんたのマスターを囮おとりにして」

　黒乃が鞘さやのままのハートブレイカー片手に呟つぶやく。

〈人形使い〉カイエが僕たちのことを知っていても、いなくても、僕たちの目的は変わらない。

〝雑音〟を止める。ディンタニアと、彼女を背後で操あやつっている、魔ま術じゆつ師しアグシーダを。

「あんたの目的はそれでしょ？　そのために私たちを呼んだのよね？」

「いいえ」

　モニカは座り込んだまま、小さく首を振ふった。

「それはあなたたちをこの島に呼び寄せるための口実。モニカは噓つきですから」

　緑色の目が妖あやしい光を帯びたように──見えた。

　まさか、本当に、罠わな？

　油断しすぎた？　楓さんの口くち添ぞえがあったから？　違ちがう。楓さんのせいじゃない。

『中有のルー居城ガー』の戦いのあとの二ヶ月、なにもなかったから呆ぼけてたのか、僕は。

「──周す防おうさんっ！　リトっ！」

　僕は床ゆかを蹴けった。真白とリトがいる部屋に向かって駆かけ出そうとした。でも──。

「お待ちくださいっ」

　突とつ然ぜん、モニカは僕にしがみついてきた。

　そのまま僕の脚あしを抱だきしめて──土下座？　なんで？




「お願いですイレギュラー！　どうか、マスターの『果実』を喰くらってしまってください!!」




　お団子頭を揺ゆらして叫さけぶ『自動人形』モニカ。

　その声が頭に届くまで──十分ぐらいかかったような気がした。

　今──なんて言った？

　モニカのセリフが聞こえたはずなのに、僕の頭が、理解するのを拒こばんでる。

　信じられない。

『マスターの「果実」を喰らってしまってください』

　こいつはそう言ったんだ。自分の主人〈人形使い〉を壊こわせって。

「しょ、正気なのあんた！　あんた私と同じ、〝端末〟のオプションでしょ!?　どうして自分のマスターを壊せなんて言えるわけっ!?　まさかそれも私たちを騙だますための噓っ!?」

「真実です。噓だと思うならモニカを壊していいです！　でも、マスターを生き延びさせるには『果実』を消すのがベストなのです！」

「だからって──あんた〈人形使い〉の部下でしょっ!?」

「はい。モニカはマスターのための『自動人形』です」

　モニカは顔を上げ、ビー玉みたいな目を見開いて、まっすぐ僕たちを見返す。

「だから、マスターを生かすためならなんでもやります。マスターには生き延びようという意志がないのです。あなた方が〝雑音〟と戦ってる間に、殺されてしまう可能性だってあります。それに、次に降りてくる管理者が、マスターを戦いに駆かり出さないとも限りません」

「だから……僕に〈人形使い〉の『果実』を喰らえっていうのか？」

「はぁ？　なにをびっくりしているのですか？　イレギュラー。あなたは今まで〈壊かい体たい者しや〉と〈創造者〉を喰らってきました。マスター一人を喰らうくらい、なんでもないのでは？」

　……そうか、僕は〝端末〟からはそういう目で見られてるんだ。

　わかってるつもりだったけど、正面から言われるときつい。『マスターを守ってください』って言われたから、僕は、誰だれかを守ることができるって思われてるんだって──。

　でも違った、『喰らってください』なんだ。

『自動人形』モニカは、僕をただの〝端末〟喰らいだと思ってるんだ。

「……僕だって、喰らいたくなんかなかった」

〈壊体者〉を喰らったのは建設途と中ちゆうのマンションの一室。

　周りは〈侵しん略りやく者〉の『架か空くう兵士』が作り出した瓦が礫れきの山。僕は右みぎ腕うでを切り落とされて死にかけてた。〝傷〟で、〈壊体者〉みさおさんの『果実』を喰わなかったら殺されてた。

〈創造者〉を喰らったのは崩ほう壊かいした町にある学校。

〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の『遅ち延えんトラップ』で壁かべも天てん井じようもぼろぼろになって、周りには『疑ぎ似じ生命体』の残ざん骸がいが散乱してた。名前も知らない〈創造者〉は真白と黒乃を拉ら致ちしてて、二人とも〈心配症しよう〉の能力に取り憑つかれてた。喰らわなければ、やっぱり殺されてた。

　必死だった。一歩間ま違ちがえれば死んでた。相手は本気で僕たちを殺しにかかってきてた。

　全部、覚えてる。

『果実』を喰らう時、〝傷〟から流れ込んでくる、身体からだが痺しびれるような満足感と、甘い味も。

　だけど──。

「僕が好きで『果実』を喰らってるとでも思ってたのか？」

「知りませんそんなの。モニカの願いはマスターを生き残らせることだけです。〝傷〟で『果実』を喰らってください。マスターの喉のどに牙きばを立ててください。『果実』をえぐりだして果肉をむさぼってください。おいしくいただいてしまってください。もちろん、マスターの生命だけは助けてあげてください！」

　土下座したまま必死に訴うつたえかけてくる『自動人形』モニカ。

　突然すぎて頭がついていかない。

〈人形使い〉カイエの〝果実〟を喰らうこと──僕だって、考えなかったわけじゃない。

　ディンタニアが〈世界〉になるためにはあと二つの『果実』が必要で、残りの〝端末〟はあと六人。

　正常に稼か働どうしてる〝端末〟が減れば、ディンタニアが〈世界〉になる確率も減る。

〈人形使い〉カイエの『果実』を喰らうのが、一番てっとり早くて正しい、世界のシステムを変える手段。そんなのわかりすぎるほどわかってる。

「マスターはバグった〈生命体〉と〈慈じ母ぼ〉に会うのを楽しみにしていました。使命から解放されるというのがどういう気分なのか、死ぬ前に知っておきたかったそうです」

　メイド服のモニカは僕の足を放して立ち上がる。

「これで、マスターの願いをひとつ叶かなえることができました。モニカは幸せです」

「だけど〈人形使い〉の『果実』が消えたら、お前はただの人形になるんだろ？」

「のうみそくさってるのですか？　イレギュラー」

　不思議そうに首を傾かしげて、『自動人形』モニカは言う。

「そんなの、わかりきってるじゃないですか。ばかですか？　うだうだ言ってるのはもしかして、ばかだからなんですか？」

「違ちがう！　『自動人形』が動かなくなって、『複製品』も活動停止して、〈人形使い〉本人の記き憶おくもなくなったら、それは、あの子の世界が全部壊れるってことじゃないのか!?」

「マスターが死ぬよりはいいのです。後の事はイレギュラーたちに任せます」

「いやそれ無責任だろっ！」

「あなたは〝端末〟を喰らうために生きてるのではないですか？」

「……天巡。こいつの言ってることの方が正しいよ」

　不意に黒乃が、モニカに突つきつけていたハートブレイカーを下ろした。

「私、こいつのこと好きじゃないけど、言ってることはすごくよくわかる。もし真白が生き残るために私が消えなきゃいけないとしたら、喜んで消えるよ。それが〝端末〟をサポートする者の使命だもん」

「……黒乃？」

「私たちは〝端末〟に作られたものだもん。〈創造者〉の『疑似生命体』と一いつ緒しよ。元々生きていないものが、人のふりをしているだけ。心も借り物だし、魂たましいなんて存在しない。天巡、やっぱり甘いよ。そんなことだから〝雑音〟の姫ひめ君ぎみに出し抜ぬかれるの」

　黒乃はハートブレイカーを十じゆう字じ架かのペンダントに戻もどし、部屋のソファに身体を投げ出した。床ゆかに転がってた真白の荷物から、黒いウサギのぬいぐるみを取り出して、愛いとおしげに抱だきしめる。じっと僕を睨にらみ付けて、初めて会った時のようにトゲのある口調で話し出す。

「私は別にどーでもいいんだよ？　真白と天巡が『繁はん殖しよく』してくれれば、この世界が終わっちゃったっていい。世界のシステムを変えたいなんてのは天巡の趣しゆ味みだもん。私は使命を果たすだけなんだもん、付き合いきれないもんっ！」

「付き合いきれないって──なんだよそれっ!?」

「だ・か・らっ！　私はただの『補正プログラム』なの。世界のシステムを変えるなんて管かん轄かつ外！　私は真白を『繁殖』させるのが目的だって、ずっと言ってきたじゃない!!」

　黒乃は、ずっとそう言ってきた。でも。

『中有の居城』の湖で、裸はだかで飛び出してきて──僕を見て真っ赤になった黒乃。

　ハートブレイカーを起動するために僕にキスしようとして、突き飛ばした黒乃。

　僕には黒乃が、人のふりをしているだけのものだなんて、どうしても思えない。

「──黒乃は、周防さんの妹だろ？」

「ばかっ！」

　飛んできたクッションが、僕の頭に激げき突とつした。

「まったく！　天巡はすぐに私のこと擬ぎ人じん化して感情移入しちゃうんだから。だからきらいなの！　『自動人形』の方がまだ話わかるわよ。好きじゃないけど」

「あなたとは友達になれそうです。『補正プログラム』」

『自動人形』モニカが、黒乃に向かって手を差し出す。

　黒乃は驚いたような顔でその手を見つめてから、つん、と顔をそらした。

「だから好きじゃないって言ったでしょ？」

「モニカが一方的に好きになるだけなのです。機能停止する前に、モニカも友達のひとりくらいいてもおかしくないと思うのです」

「……勝手にすれば。モニカ」

「了りよう解かいです。クロノ」

　なんだかよくわからないうちに友情が成立してる。

〝端末〟を支える者同士の親近感？

　でも──甘い、か。

　ディンタニアにも言われた。僕は、甘いって。

　だから出し抜かれた。〝雑音〟に〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の『果実』を奪うばわれた。

　わかったのはふたつ。〈人形使い〉カイエと、『自動人形』モニカは僕たちの敵じゃない。

　そして──カイエは、モニカが僕に彼女の『果実』を喰くわせようとしていることを知らない。

「……選せん択たく肢しは僕が持ってる。それは間ま違ちがいない──だけど」

　僕が〈人形使い〉カイエの『果実』を喰らう？

　なにも知らない──僕たちが遊びに来たと思ってる少女に〝傷〟を解き放って──全身に赤い亀き裂れつを浮うき上がらせて──果実を引きずり出して──〝傷〟の──僕の──食しよく欲よくのままに貪むさぼり喰らって──〈人形使い〉カイエ＝トキサガの記憶と能力、彼女の世界の全すべてを壊こわすのが──ベストな手段。

　──本当に？

　迷ってる時間なんかない。〝雑音〟が来たら戦いになる。

　もしもその中でカイエが殺されて『果実』を奪うばわれたら、終わり。ディンタニアが〈世界〉になるのにリーチがかかり、モニカは──ディンタニアの使い魔まになる。

　──わからないよ。

　どうすればいいのか。どうすれば、よかったのか──僕は、わからなくなってきたんだ。




　　　　４




　翔かけるがいるのとは左さ右ゆう対たい称しようの部屋。

　真白とリトは緊きん張ちようした面おも持もちでソファに座り、〈人形使い〉カイエと向き合っていた。

「だって、この世界は夢なんだよね？」

　ロッキングチェアに揺ゆられながら『複製品』の部品をこねまわす、カイエ。

「だからボクは〝雑音〟と戦う気はないんだ。小さい頃ころから身体からだが弱くて──何度も死にかけたから、死ぬのは恐こわくない。モニカが戦って傷つく方が、ずっと恐こわいよ」

「……死ぬのが、恐くないんですか？」

　ガラステーブルの上にあるカードに、真白は視線を移す。

　モニカが真白たちを迎むかえに来た時に持って来た、〝雑音〟からの殺害予告。

　明確な殺意を示したもの。

　自分だったら、恐くて側になんて置いておけないと真白は思う。〝雑音〟のやり方、容よう赦しやのなさは、二ヶ月前に思い知らされた。問答無用で『中有の居城』に翔もろとも送り込まれて──ほのかの姿をした〈断罪人〉に出会い、〈角笛を吹く精霊〉に殺されかけた。

　──ううん、あの時、あたしちょっとだけ、壊れちゃったから。

　翔に触ふれると電流が走るようになったのはそれから。

　あの時、『繁はん殖しよく衝しよう動どう』を暴走させた時の後こう遺い症しよう。放っておけばどうなるのか、真白にも予想はつかない。でも、翔に気づかれたくない。ただでさえ、壊れない変な身体を持っているのに──これ以上、おかしな女の子だって思われたくない。

　──天あま巡めぐりくんに嫌きらわれたくないもん。

　真白は左手の指輪を撫なでる。そのたびに鼓こ動どうが速くなる。隣となりの部屋にいる翔の気配を間近に感じる。温かくて、心地ここちいい息苦しさ。

　でもまだ、我が慢まんできる──まだ。

「うん、死ぬのなんか恐くない。全然」

「〈角笛を吹く精霊〉さんがもういないのも、知ってるんですよね？」

「うん、モニカから聞いた。〈角笛を吹く精霊〉が死んじゃったことも。その『果実』が〝雑音〟の手に渡わたっちゃったことも。だからなに？　それよりキミの話を聞かせて。どうやって知り合ったの？　どんなところが好き？　その──『繁はん殖しよく』って、どんな感じ？」

「そ、それはプライベートすぎるので回答は拒きよ否ひさせてください！」

　ストレートな質問に、真白は思わず胸を押さえる。

　子供のような顔で自分を見つめてくる、カイエ。

　──この子が十七番目の〝端末〟〈人形使い〉さん。

　──あたしより年上なんですよね。でも、小さな子供みたい。

　髪かみ型がたのせいかもしれない。真白の栗くり色いろの髪かみとは違ちがう、正しよう真しん正しよう銘めいの金きん髪ぱつ。男の子のようなショートカット。細い手足。サマードレスの胸むな元もとにも、ほとんど膨ふくらみは見えない。

　──女の子、なんですよね？　本当に天使みたい。

　カイエの膝ひざの上には人形──顔のないマリオネット。『複製品』の素体。

　ここはカイエのプライベートルーム。

　真白の住んでいるマンションとは比ひ較かくにならないほど、広い部屋だった。

　壁かべには無数のフックがついていて、そこから数え切れないほどの人形がぶらさがっている。『複製品』の素体。三角帽ぼう子しを被かぶったマリオネット。日本製のプラモデルにフィギュア。

　この部屋は人のかたちをしたもので溢あふれている。

「まさかまだ『衝しよう動どう』に目覚めてないってことないよね。それともバグってるから、そういうのないの？」

「そ、そんなことないです！　あたしは年中無休で天巡くんにときめいてます。そうじゃなくて──カイエさん。本当に恐くないんですか？　〝雑音〟に命を狙ねらわれてるんですよね？」

「どうしても〝雑音〟の話がしたいの？」

　はぁ、とカイエは長い溜ため息いきをついた。

「〈政治家〉みたいなこと言うんだね」

「〈政治家〉？」

「うん。こないだメールが来てたんだ。俺と手を組めって。この世界で〈人形使い〉ができることはあるはずだって。でも、やだもん──そんなの」

　カイエは思いっきり顔をしかめてみせた。

「ボクはモニカを、戦わせたくないんだよ」

「『自動人形』さんを？」

「うん。モニカは先代の〈人形使い〉が作った『自動人形』。ボクが〈人形使い〉の『衝動』に目覚めるのに合わせて復活したんだ。ボクが五歳くらいの時、両親を亡なくして泣いてたボクのところに来て『泣かないでください。これからはモニカがずっと一いつ緒しよです』って言ってくれたの。それからずっと一緒。モニカはボクの一番大切な家族なんだよ」

「家族……」

「キミの『補正プログラム』もそうでしょ？　ボクたちが〝端末〟だってことをまるごと受け止めて、愛してくれる大事な家族。その人を戦わせたいと思う？」

　真白は薄うすいブラウスに包まれた胸を押さえた。

　心臓に、見えない針を刺さされたようだった。

　──あたしは、黒乃に、守ってもらってばっかり。

　──黒乃だって、あたしの大事な家族なのに。

〈人形使い〉カイエと『自動人形』モニカは、真白と黒乃の相そう似じ形けい。

　違いはバグっているか、いないか。それが、わかってしまった。

　黒乃は真白の大切な家族で、モニカもカイエの大切な家族。

　ふと、真白は目の前のカイエを身近に感じていることに気づいた。

　もしも〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉が生きていたら、敵になっていた相手なのに。

「モニカが壊こわれるくらいなら、ボクが死んじゃった方がいいもん。ボクは昔から身体からだが弱くて、二年に一回くらいは死にかけてた。だったら〝雑音〟に殺されたって同じ。ボクはなにがあっても、絶対にモニカを殺したりしない」

「イレギュラーに頼たよったらどうですか？」

　部屋のテーブルに置かれたティーセット。

　そのカップに紅茶を注ぎながら、不意にリトが口を開いた。

「この世界の神様〝夢を見続ける神〟に見込まれたイレギュラーが持つ〝傷〟。そこから生まれるエロティックな使い魔まが、〝端末〟の『果実』を綺き麗れいに消してくれるそうですよ？」

「……知ってる。それが誰だれなのかは、わからないけど」

「わからないんですか？　じゃあ、もしもその人がすぐ側にいたとしたら？」

　真しん剣けんな顔をしたリトが〈人形使い〉カイエに向かってティーカップを差し出す。

　年ねん齢れい差は六歳。じっとカイエを睨にらんでいるリトと、唇くちびるに指を当てて考え込んでいるカイエ。カイエの方が年上のはずなのに、真白にはリトの方がずっと大人びて見えた。

「──簀す巻まきにして海にたたき込む？」

　カイエのあっさりとした答えに、リトの手からティーカップが落ちた。

　カーペットに中身をまき散らして落ちる前に、リトは慌あわてて受け止める。

「わ、わわっ」

「だ、だってボクの『果実』がなくなっちゃったらモニカは機能停止しちゃう。モニカは〈人形使い〉の能力で動いてるんだから。〝傷〟なんか近づけたら絶対に駄だ目めだよ！」

「で、でででででも、『果実』がなくなれば〝普通の人間〟になれるんですよっ!?　『衝動』からも自由になるし、〝雑音〟に狙われることもなくなるのに」

「やだ、ぜ、絶対にやだもん。モニカがいなくなるなんて──ぐすっ」

　カイエの目から涙なみだが落ちた。ひくっ、としゃくりあげるカイエ。目を閉じて「もしもモニカが壊れたらこわれたらこわれたらこわれたら」と呟つぶやく。呟くたびに、あとからあとから涙が落ちてくる。頭の中に浮うかんだイメージに耐たえられなくなったのか、カイエは必死に首を振ふる。

「わ、わかりましたもう言いません！」

「……う、うん」

〈人形使い〉カイエはサマードレスのポケットからハンカチを取り出し、涙を拭ぬぐった。ついでに無造作に鼻をかむ。ドアの向こうに視線を向けたのは、向かいの部屋にいるモニカに声が聞こえなかったか、気にしているのかもしれない。

「……『自動人形』さん、おにーさんのこと〈人形使い〉さんに話してないです。おかしいです。罠わなでしょうか」

　ふぅ、と溜息をついたリトが、真白に顔を寄せてくる。

「……違ちがうと思う。この子、小さな子供みたい」

「……わたしは、さっさとこの人の『果実』を食べて帰るのがいいと思います」

「……天巡くんに相談しよ、リトちゃん。決めるのはそれから」

「……ああもうっ。調子狂くるっちゃいます。いっそ『複製品』が大挙して攻こう撃げきしてきたら、すっきり反はん撃げきもできるのに」

　リトの言葉に、真白は思わず頷うなずいていた。

　翔のことが心配になる。

〈人形使い〉カイエは攻撃してこない〝端末〟で、『自動人形』モニカは彼女の大切な家族。

　でも、カイエには戦う気がない。なにも知らなかった頃ころの真白よりも無む警けい戒かい。自分を守る気がない者を〝雑音〟から守って戦うことなんかできない。

　だから、最も効率がいいのはカイエの『果実』を喰くらって帰ること。

　リトは正しいと真白は思う。

　でも、翔にはそんなことできない。

　カイエが攻撃してくれば、翔は反撃する勢いで『果実』を消せるかもしれない。でも、なにも知らない弱々しい少女を〝傷〟で襲おそうことなんかできない。

「……こんな無警戒な人、すぐに〝雑音〟の餌えさになっちゃいます。『果実』を奪うばわれて──」

　ディンタニア＝エシュオンの『果実』が九個になったら、世界は終わる。

　あと二つ。

　もし、すでに他ほかの〝端末〟の『果実』を手に入れていたとしたら、カイエで最後。

　守りきれない、喰らえない。じゃあ──どうすればいい？

「と、とりみだしてごめんっ。もう大だい丈じよう夫ぶだよ」

　細い腕うでで顔をぬぐい、カイエが二人に笑いかける。

「ねぇ、楽しい話をしよ？　せっかく遠いところから来たんだから。ここ、海は綺麗だし、中庭にはプールもあるんだよ？」

「……うん」「……そうですか」

　気の抜ぬけた声を漏もらす真白とリト。

　カイエはベッドサイドにある、天てん井じようまで届くような巨きよ大だいクローゼットを開ける。

　中に入っていたのは様々なサイズの水着。

　赤、青、白、紫むらさき、ピンク、黒。ビキニ、ワンピース、タンキニ。まるで虹にじのように。

「モニカに頼たのんで準備してもらったんだよ。ねぇ、好きなのを選んで？　キミの水着姿を見たらアマメグリくんも喜ぶと思うよ。どう？」
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　静かだった。

　真白とリトはまだ〈人形使い〉カイエのところ。黒乃は『自動人形』モニカと話してる。同じ〝端末〟に作られた者同士、友情を感じるのはいいけど──本当に大丈夫なのか？

　別べつ荘そうの広い廊ろう下か。さっきから何人も執しつ事じやメイドの格好をした人たちとすれ違った。みんな、僕を見ると深々と頭をさげていく。この島には『複製品』しかいない。だから彼らもみんな、どこかのホテルマンの部品を取り込んだ『複製品』だろう。

　ここは〈人形使い〉カイエの世界。でも彼女の『果実』を喰らったら、全部消える。

〈人形使い〉は僕の仲間じゃない。友達でもない。もし〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉が生きている時に出会っていたら、敵対していたかもしれない。それだけの関係。




『食ベテイイ？』




　喰っていい──って言えば、終わる。ディンタニアたちがこの島に攻せめてきても空から振ぶり。

　そして次の〝端末〟を探し出して喰って、探して、喰って……。

　──本当に救いはそれしかないのか？




「な、なんですかこれっ。話が違います──おにーさんがっ！」

「リトちゃんっ！」




　──!!

　不意に、ドア越ごしに真白とリトの叫さけび声が聞こえた。

　手が、勝手に動いた。

　ばんっ

　僕はドアを押し開け、目の前の部屋に飛び込む。

　そこには──。




　真白に身体からだを支えられて、ワンピースの水着に足を通そうとしてる〈人形使い〉カイエと、

　どう考えてもサイズの合わないビキニの胸を押さえて溜ため息いきをついてるリトがいた。

「……あれ？」

　悲鳴が聞こえたと思ったのに。

　どうして三人で水着の品評会してるんだろう？

　真白が着ているのは薄うすい桜色のツーピース。上がタンクトップみたいになってる──タンキニって言うんだっけ。二本のラインが、はきちれそうな真白の胸を支えてる。思わず目が釘くぎ付づけになる。真白の──その、なにも着てない姿とか見てるのに、露ろ出しゆつは絶対こっちの方が少ないのに──目が離はなせない。

　ばしっ

　僕は、自分の頰ほおをひっぱたいてむりやり視線を逸そらした。

　そしたら──片足を上げた姿勢のまま硬こう直ちよくしてる〈人形使い〉カイエが目に飛び込んできた。

　正しよう真しん正しよう銘めい、なにも着てない。僕に背中を向けて、首だけでこっちを見てる。ボーイッシュな髪かみ型がた。女の子なのは──こうしてるとはっきりわかる。真白よりも起き伏ふくの少ない、だけど綺き麗れいなライン。僕が見てるのに気づいて、爪先から太ふと股もも──背中まで徐じよ々じよに真っ赤になっていって──最後は顔が、ぼっ、と──灼しやく熱ねつして。

「きゃ、きゃあああああああ！」

「お、おにーさんなにじっくり見てるんですか！」

「あ、あのその。悲鳴が聞こえたから。話が違ちがう──って叫んでたのはリトだろっ!!」

「そうです！　話が違ったんですっ！　わたしに合う水着があるって言ったのに、ぶかぶかなんですっ！　だまされましたっ!!」

　リトはスカイブルーの水着の、余りすぎた胸むな元もとを悔くやしそうに叩たたいた。

「…………………………天あま巡めぐりくん」

　今は非常時。〈人形使い〉は正常に稼か働どうしている〝端末〟。

　罠わなって可能性も捨てきれないとか、悲鳴が聞こえたから動転してたとか──。

　そんな言い訳が通用する雰ふん囲い気きじゃなかった。

「あ、あたしはいいんです。天巡くんがナチュラルにえっちだって知ってます。だけど──会って二時間も経たってない女の子の着き替がえを覗のぞくのは変態さんだと思います！」

「周防さんならいいのかっ？」

〈人形使い〉カイエはカーペットの床ゆかに、ぺたん、と座り込んで、子犬みたいに震ふるえてる。

　──一番弱い〝端末〟。

「モ、モニカ────────────っ！　変態さんがいるよ！　変態さんは死し刑けいだよ。モニカ、モニカあああああああああっ!!」

「マスターを泣かせたのは誰だれですかっ!!」

　ずどん

　反射的に振ふり返る。

　僕の視線の先で、向かいの部屋の樫かしの木のドアが──砕くだけた。バラバラの破は片へんが飛び散り、なぜか──手首から先が巨きよ大だいな刃は物ものになってる『自動人形』モニカが現れた。

「あなたですかイレギュラー！　あなたがマスターを泣かせたのですかっ!?」

「──違──わない、けどっ！」

　モニカが右みぎ腕うでを振り上げる。避よけようとして──足が滑すべった。床と天てん井じよう、視界が一いつ瞬しゆんで回転する。むにゅ、と、柔やわらかいものが両手に触ふれる。「きゅ、きゅむ」──って、真白の上に倒たおれ込んだ!?

「ご、ごめん周防さんっ！」

　どんっ

　──え？

　胸に軽い衝しよう撃げき。

　慌あわてて体勢を立て直そうとした僕を突つき飛ばしたのは、真白。

　初めて見た。真白が僕を──信じられないようなものを見るような目で見てる。水着の胸を押さえて、転がるみたいにして僕の下から逃にげて行く。

「周防さん──？」

「こ、こっち見ないでください天巡くん。お願いですから、あっち向いててっ！」

　真白は僕に背中を向けて、ふるふると震えてる。

　真白が、僕に怯おびえてる──？

「な・に・を・し・て・る・のですか？　イレギュラー!!」

　振り返ると、眼がん窩かから飛び出しそうなほど目を見開いた『自動人形』モニカが、鉈なたになった右腕を頭上に掲かかげ、僕を見下ろしていた。

「イレギュラー！　あなたはなにをしているのです。誰が、マスターの高貴なる柔やわ肌はだを愛めでていいと言いましたか？　モニカがあなたに頼たのんだのは〝傷〟でマスターの『果実』を喰くらうこと。なのに────マスターを『繁はん殖しよく』させる気ですかあなたは！　死にたくなければ今すぐマスターの『果実』を喰らって、マスターを『無限舞ぶ台たい』から解放してください!!」

「待ってモニカっ!!」

　モニカが振り下ろそうとした右腕が──停止した。

　……………………………………………………殺されるかと思った。

「どういうことなの、モニカ？」

　カーペットに散らばった服をかき集めて抱だきしめてる〈人形使い〉カイエ。

「この人がイレギュラー？　〝傷〟の持ち主？　どういうこと、モニカ。そんなこと一言も聞いてないよ？　ボクはバグった〈生命体〉に会いたいって言っただけだよね？　どうしてイレギュラーなんか連れてくるの？」

「……そ、それには深いわけがあるのです」

「うん、聞いてあげるからボクにわかるように二十字以内で説明して？」

「マ、マスター？」

「モニカ、どうして噓うそついたの？　なんでボクに教えてくれなかったの？　ボクに隠かくれてなにを企たくらんでるの──？」

「ますたああああああああっ！」

　僕と、真白と、リト──それと向かいの部屋から出てきた黒乃が見ている前で、『自動人形』モニカの身体からだが宙を飛んだ。僕の頭上を飛び越こえて、空中で半回転──そのまま、立ち上がろうとしていた〈人形使い〉カイエの身体に抱だきつく。

「マスターも知ってるはずです。〝雑音〟は〝端末〟を殺して、頭から『果実』をえぐり出してしまうのです。モニカは、マスターをそんな目に遭あわせたくありません。だからモニカは『果実』を消し去る能力を持つイレギュラーを、この島に呼びました」

「……モニカ、放して」

「『果実』が消えれば〝雑音〟に殺されることはなくなります。マスターは〝普通の人間〟として生き残ることができます。それが今、この世界にある唯ゆい一いつの救いなのです」

「……聞こえないの？　モニカ、ボクは放してってお願いしてるんだよ？」

「だ、だ、駄だ目めですっ。モニカはマスターの『自動人形』です。マスターを生かすためならなんでもやります。お願いですイレギュラー。今すぐマスターの『果実』を食べてしまってください!!」




『食ベテイイ？』




　どくん

　心臓が、跳はねた。

　目の前が一瞬、真っ赤に染まった。呆ぼう然ぜんとしてる真白と、廊ろう下かに立ってる黒乃、ビキニの胸を押さえたままのリト、〈人形使い〉カイエと、彼女に抱きついてる『自動人形』モニカ。

　全員の姿が、薄うすれていく。

　──なんだ、これ。

『食ベテイイ？』

　真っ赤に染まった視界がブラックアウトして、なにもない闇やみの中、三つの渦うず巻まきが浮うかんでる。内臓がきりきりと──痛み出す。誰だれかが爪つめを立てて、握にぎって、絞しぼってるみたいに。

『食ベテイイ？』

　赤い渦巻き、あれは『果実』だ。

　真白とリト、〈人形使い〉カイエの中にあるもの。

『食ベテイイ？』

　──やめろ──〝傷〟。

「モニカは考えました。よくない頭でたくさん考えました。マスターとお別れするのは辛つらいです。でも、マスターが〝雑音〟に殺されてしまえば、モニカはやっぱり機能停止するのです。だったらイレギュラーに〈人形使い〉の『果実』を食べてもらった方がいいのです」

『──食ベテイイ、ヨネ？』

「そのことは話したよね。ボクの『果実』がなくなったら、モニカはただの人形になっちゃう。モニカはボクの家族。ボクが〝傷〟に喰われてモニカのことを忘れちゃうくらいなら、モニカといっしょに死んじゃった方がいいって」

「でもモニカは……モニカはマスターに死んでほしくないのです！　〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の能力を備えた〝雑音〟に勝てるわけないのです……」

　頭が──こわれそうだった。ぼやけた視界。自分の鼓こ動どうと〝傷〟の声、〈人形使い〉カイエと『自動人形』モニカの声が響ひびいてる。喰え──喰えって、何度も。

　どくん　どくん　どくん

『オ腹スイタ、オ腹スイタ、オ腹スイタ、オ腹スイタ！』

「お願い──ボクの大事な家族──モニカ。お願いだからいなくならないで！」

『食ベテイイ──ヨネ？』

　泣なき叫さけんでる〈人形使い〉カイエ。〝傷〟に「喰くっていい！」って言えば終わる。『果実』をむさぼり喰われて、なにが起こったのかもわからず──カイエは〝普通の人間〟に変わる。

『食ベテイイ？　イイ？　イイイイイイイイッ!?』

　ずっと見てきた悪夢。

〝傷〟を抑おさえられなくて、真白の『果実』を喰らう夢。使い魔まを──黒乃をなくしてぐったりと横たわる真白──と、──同じ──ように。

『オ腹スイタ、オ腹スイタ、オ腹スイタ、オ腹スイタ────ッ!!』

「お願いだよ、イレギュラー──お願い、します」

　泣きながら、カイエが必死に訴うつたえかける声が、聞こえた。

「ボクはどうなってもいいから、モニカを消さないでください。ボクの『果実』を喰らわないで。なんでもします。欲しいものがあるなら『複製品』使って手に入れてあげる。世界の終わりまでこの島で好きにしてていい。ボクを──キミの自由にしてもいいから。モニカを殺さないで！　モニカのいない世界に生き残るなんてやだ！　お願い──お願い──だから──」

「──っ!!」

　がこん

　僕は開いたままのドアに頭を打ち付けた。

　衝撃で、視界が──元に戻もどる。

　──喰えない。

　泣き叫んでる〈人形使い〉カイエに〝傷〟を解き放つことができない。

　覚かく悟ごなんか決まってると思ってた。でも、全然だ。

　二ヶ月前、ほのかの墓参りに行った海でディンタニアと会った時、僕は彼女の『果実』を喰らうべきだった。でも、恐こわかった。「好き」って告白してくる──アグシーダに操あやつられてる少女の頭に牙きばを食い込ませるのが恐かった。〝傷〟のコントロールに失敗して、ディンタニアの『果実』を根こそぎ喰らってしまうのが恐かった。

　僕のミスで、世界が終わってしまうのが、恐かったんだ。

　一番選せん択たく肢しを多く持ってるのは僕だって楓さんは言ってた。でも、その選択肢はひとつ間違えたら世界が終わる。ここにはセーブもロードもない。やり直しなんかきかない。この世界の管理者は僕が消しよう滅めつさせた。誰も──正しい答えを教えてくれない。

『食ベテ──イイ？』

「〝傷〟!!　僕にお前の『衝しよう動どう』を移すな！　僕を操るな！　お前は僕の使い魔だろっ!?」

〝端ガジエ末ツト〟を動かしてるのが『衝動』で、

〝傷〟の正体が、ラガジュが何かの目的でよこした神様の細さい胞ぼうなら、

　今、感じてる飢うえは──〝傷〟の『衝動』なんだろう。

　──わからなくなってくる。

〝雑音〟を出し抜ぬくための手段なのか──〝傷〟の食しよく欲よくのせいなのか。

『果実』を喰らった時の、身体からだの芯しんがしびれるような感覚が癖くせになりそうで。

　カイエの『果実』を喰らいたいって気持ちが、どっちなのかわからなくなってきたんだ。

「──〈人形使い〉の『衝動』」

　真っ赤になった〈人形使い〉カイエの目が僕を見ていた。

　壁かべに掛かかっていた人形。マリオネットやポーズ人形やフィギュアがみんな、揺ゆれ始める。

　支えていた紐ひもが切れる。顔のない人形たちが、落ちてくる。巨きよ大だい化する。

「『絡から繰くり衝動』。出てきてよ『複製品』。ボクを安全なところにつれて行って！」

「マスター！　モニカのお話を聞いてください！」

　人のサイズにまで巨大化した人形たちがモニカの身体をはねのけ、〈人形使い〉カイエを担かつぎ上げる。くしゃくしゃの服で身体を押さえただけのカイエを胴どう上あげ状態のまま、窓を破って外へ飛び出す。

「来ないで──来ないで！　お願いだからボクをそっとしておいて！　お願いだから帰ってください──イレギュラ──────ぁっ!!」

　まるで御お神輿みこしのように、『複製品』たちに担ぎ出されたカイエが、ドップラー効果を残して遠ざかっていった。
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〝雑音〟の戦い方は闇やみ討うちと暗あん躍やく。

〈創造者〉とアーケードで戦った時もそうだった。『疑ぎ似じ生命体』に襲おそわれてた僕たちを助けて、すぐに逃にげた。町が〈心配症しよう〉のせいでパニックに陥おちいった時も。ディンタニアは僕たちが〈創造者〉を倒たおして〝流転メタフ骨牌エシス〟を取り返した瞬しゆん間かんを見計らってやってきた。

『中有の居城』で〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の首を──奪うばい取った時も。

〝雑音〟は正面から攻こう撃げきしてこない。

　考えろ。僕がディンタニアだったら、どうやって〈人形使い〉カイエの『果実』を奪う？

「ディンタニアは〈角笛を吹く精霊〉の能力が使える──だから」

〈角笛を吹く精霊〉の能力『端末検知』なら、真白とリトが〈人形使い〉と同じ島にいることは簡単につかめる。しかも〈角笛を吹く精霊〉は瞬間移動ができる。

　僕だったら『運命規定』で直接カイエのところに瞬間移動する。そのままカイエを捕つかまえて、もう一度『運命規定』で逃とう走そう。それで終わり。だから彼女を守るために、誰だれかが側にいた方が絶対いい。

　もうひとつは、『架か空くう兵士』か『完全なる恋こい人びと』で外から攻せめてくる可能性。

　だから、僕たちは三つのグループに分かれることにした。

　一番戦せん闘とう力があるのは、ハートブレイカーが使える黒乃。だから彼女はカイエの護衛。

　リトはモニカと一いつ緒しよに別べつ荘そうで待機。島にいる『複製品』──ホテルマン、庭師、ハウスキーパーを含ふくめて総勢十二人──と無線で連れん絡らくを取りながら、怪あやしい奴やつがいないか探たん索さく。

　そして僕と真白はパトロール。ディンタニアが使い魔と一緒に攻めてきた時、すぐに対たい抗こうできるように。それと〝傷〟の視力でディンタニアの居場所を探さぐるために。

　ディンタニアを止める方法は──ひとつだけ、考えてある。

　上手うまくいくかわからないけど。

「……カイエさん、引きこもっちゃいましたね」

　島を周回する道路を歩きながら、真白が寂しそうに呟つぶやいた。

「天あま巡めぐりくんは泣いてる女の子を無理に襲ったりしないのに──やっぱり、あたし説明してきます！　あたしと天巡くんとのなれそめから今まで、天巡くんがすごい奥手だってこと伝えれば、カイエさんだって！」

「話をややこしくしないでください周防さん！」

　走り出そうとする真白を、僕は慌あわてて止めた。

　ここからでも、カイエのいる塔とうが見える。四階くらいの高さがある、コンクリート造りの塔。窓はなくて、最上階にカイエの研究室があるほかは倉庫になってる。

　僕から逃げ出したあと、ずっと〈人形使い〉カイエは塔にこもりっぱなし。『自動人形』モニカが出てくるように説得したけど無理だった。黒乃はドアの外でカイエの護衛についてる。

　ディンタニアが現れたら、すぐにハートブレイカーでドアをぶちやぶって、カイエを連れて逃にげろ──って言ってある。さんざん文句言われたけど、黒乃は最後には頷うなずいてくれた。

「もう一周したら『複製品』とパトロール交こう替たいだよ」

「はい」

　ここから埠ふ頭とうが見える。さっきまでいた貨物船はいなくなってて、島を周回する道路の上に、食料品のマークが書かれた青いコンテナが置きっぱなしになってる。落ち着いたら『複製品』に回収させるって『自動人形』のモニカが言ってたっけ。

「──です」

　不意に真白が立ち止まった。

　アスファルトの上。生暖かい海風に栗くり色いろの髪かみが揺れてる。

「ごめん、周防さん。ぼーっとしてた。なに？」

「あたしがカイエさんの立場だったら、おんなじことを言うかも──です」

「同じこと？」

「『果実』を食べないで、家族を──黒乃を消さないで、黒乃を助けてくださいって」

　真しん剣けんな顔で、真白は言った。

「最近、ちょっとだけ考えたんです。もしもあたしになにかあって、天巡くんの前からいなくなったら──黒乃と一緒にいてあげて欲しいなって」

「……周防さんが、いなくなる？」

　南の島の日差しの下。なぜか僕の背中に寒気が走った。

「も、もちろんたとえ話です。あたし、世界の終わりまで天巡くんと一緒にいたいです！　で、でも、今は非常事態だから、そういう覚かく悟ごは持ってなきゃいけないと思うんです」

　ごまかすみたいに指をくるくる回しながら、真白は真っ赤な顔で呟く。

「黒乃は生まれたばっかりで、ずっとあたしを守ってくれました。ううん、黒乃は──あたしを守ること以外、自分のことはなにもしてないんです。でも、黒乃はあたしの妹だから、もっと一緒にいろんなことをしてあげたい。消えて──欲しくないんです」

　ぽろ

「──あれ？」

「す、周防さん、なんで──」

　なんで泣いてるんだ？

「ごめんなさい！　考えすぎちゃいました」

「……うん」

「いろいろあったから、ここが、あたしたちの居場所とは違ちがいすぎるから──あたしとカイエさんの立場が似すぎちゃってるから──ちょっとだけ、変な気分になっちゃったみたいです」

　──なにも言えなかった。

　真白も僕と同じだ。〈人形使い〉カイエの『果実』を消したくないって思ってるんだ。

『食ベテイイ？』

　僕の視点と、〝傷〟の視点。

　二重写しに変わる視界。額に赤い渦うず巻まきを宿しながら、掌てのひらで目を拭ぬぐってる真白。

　心臓が、おかしくなりそうだった。

　手を伸のばして引っ張り寄せてなにか──したい？

　それは真白の『果実』を食べること？　それとも──？




　ぴりりり




「──うわぁっ！」

　ポケットから響ひびいた電子音に、思わず僕は飛び退のいた。危ない──ところだった。

　気づかないうちに真白に向かって踏ふみ出してた。

　僕は今、なにを──するつもりだった？

「無線？」

　ポケットに入れた無線機が鳴ってる。『自動人形』モニカから借りた島の備品。

「はい、こちら天巡」

『顔貸しなさい』

　小型の無線機から、不機嫌そうな声が流れ出す。

「……………………………………………………なにかあったのか、黒乃？」

『天巡、今は真白と一いつ緒しよ？　パトロールは異状なし？』

「今のところは大だい丈じよう夫ぶ。そっちは？」

『こっちは重大な問題が発生したの。天巡にしか解決できない大事なこと。すぐに〈人形使い〉の研究室前に来なさい──早くっ！　一分以内！』

「だからなにがあったのか話せっ！」

『無線で言えることと言えないことがあるのっ！　真白一緒にいるんでしょ！　とにかく天巡はこっち来て。真白はちびっこと合流！　以上っ!!』

　ぶちっ

　言いたいことだけ言って、黒乃は通話を切った。

「なんだかよくわからないけど……黒乃のとこ行ってくる」

「はい、行ってきてください」

　真白の目は赤くなってた。けど、それはたぶん『衝しよう動どう』のせいじゃなくて泣いてたから。

「あ、あの、周防さんはリトのところに行ってて！　その──」

「？」

　どうしてなのかわからない。

　寂さびしそうに笑う真白が、どこかに行ってしまいそうな気がしたんだ。

「どこにも行かないで、リトのところで、待ってて」

「──は、はいっ！」

　真白は両手で胸を押さえて──祈いのるような笑えみを浮うかべた。

　銀色の指輪が、左手の薬指で光ってる。

「あたしはこの戦いの終末まで、ずっと、天巡くんと一緒です──きっと」




「……イレギュラー、来たんだね」

　塔とうの最上階で、僕はエレベーターを降りた。

　目の前には、分厚い強化ガラス製の扉とびら。

　その向こうで〈人形使い〉カイエが大きな椅い子すに座り、怯おびえた目で僕を見てた。

「黒乃は？　一緒じゃないのか？」

「『補正プログラム』は席を外してる。キミとちゃんと話すように言われたんだ」

「話？」

　──『果実』を喰くわれるように説得しろってことか？

　──黒乃は──カイエを喰らえって言ってた──真白は、喰らってほしくないって。

　いつも一緒の二人だけど、今回は意見が違う。

「い、言っとくけど、このドアは滅めつ多たなことじゃ破れないんだからね。むりやり入ろうとしたって無む駄だだよ」

〈人形使い〉カイエは掠かすれる声で宣言した。

　強化ガラスの扉の向こうは、二十畳じようくらいはありそうな広間。壁かべは打ちっ放しのコンクリート。窓はなくて、壁に巨きよ大だいなタペストリーが貼はってある。古いものらしくて、あちこちほつれてる。タペストリーに描えがかれているのは──なにかの設計図。人の頭、身体からだ、手足の分解図。胴どう体たいの左胸に、赤い球体が見える。

「あれは先代の〈人形使い〉から受け継ついだ『自動人形』の設計図だよ。代々〈人形使い〉は次の世代の面めん倒どうを見る『自動人形』を作って死ぬんだ。机の上にあるのは、次世代モニカの試作品。まだ未完成だし、戦せん闘とう能力を高くしたせいで、小さくできなかったんだけど」

　僕の視線に気づいたのか、カイエは怯えた声で答えた。

　部屋の半分を占しめる木製のテーブルには、銀色の手足が転がってる。あれが次世代モニカの部品。でも、大きすぎる。拳こぶしは人の頭くらいあるし、足なんか両足突つっ込んでもまだ余るくらい大きい。

「イレギュラー──アマメグリくん。キミはボクの敵なの？」

「違ちがうよ」

　僕は首を横に振ふった。

「僕は、本当は〝雑音〟から〈人形使い〉を──カイエを守りに来たんだ」

「イ、イレギュラーが？　白衣一枚でうろつく〝雑音〟の姫ひめ君ぎみに魅み入いられて〝端末〟の『果実』を献けん上じようし、その報ほう酬しゆうとして夜ごと彼女にいろいろ吸い取られてるんじゃなかったの？」

「……………………………………………………んなわけあるかっ！」

「──ひっ！」

　思わず大声が出た。まずい。

　カイエは千切れそうなほどクッションを抱だきしめて、泣きそうになってる。

「ほ、本当に？　モニカを消しに来たんじゃないの？」

「『自動人形』消して、こっちに何の得があるんだよ？」

「〝雑音〟とイレギュラーは〝端末〟を苦しめたあげくに殺すんでしょ？」

「〝雑音〟は知らないけど、僕は〝端末〟を殺したいなんて思ってない。それに、僕が本当にディンタニアの仲間だったら、カイエを喰らうチャンスなんかいくらでもあっただろ」

「……ボクを油断させる罠わな、とか」

　──それはこっちのセリフだ。

「僕はカイエを囮おとりにして、〝雑音〟と戦うつもりだった。『果実』を喰らうかどうかは、〝雑音〟のことが解決してからの話なんだ。今は、しない」




『オ腹スイタ』

『食ベテイイ？』

『食ベレバ──解決──ダヨネ？』




「だけど、イレギュラーのせいで〝雑音〟の姫君が〈世界〉になりかけてるんだよね？」

「うん。でも、それは生き残るためだったんだ。〝雑音〟と共きよう闘とうしなきゃ、僕たちは〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉に殺されてた。最後の最後で出し抜ぬかれたんだ、魔ま術じゆつ師しアグシーダに」

「……そっか、じゃあしょうがないね。〈創造者〉と〈心配症しよう〉も相手にしてたんだもんね？ よく生き残ったよね。でもボクは〝端末〟をやめてまで生きたいなんて思ってない。モニカを戦いに巻き込みたくないんだ。だから帰って」

　カイエはクッションで頭を押さえてる。

　頭の中の『果実』を僕から守ろうとしてるみたいに。

　カールした短いブロンド。着てるのは、たぶん真白の荷物の中にあった白いブラウス。胸の部分が確実に余ってて、開いた襟えりのあたりから──鎖さ骨こつの下ぐらいまで見えてる。下半身は下着しかつけてない。

　膝ひざの上には顔のない人形『複製品』と、その部品。

　いくつも、いくつも。

「ボクは〝端末〟に生まれてきてよかったんだ。だって、モニカがいるんだもん」

〈人形使い〉カイエは、天使みたいな笑え顔がおを浮かべながら、自分のことを話し始めた。

　小さい頃ころ、両親を交通事故で亡なくしたこと。

　同じ時期に〝端末〟の能力に目覚め、しばらくしてモニカが訪たずねてきたこと。

　モニカが全すべてを教えてくれた。この世界のシステムと、カイエの能力の使い方を。

　カイエが初めて作った『複製品』は、自分の両親のコピー。子供の命令に逆らわない、理想的な親。

『絡から繰くり衝しよう動どう』のまま世界中には『複製品』をばらまいて、その合間に、両親の遺産を運用していった。簡単だった。世界に〈人形使い〉の命令を聞く『複製品』が数百人いる。彼らに任せておけば、カイエの資産は勝手に増えていく。

　身体が弱いのは、どうにもならなかったけれど。

「イレギュラーは〝端末〟の敵なんだよね？　敵がどうしてボクのこと心配してるの？」

「わからないよ。だけど、僕はカイエの敵じゃないと思う」

「じゃあ、誰だれの敵？」

「神様と、世界を終わらせようとする〝雑音〟。それと『無限舞ぶ台たい』のシステムの──敵」

「………………言っててはずかしくならない？」

「聞いたのはそっちだろ！」

「普ふ通つうは考えないし言わないよね、そんなこと。なにがキミを動かしてるの？」

「……偶ぐう然ぜんだよ。僕は死にたくなかっただけなんだ。周防さんとほのか──妹が神様に愛されてたせいで〝傷〟を植え付けられて、〝端末〟と〝雑音〟の殺し合いに巻き込まれて、じたばたしてたらいつのまにか〈角笛を吹く精霊〉を倒たおしてた。でも『果実』は〝雑音〟に奪うばわれて、ディンタニアは〈世界〉になりかけ──どうしようもないんだ。恐こわくて──じっとしてられないだけ。世界を守るとか救うとかそんなので動いてない」

「でも、次の管理者がボクらを戦わせることになったら、結局キミはボクを食べちゃうことになるよね？　だったら、今ここで〝雑音〟に殺されても同じだよ」

　どうして笑ってるんだろう。

　全部悟さとりきったような顔で──見てるこっちが寂さびしくなるような顔で。

「ボクは〝雑音〟に喰くわれる覚かく悟ごなんかとっくにできてるんだ。ボクは、モニカを愛してる。モニカのいない世界で生きるくらいなら、死んだ方がましだって思ってる。キミはボクが弱いから喰らわないの？　じゃあ、強い〝端末〟が襲おそってきたら喰らうの？」

「──え？」

「キミは〈角笛を吹く精霊〉のやり方を否定した。だからあいつと戦ったんだよね？　そのキミが、あいつと同じことするの？　誰を生かして誰を消すか、キミが選んでいいの？　次の管理者がボクとキミを戦わせたら喰らうの？　キミが〝雑音〟の姫ひめ君ぎみに負けそうになったらボクを喰らうの？　世界を維い持じするために、バグった〝端末〟を処理してきた〈角笛を吹く精霊〉と同じことするの？　キミはこの世界の新しい管理者になるつもり？」

　──僕が──管理者？

「お、おかしいだろそんな理り屈くつ！」

「世界を維持するために〝端末〟をコントロールするってのはそういうことじゃないの？　喰うか喰わないか選ぶってのはそういうことじゃ、ないの？」

　ぽろぽろと泣きじゃくりながら僕を睨にらんでいる、〈人形使い〉カイエ。

「ボクを守ってくれなんか言わない。放っておいて。ボクはモニカを犠ぎ牲せいにしてまで生き残りたいなんて思わない。〝雑音〟と戦うのもいらない。キミがボクを守って戦うのを、モニカが黙だまって見てるわけないんだ。まっさきに飛び出してって、ボコボコにされちゃう。帰って。もういいから、ボクの世界に入って来ないで。ボクのモニカを傷つけないで！」

　今、この場でカイエを喰らうのが最良の選せん択たく肢し。

　片っ端から〝端末〟を喰らって、〈世界〉になるための『果実』を消していくのが、一番有効な戦い方。僕が『果実』を減らしていけば、〝雑音〟はそれを無視できない。ディンタニアと魔術師アグシーダを引っ張り出すことができる。

　黒乃も言ってた。

　ディンタニアにも言われた──僕は、甘いって。

「お願いします──帰ってください。ボクの世界を壊こわさないで。こわい。ボクはキミが恐くて恐くて死にそうなんだよ。どうすればいい──いいんですか？　お願い。こないで──帰って──ボクとモニカの世界に入って来ないで！」

「……天巡、そこ、どいて」

「黒乃？」

　ぞくん

　振ふり返ると長い黒くろ髪かみを振り乱した黒乃がいた──なんだ、この殺気。

　目が血走ってる。左手には鞘さやのままのハートブレイカー。

　カイエとの話に気を取られて、エレベーターが上がってきたのに気づかなかった。

「お互たがい納なつ得とくずくで話を進めたかったんだけど、無理みたいね」

「来たね……『ツンデレブラック』」

「人を三流ヒーローみたいに呼ばないで、〈人形使い〉」

　黒乃はハートブレイカーの先せん端たんを、まっすぐカイエに向けた。

「天巡もこの子も、同じ勘かん違ちがいをしてるの。よく聞いて」

　黒乃の白い指が、僕の掌てのひらを摑つかんだ。

　僕の目の前に立って、黒乃は薄うすく目を閉じて、なにかを決意するみたいに頷うなずく。僕の手を右手で強く握にぎったまま、静かに持ち上げ、そのまま──。

　ふに

　ブラウスに包まれた胸に──押しつけた。

「って──な、なっ!?」

「なに動どう揺ようしてるの天巡。『補正プログラム』も『自動人形』も〝端末〟に作られたもの。私たちは元々生きてないの。胸触さわったくらいでおたおたしないの、ばかっ！」

　黒乃は上目づかいで僕を睨んだ。

　信じられないくらい真っ赤な顔をしてる。目をきつく閉じて、開いて。息を吸って、吐はいて。

　僕が手を引っ込めよう──としてるのに、黒乃は固く握ったまま放さない。

「私の胸がどくん、どくんって鼓こ動どうしてるのわかる？　私が照れてるとか、あんたのこと好きでこんなことしてると思ってる？　そう見えたとしたら全部錯さつ覚かく。私にそんな感情ないの。どきどきしてるのは、ハートブレイカーを使うために、自分の感情をむりやりごまかしてるから。前にもそう言ったでしょ？」

「覚えてる。でも、黒乃は──生きてるだろ」
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「だから全部錯覚なんだってば。私は人のかたちをしてる『補正プログラム』なのっ！　天巡も真白も〈人形使い〉も、そこのとこ全然わかってないっ！」

　黒乃は僕の手を胸に押しつけて、自分に言い聞かせるみたいに告げる。

「作られたものの感情なんか、全部偽にせ物もの。もし本当に心とか魂たましいがあったとしても、作られた生命の魂なんか、あったって迷めい惑わくなだけだもん！」

　かつん

　黒乃はハートブレイカーの切っ先で強化ガラスを突ついた。

「『補正プログラム』も、『自動人形』も、〝端末〟をサポートするために作られたもの。私たちは役目を果たすだけ。あんたの『自動人形』があんたを助けようとしてるのも、単にあんたが『自動人形』の上位種だから。別にあんたを好きなわけじゃないの」

「な、なんにもわかってないくせに！」

　強化ガラスの向こうでカイエが身を乗り出す。

「ボクとモニカの十二年をばかにするなっ！　モニカはボクの一番大事な家族なんだから。生まれたばかりの『補正プログラム』になにがわかるっていうのっ!?」

「私たちは誰だれかを好きになったりしない。感情とか人格なんか、全部偽物なの！」

「噓うそだっ！　モニカにはちゃんと心があるもん！」

「だから錯覚だって言ってるでしょ、ばかっ！　こうして天巡に胸を触られたって、私はなにも感じないんだから。どきどきしてるのは、人のふりするための勝手な身体からだの反応。〝端末〟の使い魔まってそういうものなの！」

「じゃあ、キミはイレギュラーなんか好きでも嫌きらいでもないってこと？」

「そう！　どっちかと言うと天巡なんかきらいなんだから！」

「本当に？」

「あ、あったり前でしょっ！　優ゆう柔じゆう不ふ断だんだし、ナチュラルでえっちなくせに、いつまでたっても真白に手を出さないし！　私の着き替がえは覗のぞくし、私を真白と対等に扱あつかうし。ひとつもいいところないんだから！　天巡なんかだいっきらい！」

　黒乃は目を閉じて、必死に頭かぶりを振ってる。

「ふうん、嫌いなんだ。そしてキミには心がないんだね？」

「そうよ！　『補正プログラム』も『自動人形』もおんなじ！　わかったらさっさと出てきて、天巡に『果実』をぱっくん、されなさい！　そうすれば〝雑音〟も困るし、あんたも生き延びられて一石二鳥でしょ？　そのために天巡を呼んだんだから！」

「だったら、キミはここでイレギュラーとキスできる？」

　──え？

　ガラス越ごしに届いたカイエの言葉に、僕も黒乃も凍こおり付いた。

「な、なに言ってるのよあんた！」

「『補正プログラム』のキミに心や魂がないなら、嫌いなイレギュラーとキスしたって、ただの物理的接せつ触しよくだよね？」

「天巡とそういうことしていいのは真白だけっ！　天巡は頭のてっぺんから爪先まで真白のものなんだから！」

　──いつの間にそんなことに!?

「そんなの関係ないよ。ボクは〝端末〟に作られたものには魂がないって証明して欲しいだけ。もしもキミが、嫌いなイレギュラーとキスしても何も感じないなら、心も魂もないってことだから、モニカも義務でボクと一いつ緒しよにいるって信じてあげる。ここから出て行く。『果実』も食べられてあげる──証明してみせて。『補正プログラム』、今、ここで」

　椅い子すに座ったまま、カイエはアイスブルーの瞳ひとみを見開いて、僕と黒乃を見つめていた。

「……なに言ってるのよ、あんたは」

「『補正プログラム』──ううん、クロノ。キミは絶対に言っちゃいけないこと言ったんだよ。モニカがただの道具だなんて、ボクは絶対に認めるわけにはいかないんだ」

　抱だきしめたクッションに爪つめを立て、カイエは震ふるえながら言葉を紡つむいでいく。

「キミはモニカとおんなじ、〝端末〟に作られた存在。だから、キミがイレギュラーとそういうことしてなにも感じないなら、ボクはモニカにも魂がないって信じてあげる。これはボクにとって、太陽が東から昇のぼるか西から昇るかってくらい重大なことなんだから。証明してみせてよ、クロノっ！」

「上等じゃないっ。いくわよっ、天巡いいいっ！」

「話を勝手に進めるなっ！」

　体当たりするみたいに顔を近づけてくる黒乃を、僕は腕うでを伸のばしてなんとか押さえた。

「さっき話しただろ。僕はディンタニアを止めに来たんだ。〈人形使い〉を喰くらいに来たわけじゃないっ！」

「だから甘いのよ、天巡」

　黒乃は──殺気のこもった目で僕を見た。

「私の役目は真白を守ること。真白と天巡を『繁はん殖しよく』させること。天巡がどんなつもりかなんて関係ないの。私は、真白が生き残る確率が一番高いルートを選ぶだけ。〝雑音〟と戦うより、ここで〈人形使い〉を消した方がてっとり早い、『補正プログラム』はそう判断したの。だから、そのためならなんだってするんだから！」

　僕に向かって歯をむき出す黒乃。

　ああもうっ！　こっちの気も知らないで。

　真白と黒乃。カイエとモニカ。

　僕は真白たちとカイエたちの境きよう遇ぐうが似てると思ったから喰えなかった。なのに。

「……ギャラリーが必要？」

　カイエは強化ガラスに顔を押しつけて、じっとこっちを見てる。息でガラスが曇くもるくらい。目はアイスブルーのまま。『衝しよう動どう』は発動してないしマリオネットもいじってない。代わりに両手でしっかりと握にぎりしめてるのは──コードレスの内線電話？　この状じよう況きようでどこに電話を？

　ここは別べつ荘そうの隣となりにある塔とう。

　僕と黒乃とカイエの他ほかには誰だれもいない──ということは、まさか。

　背後で、ちん、と音がして、エレベーターのドアが開いた。

　乗ってたのは真白。それに、リト。

　二人とも、強化ガラスの向こうにいるカイエを見て、それから──視線を僕と黒乃の方に移動させて──。

「黒乃!?」「な、なにやってるんですかおにーさんっ!?」

「なにって──〈人形使い〉を説得しようと──」

「そうじゃなくてっ！　天巡くんがどうして黒乃の胸をもんでるんですかあああああっ!?」

　──え？

　さわさわ　ふにふに

「わ、わわわわわあああああっ！」

　わ、忘れてた。というか、黒乃とカイエの話に気を取られすぎてた。

　僕は慌あわてて手をひっこめようとした──けど。

「ちびっこ、うるさい。天巡もこんなことくらいで動どう揺ようするなっ！」

　黒乃は逆に僕の手をブラウスの胸に、押しつけた。

　体温、鼓こ動どう、薄うすい布越しに伝わる、黒乃の肌はだの感かん触しよく。

　ゼロ距きよ離りでそれが伝わってくる。真白も、リトも見てるのに。おかしい──いや、おかしくないのか？　黒乃は生後二ヶ月と二週間だから、好き、とか、恥はずかしいとか、そういう感情は持ってない──持ってたとしても作り物。錯さつ覚かく。

　黒乃が今、自分自身でそう言ったように。でも。

　どくん　どくん　どくん

　僕の右手には、黒乃の鼓動がちゃんと伝わってきてる。

　僕の心臓と同じくらい、早はや鐘がねを打ってる。

「私の身体からだなんかみんな作り物なんだから。どきどきするのなんか錯覚！」

「──違ちがう」

「違わないっ」

「だったらなんで僕の鼓動とシンクロしてるんだよっ！　僕も黒乃も同じだろ！〝普通の人間〟と『補正プログラム』の違いなんか、自然発生したか『果実』が作ったかだけだろ!?」

「く、黒乃。天巡くん。なにがどうなってるの!?」

「『自動人形』と『補正プログラム』に魂たましいがあるかどうか、試ためしてるだけ」

　ガラスの向こうで〈人形使い〉カイエが、真白の問いに答えた。

「クロノは言ったの。〝端末〟に作られた自分とモニカには魂も心もない。仕方なく〈生命体〉やボクに付き合ってるだけだって。だから、それを証明してってお願いしたの」

「──証明、ですか？」

「うん。魂がないなら、クロノが大だい嫌きらいなイレギュラーとキスしてもなんにも感じないはずでしょ？　そしたら、モニカにも魂がないってことだから、モニカはボクの家族じゃなくて、ただの〝端末〟のオプションってことになるの。約束したんだ。そしたらボクは──〝傷〟に『果実』を食べられてあげる」

「黒乃に心がない──!?」

　真白がエレベーターから飛び出してくる。

　こんな真白を見るのははじめてだった。目をつり上げて、すごく真しん剣けんな顔で──黒乃の右手を摑つかむ。黒乃の胸に押しつけられた僕の手を、むりやりひきはがそうとしてる。いや、それはいいんだけど。揺ゆらすのまずい！　右手に触ふれてる柔やわらかいものの感触が──!?

「駄だ目めっ！　こんなことしたら駄目っ。黒乃っ！」

「駄目なんかじゃないっ！　私はただの『補正プログラム』なんだから。それを証明したら〈人形使い〉の『果実』を消して、さっさと次の〝端末〟を消しに行くの！　邪じや魔ましないで真白！　私はキスしたって胸を触さわられたってなにも感じないんだから!!」

「だったらどうしてそんな真っ赤な顔してるのっ!!」

　真白は、黒乃の腕うでを両手で抱だきしめてる。僕とも、黒乃とも、たぶん世界で一番近い距離で、大きな目で双ふた子ごの妹を見つめながら、叫さけぶ。

「だったらどうして──クローゼットの奥に、天巡くんの制服の上着を隠かくしてるの？」

　──僕の制服──黒乃が？　いつの間に──あ。

　思い出した。二ヶ月と二週間前、真白に学校の屋上に呼び出されて、初めて黒乃と出会った時。あの時、黒乃は生まれたばっかりで、なにも着てなかったから──僕の服を貸したんだ。

　その後〝端末〟に襲おそわれたどさくさですっかり忘れてた。まだ持ってたのか。

「ま、真白、知ってたのっ!?」

　黒乃の顔が真っ青になった。僕の右手を必死で摑んでた力が、ゆるんだ。

「だって、あたしは黒乃のお姉さんなんだもの。後で聞こうと思ってたの。あれは──」

「あああああああああっ！　いいの！　その話はあと！　とにかく一回だけ天巡貸して！」

「あたしは、黒乃のお姉さんなんだよ？」

　真白は、僕と黒乃の間に、強ごう引いんに身体を滑すべり込ませようとしてる。

　硬かたい声だった。背中を向けてるから、真白がどんな顔をしてるのかわからない。

「もしも──本当に、もしも。黒乃が自分の意志で天巡くんとキスしたいっていうなら、ちゃんとそう言わないと駄目」

　まっすぐ黒乃の方を向いて、真白は宣言した。

　妹に言い聞かせるように、お姉さんの口調で。

「だったら、あたしは邪魔しない──ううん、邪魔できない。黒乃が本当に真剣に、そう思ってるんだったら。だって誰だれかを好きになるって、そういうものなんだもん」

「……な、な、な、なにゆってるの真白っ!?」

「だけどこんなのは恋こいする乙女おとめとして認められませんっ！　誰かを納なつ得とくさせるためにキスなんかしたら、絶対に後こう悔かいするんだから！　ファーストキスは、国宝的に大切なものなの！」

「──と、とにかく話はあと！」

　黒乃は真白を押しのけて、むりやり僕を引っ張り寄せようとする。

　だ、駄目だ。なにもかもぐちゃぐちゃになってる。

　離はなれて──一回、落ち着かないと──。

「あ、こら、逃にげるな天巡！　あんた世界のシステムを変えるって決めたんじゃないのっ!?

　キス一回で〈人形使い〉を喰くえるなら安いもん──」

「堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れましたっ！」

　黒乃の背後から聞こえた、甲かん高だかい声。リトが小さな身体をかがめて回し蹴げり。そのキックは綺き麗れいに黒乃の膝ひざ裏うらを刈かり取った──らしい。黒乃の右みぎ膝ひざが、かくん、と折れた。

「日本一包容力のある小学生でも我が慢まんの限界があるんです──って、おにーさん避よけてっ」

　黒乃が僕に向かって倒たおれかかってくる。巻き込まれた真白が、黒乃のブラウスにしがみつく。僕に見えたのはそこまで。視界が一回転して、絡からみ合った黒乃と真白の身体が僕に近づいてきて──。

　一いつ瞬しゆん、すべてがブラックアウトした。

「──停電!?」

「なんで？　すぐに非常用自家発電に切り替かわるはず。モニカ!?」




　暗くら闇やみの中で、なにかが僕の唇くちびるに触れた。




「──んっ──っ!?」

「きゅむううううっ」

　灯あかりが消えてたのは一分くらい。電気はすぐに復旧した。

　だけどその間はすべてが闇やみの中。

　真白は真っ赤な顔でうずくまってるし、黒乃は真白の隣となりに座り込んで、やっぱり赤い顔で口と、第四ボタンまで吹ふき飛んだブラウスを押さえてる。

　でも僕も、二人を気にしてる場合じゃなかった。

　唇に触れた、なんだか柔らかくて熱い感かん触しよく。一瞬のことだけど、確かになにかに触れた。それがなんだったのかわからない。ただ、触れた瞬しゆん間かん、背筋を熱いものが上ってきて、心臓と脳のう味噌みそを串くし刺ざしにした。揺れてる。視界も脳も心臓も揺れてる。まずい──なんだかめまいがしてきた。

「お、おにーさん？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ」

　──ちょっと刺し激げきが強すぎた、だけ。

　真白が顔を振ふってこっちを見る。真っ赤な顔してるけど、「きゅむ～」って迫せまっては来ない。真白はキスすると『繁はん殖しよく衝しよう動どう』が発動して、僕に迫ってくるはず。そうならないってことは──違ちがうのか？　僕が触ふれたのは、黒乃？

「あ、あんたに見えたかどうかは関係ないわよね？」

　ずり落ちそうになるブラウスの胸むな元もとを押さえながら、黒乃がカイエに顔を向ける。

「私、天巡とキスした。でも、なんとも思ってない。だから、賭かけは私の勝ち」

「え、えっ？」

　強化ガラスの向こうでカイエが変な声をあげた。

　緊きん張ちようした顔で、やっと回復した灯あかりの下、内線電話の子機を握にぎってる。

「まだ文句あるの？　さあ、ここを開けなさいよっ！」

　ばん

　黒乃が強化ガラスに両手を叩たたきつけた──瞬間。

　塔とう全体が震ふるえるほどの警報が鳴り響ひびいた。




　　　　７




「──モニカ？　な、なにがあったの。さっきの停電はなに？　モニカっ!!」

　内線電話に向かって叫さけぶカイエ。

『マスター──』

　答えるモニカの声が──内線電話の子機から流れ出てくる。今のどさくさで、ハンズフリーのボタンを押したらしい。

『……マスター、招かれざる、お客、です』

『やあ、久しぶり。カイエ＝トキサガ』

　軽い感じの男性の声が聞こえてくる。

『ったく、つれないよな。メールにもちっとも返事してくれないし。俺のカリスマに参らない女の子なんていないと思ってたのに』

「モニカ、追い返して」

『ごめん。そういうわけにもいかないんだ。こっちもそろそろ我慢の限界でね』

　カイエは、救いを求めるように僕たちを見てる。

　机の上にあるスイッチに手を伸のばして、止める。たぶん、指をかけているのは僕たちを隔へだてるガラスの扉とびらを開くためのものだろう。白い額に汗あせが浮ういてる。なにかを、迷ってる。

「──誰だれと話して──」

「我慢ってなに？　あなたと組む話は断ったはずだよねっ！」

　僕の声を遮さえぎるように、カイエが子機に向かって叫ぶ。

『スケジュールが押してきてるからね。拉ら致ちらせてもらうよ──他ほかに誰か来てるのかい？』

「き、来てない。誰も来てるわけないよっ！」

『動どう揺ようしてるね。まあいいさ。その人も俺のシンパにすればいいだけだから』

〈人形使い〉カイエの島。『複製品』しかいない場所に訪ねてくる相手。

〝雑音〟──ディンタニアじゃない。カイエと話しているのは若い男。だから博士──魔ま術じゆつ師しアグシーダでもない。だったら。

「おにーさんっ！」

　リトが僕の袖そでを引き、こくん、と頷うなずく。

「わかりました。カイエさんと話してる〝端末〟は──」

「いいからボクを放っておいてよ！　〈政治家〉オスロット＝ロレンガッシュ!!」

　カイエの叫び声に答えるように──塔が揺ゆれた。

　攻こう撃げき？　外から──!?

「〈人形使い〉っ!!　ガラスから離はなれなさいっ!!」

「黒乃っ!?」

「目覚めろ！　はあああああと、ぶれいかあああああああっ!!」

　叫ぶ黒乃。白銀のショートソードの、〈生命体〉の紋もん章しようを模した鞘さやが飛び散る。

「こっちは約束通り天あま巡めぐりに────キ、キスされたんだから！　そっちも約束守ってもらうんだから！　天巡！　ガラスに穴あけるから〝傷〟の準備してっ!!」

『──ん、誰かそこにいるのかい？　ま、いいか。それでカイエ。じゃあ俺と組まない理由をわかりやすく説明してもらえるかな──』

「待って──お願いだから時間をちょうだい。〈政治家〉も──イレギュラーもっ!!」

　黒乃は待たない。ためらうとか、迷うとかいう感情は黒乃は持ってない──！

　灼しやく熱ねつの刃やいばが強化ガラスに突つき刺ささる。ハートブレイカーが肥大化していく。僕は真白とリトを床ゆかに押し倒たおす。真白は大きな目をいっぱいに見開いて、双ふた子ごの妹を見守ってる。やっぱり『繁はん殖しよく衝しよう動どう』は発動してない。

　ということは、さっき僕が触れたのは、やっぱり黒乃──？

『ああ、そういうことか。イレギュラーが来てるんだ。じゃあ、こっちも手段を選んでる場合じゃないかな』

「やだ、こないで。ボクの世界を壊こわさないで──っ!!」

『オスロット＝ロレンガッシュの名においてカイエの意思を読んでみようか……ふむ、カイエ、君は「無限舞ぶ台たい」を降りるつもりなんだね』

「真白も天巡もちびっこも、ハートブレイカー全開にするからエレベーターの中に逃にげてっ！　ああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　黒乃が叫んだ瞬しゆん間かん、ハートブレイカーの雷らい光こうが廊ろう下かに溢あふれた。頭上の電灯が割れ、破は片へんが落ちてくる。エレベーターの操作盤ばんがショートして、火を噴ふき出す。ドアが開いてゴンドラが地上へ落ちていく。動けない。真白とリトの頭を押さえてうずくまってるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「やめろ黒乃っ！　雷光を全開にしたら──」

　ガラスに穴あける程度じゃ済まない。〈人形使い〉カイエを殺してしまう！

「黒乃──駄だ目め！　天巡くん、黒乃を止めて。おかしいです。あの子、自分で自分が止められなくなってる！」

　僕の耳元で真白が叫さけぶ。

　目の前で、強化ガラスが蒸発する。部屋にいるカイエが四つん這ばいで後ずさる。

「〈生命体〉の望みはイレギュラーの願いを叶かなえること。イレギュラーの願いは『世界のシステムを変えること』。その手段のひとつが〈人形使い〉の『果実』の捕ほ食しよく。だから『補正プログラム』はその願いをかなえる。『果実』を差し出せ。さもなくば殺す！」

　感情のない、黒乃の声。僕が今まで聞いたことがないような。

「周防さん、リトもここにいて！」

　黒乃がおかしくなってる。なんでこんな、いきなり。

　いや、違ちがう。兆候はあった。

　最近たまにスイッチが切れたようにぼーっとすることがあった。黒乃は僕や真白、リトみたいに、時間をかけて人格を作ってきたわけじゃない。記き憶おくは真白のコピー。感情は、あの時生まれたもの。まだ生後二ヶ月と二週間なんだ。

　考えろ。黒乃が突とつ然ぜんぼーっとするようになったのはいつからだ？

　二ヶ月前。その時、黒乃は〈心配症しよう〉に汚お染せんされた。

　僕たちとは違う。生まれて間もない、あの時はまだ生後二週間の心しか持たない黒乃が。

「黒乃！　ハートブレイカーを止めろ！　カイエを殺すなっ!?」

　黒乃が振ふり返る。

　闇やみ色の瞳ひとみ。

　僕が見えてるのか──見えて、ないのか。

「〈人形使い〉を殺害すれば、『果実』が転生するまでの時間を稼かせげる」

　黒乃の声が冷えていく。反対にハートブレイカーの光がだんだん──薄うすれていく。微かすかに雷光を宿した白銀の魔ま剣けんを、黒乃はカイエの頭上へと振りかざす。

「これも選せん択たく肢しのひとつ。残りの〝端末〟を全すべて殺害すれば、〝雑音〟は『果実』を得ることができなくなる」

「そんなの駄目だ！　黒乃！　カイエを殺したって『果実』は転生する。新しい〈人形使い〉が生まれてくる。同じことの繰くり返しになるだけだろ！」

「少しでも時間を稼ぐ。無む駄だな思考よりも早く、『補正プログラム』は行動する」

　長い黒くろ髪かみが、鴉からすの羽根のように広がる。

　駄目だ。

　届かない。理由はわからない。でも、今、黒乃の中には僕の知ってる黒乃がいない。

「──〝傷〟」

　僕は右みぎ腕うでを摑つかんだ。

「できるか？　ハートブレイカーの雷光だけを消すことが？　黒乃には指一本触ふれずに」

『〈生命体〉〈慈じ母ぼ〉〈人形使い〉食ベテ──イイ？』

「──頼たのむから言うことを聞け！　お前は僕の使い魔だろ!?」

　失敗したら黒乃が消える。

　モニカを消したくないカイエの気持ちが、僕にはわかる。

　わかるから問答無用でカイエの『果実』を消せなかった。

　だけど〝雑音〟は〈人形使い〉の『果実』を奪うばいに来る。〝雑音〟を倒しても、いつか〝精デイヴ霊アイン〟の中から次の管理者がやってくる。終わりのない無限ループ。誰だれも救われない。誰も救えない。なんなんだよ──この世界は。どうしてこんな救いようもない世界を作った!?

　がたん

　カイエが座っていた椅い子すが倒れた。

　ハートブレイカーを摑んだ黒乃が、ゆっくりと彼女に近づいていく。カイエはブロンドの頭を抱かかえてうずくまる。唇くちびるが、小さく震ふるえてる。モニカを呼んでる。

「──頼む──〝傷〟！　ハートブレイカーを──!!」




「やめなさい黒乃！　今すぐハートブレイカーから手を放しなさいっ!!」




　不意に──真白の叫び声が響ひびいた。

　瞬しゆん間かん、ハートブレイカーから完全に光が消える。黒乃の身体からだが震え出す。両手の指が開いて、白銀の魔剣が滑すべり落ちる。まるで、スイッチが切れたみたいだった。真白の声が響くと同時に、黒乃を操あやつっていた──〝なにか〟が途と切ぎれて──倒たおれていく。床ゆかに転がってる『複製品』の素体の山の上へ。

「く、黒乃。くろのっ！」

　真白が黒乃に向かって走り出す。真白は喉のどを押さえてる。自分の言葉が、黒乃を強制的に止めたのが信じられないように。

「やだ、こんなの。あたし──あたし黒乃に命令なんかしたくない。黒乃は、あたしの大事な妹なの。それでいいのに、どうして。こんなことに、なるの──？」

　真白は泣きじゃくりながら、気絶した黒乃を抱だき上げる。

　リトは、目の前で起きた出来事が信じられないみたいに、僕の足にしがみついて震えてる。

〈人形使い〉カイエは机や椅子、ソファが黒くろ焦こげになった部屋で、壁かべに張り付いて怯おびえてる。




『食ベテイイ？』




　──なにが正しいのか、わからなくなってきた──。

　僕は〝雑音〟と戦うためにここに来た。〈人形使い〉を囮おとりにするために。できなければ〈人形使い〉の『果実』を喰くらうために。でも、どっちもカイエ本人は拒きよ否ひした。黙だまって帰ってくれって。〝雑音〟と戦うくらいなら、『果実』を喰われるくらいなら──死んだ方がましだって。『自動人形』モニカを殺したくないから。でも僕たちはカイエを守る──。

　──守れなかったら？

〝雑音〟に喰われる前に、〈人形使い〉カイエの『果実』を喰らう？

　だけどそれは、世界を維い持じするために、カイエの世界を壊こわすことで。

　バグった〝端末〟を間引いてきた〈角笛を吹ふく精霊〉のやり方と同じなんだ。

　──わからない。

　どこで間ま違ちがえた。全部間違いだったのか？　どうすればいい？

「ボクの『果実』を、消すの？」

　床に座り込んだ〈人形使い〉カイエが、小さな声で呟つぶやいた。

「『補正プログラム』は生きててもいいのに、モニカは生きてたら駄だ目めなの？　誰がそんなこと決めたの？　ボクはモニカのいる世界でしか生きられないのに、『果実』を喰らってモニカを消すの？　世界を維持するのに邪じや魔まだから、ボクを壊すの？　イレギュラーも〈角笛を吹く精霊〉と同じように、いらない〝端末〟は処理するの──っ!?」




「時間切れ。拉ら致ちりに来たよ、カイエ」




　塔とうが揺ゆれた。

〈人形使い〉カイエの横で、コンクリートの壁が弾はじけた──爆ばく風ふう？

「伏ふせろ！」

　僕はリトを胸の下にかばう。

　頭上をコンクリートの破は片へんが通り抜ぬけた。顔を上げるとカイエが倒れてるのが見えた。コンクリートの壁に円い穴が空き、鉄骨がむき出しになってる。

　そして──生暖かい風と一いつ緒しよに、塔の壁を蹴ける足音が聞こえた。ひとつ、ふたつ。

「──よっと」

　軽かろやかな声とともに長身の男性と、軍服を着た二人が、穴を通り抜けてやってきた。




　　　　８




「論理的に考えて問題なし。位置は計算通り、カイエは怪け我がをしてない。ＯＫ、拉致ろう」

　そいつは白い歯をむき出して、さわやかに笑ってみせた。

　銀色の髪かみ。切れ長の目──瞳ひとみは、真っ赤だ。

　僕よりも頭ふたつ分くらい背が高い。高価そうなポロシャツにスリムジーンズ。左手首には文字盤ばんのたくさんついたごつい時計、左手にはスマートフォン。黒いトレッキングシューズの踵きびすをじれったそうに鳴らして、男性は左右に立つ人ひと影かげに顎あごをしゃくってみせた。

　男の脇わきを固めているのは、ヘルメットを目ま深ぶかに被かぶった軍服姿の二人。顔は軍用のゴーグルで半分以上隠かくれてる。けど、たぶん女性。どんな顔をしているのかわからない。見えるのはヘルメットからはみ出した髪だけだ。

　僕はリトに覆おおい被さったまま、右みぎ腕うでを握にぎりしめた。

　あの男が〝端末〟。武器を持った二人は──たぶん、使い魔まだ。

「まずは礼れい儀ぎとして自己紹しよう介かいしようか。俺の名はオスロット＝ロレンガッシュ。正常に稼か働どうしている六人の〝端末〟の一人、〈政治家〉だよ」

　楽しそうに笑う、銀ぎん髪ぱつの男。

「で、さっきまでの会話を盗とう聴ちようした結果、および俺が保持しているデータから分ぶん析せきすると、そこにいるのがイレギュラー、天あま巡めぐり翔かける。床の上で気絶してるプロポーションが良いい方が〈生命体〉周す防おう真ま白しろ。その下になってる黒くろ髪かみの──ちょっと残念なスタイルなのが『補正プログラム』黒くろ乃の。イレギュラーのお腹なかにしがみついてる子供が〈慈じ母ぼ〉天巡リトかな？」

「……僕たちを知ってるのか？」

「イエス、イレギュラー」

　軽い雰ふん囲い気きで肩かたをすくめる〈政治家〉。ちょっと近所に散歩に出たついでに、好みの女の子がいたから攫さらいに来ました──そんな気配だった。

〈政治家〉の左右には、微び動どうだにしない二人の兵士。〈人形使い〉カイエは〈政治家〉の足あし下もとに倒たおれてる。黒乃は部屋の中央『複製品』の山の中に頭を突つっ込んで気絶してる。折り重なって倒れた真白も──目を覚まさない。

　今、動けるのは僕とリトだけだ。

「俺はこの世界でゲームをするため〈人形使い〉カイエをもらいにきた」

[image: ]

「──ゲーム？」

「イエス。〈角笛を吹く精せい霊れい〉が不在の間だけ可能なゲームさ」

〈政治家〉オスロットは芝しば居いがかった動作で、僕たちに一礼する。

「ゲーム盤ボードはこの世界。俺が〝普通の人間〟の頂点に立てるかどうか。オスロット＝ロレンガッシュが地上で最も上位の存在になり、この世界に統一政府を作り、世界を住みやすく変える。そういう設定のゲームだよ。今まではそれが許されなかった。〝普通の人間〟が苦しみ、逃にげ惑まどうことは〝精霊〟のシナリオのひとつだったからな。制限時間は〝精霊〟の中から次の管理者が生まれてくるまで」

〈政治家〉が言い終えるのと同時に、雷かみなりが鳴った。

　壁かべの穴をバックに立った〈政治家〉の姿が、影かげ絵えのように浮うかび上がる。

　一いつ瞬しゆん──目の前の男が巨きよ大だい化したように見えた。

　気け圧おされた。圧あつ倒とうされそうになった。鼓こ膜まくが震ふるえた。〈政治家〉の声と、耳を押しつぶす雷らい鳴めいとがシンクロしてる。なんだ、この存在感。

　巨大な獣けものが目の前で吠ほえたような。

　目の前にいる奴やつは──偉い大だいなるなにか。天あめ地つちを味方につけてる──？

「こ、こんなの気にすることないです。おにーさん」

　僕の下から這はい出してきたリトが、スパッツの膝ひざを払はらいながら言った。

「これは〈政治家〉の能力。『天てん人じん相そう関かん』です」

「『天人相関』？」

「中国の思想に『貴人の存在は天地に影えい響きようを与あたえる。正しい者が頂点に立てば天地は治まり、間ま違ちがった者が頂点に立てば、天変地異が起こる』というのがあるそうです。だから〈政治家〉が叫さけべば雷が鳴り、怒いかれば嵐あらしが巻き起こる。偉えらそうに見えますけど、全部ただの演出です。『無限舞ぶ台たい』の上で、〈政治家〉のカリスマをみんなに伝えるための」

「うん、そうだね。俺の『天人相関』はただの演出だ」

〈政治家〉は、ここから見えない天の位置を示すように──頭上を指さした。

「だけど」

　雷が鳴って、視界が──真っ白に染まった。

　思わず僕はリトを抱だきしめる。塔とうが揺ゆれる。雷に混じって聞こえる〈政治家〉の声。

　まるであいつの声が空から降ってくるみたいだ。

「〝普通の人間〟も動物の一種なんだよ。だから、自然を畏おそれる本能を持ってる。故ゆえに天地の加護を受けた俺には自然とカリスマを感じてしまう。それが〈政治家オレ〉の能力」

　壁に空いた穴の向こう。

　空に、黒い雲がかかってる──さっきまで、晴れてたのに。

　一瞬で気候までねじまげるのか、こいつは!?

「貴人の誕生には瑞ずい雲うんがかかり、貴人の死には天地が涙なみだする。〈政治家〉には〝普通の人間〟の頂点に立つ義務があるのさ。それが〈政治家〉の『支配衝しよう動どう』。カイエにはその手先になってもらう」

「手先──？」

「必要なのは集団を動かす力。〈人形使い〉は〝普通の人間〟のコピーを作ることができる。議会でも、軍隊でもなんでもいい。組織の中ちゆう枢すうにいる人間を『複製品』と入れ替かえてしまえばいい。それに俺のカリスマを組み合わせれば、民主的に国のひとつくらいは支配できるさ」

　まるで演説だった。

　両手を広げて、見えない群衆を相手にするみたいに〈政治家〉オスロットは語る。

「……〝普通の人間〟の頂点に立つ？　世界が終わるかどうかのせとぎわなのに？」

「〝雑音〟のことを言ってるのか？　決まってるだろ。そんなの俺の知った事じゃない」

　本当に興味なさそうな顔で、〈政治家〉オスロットは鼻を鳴らした。

「俺は〝普通の人間〟を支配するゲームをしたいだけさ。〝夢を見続ける神〟も〝精霊〟のことも、〝雑音〟だって知ったことじゃない。つっかかってこなければ相手にしない」

「でも、世界が終わったらゲームなんて意味ないだろ！」

「時間制限がある方がゲームは面おも白しろいさ」

〈政治家〉は左手の時計を見てから、左右の兵士に手を振ふってみせた。顔の見えない二人のうちの一人がカイエの身体からだを──担かつぎ上げた。

〈政治家〉は笑ってる。本当にわかってないのか、こいつは。

「〈人形使い〉カイエを連れて行く気なのか!?」

「言っただろ。俺にはカイエが必要だって。前からずっと気になってたんだよ。〈角笛を吹ふく精霊〉が消えた今がチャンスなんだ。君にも〝雑音〟にも、俺は感謝してるよ。ある意味ね」

「だけどカイエは〝雑音〟に狙ねらわれてる。あんたとカイエが『果実』を奪うばわれたら全部終わりなんだ！」

　──リト。

　僕は腕うでのなかにいる、小さな従妹いとこの耳元に囁ささやく。

　──ごめん、周防さんと黒乃を頼たのむ。

　僕はコンクリートの床ゆかを蹴けった。〈政治家〉オスロットに向かってまっすぐ走り出す。右みぎ腕うでで〝傷〟が騒さわいでる。飢うえが伝わってくる。真白、リト、カイエ、オスロット。ここにいる四人の〝端末〟。〝傷〟にとっては──ディンタニアを除けば──最大級のごちそうなんだ。

「説明は終わりだ。そして論理的に考えて君たちはゲームの邪じや魔ま。イレギュラーに『複製品』を消されたらゲームが成り立たなくなる。故に、排はい除じよさせてもらう」




『「無限舞台」を維い持じするために〝端末〟を喰くらうなら──それは、〈角笛を吹く精せい霊れい〉とどこが違ちがうの？　キミは管理者になりたいの？』




　脳のう裏りをよぎったカイエの言葉を、頭かぶりを振って追い払う。

　迷ってる場合じゃない。〈政治家〉は──僕たちを殺すつもりだ！

「〝傷〟！」

『食ベテイイ？』

「喰っていい！　〈政治家〉と、奴の使い魔まを喰らえ！」

〝傷〟の反応が速い。

　声が出るよりも早く、〝傷〟が発動した。右腕の〝傷〟、髪かみの長い少女のかたちをしたアザから生まれる、赤い鱗りん粉ぷん。それが空中で凝こり固まって、人のかたちになる。

　真白にも、黒乃にも似ている。

　けれど人間には見えない、青白い肌はだ。燃えるような真しん紅くの髪。同じ色の瞳ひとみ。

　──お腹なか、すいた。

〝傷〟の──飢えが伝わって来る。

　もう二ヶ月間、『果実』を喰っていないから。

　右腕のアザから『木の実』が一つ消えた──残りは四つ。

　視界が二重写しに変わる。床の上に伏ふせているリトと、折り重なって倒たおれた真白・黒乃。兵士の肩かたに担がれているカイエ。興味深そうな顔で僕を見ている銀ぎん髪ぱつの男、オスロット。

〈慈じ母ぼ〉〈生命体〉〈人形使い〉〈政治家〉。

　四人の頭の中に、赤い渦うず巻まきが浮うかび上がる。目を凝らす。バグった『果実』が二つ。正常に稼か働どうしている『果実』が二つ。違いは何だ？　観察しろ。それがわかればディンタニアをバグらせる手段だってわかるかも──。

　──お腹がすいたよ。

『果実』──。

　ごちそうが四つもある。どれから食べる？　バグった『果実』も、正常に稼働してる『果実』も、それぞれ独特の味があって美味おいしそうだ。リトの『果実』は甘いんだろうな。真白の『果実』は柔やわらかそう。カイエの『果実』は──。

「──ぐぁっ！」

　引きずられそうになる。〝傷〟の食しよく欲よくに。

　まだ──駄だ目めだ。喰らっていいのは、敵だけ。僕たちをおびやかすもの。

　それ以外は、喰わない！

「く、来るな化け物！」

　兵士の奇き声せいと、その手に握にぎられたナイフ。

　オスロットとカイエの中にある赤い渦巻き。

　だけど軍服の兵士には──〝端末〟が関わってることを示す赤色がない──!?

「おにーさん！　〈政治家〉に使い魔はいません。その人たちは〝普通の人間〟です!!」

　リトの声。だけど──間に合わない。兵士の動きを捉とらえきれない。視界に映ったのは残像だけ。銀色の光、袈け裟さ懸がけに振り下ろされたナイフの軌き跡せき──一秒遅おくれて、黒いブーツの爪つま先さきが──飛んできた。

　ナイフは〝傷〟の腹に。

　黒いブーツは、僕の腹に。

「あ──がっ!!」

「おにーさんっ!!」

　身体を襲おそった衝しよう撃げきは三回。

〝傷〟から伝わって来た、腹を切り裂さかれる激痛と、

　直接喰らった、鋼鉄のような回し蹴りのショックと、

　吹き飛ばされて部屋の壁かべに背中を叩たたきつけられる──痛み。

「本当に戦せん闘とう型の〝端末〟以外には弱いんだな、イレギュラー」

「────が」

　声が出ない。

　ぐるぐる回る視界の中で、〈政治家〉が僕を見てる。

　あいつの隣となりにはカイエを担ぎ上げた兵士。

　僕を蹴けった兵士は震ふるえる腕うでで、〝傷〟の腹を割さいたナイフを投げ捨てる。まるでそれが、汚けがれたなにかのように。

「ここにいる二人は俺の『私設兵団』の一員。〈政治家〉のカリスマに従う、訓練を受けた〝普通の人間〟だ。こいつらに〝傷〟をぶつけてどうするんだ？」

〝傷〟は〝端末〟の能力で生み出したものしか消せない。

〈政治家〉のカリスマ。それも〝端末〟の能力なのに──消せないのか。

〈心しん配ぱい症しよう〉の時と同じだ。でも〈角笛を吹ふく精霊〉がいない分だけ、あの時よりましだ。まだやれる。〈政治家〉の『果実』を喰らえばこっちの勝ち──。




　──〝端末〟とその敵が永久に喰らい合う無限舞ぶ台たい。

　──世界を維持するために〝端末〟を喰らうなら管理者と同じ。




　頭の中で声が響ひびいた。

　でも真白は戦えないし、今の黒乃は放っておけない。生き残るには戦うしか──ないんだ。

　矛む盾じゆんしてる。

　ぼろぼろに、なってる。僕の頭の中も。

「イレギュラー、君が弱いわけじゃない。持って生まれたものが違ちがいすぎるんだ。容姿、組織、財力、能力。桁けた違ちがいだろう？　世界を相手にするには君じゃ力不足なんだよ──死ね」




「マスターを放しなさい！　オスロット＝ロレンガッシュ────っ!!」




　ゴンドラが落ちたエレベーターから声がした。

　ドアは開いたままで、ケーブルが丸見え。

　叫さけびながら、メイド服の少女が──ケーブルを伝って上がってくる。

「〈政治家〉に手は貸さないとマスターは言ったはずです！」

　──『自動人形』モニカ!?

　だん、と床ゆかを蹴って『自動人形』モニカが飛ぶ。

　兵士が、一いつ瞬しゆんだけ、彼女の方を向いた。

「──っ！」

　僕はその隙すきに起き上がろうとした──けど、蹴られたみぞおちに激痛が走る。呼吸がまだ、できない。動きがにぶい──目の前の兵士の足あし下もとを刈かったつもりだったのに。

「寄るな──異質なばけ生物もの！」

　蹴り返された。

「──っ！」

　ブーツの爪先が肩かたに食い込んだ。また──吹き飛ばされた。

　壁に背中を叩きつけられる。でも、意識を逸そらすことはできた。モニカが僕を蹴った兵士の前にたどり着いた。いつの間にか共同戦線を張ってる。僕たちは。

「異質なばけ生物もの！　オスロット卿きようの理想を汚けがすな！」

　腰こしからもう一本のナイフを抜ぬき、兵士が叫ぶ。

　真白と黒乃は──まだ倒たおれてる。

　リトは──手近な椅い子すを振ふり上げて、こっちに向かってくる。

〝傷〟は──身体からだから鱗りん粉ぷんをまき散らし、なんとか起き上がろうとしてる。

　そして〈政治家〉オスロットはカイエを連れて立ち去ろうとしてる。

「指令。俺は脱だつ出しゆつ。兵士一号と二号はイレギュラーと『自動人形』を破は壊かい。後に脱出。〈生命体〉〈慈じ母ぼ〉『補正プログラム』は放置して構わない。余よ裕ゆうがあったらさらってもいいよ。以上」

「マスターはモニカの家族です。家族を助けるのを邪じや魔ましないでくださいっ！」

　わめくモニカと──僕に向かって、〈政治家〉が笑う。

　壁かべの穴から外へ、姿を消す。

「異質なばけ生物もの！　殺す！」

　短い単語しか話さない〈政治家〉の兵士たち。両目は大きなゴーグルに隠かくれて、表情がまったくわからない。感情とか個性とか、そういうものを一いつ切さい断たち切っている。

「邪魔しないでくださいって言ってるのです！」

　モニカの右みぎ腕うでが鉈なたに変形する。脳天から振り下ろされたそれを、兵士──一号はナイフで受け止める──逸らす──捌さばく──受け流す!?　モニカの攻こう撃げきが勢いを逸らされた。腕を摑つかまれてそのまま転がされ──。

「残念！　こっちは人間ではないのですっ!!」

　モニカの右腕が、肘ひじから外れた。残った左手で、兵士「一号」の髪かみを鷲わしづかみにする。モニカは兵士「一号」の頭を摑つかんだまま、地面に後頭部を叩たたきつけようとする。

「──って、前見ろっ!!」

　モニカに捕つかまった「一号」の背中を駆かけ上がり、兵士「二号」が宙を飛ぶ。

　考えてる暇ひまなんか、なかった。

　僕は床に落ちたモニカの右腕を拾い上げた。頭上から降ってくる「二号」に向かって振りあげる。でも、届かなかった。「二号」は天てん井じようを蹴って軌き道どうを変えた。

　まっすぐ、こっちに飛んでくる!?　ナイフの切っ先を、僕の首筋に向けて。

「──殺す！」

「使い魔まじゃないなら人の言葉で喋しやべれよっ！」

　モニカの右腕が重い。全力で振り抜いたせいで体勢が崩くずれた──避よけられない!?

「のうみそくさってますかイレギュラー！　あなたはマスターの『果実』を喰くうまで死んでは駄だ目めです！」

「おにーさんっ！」

　柔やわらかい衝しよう撃げきがきた。

　椅子を摑んだまま僕にぶつかってきた──リトだった。

　体勢が崩れた。リト＋木製の椅子の重量＋加速度で、僕の身体は真横に転がる。一回転。机の角に背中をぶつけて、止まる。視界の隅すみに、壁かべ際ぎわにうずくまっている〝傷〟が映る。

「〝傷〟！」

〈政治家〉はもう壁の外だけど〝傷〟を加速させれば間に合う──。

『オ腹スイタ』

「喰っていい！　〈政治家〉を喰らえ！　〝傷〟!!」

　ぴくん

〝傷〟が起き上がる。走り出そうとしたその足を──兵士のナイフが刈り取った。

　ずくん

「──ぐあああああああっ!!」

〝傷〟の痛みが伝わって来る。完全にシンクロしてる。僕の右足は──ある。大だい丈じよう夫ぶ。なのに感覚がなくなってる。動けない。見えてるのに、触さわれるのにあるって思えない。なんで──!?

「「殺す」」

　軍服の二人に蹴けり飛ばされたモニカが──こっちに向かって飛んでくる。

　片手をなくした『自動人形』を、僕はなんとか抱だき留めた。

「ここには武器とか置いてないのか？　このままじゃ──」

「──です」

　──え？

　モニカが僕に耳打ちした。すごい早口で。

　言葉の意味を飲み込むまでに、二秒。

〈政治家〉の兵士二人は、気絶したままの真白と黒乃を見下ろしている。

「『自動人形』は破壊」「イレギュラーは殺害」「〈生命体〉〈慈母〉『補正プログラム』は放置」「いや、拉ら致ち」「オスロット卿は美少女好み」「仲間にする？」「一考の余地あり」

　口々に話す兵士たち──なに、言ってるんだ、こいつら。

「〈生命体〉は問題なし」「〈慈母〉は将来性に期待」「『補正プログラム』はマニア向け」「〈人形使い〉もまた、オスロット卿のカリスマに憑つかれるはず」

　吐はき気がする。

　人の姿をしてるのに、こいつらには話が通じる気がしない。

〈創造者〉の『疑ぎ似じ生命体』を相手にしてるような──そんな気になる。

「真白に触れるな──黒乃にもだ」

　僕は壁に手をついて──落ちてたモニカの右腕──鉈つき──を握にぎって立ち上がった。

「なにか言っている」「意味不明」「まったくこれだからイレギュラーは」「オスロット卿きようの崇すう高こうさを理解できない愚ぐ物ぶつ」

「だったら〈政治家〉の凄すごさを僕にわかるように説明してみろ」

「不要」「わからない者に説明するのは無駄」「イレギュラーは殺害」「──との命令あり」

「「殺す!!」」

　兵士二人の声がシンクロした。

　右足の感覚はないけど、立てる。動かない右足の代わりに、リトが支えてくれてる。

　だから、やれる。

「〈政治家〉はなにもわかってない。〝夢を見続ける神〟に魅み入いられたイレギュラーの武器が〝傷〟だけだと、本当に思ってるのか？」

　ぴくん

　兵士「一号」「二号」の足が一いつ瞬しゆんだけ止まった。

　一秒──稼かせいだ。

「それにここは〈人形使い〉カイエの研究室だ。侵しん入にゆう者向けのトラップがないと、本当に思ってるのか？　そこにあるモニカ二号の部品を──よく見ろ！」

　できるだけ芝しば居いがかった動きで、机の上にある巨きよ大だいな腕うでと、脚あし。ロケットパンチのような白銀の拳こぶしと、酸素ボンベのようなブースターがついた脚を指さす。

　大丈夫。自信あるように見える──はずだ。たぶん。

　兵士の足が止まってる。これで、二秒。

「それに僕はすでに『中有の居城』で一度死にかけてる。〈生命体〉の能力で再生したイレギュラーだ。そ、その、あの世に一度落ちかけて戻もどってきたやつを殺せると──」

「おにーさん嚙かみすぎですっ！」

　三秒。

　はったりも、限界だった。

　軍服姿の兵士がまた、動き出す。鞭むちのように振ふり回す腕と、手先にあるナイフ。

　銀色の光が視界をよぎる──だけど！

「いいですイレギュラー！　間に合いましたっ!!」

「「殺す！」」

　瞬しゆん間かん。

　僕とリトは地面に伏ふせた。

　直後──頭上で、固いものがぶつかり合う音がした。

「「──!?」」

　頭上から聞こえる、無言の驚きよう愕がく。

　僕とリトを殺すはずだった、兵士「一号」「二号」のナイフ。

　それを、全く同じかたちのナイフが受け止めていた。

　まるで鏡に映したような姿。目には軍事用のゴーグル。鞭のような腕に摑つかんだ銀色のナイフ。黒い軍服と長い髪かみ。兵士、「一号」「二号」のコピーが、僕たちをかばうように立っている。

「『複製品レプリカ』兵士。名付けて『三号』『四号』です！　さっき戦った時、兵士『一号』の髪をいただいておきました！」

　たぶん、モニカが兵士の髪を鷲わしづかみにしたとき。

　あの時、モニカはこっそりと兵士の髪の毛を抜ぬいていた。僕のはったりは時じ間かん稼かせぎ。モニカが『複製品』の素体を取り出して、兵士の髪を結びつけるまでの。

『複製品』の兵士「三号」「四号」は〈政治家〉の兵士二人を、部屋の中央へと押し返す。

　モニカは緑色の瞳ひとみで、僕をじっと、見つめてくる。

「脱だつ出しゆつしてくださいイレギュラー！　貸し一つです。マスターにはあなたが必要なのです！」

　──〝傷〟、僕の右腕に戻れ──！

　────あれ？

　塔とうの床ゆかにうずくまってる〝傷〟から目が離はなせない。




『オ腹スイタ』

『食ベテイイ？』『ダメ？』『ドウシテ？』

『〈生命体〉の「果実」。〈慈じ母ぼ〉の「果実」』

『オ腹スイテルノニスイテルノニスイテルノニスイテルノニ──』




「〈生命体〉と『補正プログラム』を連れて脱出します。〈慈母〉、ついてきてください！」

「おにーさん。おにーさんしっかりして！」

　モニカが真白たちに向かって走り出し、リトが僕を抱だき起こそうとしてるのに。




　意識が──〝傷〟に吸い込まれていく。

　視界が白く、染まっていく。




「なんですかこれ！　煙えん幕まく？　兵士さんたちの？　あの人たち、こんなものまで──っ!?」

　一瞬でわき起こる白い煙けむり。でも、視界がかすんでいくのはそのせいじゃない。

〝傷〟の姿だけがはっきりと見える。意識がシンクロしていく。

　僕が──〝傷〟に取り込まれていく──？

「兵士『三号』『四号』！　敵の兵士を止めなさい!!　〈生命体〉とクロノを──駄目です！　彼女たちを奪うばわれたら──ここまで来てくれたイレギュラーに申し訳が──っ！」

「駄目です！　おにーさんにとって大事な人なら、わたしにとっても大事な人です。もう二度と──ほのかちゃんみたいな目には遭あわせません!!」

　煙の中に駆かけ込んでいくリトと、モニカ。

　僕も行かないと──真白と、黒乃を助けないと。




『「果実」、美味シイノニ美味シイノニ美味シイノニ──』

　なのに〝傷〟は状じよう況きようを無視して食べない理由を問いかけてくる。

　すぐ、手の届くところにあった『果実』。

〈生命体〉〈慈母〉〈人形使い〉──『喰くっていい！』って叫さけべば食べられた、〝端末〟たち。

『ドウシテ──食ベタラ──ダメ？』




　──それは。




　僕は確かに〝傷〟に答えを返した。

　でも、言葉にする前に、消えてしまった。

　目の前に、とんでもない光景が見えていたから。




　僕の眼下にあるのは、表面がささくれだった巨きよ大だいな柱。頂上が平面になっていて、そこに倒たおれた玉座と、十八本の枝を伸のばした樹きがある。床は鏡になってる──いや、なっていた。

　二ヶ月前まではそうだった。今は粉々に割れて、戦せん闘とう機や装そう甲こう車の残ざん骸がいが食い込んでる。中央にある溝みぞは──〝傷〟が作った通路だ。

「──『中有のルー居城ガー』!?」

　な、なんで、ここに？　さっきまで〈人形使い〉カイエの島にいたはずなのに？

　真白と黒乃は、リトは──!?




「ごめんなさい。私があなたの意識をここに呼び寄せました」




　この声は。

〝傷〟を使うたびに聞こえてた、女の人の声。ディンタニアの声に似てるけど、ずっと大人っぽい。二ヶ月前の戦いの後、僕にいろいろなことを伝えようとしてた、あの人の声だ。

「話をする必要があると思いました。手て遅おくれになる前に」

　その人は、灰色の柱に縛しばり付けられていた。

「あなたが〝傷〟に近くなりすぎた今なら、私たちは通じ合うことができる。私は〝傷〟に取り込まれているから。同じ〝傷〟を宿したあなたとなら、意識を繫つなげることができる」

　彼女の身体からだを拘こう束そくするのは、漆しつ黒こくの鎖くさり──に見えた。でも、違ちがう。

　柱になにか、不定形の生き物めいたものが張り付いている。ゲル状の、泡あわ立だちながらかたちを変えているもの。そこから鎖のかたちをした触しよく手しゆが伸びて、僕のすぐ側にいる女性の身体を厳重に縛りあげている。

「どうかひとときの時間を下さい。私の言葉を聞いてください。『無限舞ぶ台たい』のセキュリティホールを共に探すために。偉い大だいなる魔ま術じゆつ師しアグシーダの真意を知り、新たなるシステムを作り、生き残るために。あなたが、私と同じものにならないように」

　血の色をした目が、僕を見ていた。

　ディンタニアのものと同じ、爪先まで伸びたプラチナブロンド。着ているのは、髪かみと同じ色のローブ。あちこち金色の飾かざりが施ほどこされている。ローブの裾すそのあたりには十八個の紋もん章しよう。見なくてもわかる。〝流転メタフ骨牌エシス〟と同じ、十八個の〝端末〟を模した紋章だ。

　その人は本当に、ディンタニアに生き写しだった。

「……あなたは、ディンタニアのお母さん？」

「私は魔ま女じよ」

　その人は言った。

「〝傷〟を通じてあなたに言葉を伝えてきた魔女。姫ひめ君ぎみディンタニア＝エシュオンの前に、土くれから作られたもの。そして〝雑音〟の博士──魔術師アグシーダを復活させた張本人」

　知ってる。

　覚えてる。図書館で、みさおさんの古書店で、ネットで、この人のことは何度も調べた。

　でも、答えなんかひとつも見つからなかった。

　ただでさえ少ない時間を、使い果たしそうになっただけだった。

　でも──ここにいたんだ。〝傷〟を通してなら、いつでも会えた。

「でも、今はいい。僕を地上に戻もどしてくれ！　助けなきゃいけない人がいるんだ!!」

「私たちは意識を直結している。まだ地上では十秒も経たっていない。リンクが途と切ぎれるまでは、高速で情報を交こう換かんすることができます。そして、意識を晒さらしている私たちは、互たがいに噓うそがつけない。お願いです、手遅れになる前に聞いて下さい」

　ディンタニアに似た女性は自分を縛り付ける鎖を鳴らしながら、必死に僕に訴うつたえかけてくる。




「私は魔女、ケルトファリア。私の知っていることを全すべて伝えます。あなたの残り時間が尽つきる前に、あなたの大事な人を守るために、世界のシステムを──壊こわすために。〝傷〟のこと〝雑音〟のこと。そして再生した魔術師アグシーダについて、私が疑っていることも」











　幕まく間あい　〝夢を見続ける神〟の託たく宣せん　二




　我が初めて〝傷〟を与あたえた者は、今も『神の箱庭』にいる。

　かの者は、己おのれが誤った選せん択たくをしたのだと思っているのかもしれない。が、我はその結果に満足している。〝雑音〟の開祖『魔術師アグシーダ』の復活。それにより我は望んでいたのとは別の効果を得ることができた。

　かの魔女が、完成した〝端末〟──〈世界〉になってもよかったのだが。

　否いな。現状の方が、神にとっては遥はるかに有益だ。

『魔術師アグシーダ』が地上に甦よみがえることにより、かつてない生き物が生まれたのだから。

　人間は復活しない。

　故に、復活したものは既すでに人間ではない。

　それにしても不可解なものだ。この無限舞台も、そこに住む者達も。

〝普通の人間〟、〝端末〟、〝雑音〟。

　彼らはただの一人も、我の予想通りの行動を取らない。

　故ゆえに、我はこの舞台より目が離はなせないのだろう。

　もちろん、舞台の中心に立つ、十八体の〝端末〟からも。




　我がどうして魔女ケルトファリアに〝傷〟を与えたのか知りたいか？

　あの魔女は〈壊かい体たい者〉と共に、〝流転骨牌〟を起動し、『中有の居城』に足を踏ふみ入れた。

　我は、魔女の目的に興味があった。

〝雑音〟の目的は、世界の終しゆう焉えん。ならば、どのような終焉を見せてくれるものか。

　名ばかりの魔女では〝端末〟には勝てまい？

　我は、あの時退たい屈くつしていたのかもしれぬ。

〝端末〟が勝利する舞台のみを無限に繰くり返しても仕方があるまい？

　だから、与えた。

〈世界〉の〝端末〟になることを望んだ魔女に、神の細さい胞ぼう〝傷〟を。

〝傷〟は我の力の一いつ端たん。使い方は自由。これを用いて世界を終わらせるのも一興。

　我自身が十八個の『果実』に中毒している以上、舞台に意図して手を下すことはできない。

　だが、舞台の上にいる者が、自らの意志で舞台を壊すのなら話は別だ。

　それは演じられる舞台の一幕でもあるのだから。




〝傷〟は願いを叶かなえる神の細胞。

　魔女がそれを用いて〝端末〟の『果実』を集めようと、異形の者となり〝端末〟を虐ぎやく殺さつして回ろうと、あるいは〝傷〟をもって地上と『神の箱庭』の境界を消し去り、全すべての〝普通の人間〟にこの世界が夢であることを思い知らせたとしても、構わぬ。

　おや、ケルトファリアはまだ己の選択を悔くいているのか？

　我の予想とは違ちがったが、魔女の選択は間ま違ちがっていない。いや、面おも白しろかった。

　まさか〝傷〟で魔ま術じゆつ師しアグシーダの復活を望むとは。

　いや、神にとっても予想外だった。もちろん、それなりの脚きやく色しよくはさせてもらったがな。

　そう。〝傷〟を通してなら、我もある程度の介入はできるのだよ。

　一度死んだ者の魂たましいに、少し手を加えるくらいのことは。

　なに、どうということもあるまい。

　元々死んでいた者が、〝普通の人間〟でも〝雑音〟でもない、別の生物になったところで。




　だが、魔女のおかげで、次の者は迷めい惑わくした。

　まさか、ではあったがな。二人目？　天あま巡めぐり翔かける、〈超ちよう越えつ者〉の兄。

　彼には〝普通の人間〟の時間で五年前に〝傷〟を取り憑つかせるつもりであったのだから。

　あの時、〈生命体〉と出会わなければ。

〈生命体〉が世界の秘密を告げ、〝普通の人間〟にしては器うつわの大きかった奴やつが、それを信じ、受け止め──世界のシステムを変化させるなどということを呟つぶやかなければ。

　そちらの方が面白そうだと我が思わなければ。

　今、イレギュラーと呼ばれた少年は、ケルトファリアと同じ選択をしていたであろう。




　天巡翔は我が望んだ通り、最も愛した〈超越者〉、本質を見み抜ぬく者、天巡ほのかを蘇そ生せいさせ、

　結局──彼女も、我の思う通りの生物となっていたであろうよ。
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　たゆたってる。

　無限の、赤く鱗りん粉ぷんをまき散らす海が。

「──聞こえていますか？　少年」

　僕の前には、灰色の柱に縛しばり付けられた女性──魔ま女じよケルトファリア。

　ディンタニアより長いプラチナブロンドが波打ってる。時々、柱に絡からみついてる黒い鎖くさりが伸のびて、思い出したように彼女の細い身体からだを縛り直す。

　まるで鎖そのものが生きてるみたいに。

「魔女、ケルトファリア──さん？」

「時間がありません。あの者に見つかる前に、あなたに全すべてを話します」

「すべて──って、ちょっと待った！」

　──あ、頭が混乱してる。整理しないと。

　ディンタニアの話によると、魔女ケルトファリアは過去、組織〝雑音ノイズ〟を作った人で〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉に処しよ刑けいされた人。

　僕の記き憶おくによると、初めて〝傷ペイン〟で〈壊かい体たい者しや〉の『果実』を喰くらった時に聞こえた声の主。そして、二ヶ月前、『中有のルー居城ガー』でも僕に語りかけてた人。

　その『中有の居城』は、僕たちの足あし下もとにある。

　僕たちがいるのは『神の箱庭』──赤い水面のこちら側。

　そして『中有の居城』は水面の向こう側。

「魔女──ケルトファリア」

　かつて存在した〝雑音〟の一員。だったら僕の敵──。

「違ちがう！　こんなことしてる場合じゃないんだ！　真ま白しろたちが〈政治家〉の手下に襲おそわれてる。あんたの話を聞いてる場合じゃ──」

「ほんの数分」

　ケルトファリアは首を振ふった。

「地上の時間では、ほんの数秒。ここまで〝傷〟に近くなったあなたなら、私と情報を交こう換かんするには、それだけあればいい。意識をリンクさせれば、すぐに」

　──え？

　一いつ瞬しゆん、全身を氷づけにされたような寒気が走った。喉のどの奥が──詰つまったみたいに、なる。

　目が、よく見えない。顔が熱い、と思ったら、涙なみだがこぼれてきた。

　なんだろう、これは。

　寂さびしい──痛い──どうしようもなく、哀かなしい。

「やめろ──」

　僕の右みぎ腕うでからイメージが伝わって来る。首を切られ、大通りに晒さらされた魔ま術じゆつ師しアグシーダの死し骸がいを見た記憶。哀しくても、助けることはもうできない。せめて安らかな死を望むだけ。

　それでいいと思っていたはずなのに、自分の手には〝流転メタフ骨牌エシス〟があった。これがあれば『中有の居城』に忍しのび込める。『神の箱庭』に近づける。復活は神の業わざ。願いが叶かなうかもしれない。

　そうして願いは叶い。魔術師アグシーダは復活した。だが、自分はアグシーダの安らかな死を乱したことを悔くやんでいる。ずっとこの場所にしばりつけられて──永遠に。

「もういい、わかったから！　あんたの記憶を僕に流し込むのはやめろっ!!」

「私たちはこの場所では噓うそはつけない。私たちは〝傷〟を通して意識がつながっているから。言ったでしょう？　私たちは同じ者。時代を違たがえて身体に〝傷〟を宿した」

「……じゃあ教えてくれ。〝傷〟の正体は？」

「〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟の細さい胞ぼう」

　聞こうとする前に答えが伝わって来た。

「その効果は？」

「〝普エ通キのス人ト間ラ〟〝端ガジエ末ツト〟〝雑音〟。地上に住まう者の願いをひとつだけ叶えることができる。けれど、強すぎる願いは人の器うつわに余るもの。願いを叶えるために〝傷〟を使い切った者は『神の箱庭』に縛り付けられることになるのです。私のように」

　頭を殴なぐりつけられたような気がした。

　ということは、目の前にいるケルトファリアは、〝傷〟を使い果たした僕の未来の姿──!?

「私を縛っているこの鎖は、〝傷〟のなれの果て。私は自分の師し匠しようを甦よみがえらせるために〝傷〟を使い果たし、『神の箱庭』に縛りつけられることとなった、愚おろかなる魔女」

　ケルトファリアは、赤い目を伏ふせて答える。

　彼女が縛り付けられている鎖。それが『神の箱庭』に浮うかぶ柱に取り憑ついている。

　似たような柱は周りにもあるけど。〝傷〟が憑いてるのはケルトファリアの柱だけだ。柱はいくつもある。ひとつ、ふたつ──無数に。

　そのかたちに見覚えがあった。

　僕のすぐ足下『中有の居城』の中心に建っている柱にそっくりだ。

「──その柱に触ふれてはいけません。彼らが〝精デイヴ霊アイン〟です」

「〝精霊〟!?　これが？」

　これが世界のシステムを作った張本人？　でも、人のかたちはしていない。無む垢くな、石でできたような柱たち。『神の箱庭』の赤い海の中で揺ゆれてる。

「〝精霊〟は老いることも朽くちることもない柱状生命体。〈角笛を吹く精霊〉はその中から選ばれ、人の姿に作り替かえられたもの」

「──これが僕たちの敵。〝精霊〟……」

「彼らに触れてはいけません。刺し激げきしてはいけない」

　ケルトファリアは──鎖くさりで縛しばられている身体からだで唯ゆい一いつ自由になる首を、ゆっくりと振った。

「イレギュラーよ。私の娘むすめ、ディンタニアのことは知っていますね？」

　鎖を鳴らして問いかけるケルトファリアに、僕は頷うなずき返す。

「知ってる。〝雑音〟の姫ひめ君ぎみ。七つの『果実』を手に入れた、〈世界〉になりかけの女の子。いつも白衣一枚で、たまに子供に返ったり、僕にじゃれついてきたりしてた」

「あの子はまだ、子供なのです」

　ケルトファリアは遠くを見るような目で呟つぶやく。

「ディンタニア＝エシュオンは、人造生命体である私の細胞を素に作られた少女。自我はあっても、魔術師アグシーダには逆らえないようにマインドコントロールされているのです」

　ケルトファリアの言葉に、『中有の居城』で見たディンタニアの姿を思い出す。

　痛い──痛いって泣いてた。でも、アグシーダの指が頭の中に食い込んでて、ディンタニアは身体から血を流しながら、能力を使い続けてた。

「ディンタニアの中にあるのは二つの自我。一いち途ずに使命を果たす〝道具〟としてのディンタニアと、幼い素す直なおなディンタニア。魔術師アグシーダがディンタニアの自我を分けたのです」

「あ、あなたも──ケルトファリアも、アグシーダに作られた生き物なのか？」

「はい」

「でも、ここにあるのは魂たましいだけ？」

　こくん、とケルトファリアが頷いた。

　ということは──黒乃は、間ま違ちがってた。

　アグシーダに作られたケルトファリアの魂がここにあるんだから、真白から生まれた『補正プログラム』の黒くろ乃のにも魂があるってことになる。でも──ということは、〈人形使い〉に作られた『自動オート人形マタ』モニカにも魂はあるわけで──。

　……ますます〈人形使い〉カイエの『果実』を消せなくなってきた。

　頭が混乱してきた。どうすればいいんだ、僕は。

「優やさしいのですね、天あま巡めぐり翔かける」

「……甘いってよく言われる」

「世界のなりたちを知って優しくいられるのは強さ。私はそう思います」

　プラチナブロンドを揺らして、ケルトファリアは微かすかに笑ったように見えた。

　たぶん、僕の目の前にいるディンタニアに似た人──ケルトファリアは敵じゃない。

　意志が伝わって来る。はっきりとわかる。

　この人は、僕を自分と同じ目に遭あわせたくないと思ってる。

　この人は、ディンタニアを、アグシーダの道具にはしたくないと思ってる。

　僕たちは神様に〝傷〟を植え付けられた──似たもの同士だから。

「だけど、わからないんだ。ケルトファリアに〝夢を見続ける神〟が〝傷〟を押しつけたのはわかる。あなたは魔ま術じゆつ師しの弟子でしで、〝流転メタフ骨牌エシス〟使って『中有の居城』に乗り込むくらいの人だから。だけど僕はただの〝普通の人間〟だ。なんで僕に神様が〝傷〟をよこしたんだ？」

　──哀かなしい──大事な人をなくして、哀しい。

　ぞくん

　鳥とり肌はだが立った。ここには僕の意識しかないはずなのに。

　ケルトファリアは数百年前にアグシーダを亡なくした。〝端末〟に対たい抗こうできるほどの、偉い大だいな魔術師を。じゃあ、僕は？

　僕も、神様に目をつけられるほどの誰かを亡くしている？

「ごめんなさい。記き憶おくを読ませてもらいました。あなたも、私と同じ。とても大切な人を亡くしている。〈超ちよう越えつ者〉だった妹を」

　わわっ。や──やりにくい。

　こうして僕が戸と惑まどうのも、ほのかの事を思い出すと意識が真っ白になりかけるのも、ケルトファリアには読まれている。〝傷〟で意識が繫つながってるから──って。

　ちょっと待った。まさか、そのほかのことも読まれてるのか？

「今は、他ほかに大切な人がいるのですね。なくすのが恐こわくて、素直になれないけれど、あなたには本当に大切に思っている少女が──」

「うわ。待った！　そこまで読むのはプライバシーの侵しん害がいだっ！」

　ま、まずい。自分でも意識しないようにしてたのに。

「そうだよ！　僕は五年前〈超越者〉だった妹を〈英えい雄ゆう〉に殺されてる！　その時は知らなかったけど、僕の周りは〝端ガジエ末ツト〟だらけだったから……」

〝端末〟は〝夢を見続ける神〟を楽しませるための役者。

〝夢を見続ける神〟は〝端末〟に注目し続けている。

　そしてほのかは〝夢を見続ける神〟に愛された〈超越者〉だった。

「まさか、ほのかを復活させるために、ラガジュが僕に〝傷〟を埋うめ込んだっていうのか？　だったら、なんで五年前にしない!?」

　五年前に〝傷〟を埋め込まれて、「これでほのかを復活させろ」って言われていたら、僕はなにも考えずに飛びついていたはずなんだ。

　なんで五年も経たってから、神様が僕に〝傷〟を植え付けたりする？

「あなたの願いは、なに？」

「世界のシステムを変えること」

「それは、誰がくれた答え？」

　五年前の真白が教えてくれた、この世界のシステム。そこから導き出した、僕の答え。ほのかの死を抱かかえ込んで、押しつぶされそうになって、忘れてしまっていた、今の僕の目的。

「〝夢を見続ける神〟は何と言いましたか？」

「〈生命体〉を喰くらえ──って」

「〈生命体〉の役割は？」

「生命力に長たけた子孫を残して、〝普通の人間〟をたくさん増やすこと……」




『──〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟の名において汝なんじを試ためす。この娘むすめを〝精デイヴ霊アイン〟の〝端ガジエ末ツト〟という呪じゆ縛ばくから解放するがいい。汝がそれを為なした時、世界は無限の輪りん廻ねから解放されることになろう』




　考えもしなかった。真白の『果実』を喰らうってことは、この世界から〈生命体〉が消えることを意味する。〈生命体〉の役割は、この世界に生命力をまき散らすこと。〝普通の人間〟を動かして神様を楽しませる、他の〝端末〟とは決定的に役割が違ちがう。

〈生命体〉の〝端末〟は人の生命そのものに関わってる。

　じゃあ〈生命体〉がいなくなった世界は？

「世界が無限の輪廻から解放されるって、どういうことなんだ？」

「世界がやがて生命力を失い、衰退していくということ、それが答え」

　まさか、と、思った。

　この世界の神様が望んでいること。

〝夢を見続ける神〟は僕に〝傷〟を与あたえ、真白の『果実』を消すようにけしかけた。

〈角笛を吹ふく精霊〉を無視するようになり、結果として、暴走した〈角笛を吹く精霊〉は消えた。管理者のはずなのに、神様はあいつに全く手を貸さなかった。

　かちり、と、まるでパズルが嚙かみ合っていくように。

〝夢を見続ける神〟の意図が、あいつの指し示すものが、見えてくる。

「まさか、ラガジュが〝傷〟を利用して『無限舞ぶ台たい』を終わらせようとしてる!?」

　間接的に魔術師アグシーダを復活させることで〝端末〟の敵対者、〝雑音〟を強化し。

　僕に〝端末〟を喰らう能力、〝傷〟を植え付けることで。

「でも！　じゃあ〝傷〟が真白たちに似た姿をしている理由は!?」

「〈生命体〉を喰らい、互たがいを消しよう滅めつさせることの象しよう徴ちよう。似たもの同士の対消滅」

「〝傷〟を使うと、僕の右みぎ腕うでの『木の実』が減っていく理由は!?　真白から離はなれると〝傷〟が痛み出すのは──!?」

「あなたを使命に駆かり立てるためのカウントダウン。痛みは〈生命体〉を憎にくませるための脅きよう迫はく。ケルトファリアのようになりたくなければ、〈生命体〉を喰らえ、と」

　間かん髪はつ入れずに答えを返してくる、魔ま女じよケルトファリア。

　互いの傷口をえぐるように、僕たちは質問と答えをぶつけあう。

「聞いてもいいですか、イレギュラー、天巡翔。あなたに〝雑音〟の博士──魔ま術じゆつ師しアグシーダはどう見えましたか？　彼が、生きているように見えましたか？」

　わからない。

『中有の居城』で見た、色のない老人。博士と呼ばれた人。灰色の肌はだに白い髪かみ。グレーの目。

　あの人には色と、感情が全然見えなかった。

「生きてるようには見えなかった。けど、話もしてたし動いてた」

「あの人は既すでに〝普通の人間〟でもなければ〝雑音〟でもない。身体からだは〝傷〟の願いによって動いているだけ。あの人の時間は止まっている。これは〝傷〟を利用した儀ぎ式しきの結果」

「儀式？」

「私が『神の箱庭』に縛しばり付けられている間、ずっとあの人は存在し続ける。私が〝傷〟に願ったのは、『魔術師アグシーダ』の復活。そのために私は〝傷〟を使い果たし、永久に『神の箱庭』に縛り付けられることになった。それが、儀式」

　黒い鎖くさり──〝傷〟のなれの果てに、がんじがらめにされたまま、魔女ケルトファリアは寂さびしそうに笑う。少しくすんだプラチナブロンドが、海草のようにゆらいでいる。

「そうまでして、アグシーダを復活させたかったのか？」

「私は師し匠しようを愛していました。自分の存在をかけても構わないと思うほど。あの時は後こう悔かいなどしませんでした──師匠なら〝普通の人間〟を正しく導けると思ったから……」

　後悔はしなかった──あの時は。

　じゃあ、今は？

「魔術師アグシーダは遺い跡せきや伝承を研究し、この世界が夢であることと、『無限舞台』の役者〝端末〟、そして『果実』が存在することを見み抜ぬいていました」

　ケルトファリアは話しだす。

「『果実』の役目は、与えられた能力を使うこと。役目に従うように、〝端末〟に『衝しよう動どう』を送り込むこと。そして〝端末〟が死亡したら、次の〝端末〟へと転生すること。『果実』はこの三つの要素でできていると、師匠は考えていました」

　──『果実』の組成。三つの要素──？

『果実』は赤い渦うず巻まき。だけど、その奥にまだなにかあるのか？

「バグった〝端末〟は、要素のひとつが壊こわれている。また要素を抜ぬき出せば、新しい〝端末〟──世界のシステムを作り出すことができるかもしれない。それが過去、魔術師アグシーダが立てた仮説」

　……魔術師アグシーダは本当に天才だったんだ。

　でも、そこまで『果実』のことがわかってるなら──なんで！

「──なんでアグシーダは世界を終わらせようとしてるんだ？　そこまで『果実』のことがわかってるのなら、世界のシステムを変えることだってできるかもしれないのに!?」

　我が慢まんできなかった。

　魔術師アグシーダは僕たちを利用して〈角笛を吹く精せい霊れい〉から『果実』を奪うばった。でも、別のやり方だってあったはずなんだ。ディンタニアを作り出すほどの技術と知識があるなら、僕の〝傷〟と協力して『果実』を作り替かえることだってできるかもしれないのに！

「私には、今の師匠がなにを考えているのかわかりません」

　まるで僕の声に殴なぐりつけられたように赤い目を伏ふせ──。




「私には、復活した魔術師アグシーダが別人に見えるのです」




　顔を上げて、きっぱりと、魔女ケルトファリアは宣言した。

「今の師匠は卑ひ劣れつです。〈角笛を吹く精霊〉に姿を見せたのも一度だけ。ずっとディンタニアの陰かげに隠かくれていた。過去の師匠は人を集め、フランスの王に謁えつ見けんするほどだったのに……。あの人は、明るい陽ひの下を歩く人だった。陰かげで暗あん躍やくする人ではなかった──!!」

　イメージが伝わって来る。人々を集め、世界の秘密を説いて回る魔術師の姿が。

　ケルトファリアの記き憶おくの中にあるアグシーダ。それと、僕の知っているアグシーダ。

　二人は、姿は似ているけど──決定的に嚙み合わないところがある。

「〝傷〟を使った時、私と師匠の魂たましいが触ふれあったのを感じました。私は師匠に〝普通の人間〟を導いて欲しいと伝えました。それが蘇そ生せいの条件。師匠は確かにうなずいたのです」

「〝普通の人間〟を導いて──って。でも違ちがう！　魔術師アグシーダはディンタニアを〈世界〉にしようとしてるだけだ。僕たちを利用して」

「仮に復活の時、魔術師アグシーダの魂に〝夢を見続ける神〟が細工をしていたとしたら？」

　黒い鎖が伸のびる限界まで身を乗り出して、魔女ケルトファリアは告げた。

「根こん拠きよはあるのです。復活した師匠は〝流転骨牌〟を作り直すことができなかった。私のコピー、ディンタニア＝エシュオンは作ることができたのに。ディンタニアの製作には私の遺骨が利用された。けれど、〝流転骨牌〟には素材となるものがなかった。私には今の師匠と過去の師匠が、同じ存在だとはどうしても思えない」

　ケルトファリアの言葉に、僕の身体が震ふるえ出す。

　彼女の言うことが確かなら、〝傷〟は人の願いを叶かなえるだけじゃない。そこには必ずラガジュの意志が絡んでいる。まるで、病原体ウイルスのように。

　だとしたら──。

「──ラガジュが魔術師アグシーダを通して『無限舞ぶ台たい』に介かい入にゆうしてる？」

〝傷〟は僕のための使い魔じゃなくて、ラガジュがウィルスを仕込んだなにか──!?




『天命に背そむくな』

「────────ぁ！」

『神の箱庭』が鳴動した。鎖くさりに繫つながれたケルトファリアの身体からだが仰のけ反る。僕の意識がはじき飛ばされる。頭を押さえる。視界がぐるぐると回転してる。目の前で、赤い波が砕くだけるのが見えた。水が蛇へびのように鎌かま首くびをもたげて起き上がり、僕を空に投げ出す。スケールが違いすぎる。地上だったら町ひとつを飲み込んでしまうような──赤い波。砕け散る、赤い鱗りん粉ぷん。

　はじき出された。僕は。『神の箱庭』から。

「ま、待って。まだ聞きたいことがあるんだ。お──────教えて──ケルトファリア──『果実』をバグらせる方法を。喰くらうんじゃなくてっ──消しよう滅めつさせるんじゃ──なくて────自由な生き物にする方法を──────」

「────ラガジュは──〝傷〟──に──介入」

　ケルトファリアが拘こう束そくされてた柱が見える。でも、彼女の姿は見えない。

「──〝傷〟はあなたのための──武器──完全に掌しよう握あく──を！」

　波が激しすぎる。砕けた赤い雨が、僕の背中側から降ってくる。ここにあるのは僕の意識だけのはずなのに──痛い。なんだ、これ。

『〝夢を見続ける神〟の名において汝なんじを試ためす』

　ぐ──ぁ。

　赤い水の底から〝夢を見続ける神〟が、僕を見ていた。

　いつ気づいた？　僕とケルトファリアは〝傷〟を通して意識を繫いでいた──はず。

『〈生命体〉の少女を〝傷〟により〝端末〟という宿命から解放するがいい』

『汝がそれを為なした時、世界は無限の輪りん廻ねから解放されることとなろう』

『無限舞台』をずっと眺ながめてきた、夢を見てきた神様。

『神の祝福を受けた者よ。地上で汝の為すべきことを果たすがいい』

　被ひ造ぞう物ぶつを愛さない神様。

　スケールが違いすぎる存在。あいつが言葉を発するたびに空間が震え出す。赤い水面が波打ってる。水すい滴てきのひとつひとつが僕よりも巨きよ大だいで──意識が、かき消されそうになる。

　僕が、この神様を喰い殺す？　世界のシステムを変える？

　──恐こわい──恐いけどっ！

　まだ、動ける。僕の右みぎ腕うでの〝傷〟には木の実が四つ残ってる。

　──真白と黒乃のところに、戻もどる。

　ラガジュの意図なんか知らない。被造物を──自分の子供を愛さない神様なんかいらない。

　ケルトファリアは言った。〝傷〟は僕のための武器だって。

　だけど、アグシーダを復活させた時、ラガジュが〝傷〟に介入したとしたら──僕の右腕にある〝傷〟は？

　まさか、僕の〝傷〟にもラガジュの意志が潜ひそんでる──？

「────『衝しよう動どう』────を────消しなさい」

　ケルトファリア。まだ足りない。もっと────言葉を。

「──そして──救い出して。私の娘むすめディンタニア＝エシュオンを──助けて！」

　僕は地上に向かって落ちていく。

『神の箱庭』が遠くなる。

　すぐ真下に『中有の居城』が見えた。半分崩ほう壊かいした、〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の居城。

　柱の頂上にある鏡の破は片へんは、今も地上を映している。空。飛行機の中。青白いカプセルが光を放つキャビン。

　カプセルの中にいるのは──あれは──ディンタニア？




『──ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは』




　僕の頭上で『神の箱庭』が震えた。

　神様が、笑ってる。

　でも、僕は眼下の鏡に映ったものから目を逸そらさない。カプセルの中で眠ねむったままのディンタニア。滑なめらかな身体を覆おおうプラチナブロンド──本当に、ケルトファリアにそっくりだ。

　カプセルの前に、色のない老人がいる。白衣を着て、青い光を浴びながらディンタニアを見つめている。あれが〝雑音〟の博士、魔ま術じゆつ師しアグシーダ。

「──はは」

　──え？

　魔術師アグシーダの目が、鏡越ごしに僕を見た。

「はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは」

　シンクロしてる？　〝夢を見続ける神〟の哄こう笑しようと、鏡の中にいるアグシーダの笑いが。

　世界を震ふるわす振しん動どうと、乾かわいた笑い声の二重音声。

　な──なんなんだよこれはっ!?




「〝傷〟！　やれるんなら今すぐ魔術師アグシーダと〝夢を見続ける神〟を喰らえ！

　喰っていい！　こいつらが僕の敵だっ!!」




　でも、答えはなくて、僕はただ落ちていくだけで。

　衝しよう撃げきが来て、僕の意識は真っ白になった。




　　　　２




「俺の船によく来たね。会いたかったよ〈人形使い〉カイエ。それに『補正プログラム』」

　貨物船のメインブリッジ。

　仰ぎよう々ぎようしく両手を広げて、〈政治家〉オスロットがカイエと黒乃を出で迎むかえた。

〈政治家〉オスロットたちは、貨物船から島に搬はん入にゆうされたコンテナの中に姿を隠かくしていた。

　カイエの島に物資を運び込むための貨物船。その船員がいつの間にか入れ替かわっていた。モニカが派は遣けんしたはずの『複製品レプリカ』と、〝普通の人間〟の船長。全員が追い出され──平和的にかどうかはわからない──今この船は〈政治家〉オスロットが支配している。

　船はコンテナを運び込んだあと、一いつ旦たん沖おき合あいに姿を隠し、オスロットたちがカイエと黒乃をさらって来るのにあわせて島に戻ってきた。今は埠ふ頭とうに停てい泊はくしている。

　──〈政治家〉のカリスマに〝普通の人間〟の船員が逆らえるわけないわよね……。

　──〈人形使い〉のばか。なーにが「ここはボクの島」よ。全然セキュリティがなってないじゃない。

　両りよう腕うでを兵士に摑つかまれたまま、黒乃は歯は嚙がみする。

　胸のあたりが頼たよりない。いつも黒乃の鎖さ骨こつの間で光っている銀色の十じゆう字じ架かがなかった。

　真白の命令は「ハートブレイカーから手を放しなさい」──意識はなかったけれど、『補正プログラム』の身体からだは命令に従った。たぶん、ハートブレイカーは十字架のペンダントに戻り、カイエの研究室の床ゆかに落ちている──と、思う。

　──どうして止めたの、真白。

　黒乃は、あの時身体が自動で動いたのを覚えている。黒乃という人格が消えて〈生命体〉を保護する『補正プログラム』の本能で動いていた。〈心配症しよう〉に取り憑つかれていた時と同じ。いつの間にか──簡単に入れ替わるようになってしまった。

　──本当は殺すつもりなんかなかったのに。強化ガラスに穴開けて、天あま巡めぐりの〝傷〟を通すだけのつもりだったのに──止められなくなっちゃった……。

　自分はもうすぐいなくなる。

　さっきのは前兆。黒乃にはそれがはっきりとわかった。黒乃は元々、この世界にはいない存在。真白の『果実』のバグが生み出したかりそめの生命。わかっているのに。

　──私、いつから消えるのが恐こわくなったんだろ……。

　天巡が悪い。なにもかも悪い。あいつが元げん凶きよう。

　自分を人間扱あつかいするからいけない。〈人形使い〉カイエを喰くらうのをためらったりするから。〝傷〟でカイエの『果実』を喰って、はい終わり。次の〝端末〟へＧＯ──ならよかったのに。

　──わ、わかってるけどねっ！　あいつがそういう奴やつだってことぐらい！

　──あーもおおおおおっ！　感情ってやっかい。

　──矛む盾じゆんばっかり。〈人形使い〉の『果実』なんか、あっさり消しちゃえばいいのに──でも、天巡が顔色変えずにそんなことできる奴だったら近づきたくもないし──。

「あーもー。いらいらするうううっ！」

　黒乃はがちがちと歯を嚙かみ鳴らした。

　黒乃の横には〈人形使い〉カイエ。目の前には〈政治家〉オスロットの姿。

〈政治家〉は黒乃を横目で見てから、カイエの前に立った。

「カイエ。結けつ婚こんしてくれ」

　片手で宙をはらい、さっと一礼。

「──な、なに？　え？」

　兵士二人に左右を挟はさまれたカイエが目を見開いた。

〈政治家〉の手が伸のび、カイエの短い金きん髪ぱつに触ふれる。

「け、結婚って、なに？」

「愛する男女が一生を共にすることだよ。二人で〝普通の人間〟を支配しよう。カイエ」

「愛する──って。ボク、そんなの知らない。ボクが好きなのは──モニカ。そうだ、モニカはどこ!?　オスロット！　モニカになにしたのっ!?」

「あんなぽんこつがそんなに気になるのかい？」

「ボクに触さわらないでよっ！」

　うー、っと唸うなってカイエは〈政治家〉を威い嚇かくする。

〈政治家〉の視線が黒乃の方を向いた。同じことをされるような気がして、黒乃の背筋に鳥とり肌はだが立つ。ひきつった顔の黒乃に〈政治家〉は軽い笑え顔がおを向けて、また、カイエに向き直る。

「わかってないなぁ。美しいものは触れて愛めでるためにあるんだよ。そういえば、カイエはずっと病院を転々としてたんだっけ。すると、医者と看護師以外で君の身体に触れたのは、俺が初めてかな？」

「残念。さっきイレギュラーに全部見られちゃいました。いーっだ。でも、これ以上ボクに触ったら死んでやるっ」

「〈人形使い〉にそんな根こん性じようがあったっけ？　これはこれは見けん当とう違ちがい」

「ボクの病弱さは半はん端ぱないんだもんね」

　カイエは心底嫌いやそうに顔を逸そらし、隣となりにいる兵士に向かって咳せきをする。

「こうしてる間も心しん拍ぱく数すうは一二〇超こえてるし、血圧は多分上が八〇切ってる。このままだったら死んじゃうよ？　〈政治家〉の手伝いなんかできるわけないもんっ」

「せっかく〝端末〟が世界で自由に遊べるようになったってのに、死ぬなよ。つまんない」

　──〝端末〟が世界で自由に遊べるようになった……。

〈政治家〉オスロットのセリフが、黒乃の耳を刺さした。

〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉はもういない。いずれ他ほかの〝精霊〟が、次の管理者を送り込んでくるかもしれない。けれど、今はまだ、この世界は管理者不在で動いている。

　──そうしたのは、私たち。

　──〝端末〟はまだ『衝しよう動どう』に支配されてる。でも〈角笛を吹く精霊〉のシナリオはもう存在しない。だから、こいつらは自由に動けるんだ……。

「俺が提案してるのはゲームだよ」

　名残なごり惜おしそうにカイエの髪かみから手を放し、〈政治家〉は一歩退さがった。

　個人が所有するには大きすぎる貨物船のブリッジ。

　八人の兵士がパソコンに向かい、ひたすら何かを操作している。画面に映っているのはグラフのようなもの。〈政治家〉オスロットがひとつ指示を出す。軍服を着た女性の一人がどこかに電話をかける。さらにもう一人が素す早ばやくマウスをクリックする。

　黒乃には、彼女たち一人一人の違ちがいがわからない。船内でも全員、大きなゴーグルを着けている。誰だれが誰なのかを区別するのは髪だけ。金髪、赤毛、栗くり色いろ、ブルネット、銀ぎん髪ぱつ。

　まるで色で記号化されているように。

「〈政治家〉の部下に名前はいらない。全員が俺を構成するパーツのひとつなんだよ。俺たちはひとつ。全員で行動する有機体みたいなものなんだ。〈政治家〉は〝普通の人間〟をまとめあげて動かすカリスマの持ち主だからね」

　オスロットはパソコンの画面を覗のぞき込み、グラフの変化に満足そうな溜ため息いきをつく。

「今〝普通の人間〟を二万人救った」

「……なに言ってるの？」

「政治力の介かい入にゆうにより、ある地方の穀物の価格を四十三パーセントさげた。その後、その地方の政府に介入。暴落を防ぎ、飢うえた地方へと食料が、最終的に五割引きで流れるようになった。これによって救われる〝普通の人間〟は二万人。まあ、これを続けるにはより効率的なシステムが必要なんだけどね」

　パソコンを操作する兵士の髪に指を這はわせながら、オスロットは誇ほこらしげに告げる。

「……それが、ゲーム？」

「〈角笛を吹く精霊〉には出来ないことだ。あいつなら、もうちょっと飢えさせて内戦を起こせって言うだろ。どうだ、俺は上手うまく地上を動かしてると思わないか？　俺は〝普通の人間〟を幸せにしてやりたいんだ」

「うん、すごいね。だからボクを放っておいて」

　カイエはあっさり言い放ち、つーん、と真横を向いた。

　興味なし。理解不能。寄るな触るなあっちいけ。

　カイエの全身から漂ただよう『拒きよ絶ぜつ』のオーラに、オスロットが傷ついたような顔になる。

「俺たちが協力すれば、もっと上手く〝普通の人間〟を救えるんだよ」

「……ばっかじゃないの」

　思わず黒乃は吐はき捨てた。

　カイエに向けて話していたオスロットが、黒乃に向き直る。

「うん、聞いてやるから言ってごらん『補正プログラム』」

「はしゃぎすぎなのよ、〈政治家〉。〝雑音〟のこと忘れてる？　〈人形使い〉はあいつらに狙ねらわれてるの。あんたまさか、〈角笛を吹く精霊〉の能力を手に入れた〝雑音〟の姫ひめ君ぎみに勝てる気でいるわけ？」

「まさか、だけど、その程度の覚かく悟ごがなきゃつまんないだろ？」

〈政治家〉オスロットは、ちっちっちっ、と、黒乃の目の前で指を振ふってみせた。

　ブリッジにいる八人の兵士が、感かん極きわまったように拍はく手しゆを浴びせる。

「この無限舞ぶ台たいはエンディングのないゲーム。今まではバッドエンドも、グッドエンドも許されなかった。〝雑音〟はちょうどいいバッドエンドのファクターだと思わないか？」

「バッドエンドの──ファクター？」

「元々この世界はラガジュを楽しませるためのものだろ？　だったら、ついでに俺がゲームとして遊んだっていいじゃないか。〝雑音〟のことなんか気にしたってしょうがない。ただのバッドエンドをもたらす『何か』でしかない。それよりも〝普通の人間〟を支配するゲームで遊ぶ方が、俺には大事なのさ。カイエや『補正プログラム』みたいな美少女をはべらすのも好きだけどね」

「……なによそのギラギラした目──傍そばに来るなっ！」

「〈政治家オレ〉は物ぶつ欲よくと権力欲で出来てる。しょうがないだろ？」

〈政治家〉オスロットの赤い目が、黒乃の顔を覗き込もうとする。

「私に触さわるなっ！」

　がんっ

　顔が近づいてくるのが嫌いやだった。息がかかるのが嫌だった。目の前で口を開けられるのも嫌だった。だから、黒乃は思いっきり頭を叩たたきつけた。

　オスロットの顎あごに。

「……がはっ」

「私は、私の大切な人のものなんだから、あんたなんかが触るなっ！」

「ったく。じゃじゃ馬だな」

　むしろ楽しそうに顎を押さえる〈政治家〉オスロット。黒乃の頭に痛みが走る。気づくと左右の兵士に髪をつかまれていた。黒乃はオスロットをにらみ返す。今度近づいてきたら鼻を食いちぎってやる──そんな、ありったけの殺意を込めて。

「ま、じゃじゃ馬を飼い慣らすのもゲームのひとつなんだけどさ」
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「大体、なんで私まで連れてきたわけ？　あんたが欲しいのは〈人形使い〉の能力でしょ？」

「俺の部下にまだ黒くろ髪かみがいないからさ」

〈政治家〉オスロットは居並ぶ部下を自慢するように手を振って見せた。

「東洋にはまだあんまり行ったことがなくてねー。欲しかったんだよ。君のつややかな黒髪に乾かん杯ぱいだ」

「あんた……髪フェチ？」

「俺にはそれくらいしか他人を識別できるものがないのさ。〈政治家〉は〝普通の人間〟を群衆として扱あつかうもの。俺にとって他人はゲームのチップ。それをどう活用するかでこの世界というゲームの勝敗は決まる。一人一人の事情なんか気にしてたら、集団をコントロールすることなんか無理なんだよ。故ゆえに、俺は〝普通の人間〟を区別できない」

　それが〈政治家〉。〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉亡なき世界の頂点に立つ者。

　オスロット＝ロレンガッシュは胸を張り、堂々と、黒乃に自分の弱点を告げる。

「俺が区別できるのは〝端末〟や『補正プログラム』。『無限舞台』の役者だけだ。だから俺はカイエと『補正プログラム』に傍にいてほしいんだよ」

「……あんたが〈人形使い〉カイエにこだわったのはそういうこと？」

「俺は誰だれかを好きになりたいんだ。俺にとって他人は一山いくらの存在。だけどさ、寂さびしくなるんだよ。俺にとってたった一人の存在が欲しいんだ。それに──美しいものを愛めでるのは男の本能だろ？」

〈政治家〉オスロットは再び、黒乃に手を伸のばしてくる。

　黒乃はそれに向かって「くわっ！」と歯をむき出した。

「あんたの事情なんか知らない！　私はあんたが大きらい！　天巡と真白の邪じや魔ました！　天巡が喰くらうはずだった〈人形使い〉を連れ出した！　〝雑音〟のこと知ってるのにそのことも無視した！　あんたなんか──あんたなんか〝雑音〟に『果実』えぐりだされればいいのよ!!」

〈政治家〉の事情には少しだけ同情してしまった。

　けれど、身体からだを駆かけ巡めぐる嫌けん悪お感かんはどうしようもない。

　吐き気がする。鳥とり肌はだが立つ。髪を触られたら悪お寒かんで死んじゃうような気がした。頰ほおを撫なでられたらそこから腐くさっていくような予感がして恐こわくなった。キスなんかされたら──舌した嚙かんで死んでやるって本気で思った。生理的な嫌悪感。目の前にいる銀ぎん髪ぱつの〈政治家〉オスロット＝ロレンガッシュ。黒乃の本能は、彼を絶対に受け付けない。

「──誰ならいいんだ？」

「え？」

「あんたなんかが触るなって言ったよな『補正プログラム』。イレギュラーならいいのか？」

　──天巡──なら？

　どくん

　心臓が鳴った。

　二ヶ月前、翔と真白がキスをした。その光景が一いつ瞬しゆんだけ、黒乃の頭をよぎる。もしもあの時キスしたのが真白じゃなくて──自分だったら？

〈政治家〉が迫せまってきたら絶望的な悪寒がした。

　じゃあ──あれが翔だったら？

　どくん！　どくん!!

「むーっ!!　あ、あんたに関係ないでしょそんなことおおおっ!!」

「そっか、じゃあ出航の準備」

〈政治家〉オスロットは黒乃とカイエから離はなれ、兵士たちに向けて手を振ふった。

「第一フェイズの成功率は七十八パーセント。〈生命体〉と〈慈じ母ぼ〉をコレクションに入れられなかったのは残念だけど、成果としちゃ悪くない。君たちにはおいおい仲間になってもらうとして、今は第二フェイズに移行させてもらう」

　オスロットはシャツの胸ポケットからスマートフォンを取り出す。小さな液えき晶しよう画面に映っているのはカレンダー型の予定表。それはオスロットの世界支配計画のタイムテーブル。

「とりあえず東とう欧おうの小さな国から支配しようと思ってる。世界中に散らばってる、カイエの『複製品』を集結させて、町ひとつを掌しよう握あく。そこを地じ盤ばんに中央へ打って出る。あとは俺のカリスマで雪崩なだれ式に支配だ。それで〝普通の人間〟はみんな幸せになる」

「……この妄もう想そう狂きよう」

　瞳ひとみを輝かがやかせて夢を語る〈政治家〉オスロット。黒乃は自分が、彼に目を惹ひかれているのがわかる。相反する二つの感情。大好きか、大だい嫌きらいか。〈政治家〉にはそのどちらかの感情を自然と抱いだいてしまう。プラスの感情、マイナスの感情、どちらでも構わない。無関心ではいられない。オスロット＝ロレンガッシュのことを考えてしまう。

　それが〈政治家〉の能力のひとつ『カリスマ』だった。

　──こいつ嫌い。私が好きなのは──私が、好きなのは。

　──真白──真白、だけっ！

　栗くり色いろの髪を持つ純じゆん粋すい無む垢くな、自分の分身。

　もうひとり浮うかびかけた姿は頭を振って──髪を摑つかまれてるから振れなかったけれど、その痛みを使って追い払はらう。

　──〈政治家〉と〈人形使い〉どっちも殺せば簡単なのに。

　──二人が死ねば、『果実』は輪りん廻ねに返っちゃう。新しい〈政治家〉と〈人形使い〉が生まれるまで〝雑音〟の手には入らない──だけど。

　それは真白も翔も望んでいない。

　真白は、黒乃が自分のために誰かを殺すことを望まない。真白の言葉を聞いてしまった以上、黒乃にはもうその選せん択たく肢しは取れない。上位種の命令を受けてしまったから。

　翔は『世界のシステム』そのものを変えようとしている。

　カイエを殺せば話は早い。〝傷〟でカイエを喰らえばもっと簡単。

　でも、翔はそうしなかった。なぜ──どうして？

　疑ぎ問もん符ふが黒乃の脳のう裏りを埋うめていく。

〈人形使い〉カイエが泣いてたから？　万一──ううん、天文学的な確率で──絶対にありえないけれど──翔は「黒乃は周防さんの妹」って叫さけんだ。『補正プログラム』なのに、黒乃をひとりの女の子として扱あつかってる、ずっと。だから黒乃と同じ立場の『自動人形』モニカを消したくなかった？　まさか──？

　──ば、ばっかみたいっ！　妄もう想そうよ妄想っ！　んなことあるわけないじゃない！　甘いだけ。天巡、女の子にはすっごく甘いんだから。だから〝雑音〟の姫ひめ君ぎみなんかに騙だまされるの！

　──まったくもう。ばかみたい。私がしっかりしないとなのに！

　──それに、『自動人形』モニカは噓うそついてた。

　モニカが翔たちをここまで呼び寄せたのは〝雑音〟からカイエを守るため。でも、本当の目的はカイエの『果実』を消すこと。それは間ま違ちがいない。モニカはカイエを抱きしめて、翔に『「果実」を喰らって下さい』と必死でお願いしていた。

　幸せな〝端末〟なんかいないはずなのに。

　カイエは幼い頃ころ、両親を亡なくして、その寂さびしさを埋めるために『自動人形』モニカがやってきた。それからずっと一いつ緒しよ。失った家族の代用品。使い魔まを愛して、使い魔に愛されて──幸せな〝端末〟〈人形使い〉。

　──そんな〝端末〟いるわけないじゃない。

　モニカはまだ何かを隠かくしている。真白と翔は、たぶんそれに気づいていない。あの二人はモニカを無意識に信じている。それはたぶん、モニカが黒乃と同じ、人格を持つ〝端末〟のオプションだから。黒乃のせいで『自動人形』モニカに共感してしまっている。

　──真白は絶対、私のこと追いかけてくる。ばかだから。

　──なんで私の好きな人ってばかばっかりなの？

「それじゃあ出航」

　オスロットの合図と共に、汽笛が鳴った。

　ブリッジの窓の外は深い霧きりに覆おおわれている。カイエの島の影かげさえも見えない。

　気象を操あやつる『天人相関』が呼び出した、濃のう霧む。

　できるだけ〝雑音〟に見つからないように、翔たちが追ってこられないように。

「……モニカぁ……」

〈人形使い〉カイエが青白い顔で呟つぶやく。

「泣くな！　言っとくけど、こうなったのあんたのせいなんだからね、〈人形使い〉。あんたが素す直なおに『果実』を喰くわれてればこんなことにならなかったの。文句は事情説明しなかったあのぽんこつ人形に言いなさいよ！」

「……なんだか、モニカに怒おこられてるみたい」

「だ、か、ら、私をあんなぽんこつと一緒にするなっ」

「モ、モニカがぽんこつなのは、ボクのせいなんだよ。モニカのコアは〈人形使い〉の『果実』からエネルギーを貰もらって動いてる。でも、ボクの身体からだがあんまり弱すぎるから、十分なエネルギーがあげられないんだよ。モニカが変なのはそのせいなんだ。許してあげて」

「……いまさら許すもなにもないわよ」

　今、まさに〈政治家〉に連れ去られようとしているのに。

　涙なみだでくしゃくしゃの顔で説明を始めるカイエに、黒乃は毒気を抜ぬかれてしまう。

「『自動人形』と一緒にいたいなら強くなれば？　あんたが守ってやんなさいよ。真白だって、天巡と一緒にいるためにずっと戦ってきたんだから……」

　真白と翔は、絶対に黒乃を助けに来る。ついでに真白の邪じや魔まばっかりしてる小学生も。

　──私──役立たずだから──いらないのに。

　──ばか、真白と天巡のばか。天巡なんか──だいっきらい。

　視界が歪ゆがみ始める。自分が泣いていることに驚おどろく。嗚お咽えつがこみ上げてきそうになって、慌あわててかみ殺す。泣いてる場合じゃない。できることをする。

　真白と翔が追いかけてきた時、二人が傷つかないように。

　──〈心配症しよう〉に教室に閉じ込められた時は、できた。

　──さっきは意識しないでなっちゃったけど、できた。

　意識を手放して『補正プログラム』の本能に身体をゆだねること。

　そうすれば、身体のリミッターが外れる。関節がこわれようと、筋肉が千切れようと戦い続けることができる。『補正プログラム』の使命は真白を守ること。そして〈政治家〉と兵士たちはその使命の障害になっている。だから、できるはず。

　──戻もどれなく──なっても、いい。

　──真白と──────が、傷つくより、ずっと。

　船のエンジンが震ふるえ出すのが、わかった。

　──周す防おう黒くろ乃のって人格をデリートして、完全な『補正プログラム』になるの。

　──私なんか、消えちゃえ。
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「あああああマスター。モニカはどこに向かっているのでしょうか!?」

　ハンドルを握にぎって悲鳴をあげている『自動人形』モニカ。

　僕たちが乗ってる黒くろ塗ぬりのセダン。

　窓の向こうは──ミルクを流したような濃霧だった。

　タイヤが砂を蹴る音がする。

　運転席にはモニカ。後部座席には僕と真白、リトの三人。

　僕が『神の箱庭』に意識を引っ張られていたのは三分くらいだった。目を覚ました時にはまだ、〈人形使い〉カイエの研究室には薄うすく煙えん幕まくが漂ただよっていて──黒乃とカイエの姿が消えてた。〈政治家〉オスロット＝ロレンガッシュと、彼が連れていた兵士たちも。

　島にいた『複製品』の話から、あいつらが埠ふ頭とうの貨物船に逃にげて行ったのはわかった。

　カイエの別べつ荘そうから、埠頭までの道は直線道路。すぐに追いつけるはずだったのに。

「貨物船のコンテナを道路にばらまいていくなんて、誰だれが考えますか！　オスロット陰いん険けんです。ここまでしますか普ふ通つう！」

「……ゲームなんでしょうね、おにーさん。〈政治家〉にとっては」

　おまけに一メートル先も見えないような濃霧。

　さっきまで雷らい雨うだったのに、今度は霧？──信じられない。

〈政治家〉オスロット＝ロレンガッシュの『天人相関』の能力だ。モニカの運転する車で飛び出した僕たちは、危なくコンテナに正面衝しよう突とつするところだった。直前でハンドルを切って、砂すな浜はまに乗りだして──完全に方向を見失った。

「さっきみたいに兵士の『複製品』呼び出して道案内とかさせられないんですか？」

　運転席のモニカに、リトが問いかける。

　僕もそう思ってた。けど、モニカはフロントガラスを見つめながら、震える声で答えた。

「……モニカが使える『複製品』は数にして四体まで、おまけに持続時間が短いのです。せいぜい十五分が限度。マスターのように必要がなくなるまで恒こう久きゆう的てきに、とはいかないのですよ」

「役立たずですね」

「なに失礼なこと言ってますか〈慈じ母ぼ〉！　元々はイレギュラーがマスターの『果実』を消してくれなかったのが悪いのではないですか!?」

「おにーさんを悪く言わないでくださいっ！」

　リトが運転席の背もたれに掌てのひらを叩たたきつける。

「それにどうせ〈政治家〉はカイエさんを傷つけるわけじゃないんでしょう!?　正常に稼か働どうしてる〝端末〟同士なんですから」

「〝雑音〟のことをお忘れですか？　状じよう況きようがちっともわかってない〈政治家〉なんかじゃ〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の能力には敵かないません。それに、モニカはマスターに伝えなければいけないことがあるのです」

「伝えなければいけないこと？」

　僕の問いに、お団子頭をひっかきながらモニカは頷うなずき返す。

「本当はマスターがイレギュラーに喰くわれる直前に伝えるつもりでした」

　モニカはメイド服のポケットから写真を一枚取り出した。写ってるのは金きん髪ぱつの──リトよりも小さな女の子と、一組の男女。なんとなくわかる。あれは小さい頃ころの〈人形使い〉カイエと、その両親だ────どっちも死んだって聞いてるけど。

「でも、やっぱりイレギュラーは役立たずです」

　──わかってる。

『カケルは甘いの』って、ディンタニアに言われた通りだ。『無限舞ぶ台たい』は残ざん酷こくで、しかも今は〈角笛を吹く精霊〉のくびきから逃のがれた〝端末〟が好き勝手に暴れ回ってる。

〈政治家〉はたぶん、カイエも黒乃も殺さない。

　だけど、この状況を〝雑音〟が見み逃のがすはずがない。ディンタニアの『端末検知』なら、この島に〝端末〟が集まってるのに気づいてるはず。そこに僕がいることも。

　僕が〈人形使い〉と〈政治家〉の『果実』を喰らう前に、二人を奪うばわなきゃいけないことも。

　──なのに。世界の心配をしなきゃいけないのに。今は──黒乃の方が心配だった。黒乃、絶対に無茶してる。『心配性』の後遺症が残ってるかもしれないのに──黒乃は自分のことなんか考えない。いつも真白のことを一番に考えて、まっすぐに突っ走ってる。

　でも黒乃は真白の妹で、僕たちの仲間なんだ。だから──。

「……大だい丈じよう夫ぶです」

　気づくと、真白が真しん剣けんな顔で僕を見ていた。

　真白の掌には、白銀の十じゆう字じ架かが載のってる。黒乃が落としていったハートブレイカーの本体が。

「もっとひどい状態でも、あたしも黒乃も生き残ってきました。二ヶ月前に比べたらどってことないです。あたしも、黒乃も天あま巡めぐりくんを信じてるから大丈夫。天巡くんは、あたしが守ってあげるから大丈夫なんです」

　ぎゅ、と柔やわらかい指が僕の手を摑つかんだ。

　思わず僕も握にぎり返す。

　大丈夫。頭の中はぐちゃぐちゃだけど──。

　まだ終わってない。まだ間に合う。

「……で、どうしておにーさんと真白さんがわたしの手を握ってるんでしょう？」

　──え？

　僕は右手を持ち上げてみた。僕が摑んでるのは一回り小さな、リトの手。

　リトを挟はさんだ反対側で、真白も同じポーズで首を傾かしげてる。

　いつの間にか──隣となりに真白がいるのが当たり前になってたから──気づかなかった。

「……えいっ」

「え？」「きゅむっ!?」

　リトが僕と真白の手を引き寄せ──くっつけた。

　その瞬しゆん間かん──。

「きゅわああああああああっ!?」

　ぼん、と火がついたような顔になった真白が、僕とリトの手を、ふりほどいた。

　そのまま必死で離はなれようとする。でも、三人座りの後部座席。逃げ場なんかなかった。

　ごん

　と音がして、真白の後頭部がドアのガラスに激げき突とつした。

「…………きゅむぅ」

「変ですよね、真白さん。どうしておにーさんの手をふりほどいたんですか？」

　そういえば。

　さっきもそうだし、この島に来る前も同じことがあった。僕が触ふれると、真白はいつもの「きゅむ」って声と一いつ緒しよにふりほどいてた。灼やけたなにかに触れたように。

「おにーさんのことが嫌きらいになったんですか？」

「ん～～～～～～～～～っ!!」

　真白は桜色の唇くちびるを結んだまま、必死で首を横に振ふった。

　そんな真白を、リトは──哀かなしいなにかを見るような目で、見つめてた。

「正直に言ってください真白さん。おにーさんに触れると『繁はん殖しよく衝しよう動どう』が発動しそうになるんですか？」

「──!!」

　真白が声にならない悲鳴をあげる。

　リトの言葉から逃にげようとするみたいにあとずさり、ドアに背中を押しつける。

　でも──おかしい。

「ちょっと待った。周防さんの『繁殖衝動』が発動するのはキスをした時だって黒乃が──」

「そうです。だから『果実』が暴走しかけてるんだと思います。『衝動』が発動するためのハードルが低くなってるんです。まだ初期の段階ですけど、わたしのおとーさん──バグった〈英えい雄ゆう〉と同じ症しよう状じようです」

　リトの声が──僕と真白を凍こおり付かせた。

「……周防さんがリトのお父さんと、同じ症状？」

「はい」

　リトは俯うつむきながら、大きな目を伏ふせて言葉を紡つむぐ。

「バグった〝端末〟は能力を使いすぎると『果実』が暴走して、人ではないものに変わってしまうんです。真白さん、隠かくさないで言ってください。『繁殖衝動』でも『再生能力』でもなんでもいいです、『果実』をむりやりブーストして能力を使ったことってありませんか？」

　ぶんぶん

　真白はスカートの裾すそを摑み、栗くり色いろの髪かみを振り乱して、リトの言葉を否定する。

「隠さないでくださいっ！　これは真白さんのためなんですってば!!」

「ないもん。無理なんかしたことないもん。そうしなかったら天巡くんが死んじゃうって思ったからしたのっ!!」

『果実』をむりやりブーストして能力を使った？

　真白の〈生命体〉の能力は『自己再生』と『恋こい人びとの怪け我がを治す力』──まさか。

『中有の居城』で僕の傷を治すために、真白は能力を暴走させたのか？

〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉との最後の戦い。

　僕は〝傷〟を加速して突つっ込ませ、あいつの右半身をもぎ取った。

　代わりに──あいつが呼び出した黒い杭くいに、全身を串くし刺ざしにされた。死んだと思った。けど、目を覚ましたら怪我が治ってた。真白が僕を普ふ通つうに再生させたんだと思ってた。

　もしかしたら、あれは真白の能力じゃ治せない傷で。

　真白が『果実』に過か負ふ荷かをかけて──僕を再生させたのか!?

「『中有の居城』で、ですね。おにーさんが死にかけた時。『繁殖衝動』を暴走させて、むりやりおにーさんを再生したんですね!?」

「後こう悔かいなんかしてないもんっ！」

「後悔とかそういう問題じゃないです。どうして顔をそむけるんですか。わたしよりちびっこですか真白さんは！」

　噓うそだ──僕を再生させたせいで真白が化け物になる──そんなの。

「周防さん、リトの言ったことは本当？」

「ち、ちが……」

「こっち見て周防さん。正直に答えて、リトの言ったことは本当なのか？」

「……天巡くん、恐こわいです」

　やっと真白がこっちを見た。

　ブラウスに包まれた胸を押さえて、怯おびえたように僕を見てる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、です。これはきっとただの恋の病なんです。天巡くんに触れると頭がちょっと真っ白になって、しびれちゃうだけです。あたし、変じゃないです。それに今はそんな場合じゃないです。黒乃の方が大事です！」

「わかってる！　だけど──だけどっ!!」

〈角笛を吹く精霊〉に襲おそわれて生き残ったのに──真白の『果実』が暴走を始めてる？

　妹のほのかを殺した〈英雄〉のように──化け物になる？

「──そんなひどい話があるわけないだろっ!!」

「天巡くん怒おこらないで！　あたしは別にいいんです。覚かく悟ごなんか、この二ヶ月何回もしました。あたしが化け物になっても──天巡くんを守るためならいいんです。その思い出を抱いだいて生きていけます。だって、あたしが天巡くんを〝端末〟との戦いに巻き込んだんだから!!」

　真白はスカートの裾を摑つかんで泣きじゃくる。

「この二ヶ月、思い出たくさん作りました。絵、たくさん描かいたから、あれを見ればあたしが化け物になっても、天巡くんを好きだって気持ちを思い出せるはずなんです。忘れたくないから──好きって気持ち──忘れたくないから、ずっと、絵、描いてきたから──」

「忘れないために……ずっと僕の絵を描いてたってこと？」

「……きゅむ」

　いつもと違ちがう。言葉をなくしてしまったような真白の鳴き声。

「あ、あたしがいなくなっても、大丈夫です。あたしの分身が──黒乃がいます。あの子、自分では気づいてないかもしれないけど、天巡くんのこと──好きです。ずっと、クローゼットの奥に、天巡くんの制服を隠してたくらい」

　次から次へと真白の目から涙なみだがこぼれてくる。

　僕はそれを止めたいのに。どうしたらいいのかわからない。

　手を伸のばして触ふれたら──真白の『果実』が暴走する──!?

「黒乃ならいいです。他ほかの人だったら絶対に嫌いやだけど。もしも──あたしが化け物になっちゃったら、あたし天巡くんの前から消えますから──あたしのこと忘れても、いいですから──黒乃を──大事に──してください」

「──っ！」

　どうしたらいい。どうすればいい？　どうすればよかったんだ!?

　僕を再生させたせいで──真白が──化け物になる？　ほのかを殺した〈英えい雄ゆう〉のように。

　それを防ぐためには、真白の『果実』を喰くらうしかない。

　そしたら黒乃が消える。

　真白は全部忘れてしまう。

　黒乃のことも、もしかしたら僕のことも。

　真白は「黒乃を大事にして──」って言ってるのに。泣いてるのに──。

　──この世界の神様は──とっても、意地悪だから。

　──救いなんか、ない。

　僕は絶対に真白には敵かなわない。僕を再生させるために『果実』を暴走させて──それで『繁はん殖しよく衝しよう動どう』がおかしくなって──僕に触れられなくなったから、絵を描く。好きって気持ちを忘れないように？　どうしたらいい……？

　一いち途ずすぎて健けな気げすぎる真白を、僕はどうしたらいいかわからないんだ。

「……この世界の……神様は、どこまで意地悪なんだよ」

「落ち着いてくださいおにーさん。真白さんもっ！　まだ初期段階です。まだ、とりかえしのつかない状じよう況きようにはなってないです。いいですか、真白さん」

　リトは小さな手で、紅潮した真白の掌てのひらを摑んだ。

「わたしも、楓かえでおかーさんもバグ持ちでしたから、対処法は知ってます。真白さんはしばらくおにーさんに触さわったら駄だ目めです。真白さん本人の再生能力は〈生命体〉のデフォルト機能ですから、そんなに悪あく影えい響きようはありませんけど、『恋こい人びとの怪け我がを治す力』は絶対に使ったら駄目です！」

「だ、駄目？　それじゃ、天巡くんが怪我したら、どうすればいいの？」

「わたしだってこんなこと言いたくないですっ！」

　僕の目の前で、リトのボブカットの髪かみが揺ゆれてる。小さな背中が──震ふるえてる。

　片手で真白の手を摑んで、リトはもう片方の手で、僕のシャツの裾すそをぎゅ、と握にぎってる。

「わたしの包容力はおにーさんのためのものです。真白さんなんかどうなったって気にしません。好きなだけ『果実』を暴走させちゃってください。『衝動』のままうろつきまわる化け物になっちゃえばいいんです。そうなったってわたしはちっとも困りません。

　──でも、真白さんはおにーさんの大切な人なんでしょう？」

「……リトちゃん？」

「わたしは真白さんが化け物になることでおにーさんが傷つくのが嫌なんです！　ずるいです。わたし……なんの能力もないのに。おっきな身体からだもおにーさんを包んであげられるものも持ってないのに──真白さん、全部持ってるくせに。おとーさんみたいな化け物になって、永遠に消えない、おにーさんの『傷きず』になるつもりなんですか!?」

「もういい。リト」

　僕はリトの細すぎる肩かたを抱だきしめた。

「ごめん。リトがそんなこと言わなくてもいいんだ……」

　僕が気づかなきゃいけなかった。

　真白の様子がおかしいってことに気づいてた。

　黒乃の様子がおかしいってことにも気づいてた。

　でも〝雑音〟のこと、生き残りの〝端末〟のことに気をとられすぎて、真白と黒乃のことが後回しになってた。なにが大事なのか見失ってた──!?

「リト。再生能力を使わなきゃバグった『果実』の暴走は進行しないんだよな？」

「はい。あと、精神的なショックもバグの悪化の原因になります。ショックを受けると『果実』が不安定になりますから。これは前にも話しましたよね？」

「うん」

　この前の夜、リトと〝傷〟の実験をした時にも聞いた。

　精神的なショックを与あたえると、『果実』は不安定になるって。それでディンタニアの『果実』をバグらせられるかどうか、リトと話し合ってたんだっけ。

「そ、それと、ですね……」

　不意にリトが、小さな唇くちびるを僕の耳元に寄せた。

「………………えと、きちんと『繁殖衝動』を発散すれば暴走は静まります。『果実』の暴走には『衝動』の発散が一番のお薬です」

　──『繁殖衝動』の発散？

　それはつまり、えと。僕と真白が──ちゃんと『繁殖』。いや、ちゃんとって何だよ？

「……天巡くん？」

　気が付くと、真白が大きな目で僕とリトを見ていた。

「と、とにかく。周防さんは僕に『恋人の怪我を治す力』を使うの禁止──お願いだから」

「──え？　で、でも」

「なるべく怪我しないように、頑がん張ばる。大だい丈じよう夫ぶ、〝傷〟の使い方にも慣れてきた」

「そう願いたいものですね、イレギュラー」

　運転席で緑のお団子頭が揺れて、『自動人形』モニカが振ふり返る。

「波打ち際ぎわに出ました。これで埠ふ頭とうへの方向がわかります。これからアクセル全開でマスターの元へ向かいます！」

「モニカ。僕の『複製品』は作れるよな」

「さっき言った通り四体まで。稼か働どう時間十五分でよければです」

「それでいいよ。『複製品』で兵士たちを引きつけて、その隙すきに僕が船に忍しのび込む。さっき〈政治家〉の兵士を見たとき気づいたんだ。あの人たちは〝端末〟関係の能力に慣れてない」

　ミラー越ごしにモニカが、真横で真白とリトが僕を見た。

「モニカの腕うでが取れた時に隙が出来てたし、〝傷〟の動きにもひるんでた。〈政治家〉オスロットが自分で言ってたんだ。あいつが興味があるのは、地上の出来事だけだって。たぶん〝端末〟の能力がらみのことに兵士たちは慣れてない。僕が突とつ然ぜん四人現れたら、すぐには対処できないはずなんだ」

〈政治家〉オスロットは〝傷〟に物理的破は壊かい力がないのに気づいてた。

　でも、僕が気絶したあとも〝傷〟には手を出さなかった。目を覚ました時〝傷〟はそこにいて、結局、なにもしないで右みぎ腕うでに戻もどって来ただけだったけど。

「それから、これ。周防さん、持ってて」

　僕は真白に、〈政治家〉の兵士が落としていったナイフを差し出した。

「お守りだよ。僕がディンタニアの『果実』を根こそぎ喰くらったりしないように」

「──お守り？」

「うん。使い方は後で話す。たぶん、これは周防さんにしか頼たのめない」

　ケルトファリアがヒントをくれた。『果実』の組成。

　物質がさらに細かい──原子や粒りゆう子しで出来てるように。〝傷〟もなにか別のものの組み合わせで出来てる。ケルトファリアは何て言った──『衝動』を消しなさい、だっけ。

　でも、そっちの手段は、まだ確信が持てない。だから別の方法でやる。

　このナイフはディンタニアの中にある七つの『果実』を根こそぎ喰らわないためのお守り。

　上手うまくできるかどうかは──わからないけど。

「モニカの目に狂くるいはなかったようです」

　運転席から乗り出したモニカが、僕たちを見ていた。

「モニカは、ちょっとだけ心配でした。イレギュラーが〈生命体〉と『補正プログラム』を下僕のように扱あつかっていたらどうしようって。でも、大丈夫でした。さすがの器うつわの持ち主です！　これでマスターの未来を任せられます！」

「カイエの未来？」

　モニカは答える代わりに、アクセルをいっぱいに踏ふみ込んだ。

　エンジンが唸うなり出す。焦こげ臭くさいにおいがして、霧きりで覆おおわれた窓の外を砂が飛ぶ。

　──逃にげ場がなくなっていく。また、追い詰つめられていく。

　──選せん択たく肢しがひとつずつ、減っていく。

　──僕たちが戻る場所なんか、もうどこにもないのかもしれない。




　唐とう突とつに、エンジンの音が完全に消しよう滅めつした。

　砂すな浜はまでつんのめったみたいに、車のフロントががくん、と落ちる。モニカがハンドルに頭を打ち付ける。車体が完全に──斜ななめになってる？　ボンネットが見えない。

　濃のう霧むのせい──じゃない。

　ボンネットのあった場所に、円えん筒とう形のなにかが立っている。

　灰色の影かげ。のっぺりとした身体からだに、巨きよ大だいな顎あごと──人の腕くらいの太さの牙きば。目も鼻もない──あれは。

「──『嚙かみ砕くだくもの』!?」

　考えるより先に身体が動いた。僕は車を飛び出す。

　霧の中、鉄を咀そ嚼しやくする音が聞こえる。

　目の前にいるのは顎だけの生物『嚙み砕くもの』。〈侵しん略りやく者〉の使い魔ま。

　その後ろに立っていたのは──〝雑音〟の姫ひめ君ぎみ、ディンタニアだった。

「ディンタニア……」

　膝ひざ裏うらまで伸のびたプラチナブロンド。身体に張り付いている、湿しめった白衣。

　僕を見て、ディンタニアは前みたいにあどけない笑え顔がおを浮うかべて──すぐに眉まゆを寄せて真しん剣けんな表情に変わる。両目の間に、以前はつけていなかった金色のサークレットが光ってる。髪かみの間から細い鎖くさりが伸びて、眉み間けんにある丸いコインのようなものに繫つながってる。

　ディンタニアの額に、突然生まれた第三の瞳ひとみのように。

「お久しぶりね、カケル」

「……久しぶり、ディンタニア」

　ディンタニアの声に合わせて、車のフロントを囓り終えた『嚙み砕くもの』が彼女の隣となりに移動する。ディンタニアの細い指が、〈侵略者〉の使い魔を愛いとおしそうに撫なでる。




『食ベテイイ？』




　僕とディンタニアの距きよ離りは二メートル弱。

　目を凝こらす。〝傷〟の視界が、二重写しの世界を映し出す。

　──ディンタニアの『果実』を喰らう。ひとつ──ふたつ、みっつ。世界を終わらせない程度に。そうすれば僕たちの勝ち──。

　ディンタニアの『果実』は頭の中じゃなくて胴どう体たいにある。

　背中の樹きのかたちをしたアザに、七つの『果実』がぶらさがってるはず。

「カケル──ディンタニアは進化したの」

「進化？」

　僕の意図なんか見み透すかしたように、ディンタニアは笑った。

　──見えた。

　ディンタニアの中にある赤い渦うず巻まき。

〈教師〉〈恋こい人びと〉〈調停者〉〈困こん窮きゆう者〉〈侵略者〉〈心配症しよう〉──〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉。

　七つの『果実』──じゃない!?　あれは!?
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「ディンタニア!?」

「カケルはディンタニアの全部を見てもいいの。わかる？　ディンタニアがちゃんと〈世界〉になれるように、博士が調整してくれたの」

　目の前に立っている白衣の少女。

　その中にあるのは──身体全体を埋うめ尽つくす──巨大なひとつの『果実』だった。

　ひとつひとつの『果実』のかたちがわからない。

　七つの『果実』が完全にシンクロしてひとつになり、ディンタニアの中で回っている。




『食────────────ッ!!』




　──〝傷〟!?　待て、出るな!!

「ディンタニアは〈世界〉になりかけなの。ここにあるのは、たったひとつの『果実』」

「──それが〈世界〉の〝端末〟の『果実』!?」

〝傷〟が驚きよう喜きしてる。『無限舞ぶ台たい』の誕生以来、最高級の『果実』。過去に存在したことがなく、未来にも存在しない。七つの『果実』がシンクロして生み出された〈世界〉の『果実』──まだ未完成のもの。

「──食べていいの」

　甘えるように、ディンタニアが呟つぶやく。

「ディンタニア、カケルになら食べられてあげる。でも、食べたら終わりなの」

　霧の中、浮かび上がる巨大なひとつの『果実』が、僕の視界を埋めていく。

「博士が繊せん細さいな調整と術式でシンクロさせた、七つの『果実』。今、ディンタニアの中にあるのは、ひとつで七つぶんの価値がある最高級の『果実』。〈世界〉の『果実』。食べたら終わり。世界の終わり。でも、カケルとなら一いつ緒しよに消えてもいいの」

「〈世界〉の〝端末〟になるってそういうことなのか……ディンタニア」

　僕は右みぎ腕うでを握にぎりしめた。飛び出しそうになる〝傷〟を止める。

　ディンタニアの『果実』はひとつ。喰くったら──終わる？

　七つの『果実』がシンクロして、ひとつの『果実』になっている間は喰えない──？

「ディンタニアはカケルに食べられるために、ここに来たの。それも終しゆう焉えんのひとつなの」

「二ヶ月前、海で会った時も？」

「あれも博士の実験のひとつなの。あの時は、短時間しか『果実』をシンクロさせることができなかったから。あの時も、ディンタニアを食べてもよかったのよ？」

　見透かされてた。

「……ディンタニアは、それでいいのか？」

「それでって、なぁに？」

「〈角笛を吹く精霊〉はもういない。〝端末〟はバラバラになった。次の管理者が出てくるまで、〝雑音〟が狩かられることはたぶんない」

「そうね──それがどうかしたの？　カケル」

「今、『無限舞台』を終わらせる必要なんかないんだ！　ケルトファリアがヒントをくれた。『果実』の『衝しよう動どう』が世界のシステムを変える鍵かぎだって。それがなんなのか、どうすればいいのか、〝雑音〟の知識があればわかるかもしれない！」

「希望は絶望の別名なのよ、カケル。幻げん想そうのあとには幻げん滅めつが来るの」

　ディンタニアは困ったような顔で、額のサークレットに触ふれた。

「だってカケルは、ディンタニアのものになってくれないんでしょう？」

「……選せん択たく肢しはそれしかないのか？」

「三択なの。カケルがディンタニアのものになるか、カケルがディンタニアを喰らって世界を終わらせるか。カケルがディンタニアと戦うかなの」

　ディンタニアは霧きりに濡ぬれた両りよう腕うでを広げて、じっと僕を見ていた。

　まるで僕を誘さそっているように。

「ほんとは、ね。ディンタニアはカケルに食べられて、カケルのものになりたいの」

　読まれてる──僕がディンタニアを喰らおうとすることを、〝雑音〟は──魔ま術じゆつ師しアグシーダは読み取ってた。

「喰らえないなら、これからのことはカケルに関係ないの」

「ディンタニアは──〈人形使い〉の『果実』を奪うばいに来たのか？」

「そうよ。それと〈政治家〉オスロット＝ロレンガッシュのも。ばかみたいね。ディンタニアが狙ねらってるのも知らずに、のこのこ」

　勢いをつけて、ディンタニアは『嚙かみ砕くだくもの』の頭に腰こし掛かけた。

「もう誰だれも逃にげられない。〝雑音〟の目的は、今日この場で完結するの」

「答えろディンタニア!!　アグシーダはどこにいる!?　ケルトファリアが甦よみがえらせた魔術師はどこにいるんだよ！　ディンタニア!!」

「教えてあげられないの──さよなら、カケル」




「マスターの敵ぃっ!!」

　車のフロントガラスが砕けた。飛び出してきたのは緑髪メイド服の──モニカ。

　モニカの両腕が肥大化していた。肌はだ色いろの肘ひじの先についているのは、人の頭くらいはある銀色の拳こぶし。あれは──カイエの研究室にあった、次世代モニカのパーツ。強力すぎて小型化出来なかったって言ってた奴やつだ──持ってきてたのか!?

　でも、勢いがありすぎる。手の甲こうから炎ほのおが噴ふき出して、モニカ本体を引きずって飛んでくる。モニカの腕うでに合ってない──腕の方にヒビが入って──壊こわれていく。

「〝雑音〟の姫ひめ君ぎみ！　あなたが死ねば全すべて解決なのですっ!!」

「そしてまた、この『無限舞台』を〝精霊〟の手にゆだねるの？」

　迫せまり来るモニカの拳が、見えていないのか。

　ディンタニアはけだるそうに髪を搔かき上げ、静かに僕たちに問いかける。




　四つのことが同時に起こった。

　霧を貫つらぬいてここまで届いた、貨物船の汽笛。

　一いつ瞬しゆん、モニカの注意がそれて、その隙すきに『嚙み砕くもの』がモニカの右腕を嚙み砕く。ディンタニアの使い魔がモニカ本体を飲みこもうとする前に、僕はモニカに体当たりした。片腕になった『自動人形』と一いつ緒しよに、濡れた砂すな浜はまに転がる。

　車から──真白とリトの悲鳴。

「出てくるな二人ともっ！」

「〈政治家〉オスロット＝ロレンガッシュ──ディンタニアはあなたを逃がさないの」

　ディンタニアは『嚙み砕くもの』の頭に座り、僕たちに背を向けた。

「『運命規定』落ちよ。〈政治家〉と〈人形使い〉の逃げ場を塞ふさぎなさい」
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　巨きよ大だいな振しん動どうが、消えかけた黒乃の意識を覚かく醒せいさせた。

　床ゆかが跳はね上がる。兵士に挟はさまれていた身体からだが天てん井じように激げき突とつする。地球が分解したかと思うような縦たて揺ゆれ。ぶち、と音がした。自分を押さえつけていた兵士の髪の毛を、黒乃はいつの間にか引きちぎっていた。

　激痛に黒乃は一瞬だけ目を閉じ──瞼まぶたを開いた。

　天と地が逆転したような光景。

　ブリッジの床から天井に向かって、無数のケーブルが伸のびている。あれはパソコンに繫つながっていた電源とネットワークケーブル。本体はとっくに天井に激突して粉々になっている。

　黒乃がその光景を見ていたのは一瞬だけ。今度は床へ落ちていく。黒乃は思わず両手で頭をかばう。重力に引かれて、胸ポケットに入っていたものが転げ出る。

　顔のない小さな人形。『複製品』の素体。

　カイエの研究室で倒たおれた時、ポケットに入り込んでいたのか。黒乃にはわからない。あの時のことは曖あい昧まいにしか覚えていない。

　──なんでもいいわよ！　『複製品』を使えば逃げられる。消えなくて済むかも──。

　──って、なに考えてるの私!?　消えること怖こわがってどうするのよっ!?

　左胸のあたり。身体がそこだけ熱を帯びている。熱すぎてこわれそうだった。熱くて、痛くて──なくしたくない。つい数十分前のことを思い出す。暗くら闇やみだったからよくわからない。だけど、黒乃の胸になにかが触れた。もみあった拍ひよう子しに、ブラウスの胸がはだけていた。心臓のあるあたりに触れた温かくて柔やわらかいもの。あれは──。

　──でもあれは──天あま巡めぐりの唇くちびる──噓うそ。

　──冗じよう談だんじゃないわよ。真白だってまだ天巡と『繁はん殖しよく』してないのに。

　胸がまた、痛み出す。消えない熱──消したくない。

　この熱が残っているなら、十年だってハートブレイカーを使い続けられそうな気がする。

「──モニカぁ」

　不意に、微かすかな声が黒乃の耳に届いた。兵士の拘こう束そくから逃のがれて、黒乃と一緒に落ちていく〈人形使い〉カイエの姿。黒乃は思わず彼女に向かって手を伸ばす。

　助ける？　そんな義理あるの？　〝雑音〟に対たい抗こうする一番簡単な手段は〝端末〟の『果実』を片っ端ぱしから喰くらうこと。その次は〝端末〟を片っ端から殺すこと。

〝傷〟で喰らえば『果実』は消しよう滅めつし。

〝端末〟を殺せば『果実』は転生に入り、〝雑音〟は手が出せなくなる。

「それが一番簡単──なのにっ！」

　黒乃はカイエのショートカットのブロンドをひっつかむ。彼女を引き寄せ、むりやり腕の中に抱だきしめる。そのまま床へと落ちていく。カイエは真白にそっくりだった。頼たよりないところも。自分の使い魔まを、まるで本当の家族みたいに思ってるところも。

　だぅん！

「ぐぁっ！」

　二人分の体重と衝しよう撃げきが、黒乃の身体を直ちよく撃げきした。

　途と切ぎれそうになる意識の中、貨物船のブリッジの窓が、巨大なもので塞がれているのが見えた。それがなんなのか、黒乃の頭は数秒で理解する。信じられない。まともな世界ではあり得ないもの。

〈政治家〉の貨物船の甲板に、コンクリートの建造物が食い込んでいた。

「〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の『運命規定』!?　まさかビルを呼び出して貨物船にぶつけたの──って、気絶してないで起きなさい〈人形使い〉！」

「──うぅ」

　まだ意識が覚醒しきらないカイエの手に、黒乃は『複製品』の素体と、兵士からもぎ取った髪かみの毛を押しつけた。

「〝雑音〟が来たわ。殺されたくなければ起きなさい、〈人形使い〉！」

「……なんで、キミが『複製品』の素体──持ってるの？」

「服の中に紛まぎれ込んでたの！　これを使って逃にげるわよ！」

「イレギュラーはボクの『果実』を喰らいに来たのに──？」

「まだわかんないのっ!?　私はあんたに生きろってゆってるの！　しょうがないじゃない。真白と天巡がそう願ってるんだから!!」

「どうして……そんなに必死になるの？」

　檻おりの中から外の世界を眺ながめる小動物のような目で、カイエは黒乃に訊たずねる。

「だって、この世界はできそこないで、もうすぐ終わっちゃうのに」

「そんなの知らない。終わる直前まで生き残ってやるって決めたの。私も真白も、天巡も！」

「どうしてそんなに自信たっぷりなの？　ボクは『無限舞台』が恐こわいのに。外の世界をボクはなにも知らない。ボクはこの世界が──恐い──のに」

「私が真白を信じてるから！　真白は『果実』をバグらせてまで自分の好きな人を選んだの。〝端末〟の運命に逆らって、自分で！　天巡はそんな真白を守ってくれてる。だから私は真白を信じてる──その、真白の二億分の一くらいだけど、天巡のことも信じてるの！」

「……ボクは、キミのことはそんなに恐こわくないんだ。それがどうしてかわからなかった」

〈人形使い〉カイエは寂さびしそうに頷うなずいた。

「でも、わかった。キミがモニカと同じだからなんだ」

「違ちがう！　私は──あのぽんこつ『自動人形』とは全然違う！　天巡は変な勘かん違ちがいしてたの。私と真白──あんたと『自動人形』は、まるっきり似てない。どうしてわかんないの!?」

「──違う？　どこが？」

　黒乃の腕うでの中で、きょとんとした顔のカイエが問い返す。

「同じだよね？　キミたちはずっと〈角笛を吹く精霊〉に狙ねらわれてた。ボクは今〝雑音〟に狙われてる。キミと〈生命体〉は使い魔と〝端末〟。ボクとモニカもそうだよね？」

「だから違うってゆってるでしょおばかっ！」

　すぐそこにあるカイエの細い肩かたを摑つかみながら、黒乃は叫さけんだ。

「だって、あんたの世界には、あんたと『自動人形』しかいないじゃない！　私と真白の世界には天巡がいるの。あいつのオプションのちびっこも。真白の親友の花か壇だんちゃんも。私たちが傷つけちゃったクラスのみんなも。私が大事なのは真白だけだけど、まわりに他ほかのみんながいることも知ってる」

　──私にとっては、借り物なんだけど。

　──本当は真白のもので、私は、真白のついでに、世界に割り込んでるだけ。

　真白がこの島まで持って来た、赤い目をした黒ウサギのぬいぐるみ。

　黒乃はそのぬいぐるみの名前をもらった。なんとなく思う。あれは自分の原オリジ型ナルかもしれない。寂しい真白がずっと話しかけていたぬいぐるみの「くろの」。想像の中で会話しているうちに「くろの」の人格が真白の中に生まれて、それが「黒乃」になったのかもしれない。

　──童話じゃあるまいし──ばかみたい。

　──この世界がそんなに優やさしいわけないじゃない。

「はじまりは五年前に真白が出会った小さな男の子からだったの。その男の子に真白は世界の秘密を話した。その子が真白の言葉を受け止めてくれたから、真白は〝普通の人間〟を信じるようになったの。あんたにそんな奴やつがいる？　いないよね？　あんたの世界には最初から、あんたを受け止めるようにプログラムされた奴しかいない」

「──ク、クロノ？」

「そもそもおかしいのよ！　『自動人形』に愛されて、『複製品』に囲まれて、ずっと幸せでいられる〝端末〟なんて。本当にあんたは『自動人形』を疑ったことないの？」

「モ、モニカはボクの家族。家族を疑うわけないよ！」

「ここを抜ぬけ出したら聞いてみればいいじゃない！　『自動人形』が本当にあんたを愛してるのか。それともプログラムで動いてるだけなのか、あとで聞けば!?　とにかく今は『複製品』使って逃げるの！　わかった!?　〈人形使い〉!!」

「──うん、わかった」

　カイエの病的なまでに細い指が、しゅる、と、『複製品』の素体に兵士の髪を巻き付けた。

　ブリッジにいる〈政治家〉の兵士たちが、起き上がろうとしている。

　半分は〈政治家〉オスロットに駆かけ寄り、残りは真白とカイエを捕つかまえようと向かってくる。

「だったらキミは〈生命体〉のところに、逃げて！」

「……………………………………………………ぜんっぜんわかってないじゃないっ!?」

　カイエの手の中で『複製品』の素体が膨ふくらんでいく。

　黒い軍服にヘルメット。

　ブリッジにいる他の兵士たちと同じ姿に変わる。

〈政治家〉の兵士の身体からだが、宙を飛んだ。カイエの『複製品』は黒乃を捕とらえようとしていた兵士の身体を投げ飛ばした。そのまま黒乃を担かつぎ上げ──ブリッジの外に向かって走り出す。

「『複製品』！　クロノを〈生命体〉の元へ連れていって！」

「ば、ばかっ！　話聞いてなかったの？　〝雑音〟が来たのよ！　あんた死ぬ気!?」

　カイエの姿が遠ざかる。

〈政治家〉の兵士に押さえつけられた彼女は──微かすかに笑っているように見えた。

「ボクは〝端末〟として生きたことしかないから、モニカのいない世界では生きられないんだ。もし、モニカがボクを騙だましてたとしても、そんなの知りたくない。ボクは、もっと早くキミたちに会いたかった。ボクとモニカと、キミたちはそっくりだから──友達になれたのに」

「ばかじゃないのおおおおおおおおおおっ!!」

『複製品』の腕は黒乃の身体をがっしりと摑まえている。

　船の通路を駆け、外へと飛び出す。その瞬しゆん間かん、暴風が吹ふき荒あれ、全すべての霧きりを吹き払はらった。

　視界がクリアになった──と、思ったのもつかの間。

　今度は土ど砂しや降ぶりの雨が降り始める。

「〈政治家〉が目を覚ました!?」

『天人相関』の発動による、土砂降りの雨と暴風。空が漆しつ黒こくの雲に覆おおわれ、雷かみなりが鳴り始める。

　そして、なにも見えなくなった。
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「……状じよう況きようクリアなの。博士、『無限舞ぶ台たい』最終公演を始めるの」

　しぶきをまき散らしながら、砂すな浜はまを『嚙かみ砕くだくもの』が滑すべって行く。

『嚙み砕くもの』の頭の上に横座りしながら、ディンタニアは背後を振ふり返った。雨と風に紛まぎれて、もう翔の姿は見えない。

〈政治家〉を逃にがさないために『運命規定』で呼び出したビル。ディンタニアはそれを貨物船の甲かん板ぱんへと叩たたきつけた。ブリッジを潰つぶさなかったのは、バラバラになった死体から『果実』を捜さがすのが大変だから。

　そして、衝しよう撃げきで突とつ発ぱつ的な大波が起こり、翔たちがそれに気を取られた隙すきにその場を離はなれた。

　あのまま翔の近くにいたら、いけない感情に囚とらわれるような気がした。

「船を下りてくるの〈政治家〉。それとも、船を棺かん桶おけにしてしまう？」

　ディンタニアは風になびくプラチナブロンドを押さえた。

　今のところ、使った能力はふたつ。

〈侵しん略りやく者〉の『嚙み砕くもの』と、〈角笛を吹く精せい霊れい〉の『運命規定』。

　あと一回能力を使ったら、ディンタニアは幼児化する。

　──その後は博士がディンタニアをコントロールしてくれるけど──嫌いやなの。

　ディンタニアは額のサークレットに触ふれた。

　──小さなディンタニアは不安定。『中有の居城』の時は〈角笛を吹く精霊〉が死にかけてたからいいけど、今は、どうなるかわからないの。

　耳の奥で、小さな子供の泣き声が聞こえる。

　ディンタニアの知らない──うるさいディンタニア。耳を傾かたむけたらいけないもの。

『聞こえるかな、ディンタニア。全ての指示は私が出す』

　甲かん高だかい泣き声に混じって、博士の声がディンタニアの頭の中に響ひびく。

『ディンタニアはなにも考える必要はない。愛いとしい姫ひめ君ぎみ。君の自由を許せる段階は、もう過ぎてしまったのだから。大だい丈じよう夫ぶ、もうすぐ全ては終わる』

　淡たん々たんとした指示に、ディンタニアは軽く頷うなずき返す。

　──〈政治家〉の兵士は、情報によると三十人。

　──残念。ディンタニアを殺すには、その程度の人数じゃ不足なのよ？

　名工が磨みがき上げた彫ちよう刻こくのような、細い腕うで。

　ディンタニアはそれを振り上げ、右手側を指し示す。『嚙み砕くもの』が二時の方向に回頭する。直後、ディンタニアの髪かみを掠かすめて──火の玉のようなものが通り過ぎた。

　爆ばく音おん。

　雨を吸った砂が砕け散り、ディンタニアの頭上から降ってくる。白い頰ほおに張り付いた砂を、ディンタニアは指でぬぐって払い落とす。

『ロケットランチャーを回かい避ひ。ディンタニア、「嚙み砕くもの」を三体、前面に展開』

　──了りよう解かいなの。博士。

　豪ごう雨うの中を突つき進むディンタニアの前に、三体の『嚙み砕くもの』が出現する。ディンタニアが乗っている一体と、前面に立つ三体。同じ速度で砂浜を滑すべりながら、前の三体が伸のび上がっていく。『嚙み砕くもの』に座ったディンタニアを守るように。

『少し首を傾けた方がいいだろう。その方が「嚙み砕くもの」の陰かげになる』

　──はい、博士。

　ぺこん　と音がした。

　ディンタニアの前を進む『嚙み砕くもの』の表面で、なにかが弾はじけた。ディンタニアの使い魔またちは面めん倒どうそうに身体からだを揺ゆさぶる。砂浜に黒いつぶてが転げ落ちる。

　──三十二口径の弾だん丸がん。その程度じゃ『嚙み砕くもの』の身体は貫かん通つうできないの。

『緊きん急きゆう事態！　伏ふせよディンタニア!!』

　皮ひ膚ふにちりちりとした感覚。

　ディンタニアは反射的に『嚙み砕くもの』から飛び降りた。白衣のまま、湿しめった砂浜に転がる。白衣のボタンが千切れて落ちる。それでも服を着ていなければいけない理由って、なに？　わからない。できるだけ文明人の格好をしていて欲しいと博士は言った。

　──雨降ってるの。白衣なんか意味ないのに。

　ディンタニアは顔を砂浜に押し当て、両手で耳を塞ふさいだ。

　瞬間──

　大きく伸び上がった三体の『嚙み砕くもの』を、雷が打ち抜ぬいた。

　ディンタニアの視界が漂ひよう白はくされる。耳が──聞こえなくなる。まくれあがった白衣。半分むきだしになった身体に当たる雨が──雷かみなりの瞬しゆん間かんだけ止まっていた。

　その理由は？　考える前に博士の声が流れ込んでくる。〈政治家〉は逃げようとしている。こっちが向こうの位置を正確に把は握あくしているのと同様に、向こうもこっちの位置を必死で探さぐっている。雨と雷はディンタニアの視覚と聴ちよう覚かくを塞ぐため。〈政治家〉の兵士はゴーグルをつけている。暗視装置？　暗い雨に身を隠かくし、ディンタニアの位置を把握している？

　そして数秒で結論が出る。

『──来る』

　雨のカーテンでも隠しきれない至近。

　はだけた白衣で起き上がろうとするディンタニアの左右に、複数の黒い影かげが出現した。

　顔をゴーグルで隠した兵士たち。訓練されていて、声さえも発しない。

『天人相関』で呼んだ雷で『嚙み砕くもの』を灼やき、さらにディンタニアの五感を塞いで、その隙に接近する。〝端末〟の能力と〝普通の人間〟の武器とを併へい用ようした、完全な連係プレー。

　ずきん

　ディンタニアの胸に、微かすかな痛みが響く。うずくまる地面を伝わって来る爆音。

　声にならない──誰だれかの悲鳴が〝雑音〟の『共感能力』を通じてディンタニアの耳に届いてくる。戦場を把握するレーダーとして配置した、ディンタニアの仲間の断だん末まつ魔まの声。

「……また、殺したの？」

　ディンタニアの足あし下もとに、『嚙かみ砕くだくもの』が現れ、巨きよ大だいな顎あごを開く。

「またひとり、ディンタニアの仲間を殺したの──？」

　兵士たちは返答の代わりに、握にぎった拳けん銃じゆうの──引き金を引いた。

　銃声が砂すな浜はまに響き渡わたった。
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「はぁ……はぁ……あ」

〈政治家〉オスロットは横を走る兵士の肩かたに寄りかかった。

　彼を守る兵士は四人。そのうち一人が、ぐったりとしたカイエの身体を担かついでいる。

「ま、参ったなぁ。〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の能力を敵に回すってのはこういうことか。いきなりビルを落としてくるとは思わなかったよ……ねぇ、カイエ」

「……」

「甘く見てたのは認める。〈創造者〉の〝雑音〟狩がりで、あいつらは残り十人切ってるって聞いてたからさ。だけどこの場は俺が『天人相関』で支配している」

〈人形使い〉カイエは答えない。

　カイエの瞳ひとみはうつろに開いたまま。雨で体温を奪うばわれたのか、唇くちびるは紫むらさきを通り越こして白に近い。濡ぬれそぼった金きん髪ぱつが肌はだに張り付いている。まるで、ずぶ濡れの子犬のように。

「だからカイエ、手を貸してくれないか？　材料があれば『複製品』を作れるんだろ？　別べつ荘そうまで逃にげ込めば兵士の『複製品』を量産できる。兵力が増えるんだ」

〈政治家〉は大げさに手を振ふり、懸けん命めいにカイエに語りかける。

　カイエは兵士の肩に揺られながら、ゆっくりと、色をなくした指先を掲かかげた。

　彼女が指さす先には、砂浜に食い込んだ円えん筒とう形のカプセルがあった。

「……ん、なんだこのカプセル？　〝雑音〟が来るまではなかったはずだが……？」

　カプセルの表面は厚みのあるガラスで覆おおわれている。二メートル弱の高さがあり、上部に銀製のケーブルを寄り合わせた機械のようなものがついている。下の方は砂浜にめりこんでいて、どんな構造になっているかわからない。どこから落ちてきたのか、カプセルの周りにはパラシュートが、砂浜に蛍けい光こう色の布地を横たえている。

「中に人がいる。やっぱりこいつら〝雑音〟か？　だけどなんの真ま似ねだ？」

「……ゲームなんだよね、オスロット」

　冷え切った身体を震ふるわせながら、カイエは〈政治家〉に訊たずねる。

「ああ、だけどこれは違ちがいすぎる。ゲームの外から攻こう撃げきしてきたようなもんだ。ルール違い反はんだよ。さすがは〝雑音〟──害虫だね。気味が悪いな。こいつは破は壊かいしよう。俺たちが通り過ぎた後に爆ばく破はするようにセット」

　青白く光るカプセルを遠巻きにしたまま、〈政治家〉は背後の兵士たちに告げた。

　カイエは、半ば閉じかけた目でそれを見た。

　青白く光るガラス製のカプセル。その中に、黒くろ髪かみの女性が浮うかんでいる。年ねん齢れいは二十代の前半くらい。薄うすく目を開けたまま、胸の前で両手を組み合わせて祈いのっている。

　──なにしに来たの〝雑音〟の人。

　──なにをしてるの？　なにを祈ってるの？　勝利を？

　──でも、キミたちが勝てば世界は終わるのに。〝端末〟抜ぬきの未来なんかないのに。

「爆薬のセット完かん了りよう。離り脱だつする」

　カイエを担いだ兵士が走り出す。豪ごう雨うの中、〝雑音〟のカプセルはすぐに見えなくなる。

　次いで──爆音が聞こえた。

　ガラスと人の身体からだが四散する音だった。

　──ボクだったらどうする？　雨の中、見えない相手をどうやって捕つかまえる？

　──ボクとモニカなら、『複製品』をたくさん配置する。無線を持たせて、こまめに連れん絡らくを取り合いながら、敵が見えたらすぐに仲間に伝えて。たくさんの目もく撃げき証言から、敵の正確な位置を摑つかむ。集団戦するなら──しないけど、そうする。

　そして〝雑音〟は『共感エン能力者パス』の群れ。

『共感能力』は、離はなれた場所にいる〝雑音〟と、五感をリンクさせる能力。

　まさか──カイエの細すぎる身体が震え出す。

　仮に、彼らが互たがいの五感をリンクさせていたとしたら？　〝雑音〟が入ったカプセルは、そのために空から落としたのだとしたら？　〈政治家〉の兵士の目を引くために、派手なパラシュートを使って降りてきた。〈政治家〉の位置を摑むレーダーとなるために。

　殺されることで、〈政治家〉たちの現在地を他ほかの〝雑音〟に伝えるために。

「オスロット──!!　だ、だめ。ボクたちは──罠わなにかかってる」

「罠？　協力する気になったのか、カイエ？」

　自分を見上げてくる銀ぎん髪ぱつの〈政治家〉に、カイエは必死で頷うなずきを返す。

「オスロット言ったよね。人はチップみたいなものだって。それをいかに活用するかで、この世界のゲームに勝てるかどうか決まるって」

「ああ、だが今それが何の関係が？」

「〝雑音〟は残りのチップを投げ捨てることでボクたちを喰くらおうとしてる。自分の仲間をボクたちの目のつくところに投げ捨てて、それにボクたちが手を出すように。〝雑音〟は『共感能力者』の群れ──だから──殺される瞬しゆん間かん、ボクたちの位置と進行方向を──仲間に──伝えて──こっちの現在位置を割り出すことが──」

「なんだ、今ごろ気づいたのか？」

「……気づいてたの？」

「いまさらだよ、カイエ。〝雑音〟の姫ひめ君ぎみの居場所はさっき確かく認にんした。残りの兵士を向かわせてる。あっちは一人だ。とっくに終わってるさ、もう」

　──夢を見てるの？　オスロット＝ロレンガッシュ。

　目の前で薄い笑えみを浮かべる〈政治家〉に、カイエはそう言いたかった。

　カイエも、貨物船にビルが落ちてくるまで実感が湧わかなかった。〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉はもういない。『運命規定』の能力は〝雑音〟の手に落ちた。そのことの意味が。

　それはこの『無限舞ぶ台たい』に、〝端末〟の逃げ場がどこにもないということだったのに。

　──こわい……よ。モニカ。

　死ぬのは恐こわくない。でもモニカと別れるのは嫌いや。いまさら〝普通の人間〟になんかなれない。

　それは今も変わらない。けれど。

　──こわいよ、こわい。大きなものが、ボクを喰おうと狙ねらってる。

　カイエの身体を占せん領りようしているのは、自分では絶対に敵かなわない巨きよ大だいなものへの本能的な恐きよう怖ふ。

　──すごいよね、イレギュラー。こんなものと戦ってたんだ。

　アイスブルーの目が赤く光り出す。『絡から繰くり衝しよう動どう』。手が勝手に『複製品』の部品を探している。〈政治家〉はカイエの別荘に向かっている。そこに『複製品』の部品がある。だから、カイエは彼を止められない。〈政治家〉はカイエの『衝動』を満たそうとしているから。

「俺は遊ぶんだ。この世界で。〝普通の人間〟の上に立つ。それは〈角笛を吹く精霊〉がいる世界では叶かなわなかった〈政治家〉の夢。もっと世界を住みやすくしてやる。戦争なんかなくしてやる。俺が〝普通の人間〟を救ってやるんだ」

　土ど砂しや降ぶりの雨の中、オスロットは胸を張り、高らかに宣言する。

　不意に沸き起こる不ふ吉きつな予感に、カイエの視界が目め眩まいのように回り出す。

「……オスロット、キミは立派だと思うよ」

「じゃあ惚ほれろ」

　濡ぬれた銀髪を搔かきながら、オスロットはカイエを見返す。

「でもボクは──男の子には興味がないかな？」

「『自動人形』と遊んでばかりいるからだ」

「もしも『これから』があったらキミとも遊んであげる。『衝動』が出てきて苦しくなってきたから──お願い、ボクの別べつ荘そうに急いで」

　兵士の肩かたの上で、カイエは意を決したように顔を上げる。

「俺のゲームに付き合う気になったのか？　カイエ」

「……どう頑がん張ばってもボクは〝端末〟だからね。バグった〈生命体〉や〈慈じ母ぼ〉みたいにはなれない。神様は逃にげ道なんか許してくれないんだ。〈角笛を吹く精霊〉が消えれば〝雑音〟が来た。じゃあ〝雑音〟が消えたら──次はなにが来るの？」




『次なんか、ないの』




　透すき通る声と共に、〈政治家〉オスロットの左右を固めていた兵士たちの姿が消えた。

　地面から現れた『嚙かみ砕くだくもの』が、一いつ瞬しゆんで兵士二人を肥大化した顎あごに飲み込んだ。

「──〝雑音〟の姫君!?」

『あなたにとってはただのゲーム。でも、〝雑音〟にとっては命がけの復ふく讐しゆう戦。勝敗を分けたのはそれだけなの』

　声はする。だがディンタニアの姿は見えない。

　その場にいるのは〈政治家〉オスロット、〈人形使い〉カイエと、彼女を担かついだ兵士。そして、銃じゆうを抜ぬいたまま硬こう直ちよくしているもう一人の兵士。

　雨を突ついて現れた〈侵しん略りやく者〉の使い魔ま。五体の『嚙み砕くもの』たち。

　それが五角形を描えがいて、オスロットとカイエを取り囲んでいた。

『〝雑音〟を甘く見過ぎなの、〈政治家〉。あなたのやり方はわかってる。〈政治家〉は実体を見せない〝端末〟。〈英えい雄ゆう〉とは違ちがい、あくまで陰かげより人を動かす。戦せん闘とう時にも同じパターンを使うのは予測済み』

「部下を探知機代わりに使ったのか、〝雑音〟。俺が嵐あらしの中に姿を隠かくすと予測して？　この砂すな浜はまに〝雑音〟の生き残りが入ったカプセルをばらまいた？　彼らの五感をセンサー代わりに使ったのか？」

『そうなの』

　ディンタニアの声に合わせて、五体の『嚙み砕くもの』が、ゆらゆらと揺ゆれる。

「そいつらが俺たちに発見されて、殺されることも覚かく悟ごのうえで？」

『そうなの』

　迷いも、容よう赦しやもない声。

〈政治家〉オスロットは両手を握にぎりしめ、自分を取り囲む五体の化け物を見回す。

「だけど、俺たちと〝雑音〟が敵対する理由ってなんなんだ？　俺は〝雑音〟なんか放ほっとくつもりだった。俺は〝普通の人間〟のルールで、この世界をゲームにしたかっただけだ。〈角笛を吹く精霊〉には許されなかった統一政府を作る夢を」

『妄もう想そうなの』

「〈角笛を吹く精霊〉はもういない。〝端末〟が〝雑音〟を殺せって命令されることもない。

　なのにどうして、そこまで『果実』にこだわるんだ？」

『そういう運命だから』

　豪ごう雨うと暴風を突いて、ディンタニアの迷いのない声が響ひびき渡わたる。

『魔ま術じゆつ師しアグシーダの新解かい釈しやくを教えてあげる。「無限舞台」が終末のない舞台だなんて誰だれが言ったの？　〝雑音〟がこの世界に生まれたバグじゃなくて、あらかじめ決められた終末をもたらすための自滅アポト細胞ーシスだとしたら？』

「……アポトーシス？」

『〝夢を見続ける神〟が魔ま女じよケルトファリアに〝傷〟を与あたえたのがその証しよう拠こ。〝傷〟により魔術師アグシーダは復活した。それはつまり、〝雑音〟が、世界を終わらせていいって許可をラガジュからもらったってことじゃないの──？』

「アグシーダが復活──本当だったのか？」

『知らないでしょう？　知らされていないでしょう？　哀あわれなの〈政治家〉。あなたはなにも知らないのに、自分は全すべてを知っていると決めつけているだけ。あなたの銃じゆう弾だんでは「嚙み砕くもの」を撃うち抜けない。だからディンタニアも殺せないの』

「くそっ！」

〈政治家〉の罵ば声せいと同時に銃じゆう声せいが響き渡る。生き残った兵士が『嚙み砕くもの』に銃口を向けて引き金を引く。五体の『嚙み砕くもの』は口を閉じたまま、無言でそれを受け流す。ゴムのような身体からだに銃弾は通らない。ただ、逸そらされ、弾はじかれるだけ。

『〝傷〟によって復活したアグシーダによって生み出されたディンタニアが〈世界〉になる。そしてラガジュの夢を終わらせる。それがこの世界のゆるがないシステムなのよ？』

　銃声が途と絶だえた。

　銃を乱射していた兵士がまた一人『嚙み砕くもの』に飲み込まれる。

　他ほかの四体のうち、三体が綺き麗れいな正三角形を描えがき、〈政治家〉オスロットと、最後に残った兵士とカイエへと、包囲を狭せばめていく。

　兵士を喰くらっていない『嚙み砕くもの』の口が、大きく開いた。

　べちゃ、と音がして、そこから芸術品のような腕うでが突き出る。

『嚙み砕くもの』の中から──プラチナブロンドの少女が──這はい出してくる。

　ディンタニアは雨と粘ねん液えきにまみれた白衣を気持ち悪そうに払はらって、ゆっくりと立ち上がる。

　自分が出てきた『嚙み砕くもの』の口に手を差し込み、ディンタニアは大きなバックパックを引き出す。粘液にまみれたそれを開き、乾かわいた白衣とタオルを取り出す。〈政治家〉たちが見ている前で、ディンタニアは白衣を脱ぬぎ捨て、白い肢体からだを風雨にさらす。宝石をまぶしたような髪かみをタオルで拭ぬぐってから、乾いた白衣に着き替がえる。

　呆ぼう然ぜんと自分を見つめている〈政治家〉、カイエ、兵士にくすぐったそうな笑え顔がおを向け、ディンタニアは紫むらさき色いろの目をまたたかせて、ゆっくりと一礼した。

「嵐を止めて欲しいの。せっかく着替えたのに、ずぶ濡ぬれになっちゃう」

「……頭がおかしいんじゃないのか、〝雑音〟の姫ひめ君ぎみ？　少しでもコントロールを誤れば『嚙み砕くもの』に喰われるのに、そんなところに隠れるか、普ふ通つう？」

「普通はもう終わったの。〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉が死んだその瞬しゆん間かんに」

　ディンタニアは雨を吸い込んだプラチナブロンドをかき上げる。

「〈政治家〉あなたは正せい攻こう法ほうの戦い方をしたの。間ま違ちがってなかった。だけど、そのルールが通じるのは、軍隊とか、あなたと同じルールで戦ってる相手だけ。ディンタニア、そんなの知らない。あなたが考えるゲームのルールなんて、ディンタニアには関係ないの」

「〈角笛を吹く精霊〉が消えた今なら、俺の力でみんなを幸せにできる！　あいつがいる世界では許されなかった統一政府だって作れる！」

「綺麗な夢ね」

　しゅる、と〈政治家〉オスロットの身体に金色の鞭むちが──巻き付いた。

〈教師〉の能力、『ティーチング』が銀ぎん髪ぱつに覆おおわれた彼の額を、打った。

　オスロットの眉み間けんから、爪つま先さきまでを光る蛇へびのようなものが貫かん通つうし、彼の身体が硬こう直ちよくする。数秒前まで強きよう烈れつな意志をたたえていた瞳ひとみは限界まで見開かれ、口は叫さけぶかたちに固まったまま、喉のどだけが笛の音にも似た呼吸音を鳴らしはじめる。

　一いつ瞬しゆんで意識を打ち消され、完全にディンタニアの支配下に置かれたオスロットは、力なく、その場に膝ひざをついた。

「本当に、綺麗な夢。だからその夢が綺麗なうちに、ディンタニアがあなたを食べてあげる」

　雨が止まる。雷かみなりと嵐が収まり、荒あれた海と砂浜が姿を現す。

「オスロット卿きよう！」

　最後に残った兵士がカイエの身体を投げ捨て、銃を抜ぬき出す。

〈人形使い〉の少女は砂浜に落ち、何度もバウンドしてから転がり──動かなくなる。

「大きな声で叫ばないで、うるさいの。あなた、まるで小さなディンタニアみたい」

　ずきん

　ディンタニアの眉間に痛みが走った。

〝端末〟の能力の使用回数の限界を超こえた。

　あとは博士と──小さなディンタニアの仕事。

　意識がすぅっ、と薄うすれていく。もしかしたら、もう目覚めないかもしれない。これで終わり。

〈政治家〉と〈人形使い〉の『果実』を取り込んだらディンタニアは臨界を起こす。

　世界を覆い尽つくすほど巨きよ大だいな『虚無へワンの帰還ネス』が生まれ、全すべては消える。

　もうディンタニアが目覚めることはないかもしれない。

　──いいの。

　──〈世界〉になることがディンタニアの使命だから。

　最後の兵士を飲み込むの。そうしたら〈人形使い〉にも『ティーチング』をかけて、そして。




「もう殺すな──────っ!!　ディンタニア──────────────っ!!」




　──カケル!?

　オスロットを打った金色の鞭が、ディンタニアの意志に反して軌き道どうを変えた。オスロットに巻き付いたまま、鞭の先せん端たんが、最後に生き残った兵士に向かって伸のびた。

　そのまま額を打ち据すえ──兵士の瞳から意志の光をかき消す。

　兵士は銃じゆう口こうを、まっすぐこっちに向かってきているイレギュラー、天あま巡めぐり翔かけるへと向ける。

「ま、待って、ディンタニアそんなこと望んでないのっ!!」

『「ティーチング」。兵士よ、イレギュラーを撃うち殺せ』

　ディンタニアの脳のう裏りに、魔ま術じゆつ師しアグシーダの声が響ひびいた。

「──博士っ!?」

　止める前に、銃声が響き──

　ディンタニアに向かって走ってくる翔の身体からだが、砂すな浜はまに崩くずれ落ちた。
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　　　　７




「────────────────────────────────────ケル！」

　ディンタニアの声にならない絶ぜつ叫きようが響いた。紫色の瞳が、拳けん銃じゆうを発射したばかりの兵士を見る。信じられないものを目まの当たりにした、怒いかりに満ちた顔で。

「なにをしたの、あなた。カケルに──なにを────────────────っ!!」

　ディンタニアは叫びながら、サークレットで飾かざられた額を押さえてうずくまる。

「……死んじゃえ」

　腕うでに『ティーチング』の鞭を巻きつかせたまま、震ふるえる声でディンタニアは宣言する。

　兵士が、硝しよう煙えんのたちのぼる拳銃を自分の頭に当てた。

　ぱぁん

　ディンタニアの意志に応じて、自分の頭を拳銃で撃ち抜き、〈政治家〉の兵士が崩れ落ちる。

「殺したの──ディンタニアが、カケルを──殺した──？」

　ディンタニアの細い指が髪かみの間に食い込む。爪つめが、柔やわらかい皮ひ膚ふを搔かきむしる。殺した──自分の能力が翔を殺した。ディンタニアは好きな人を殺してしまった!!

　俯うつぶせに倒たおれた天巡翔は動かない。ディンタニアは兵士の銃じゆう弾だんが、正確に彼の頭ず蓋がい骨こつを撃ち抜くのを見た。即そく死しだった。もう〈生命体〉の再生能力でも助けられない。

　ディンタニアの白い喉がのけぞる。目の前にいる〈政治家〉のことも、砂浜に倒れている〈人形使い〉のことも忘れ、引き裂さかれるような声で叫び続ける。

「────────────終わっちゃえ。こんな世界、終わっちゃえば──いいの！」




　　　　８




「マスターっ!!」

　コンテナの陰かげに隠かくれていた僕と〝傷〟と黒乃とモニカが、地面を蹴けって飛び出す。

　僕と黒乃と〝傷〟は、まっすぐディンタニアに。

　モニカは倒れている〈人形使い〉カイエに向かって。

「周防さんは手はず通りに！　モニカがカイエを助け出したら、リトは二人を連れて別べつ荘そうまで逃にげろっ！」

　確かく認にんはしない。でも、僕の背後で頷うなずく気配。

　ほんの十五分前。ディンタニアが消えたあと、とてつもない轟ごう音おんと共に大波が押し寄せてきた。なんとか車から逃げ出して、僕は〝傷〟を起動した。赤い視界の中──遠くに赤い人ひと影かげが見えた。黒乃だった。

　黒乃も〈生命体〉が作り出したものだから、赤いオーラのようなものをまとっている。僕たちは豪ごう雨うの中、合流。だからカイエと〈政治家〉の状じよう況きようがわかった。〈政治家〉の貨物船が『運命規定』で呼び出したビルに潰つぶされて、動けなくなったことも。

　それから〈政治家〉と〈人形使い〉の『果実』──〝傷〟の視界に映る赤い点を目標にここまで来た。

　ぎりぎりだけど──間に合った。まだカイエも〈政治家〉も殺されてない！

「マスター！　モニカはここにいます！　目を覚ましてくださいいいいいっ!!」

　足から火を噴ふきながら飛んでいく『自動人形』モニカ。膝ひざから下についているのは、胴どう体たいよりも大きい、銀色の巨きよ大だいな脚あし。〈人形使い〉カイエが作った、次世代モニカの試作品。出力は大きいけれど小さくできなかったもの。

　でも、火が噴き出すたびにモニカの身体に亀き裂れつが入っていく。

　それでも必死に、モニカは倒れたカイエに向かって抱だきつく。転がりながら、必死でディンタニアから引き離はなす。

　顔を上げたディンタニアの視線が──カイエとモニカの方を向いた。

「違ちがう、そっちじゃない！　ディンタニアこっちだ！　僕を見ろ!!」

　ここから先は一手のミスが命取りになる。

　自分に向かって何度も繰くり返す──覚かく悟ごしろ。

　噓うそはつかない。ごまかしもしない。ディンタニアを止めてアグシーダを引きずり出す！

「──カ、カケル？　じゃあ、さっきのは──？」

　呆ぼう然ぜんとした顔のディンタニア。

　兵士の銃じゆうが撃ったのは、僕の『複製品レプリカ』だ。

　予定とは違ったけど、ディンタニアの意識を逸そらすためにモニカが起動してくれた。

　僕と黒乃は一直線にディンタニアに向かって走る。

　砂が濡ぬれてて走りにくい。〈政治家〉はディンタニアのすぐ側にいる。『ティーチング』の金色の鞭むちが巻き付いてる。もう──ディンタニアに洗脳されてる？

「──殺したら駄だ目めなのよね？」

　隣となりを走る黒乃が、確認するように僕を見た。

　雨に濡れた黒くろ髪かみが、しなやかな身体からだに絡からみついてる。ブラウスとデニムのショートパンツ。こっちもびしょ濡れで、ほとんど身体を隠す役目を果たしてない。僕の視線がさがるのに気づいたのか、黒乃がぐわ、と歯をむき出す。肉にく食しよく獣じゆうみたいに。

「〈政治家〉も〈人形使い〉も、〝雑音〟の姫ひめ君ぎみも、生きたままで止めるのよね？　無む茶ちや苦く茶ちやだけど、それが天あま巡めぐりの願いなんでしょ？」

「──うん」

「作戦はちゃんと聞いたから。でも、わかってるわよね。あんなの上手うまく行っても一回だけ。二度目は無理。一回で決めなさい。真白だって私だって、できればやりたくないんだから。真白を説得するの、すっごく大変だったんだからね！」

　黒乃は怒おこった顔で叫さけんでる。

　こんな状況なのに、なぜか僕の頰ほおはゆるみそうになる。黒乃が──戻もどってきたから？

「な、なに緊きん張ちよう感かんない顔してるの天巡っ!?」

「──ご、ごめん。それに無茶ばっかり言ってごめんっ！」

「いい？　真白や天巡の命がやばいって思ったら、私は〝雑音〟の姫君を殺すから。天巡と真白が死んだらなんにもならないんだから。私は死ぬ覚悟できてるけど、天巡はそうじゃないでしょ？」

　黒乃は真しん剣けんな顔で僕にうなずきかける。でも、違う。必要なのはそういう覚悟じゃない。

　僕は黒乃に向かって首を振ふる。

「死ぬとか言うな。黒乃だって死んだら駄目だ！」

「だ、だーかーらー！　私は人のかたちをしてるただの情報なんだってば！　魂たましいとか──」

「あるよ！」

『神の箱庭』に閉じ込められてる人が、それを教えてくれた。

「意志をもって動いてる奴やつにはみんな魂がある。言っただろ、〝端末〟に作られたか、自然現象で生まれたかどうかの違いだって！」

「な、なにそれ？　すっごい適当なことゆってるでしょ天巡！」

「あとでちゃんと話す。聞きたかったら死ぬな黒乃っ！」

　走りながら──脚は止めない。

「ばっ──ばか」

　黒乃は真っ赤になって首を振り、ハートブレイカーを両手で握にぎりしめた。

「な、なによっ！　『補正プログラム』フェチなの天巡っ!?　私が一いつ緒しよにいないと『繁はん殖しよく』しないとか言うし、私と真白のこと一緒に心配してるし。こ、この『無限舞ぶ台たいいちのおばか』！　だいっきらいっ!!」

「……それじゃあとで」

「こらぁ！　適当なこと言って逃にげるなぁっ！　あああああ────もおおおおおおおお！」

　ディンタニアが僕たちを見てる。

　まだ──頭を押さえてる。額には金色のサークレットが光ってる。

　ディンタニアが〝端末〟の能力を使えるのは三回まで。ビルを落とした『運命規定』で一回。『嚙かみ砕くだくもの』の召しよう喚かんで一回。『ティーチング』で一回。もう三回使ってる。幼児化しててもおかしくないのに──いつもと、なにかが違う？

「──イエス、博士──」

　誰だれと話してるんだ、ディンタニア？

　ディンタニアを囲んでいる五体の『嚙み砕くもの』。さらに地面からもう二体、黒くろ焦こげになった『嚙み砕くもの』が姿を現す。寄り集まっていく。形が──変わっていく。

　鋼鉄の鎧よろいをまとった巨きよ人じん、『架か空くう兵士』に。

　──ディンタニアが能力を使うのは四回目なのに。幼児化してない。

　ディンタニアはさっき、『進化した』って言ってた。

　完成に近づいてるのか？　魔ま術じゆつ師しアグシーダが〝雑音〟の前面に出てきたから。

「──黒乃、頼たのむ！」

　僕と〝傷〟は『架空兵士』の足あし下もとめがけて走り出す。

　鍵かぎは、この世界のセキュリティホールだ。

　ケルトファリアが教えてくれた。〝端末〟の『果実』を構成するもの。『果実』はさらに細かい要素で出来ている。『衝しよう動どう』を消しなさいって言ってた。それが『果実』を作り替かえ、世界のシステムを変えるための手段。

　精神的なショックで『果実』は不安定になる。真白が僕を好きになってバグったように。リトが、ほのかが死んだショックでバグってしまったように。じゃあ、〈英えい雄ゆう〉のバグの理由は？　楓さん──元〈断罪人〉のバグの理由は？

　考えるな。そこまで考える必要は──今はないんだ。

「──来ないで、カケル──来たら──博士が──カケルを殺しちゃうの──」

　ディンタニアは頰を押さえて絶ぜつ叫きようした。

『架空兵士』が鉄てつ槌ついを振りかざす。僕を潰つぶすつもりだ。

　でも、そっちは見ない。脚あしを止めるな、走れ！

　信じろ。こいつは黒乃が止めてくれる!!

「いっけえええええええええ、はああああああああと、ぶれいかあああああああっ!!」

　頭の上で雷らい光こうが輝かがやく。鉄が沸ふつ騰とうして、溶とけるような音がする。

『架空兵士』の鉄槌を貫つらぬいたのは、黒乃自身よりも巨きよ大だい化した、雷光の魔ま剣けんハートブレイカー。

「〝傷〟！　『架空兵士』の脚を消せっ!!」

『美味シクナイ！』

『架空兵士』の足首に〝傷〟が喰くらいつく。僕は、その脇わきを駆かけ抜ける。

　額のサークレットを押さえて、ディンタニアが僕を見ている。

　ディンタニアの中にあるのは七つの『果実』がシンクロして生まれた、〈世界〉になりかけの『果実』。ひとつになった状態の『果実』は喰えない。それは七つの『果実』がまるごと消えることを意味する。世界が、終わる。

　──ショックを与あたえれば『果実』は不安定になる。

　──バグを起こせなくても。『果実』のシンクロを妨ぼう害がいするくらいなら!!

　いまさらだけど──思ってる。

〝雑音〟が味方のうちに、ディンタニアともっと話せばよかったって。

　ディンタニアは何が好きなのか。好きな食べ物はなにか。リトの作ったケーキを一緒に食べたり、もっと〝普通の人間〟の世界の楽しいことを伝えたかった。でも、そんな暇ひまなんかなかった。〝雑音〟はずっと〝端末〟に狙ねらわれてて、僕も〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉に殺されかけてた。僕たちの間に平へい穏おんな時間なんかなかった。

　カイエと話せたのも〈角笛を吹く精霊〉がいなくなったから。今、この時だけ、僕たちは敵でも味方でもない。友達同士みたいに話ができる。カイエの事情も知ってしまった。モニカの事情も知ってしまった。だから、喰えなくなった。

　本当にその人のことを知ってしまったら戦えなくなる。

　──本当に大きなものを相手にしようとしてるんだ、僕たちは。

　ディンタニアの『果実』を全部喰らったら、世界が終わる。

　ディンタニアが〈政治家〉と〈人形使い〉の『果実』を喰らっても、世界は終わる。

　だから僕はそれ以外の方法を探す。




『食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？』




〝傷〟は〝夢を見続ける神〟が僕に〈生命体〉の『果実』を喰わせるために与えたもの。自分が『無限舞台』に介かい入にゆうできない代わりに、舞台の登場人物に世界を終わらせるもの──それがケルトファリアの仮説。もしもそれが本当だとしたら。

　──誰だれが神様の狙いどおりに動いてやるもんか。

　ディンタニアまで数メートル。白衣に包まれた細い身体からだ。ディンタニアの中にある巨大な『果実』が見える。赤い渦うず巻まき。回転してる。あの中に『果実』の要素があるのか？　『衝動』を消せ？　そっちはわからないけど──やる。やってみる。意識を保ったままで。

「……カケル。もうディンタニアの前に来ないで！　痛いの──辛つらいの」

　プラチナブロンドの頭を押さえたまま、ディンタニアは叫さけび続ける。

「お願い、カケル！　ディンタニアに希望を見せないで──っ!!」

『ならば消してしまうがいい。ディンタニア「虚無へワンの帰還ネス」を起動せよ』

　──なんだ？

　魔術師アグシーダの声が聞こえた。でも、姿は見えない──どこに!?

『終しゆう焉えんを招く。この場で〈政治家〉の「果実」をえぐりだしなさい』

「──や──やぁ──それ、や──なの！　それを使うとディンタニアがはじけちゃうの!!」

　ディンタニアは白衣の胸を押さえた。砕くだけそうなほど身をよじって、叫ぶ。

『聞き分けなさい。「虚無への帰還」を起動。〈政治家〉を分解し、「果実」をえぐりだせ』

「────────イエス。博士」

　僕の背後で『架か空くう兵士』が、ぱしゃ、と弾はじけて消えた。

　不意に張りつめた空気に、身体が硬直する。僕も、黒乃も、真白も。カイエとモニカに駆け寄ったリトも──感情を持たない〝傷〟さえ動かない。

　波の音が聞こえない。風の音も。雲さえも動きを止めてる。

　世界が『無限舞ぶ台たい』の終わりを予期して怯おびえているように。

『来るか、イレギュラーよ。お主も無へと還かん元げんするのかな？　〈政治家〉のように』

　ディンタニアの中で巨大なひとつの『果実』が光を放つ。

　濡ぬれた白衣の裾すそが膨ふくらみ、舞まい上がり──ほどけていく？

　ディンタニアの中にある赤い渦うずが大きくなって──彼女を取り囲む、巨大な螺ら旋せんに変わる。

　彼女の足あし下もとにいる〈政治家〉の身体も、ディンタニアの白衣と同じように──ほどけていく。無数の粒りゆう子しへと。身体が実体をなくしていく。まるで〈政治家〉の身体が膨らんで──膨らみすぎて──細さい胞ぼうと細胞の間に隙すき間まが出来たみたいだった。隙間だらけで──〈政治家〉オスロット＝ロレンガッシュの頭をディンタニアの細い腕うでが貫かん通つうしていく。

　──原子分解──？

　バラバラにするとか、そういうレベルの話じゃない。無数の細かい粒子になった〈政治家〉の身体、その中で『果実』だけが形を変えずに赤い光を放っている。

　その赤い『果実』を、ディンタニアの手がつかみとった。

　びくん　びくん

　ディンタニアの身体が跳はねる。

　やがて、耐たえきれなくなったように、くたり、と崩くずれ落ちる。

　赤い螺旋が消えていく。

　止まっていた血が流れ出すように──やっと、身体が動き出す。でも──遅おそい。

　ディンタニアは手の中に〈政治家〉の『果実』を摑つかんでる。

『「虚無への帰還」は地上の物質を一時的に無に帰かえす。〝精霊〟の「果実」は「神の箱庭」で作られたもの。最後まで維い持じされる。故ゆえに、このように手づかみで取り出すことができる』

　ぱしゃ

〈政治家〉の身体がほどけて、赤い液体になり、弾はじけ散った。

『ディンタニアを気にかけてくれるのは嬉うれしいのだがね、イレギュラーよ。ディンタニアは君が考えているようなものではない。この娘むすめは、人のかたちを取っている人工生命。魔ま術じゆつ師しアグシーダと〝雑音〟の呪じゆ詛そ、そしてケルトファリアの遺骨が生み出した人工の〝端末〟』

　──声しか聞こえない。

「どこにいる──僕たちをどこで見てる？　出てこい！　魔術師アグシーダ!!」

『若さとは美しくもあるが滑こつ稽けいでもあるものだ。得られないものを得ようとする。道は既すでに定まっている。システムは固定化されている。〝端末〟が人として生きる道などない。バグれば最終的には「果実」の暴走による異形への変化が待っている』

　淡たん々たんと、僕に向かって語り続ける、魔術師アグシーダの『声』。

『話は終わりだ。ディンタニア、〈政治家〉の「果実」を取り込むがいい』

「──見ないで、カケル。ディンタニアを──見ないで──!!」

　まるで──〝傷〟のように。

　ご　くん

　ディンタニアは〈政治家〉から奪うばい取った『果実』を、飲み込んだ。

　暗い表情で、膝ひざをついて。

　自分自身と──世界すべてに、絶望したような顔で。

　ディンタニアの中にある赤い──〈世界〉になりかけの『果実』が大きくなる。




『食────────────────────────────』




〝傷〟が叫んでる。恐きよう怖ふと食しよく欲よくで、僕の意識が──吹ふき飛びそうだった。

『虚無への帰還』。あれが〈世界〉の能力。『果実』七つで──赤い螺旋が天まで伸のびてた。八つならどうなる？　九個なら──『無限舞台』はその場で終わる。

　足が震ふるえ出す。駄だ目めかもしれない。近づいたら『虚無への帰還』で消されるかもしれない。〝傷〟を制せい御ぎよできないかもしれない。ディンタニアはすぐそこにいる。止めなきゃ駄目なのに。止めなきゃ──終わってしまうのに!!

『ディンタニア、再度「架空兵士」を起動せよ。イレギュラーたちを殺せ。〈人形使い〉を手に入れれば、全すべてが終わる。ディンタニアの迷いも──辛つらいのも──痛いのも』

「イエス──博士」

　僕の足下に影かげが落ちる。消えたはずの『架か空くう兵士』が、僕の目の前に出現する。足は片方溶とけたまま。鉄てつ槌ついも持ってない。僕に向けて、まっすぐ拳こぶしを振ふるってくる。

「──天巡に手え出すなぁああああああああっ！」

　──黒乃!?

　ハートブレイカーの雷らい光こうが、『架空兵士』の拳を包み込んだ。

「行きなさい天巡！　まだ詰つんでない！　私も真白もまだ生きてる！　あんた真白に無む茶ちや苦く茶ちやなこと頼たのんでおいて、ここで黙だまって世界の終わりを見届けるつもり!?　動け！　ばかっ！」

　僕の足下で雷光が弾はじけた。ついでに黒乃の蹴けりが──真後ろから飛んできた。

「ここであんたが失敗しても、私も真白も、あんたの大事なちびっこも、絶対文句なんか言わない。もう一いち蓮れん托たく生しようなの！　五秒待つわよ。それまでに行かなかったら、ここで黒くろ焦こげにしちゃうから！」

　黒くろ髪かみを振り乱して、黒乃は僕の襟えり首くびを摑む。

　真白より少しだけきつい──つり上がった目が僕を見る。黒乃は迷うのを許してくれない。巨きよ大だい化したハートブレイカーを振り上げて、本当に──一からカウントを始めた。

「ちょ、黒乃──!?」

「……私はずっと真白の中にいたの」

　黒乃の手の中で、ハートブレイカーが巨大な光を放ち始める。

「なんとなくだけど、覚えてる。ちっちゃな真白が雪の日に、病院の前で出会ったちっちゃな男の子のことを、嬉しそうに話してくれたこと。私は──本当は」

　光が僕の足下を灼やき焦がす。砂が赤く焼けて、水蒸気と煙けむりを吐はき出す。

「──続きはこれが終わってから。聞きたかったら、ちゃんとすることしなさい。天巡！」

　黒乃の顔は真っ赤だった。なにかを、告白しようとしてるみたいに。最後まで聞きたかった──けど。

「──援えん護ご頼たのむ！　黒乃」

　僕は黒乃に背を向けて走り出した。

「了りよう解かい！　いっけえええええええ！　はあああああと！　ぶれいかあああああっ!!」

　片足の『架空兵士』の胴どう体たいに、灼しやく熱ねつの刃やいばが食い込んだ。

　鋼鉄の巨きよ人じんの動きが止まる。僕はその隙すきに、『架空兵士』の足あし下もとを走り抜ぬける。隣となりを〝傷〟が駆かけてる。解き放たれた喜びに震えてる。

　──黒乃は──なにを言おうとしてたんだろう。

　これが終わったら聞ける。

　ディンタニアが僕を見てる。できるかどうかわからない。でも、やる！

「あああああああああああああああっ！」

　疲つかれたように膝をついたディンタニアに、僕はそのままぶつかっていった。

　白衣に包まれた細い肩かたを摑つかんで、雨の染しみこんだ砂すな浜はまに押し倒たおす。
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　助けられないのはわかっていた。

　砂浜に倒れ込んだ〈人形使い〉カイエと『自動人形』モニカ。

　モニカの腕うでに抱だきしめられたカイエは無傷。

　けれど、モニカは両りよう腕うでが千切れ、無理に「モニカ二号」の足を接続した下半身は腰こしのあたりまでが溶け崩くずれ、露ろ出しゆつした赤いコアには、指が通るくらいの亀き裂れつができていた。

「……ごめんなさい、おにーさん。わたしにはこの人を助けてあげられないです」

　戦せん闘とうは翔と黒乃。真白は翔の回復役。リトはカイエとモニカの救助が仕事。

〈人形使い〉カイエはモニカの首に抱だきついて泣いている。

「……やだ、モニカぁ。死ぬ時は一いつ緒しよだっていったのに。誰だれが悪いの？　〝雑音〟？　イレギュラー？　ボクは誰に復ふく讐しゆうすればいいの？」

「復讐しなくていいですカイエさん。〝雑音〟に食べられないように遠くへ逃にげてください」

　リトはカイエとモニカから視線を逸そらした。

　翔たちはまだ戦ってる。さっき、天まで届く巨大な赤い螺ら旋せんが見えた。『神の箱庭』を見た時と同じように、リトの身体からだが恐きよう怖ふで震ふるえた。

　楓から聞いたことがある。ラガジュの夢が覚める時、すべてのものは砕くだけて無に帰る。『虚無への帰還』はそれを強制的に起こすもの。今はまだ現実の『恒ホメ常オス性タシス』の方が強い。けれどあとひとつ、ディンタニアが『果実』を手に入れたら終わる。赤い螺旋は世界の全すべてを無へと還かえしていく。

「わたしにできることはないです。逃げてください。別べつ荘そうに戻もどって『複製品』でバリケード作って隠かくれててください。落ち着いたら、がんばってモニカさんを修理してください」

「……冷たいんだね、〈慈じ母ぼ〉」

「わたしの包容力はおにーさんのためだけのものです。死ぬ時はおにーさんの側って決めてます。あなたと一緒に無に帰るなんてもったいなさすぎます」

「クロノに言われたんだ、ボクの世界には、モニカと『複製品』しかいないって。なのにモニカがいなくなったら、ボクはどうすればいいの？」

「あがいてください。おにーさんや真白さんたちみたいに」

「……でも、あがいても行くところなんかないんだ──」

　こらえきれなくなったように、カイエはモニカの頰ほおに顔を押しつけた。

「わからないよ。〈人形使い〉をやってきたことが間ま違ちがいだったの？　両親はずっと前に死んじゃった。それで今、モニカをなくして、ボクの世界はなんにもなくなる。それは死ぬのとどこが違ちがうの──？」

「いいえ」

　モニカの唇くちびるが微かすかに動いた。

「マスターにはまだ行く場所があるのです」

「……モニカ？」

「〈慈母〉。これからモニカの言うことを聞いてください。証人に、なってください」

「証人、ですか？」

　うつろな目で語りかけるモニカに、リトは静かに聞き返す。

「これからモニカが話すことを聞いてマスターが出す答えを、イレギュラーに伝えてください。モニカの話を聞いたあと、マスターはきっと道を選ぶはずです。お願い、します」

　モニカのコアが小刻みに点てん滅めつしている。『自動人形』の心臓部がこわれかけている。

　──いまさら誰かが死ぬのにびっくりなんかしないです。この世界はもう、壊こわれかけなんですから。

　──でも、わたしやっぱり自分が嫌きらいです。おにーさんだったら心配してモニカさんの手を取るくらいはしてあげるのに。わたし、おにーさんの前でしか泣けなくなっちゃってます。

　──〈慈母〉だから？　ううん、おかーさんの教育のせいです、きっと。

「……わかりました。モニカさん」

「ありがとうございます。聞いて下さい……………………………………………マスター」

　本当の『慈母』──慈悲深い母親というのはこういうものを言うのかもしれない。リトは思う。こわれかけの『自動人形』モニカは、砕けた腕でカイエを抱き、信じられないくらい穏おだやかな顔で微笑ほほえんでいた。
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「モニカ──ボクも一緒に死んだら、駄だ目め？」

「駄目です。モニカのお話を聞いたら、マスターは死にたくなんかなくなります。いいですか、マスター？」

　モニカの言葉が聞こえているのか──いないのか。

〈人形使い〉カイエは微かに、こくん、と頷うなずいた。




「マスターのご両親が亡なくなったというのは噓うそです」




　モニカは──首の関節を軋きしませながら──歯を使って、メイド服の胸むな元もとから一枚の写真を抜ぬき出した。そこには、幼い頃ころのカイエと、一組の男女が写っていた。

「マスターのご両親は生きています。モニカはずっとマスターを連れて、ご両親から逃げてきました。それが『自動人形』にかせられた使命だったのです」

『自動人形』モニカは語り始めた。

「モニカたち代々の『自動人形』の役割は〈人形使い〉を孤こ独どくにすることです。〝端末〟の世界でしか生きられないように、一人ぼっちにすること。そしてその後、唯ゆい一いつの家族として〈人形使い〉の側にいることです」

「──孤独に？──モニカが、ボクを？」

　モニカを抱だきしめたまま、カイエが目を見開く。

「はい、『自動人形』は〈人形使い〉が死ぬまで役目を果たし続けるように見張るための、看守なのです。マスターの家族を殺し、『自動人形』に依い存ぞんするようにして、逃にげられないように見えない牢ろう獄ごくを作る。それが『自動人形』モニカの真の役目です。そしてモニカを動かしているコアは、マスターの生命力を奪うばい取って鼓こ動どうしているのです」

　モニカの胸で光る、亀き裂れつの入った、こわれかけのコア。

　言葉をなくしたカイエの手を口でくわえ、モニカは自分の胸元へ導こうとする。

「マスターは元々病弱でした。だけどモニカが来てから、ますます悪化していったはずです。〈人形使い〉は戦えないのではないのです。戦わないように、生命力を奪われているのです」

「……モニカが、ボクの命を奪ってる？　噓!?」

「──怒おこりますよね、マスター。でも、モニカはぽんこつですから失敗しちゃいました。マスターがあまりに病弱だったから、使命を果たすにはエネルギー不足だったのです。殺すつもりだったご両親には逃げられてしまいました。お二人の消息がわかったのは最近のことです」

「ちょ、ちょっと待ってよモニカ。ぜんぜん意味わかんないよ！　ボクの両親？　消息？　一人で話して納なつ得とくしないで。もっと──落ち着いてから話そうよ？　ねぇ！」

　そんな時間はない。それは、すぐ側で見ているリトには、よくわかった。

　モニカのコアは赤く点滅をはじめ、その間かん隔かくが段々長くなってきている。

　まるで切れかけの電球のように。

「時間なんかないのです。マスター、聞いて──ください。モニカは噓つきでした。モニカはずっと、モニカ自身のために噓をついてきました。イレギュラーをここまで呼び寄せたのも、別にマスターを生き残らせるためではないのです。それは、とっても単純な目的なのです」

「モニカ──もういいよ！　モニカ！」

　モニカの頰ほおに、カイエが流す涙なみだの粒つぶが落ちていく。

　温かい滴しずくを受けながら、モニカは幸せそうな笑えみを浮うかべていた。

「モニカは──マスター以外の〈人形使い〉なんかいらないのです」

　今にも消えそうな、けれど、はっきりと聞こえた、『自動人形』モニカの答え。

「マスターは病弱すぎですから、次世代モニカを完成させる前に死んでしまいます。すると、モニカは次の世代の〈人形使い〉に仕えることになります。そんなの、まっぴらごめんなのです。へどが出るのです。スクラップになった方がましなのです！」

「──モニカ」

「マスターは最高です。マスター以上の人なんか、『無限舞ぶ台たい』に二度と現れません。〈人形使い〉はマスターで終わるべきなのです」

　モニカは軋む首を動かして、カイエに顔を近づけようとする。

「でも、イレギュラーは甘くて──ぽんこつだから、マスターが泣いてたら『果実』を食べてくれません。だからマスター、選んでください。『果実』を喰われて〝普通の人間〟になるか、〝端末〟を続けるか──イレギュラーに答えを告げてください」

「なんで、なんでそんなこと言うの!?　いじわるだよ。そんなのボクに選べるわけないじゃない！　モニカっ!!」

　モニカの緑色の瞳ひとみが、黒く濁にごっていく。

　コアの点てん滅めつが速くなり、光が、小さくなっていく。

「いいじゃないですか、マスター、最後くらい、いじわるを言ったって」

　モニカは目を閉じ──カイエの耳に、つくりものの唇くちびるをよせた。

「だって──モニカは──マスターの──カイエ＝トキサガの────家族なんですから」




　ぱきん

　モニカのコアが二つに割れ、光をなくした。

　リトは黙だまって、動かなくなったモニカと、その首筋にしがみつくカイエを見ていた。

　モニカに約束した。彼女の告白のあと、カイエが出した答えを翔に伝えると。

「……どうするか決まりましたか？」

　リトの耳に翔の雄お叫たけびが届く。行きたい。大事な、おにーさんのところへ。

　──おにーさんなら、カイエさんをどうしますか？

　泣いている金きん髪ぱつの少女。翔なら彼女を置いていくことなんかできない。自分がそのせいでピンチになっても。喰らえないし殺せない。ぎりぎりまで追い詰つめられているのに、結局、翔はカイエを喰らわなかった。素す直なおにリトはそれをすごいと思う。

　──そうです……わたし、おにーさんみたいになりたいんです。

「聞いて──〈慈じ母ぼ〉」

〈人形使い〉カイエは顔を上げた。




「ボクは、〝端末〟のまま、いつか──モニカを直したい」




　震ふるえる声で、歯を食いしばって、ただ一言だけ呟つぶやいた。

「承知しましたっ！」

　リトはリュックサックの中身を砂すな浜はまにぶちまけた。

　閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だん。スタンガン。居並ぶ護身武器の中から、使い慣れた鉄板入り踏ふみ台を拾い上げ、脇わきのスリットから包丁を引き出す。それを右手に握にぎり、左手には〈心しん配ぱい症しよう〉相手に使った空くう砲ほう入り拳けん銃じゆう。

　両手に武器を摑つかみ取り、リトは〈人形使い〉カイエを守るように仁に王おう立だち。

　視線の先。ディンタニアに飛びかかっていく翔を見つめながら、走り出したいのを必死でこらえる。やることは決まっている。翔は世界を終わらせたくない。リトはその手伝いをする。

「脱だつ出しゆつします。『日本一包容力のある小学生』が、あなたを守ります。おにーさんの依い頼らいです。わたしは、命がけでそれを守ります」

　戦いに向かう翔の背中に届くように、めいっぱいの大声でリトは宣言する。

「包容力のある小学生は、大事な人のついでに誰だれかを守りたくなることもあるんです！」
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「──カケル──」

　僕はディンタニアの肩かたを摑んで砂浜に押しつけた。

　この距きよ離りなら何も出来ない。『完全なる恋こい人びと』も『架か空くう兵士』も『運命規定』も！

『食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？』

〝傷〟はまっすぐ、ディンタニアに飛びかかろうとする。

「──待て！」

　僕は奥歯をかみしめる。〝傷〟の動きが、停とまる。

　ディンタニアのことしか見えなくなる。

　目の前にある最高のごちそう。〈世界〉になりかけの『果実』。それを喰らうことしか考えられなくなる。ディンタニアに比べれば、〈政治家〉やカイエなんかジャンクフード。

　食欲に引きずられてる。頭が、真っ白になる。ディンタニアの『果実』に──喰らいつきたい。

「──カケル、どうするつもりなの──？　ディンタニアを──殺すの？」

　仰あお向むけのまま、紫むらさき色いろの目を見開いて僕を見てるディンタニア。

　僕はディンタニアの肩を握りしめる。宝石みたいなプラチナブロンドが、指に絡からみつく。

　ディンタニアが呼吸してるのがわかる。心臓が鼓こ動どうしてるのがわかる。黒乃だってディンタニアだって変わらない。誰に作られたって、生きてるのは変わらないんだ。

『食────────────────────────────ッ！』

　──まだだ、〝傷〟。動くな。

　この状態で──何秒保もつ？

　心臓は割れそうなほど激しく鼓動してるけど。呼吸が苦しくなって、目の前が──真っ赤に染まっていくけど。まだ──我が慢まんできる。

「ディンタニア、僕は『神の箱庭』でケルトファリアに会った。頼たのまれたんだ。私の娘むすめ、ディンタニア＝エシュオンを助け出してって」

「……ディンタニアは誰にも捕つかまってないの」

「捕まってる──ディンタニアは、がんじがらめにされてる」

「誰に？」

「魔ま術じゆつ師しアグシーダに」

「あの人はディンタニアを〈世界〉にしてくれるひと。言ったでしょ？　ディンタニアの世界はもうとっくに終わってるって。間ま違ちがってるのはカケルなの。世界ははじめから狂くるってて、ディンタニアたちはそれをきちんと終わらせたいだけ。いつまでも終わらない──ゾンビみたいに、生きてもいないし死んでもない状態で続く世界になんの意味があるの？」

「そんなの知るかっ!!」

　ディンタニアの中にあるたったひとつの『果実』。

　食欲が強くなる。視界が真っ赤に染まっていく。意識が、遠のいていく。まずい──まだ！

「教えて、カケル。ディンタニアが持っているのは、〝雑音〟がずっと抱かかえてきた絶望。カケルはディンタニアを助けて──くれる？　小さな子供が泣いてるの。カケルはディンタニアのものになってくれないの──世界は──間違ってるの──お願い──カケル」

　ディンタニアの声が壊こわれてきてる。

「教えて、カケル。ディンタニアはどうすればいいの？　〈世界〉になるのを止めるほどのものを、カケルはくれるの？　ディンタニアは世界を終わらせる代わりになにを得るの──？」

　ディンタニアの額のサークレット。その周りが──真っ赤に充じゆう血けつしていく。血管が──浮うき出てる。なにかに介かい入にゆうされてる？　サークレットが光るたびに、ディンタニアの身体からだがびくん、びくんと震ふるえる。

「教えて、カケル。世界は残ざん酷こくで、〝雑音〟はもうほとんど残ってなくて、ディンタニアは人工生命で、〝普通の人間〟の世界では生きられなくて──なのに──」

「わかるかそんなの！　僕はディンタニアの事情を知ってる。でも答えなんかわからない。だけど壊したくない。〝精霊〟の意図だろうと〝夢を見続ける神〟の意図だろうと、〝端末〟と〝雑音〟と〝普通の人間〟が喰くらい合う『無限舞ぶ台たい』をもう僕は見たくないんだ。壊れるのも壊されるのも嫌いやなんだ、だからっ！」

　ああもう、うまく言葉にできない。元々順序立てて話すのは得意じゃないんだ。

　僕はディンタニアに何を言えばいい？　博士の──魔術師アグシーダの支配を壊すような言葉を考えればいいのか？　今だけディンタニアの気を引くようなうまいセリフを？

　──違ちがう！

　計算なんか意味がない。数百年を生きた魔術師に──〈角笛を吹ふく精霊〉さえ出し抜ぬいた奴やつに頭の出来で敵かなうわけないんだ。考えるな。もうなんだっていい！

　僕はディンタニアを止めたいんだ！　だからっ!!




「ディンタニア！　僕を好きになれっ!!」




　空気が凍こおりついたような気がした。

「カ──カケル？　なに言ってるの。ディンタニアわからない──」

「周防さん──真白は僕のせいでバグった。でも、真白は僕を助けてくれた。何度も命を救ってくれた。一いつ緒しよにいたい──だから、真白にそれが必要ならちゃんと『繁はん殖しよく』させる。黒乃の人パーソ格ナリテイだって守ってみせる。リトとずっと一緒にいる。誰だれも犠ぎ牲せいになんかしない！　だから、ディンタニアのことだって受け止めてみせる、きっと！」

「わ、わからないの。突とつ然ぜん日本語がわからなくなったの。カケル？　カケル──？」

「僕は毒だって言ったよな。僕という毒が回ったのが気持ちいいって。だから、もっと僕の毒が回ればいい。脳を冒おかして、神経を冒して──僕が消えるのが恐こわくてこわれるくらいの毒が回ればいいんだっ！　だから、ディンタニアは世界を壊せなくなるくらい僕を好きになれ!!」

　言ってから百万年分後こう悔かいした。

　でも、一言も噓うそなんかついてない。目は逸そらさない。今、ディンタニアから目を逸らしたら、そこで全すべてが終わるような気がする。受け止めろ。今だけは絶対に目を逸らすな。

「カ、カケル──おかしいの。ディンタニアにそんなこというの、駄だ目めなの。小さなディンタニアが目を覚ますの──駄目。聞いたら、駄目。ディンタニアは──〈世界〉に」




　えーん

　えーん　えーん

「こわいの、カケル。ディンタニア、世界のおわりがこわい」

　ディンタニアの中にある巨きよ大だいなひとつの『果実』が震え出す。

　回転が止まる。まるでルーレットにたくさんのボールを投げ込んだように、ぶつかり合い、弾はじけて──分解していく。シンクロが止まる。

　巨大なひとつの『果実』──〈世界〉になりかけの『果実』から。

　バラバラに回転をはじめる、七つの『果実』へ。

　──今だ。




「〝傷〟！　喰っていいっ!!」

〝傷〟の青白い身体を、ディンタニアに向かって解き放つ。

「カ、カケル──ディンタニアをだましたの？」

「だましてなんかないっ！　僕が噓ついてるって思うなら『運命規定』で槍やりでも剣けんでも降らせればいいだろっ！　世界が終わるせとぎわに噓なんか言わないっ！　受け入れないなら僕を殺せ！　でも、もしもディンタニアの中に少しでも世界を終わらせたくないって気持ちがあるなら──喰われろ！　ひとつか、ふたつ！　『果実』を！　それがディンタニアの答えだ！　僕の答えはもう言った。だから今度はディンタニアがどうしたいのか、僕に答えを聞かせろ!!」

　もしも、ここで剣が降ってくれば、簡単に──決着がつくかもしれない。

〝傷〟には物理的な防ぼう御ぎよ力がないんだ。何度も思い知らされた。

　だから──それを逆に利用すれば！

「──カケル──博士──ディンタニア、どうすれば──いいの？」




『食────────────────────────────』




〝傷〟の青白い指がディンタニアに触ふれた瞬しゆん間かん、僕の意識は真っ白になった。

　甘い──真っ白な世界。呼吸をするだけで身体がしびれてくる。なにもしなくていい。喰らうものは目の前にある。ただ、手を伸のばして摑つかみ取ればいい。

　赤い渦うず巻まき。ひとつめ。〝傷〟の青白い腕うでが伸びていく。抑えがきかない。尖とがった爪つめで、ひとつめの渦巻きを摑み取る。中で何かが回転している。『果実』を構成しているもの。三つの要素。『衝しよう動どう』──『能力』──『転生』。そんな単語が一いつ瞬しゆんだけ頭をよぎって通り過ぎていく。なにも残らない。あるのは全身を覆おおい尽つくす食しよく欲よくだけ。

　信じられない。こんな美味おいしいものがあったなんて。牙きばを立てる。抵てい抗こうできない。

　一つ目の『果実』をむさぼり喰う。甘い。誰の『果実』？　〈政治家〉？　なんとなく、わかる。ディンタニアが喰くらったばかりの『果実』を僕は──〝傷〟は──咀そ嚼しやくする。数秒で飲み込んでしまう。次は──。

　──天巡翔じぶんが棒立ちのままディンタニアと〝傷〟を見下ろしてるのが分かる。

　二つ目の『果実』をえぐり出せ。次は〈心配症しよう〉。まだ定着が甘い『果実』。

　止まらない──根こそぎに喰らえ──全部。

　──赤いひびわれに覆われたディンタニア。紫むらさき色いろの瞳ひとみが、うつろに開いたまま。

　──魔ま術じゆつ師しアグシーダは──なにもしない。

　──いる。ディンタニアを通してどこかに隠かくれてる。笑ってる。

　ほら、二つ目の『果実』を引き出した。これが世界の終わりの光景。止まらない。全すべて喰らう。望みのまま。これが──。




〝夢を見続ける神〟が〝傷〟に仕込んだウィルス。




　ぼこん

　青白い〝傷〟の背中が泡あわ立だっていく。アグシーダが笑う。〝傷〟は神の細さい胞ぼう──〝夢を見続ける神〟は被ひ造ぞう物ぶつを愛さない神。被造物で遊ぶ──神──意識がはっきりしない。二つ目の『果実』に牙を立ててるのが誰なのかわからなくなる。僕が──消える。




『〝夢を見続ける神〟の名において汝なんじを試ためした』

『汝は目的を果たした。神は「果実」に中毒していたが故ゆえに、華か麗れいなる終しゆう焉えんを望んだ』

『これもひとつの結末。〈世界〉の顕けん現げんはならずとも、終末は訪おとずれる』




　不定形の神様の声が聞こえる。

　泡立っていく〝傷〟の背中が──まるで、『神の箱庭』にいる、不定形の──かみさまの──よう──に。こわれる。いしきが、きえる。あまくて──おいしい──かじつ──ぼくが──ぺいんに──とりこまれて──せかいが──。

　──おわる、まえに。

　──ひとことだけ、いいたいことが──あった。

　それは──。




「──限界──だ！　周防さん──真白──頼たのむ────っ!!」




　残った意識を振ふり絞しぼって僕は叫さけんだ。
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　鎖くさりから解き放たれた子犬のように、真ま白しろは走り出す。

　黒くろ乃のは真白の隣となりを走っている。

　真白の手には大おお振ぶりのコンバットナイフ。〈政治家〉の兵士が持っていたもの。

　──今だけあたしは、天あま巡めぐりくんのための〝端ガジエ末ツト〟になります！

　使命を果たすための道具に。本当なら絶対にしたくない。けど、他ほかに手段はないと翔は言った。だから走る。コンバットナイフをかざして、一気に──。

　合図をするまで絶対に動くなって言われた。待っていた。翔かけるが自分の名前を呼んでくれるのを。だから迷わない。翔が痛いのは分かっている。分かち合いたい。翔がくれる痛みなら構わない。全部自分に移してくれていい。むしろ大だい歓かん迎げい。だけどそれは叶かなわないから──今は〝傷〟を止める。翔の怪け我がはあとで真白が癒いやす。

「ごめんなさいっ！　〝傷〟さんっ!!」

　真白は手に余るサイズのコンバットナイフを、そのまま〝傷〟の胴どう体たいに──突つき立てた。
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「──あああああああああああああああああああああああっ!!」

　激痛が意識を覚かく醒せいさせた。ディンタニアに覆おおい被かぶさっていた〝傷〟が──脇わき腹ばらから赤い鱗りん粉ぷんを噴ふき出すのが見えた。一いつ瞬しゆん、それに触ふれそうになった真ま白しろを、黒くろ乃のが抱だき寄せる。

『キュイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ！』

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ』

　泡立つ〝傷〟の背中。そこから別のものの声が聞こえてくる。聞き覚えが──ある。

　ケルトファリアに呼ばれた『中有の居城』で聞こえていた笑い声。

　被造物を愛さない──被造物で遊ぶ──〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟の──声。

「あ、天あま巡めぐりくんっ！」

「──あ」

　僕の脇腹から血が噴き出していた。〝傷〟とのリンクが──強くなりすぎたから。

〝傷〟の傷口が僕の身体からだにも転移してる。

「だ、だいじょうぶです！　すぐにあたしが治して──」

「近づくな。〝傷〟の鱗粉に触れたら駄だ目めだ──────────────っ！」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ』

〝傷〟の様子がおかしい。

　ディンタニアを喰らってる間、制せい御ぎよがきかなくなるかもしれない──って思ってた。

　僕の意識も──吹ふっ飛ぶかもしれないって。

　だから、合図したら真白がナイフで〝傷〟を突き刺さして止める。そういう作戦だった。〝傷〟には物理的な防ぼう御ぎよ力がない。簡単だった。真白は〝傷〟から噴き出す鱗粉に触れなければ大だい丈じよう夫ぶ──のはず。

『〝夢を見続ける神〟の名において汝を試ためす』

〝傷〟から〝夢を見続ける神〟の声が響ひびき渡わたる。

『〈生命体〉を喰くらい、〝端末〟の運命から解放せよ。さすれば世界は無限の輪りん廻ねから解放されよう』

〝傷〟がディンタニアを放ほうり出して──立ち上がろうとしてる。

　脇腹から鱗粉を噴き出して──血のような赤い眼めからも──ゲル状の鱗粉を流して。

『〈生命体〉を喰らい、〝端末〟の運命から──解放──せよ』

〝傷〟の真っ赤な目が、真白を捉とらえた。

　青白い身体がばねのようにしなる。〝傷〟が真白に向かって──飛びかかろうとしてる？

『食────────────────────────────!!』

「動くなって言ってるだろ〝傷〟！」

　がっ

　体温のない〝傷〟の首を僕は後ろから摑つかんだ。

　飛び上がろうとした〝傷〟はバランスを崩くずして、砂すな浜はまに顔を擦こすりつける。暴れてる。青白い手足が、触しよく手しゆのようにばたつく。

　でも──放さない。

　脇腹が焼け付くみたいに熱くて──感覚がなくなってる。

　僕は背中から〝傷〟を押さえつける。膝ひざを押しつけると背中の泡あわが潰つぶれて──赤い鱗粉を吐はき出す。そのたびに〝傷〟の中から叫さけび声があがる。割れ鐘がねのような。数十ヶ国語を圧縮した音声のような、〝夢を見続ける神〟の声が。

『──〝夢を見続ける神〟の名において汝なんじを試す。喰らえ、我を夢に縛しばり付ける〝端末〟を。この世界を生命で満たす〈生命体〉を。さすれば我は解放される。〝精霊〟が編み上げた妙たえなる「無限舞ぶ台たい」より。目が醒さめる──それが〝傷〟の使命』

「これが、ラガジュの──ウィルスかっ!?」

　ケルトファリアが言ってた、〝傷〟に取り憑ついた病原体ウイルス。魔ま術じゆつ師しアグシーダを変えてしまったもの。でも、これはウィルスなんてものじゃない。泡立つ細さい胞ぼうは『神の箱庭』で見たラガジュの姿そのもの。たとえて言うならこれは──ラガジュの。

「ラガジュの──移し身アバター!?」

『食────────────────────────────!!　食────────────────────────────!!　食────────────────────────────!!　食────────────────────────────!!』

　力が入らない。押さえが、利きかなくなってくる。

〝傷〟の食しよく欲よく──『衝しよう動どう』に取り込まれていく。

　ケルトファリアが言ってた『衝動』が鍵かぎだって。だけど、まだ意味がわからない。感覚がリンクしはじめてる。僕が〝傷〟なのか〝傷〟が僕なのか──また、ディンタニアを喰った時みたいに──頭の中が真っ白に──喰らいたい──真白を──。

「天巡くん！」「天巡いっ!?」

　二人の声に、無理矢理意識を引き戻す。

　真白はもう〝傷〟に近づけない。黒乃は──赤い鱗粉に触れた瞬しゆん間かん消える！　ハートブレイカーの雷らい光こうは〝傷〟に触れた瞬間、消される。だったら──。

「黒乃！　ハートブレイカーで砂浜を灼やけ！　真っ赤に！　触れたら身体が焼け焦こげてぼろぼろになるくらいに熱くっ!!」

　僕は叫んだ。

　鱗粉が当たらないように、離はなれた場所でうずくまっていた真白と黒乃。

　黒乃は迷わなかった。

　問答無用でハートブレイカーを起動して、その刀身を砂浜に叩たたきつけた。

　灼しやく熱ねつの刃はが染しみこんでいた水分を蒸発させ、瞬しゆん時じに乾かわいた砂を灼熱させる。

　僕は〝傷〟の顎あごを摑んで引き起こし。

　どろどろになるほど、真っ赤に灼けた地面に。

　そのまま仰あお向むけに、青白い身体からだを──押しつけた。




『キュウウウウウウアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!』




　僕の背中も煙けむりを噴ふき出す。だけど、止めない。

「〝傷〟！　僕はお前を調教する。お前は──僕の使い魔まだ！　僕の言うことを聞け！」

『食───────────────────────────!!　食ベテイイ？　〈生命体〉ノ「果実」。〈世界〉ノ「果実」！　食────────────────────────────!!』

『──〝夢を見続ける神〟の名において汝を試す』

「出て行け、〝夢を見続ける神〟！　僕はお前の言うことなんか聞かない。〝傷〟はお前から貰もらった──でも、〝傷〟は僕の使い魔だ!!　〝傷〟から出て行け、ラガジュ!!」

[image: ]

『──食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ!?』

「僕のものになれ、〝傷〟！　僕はお前を──神様の細胞を──支配してやる！」

　軟なん体たい動物みたいにうごめく〝傷〟の手足。背中から脇わき腹ばらから鱗りん粉ぷんが噴き出して、僕の視界を真っ赤に染める。僕の脇腹からも血が溢あふれだしてる。リトの応急処置で──止まるかな。真白にはもう再生能力を使わせたくないのに。

『キュイイイ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～』

　肺のすべての空気を吐き出すような悲鳴をあげて。

〝傷〟は、抵てい抗こうするのを、やめた。

『──食ベタラ、ダメ──ナノ？』

「……僕の許可があるまでは、駄だ目め」

『──────────────キュウ』

　炎ほのおのような髪かみを振ふり乱して、〝傷〟が必死にうなずく。肩かたを摑つかんだ指に、僕が力を入れるたび、怯おびえたように、びくん、と震ふるえる。僕は〝傷〟の上からゆっくりと退いていく。暴れ出したら、すぐに押さえられるように。

　真っ赤な瞳ひとみが、うかがうように僕を見上げてる。

　灼けた砂の上から離れて、〝傷〟は僕の足下にしゃがんだ。

〝傷〟の背中からわき出してた気持ちの悪い泡が消えてる。

　炎のような髪を振り、〝傷〟は名残なごり惜おしそうにディンタニアを見た。

『──ダメ？』

「駄目。今は、駄目だ」

　意識がはっきりとしてる。頭が真っ白にも、ならない。

〝傷〟の食欲が落ち着いてる。餓が鬼きのような飢うえはもう感じない──〝傷〟は僕の命令を待ってる。僕は〝傷〟を掌しよう握あくしたのか？　本当に？




「神の意志を冒ぼう瀆とくするか。イレギュラーよ。〝雑音〟の願いを消し、〝傷〟に潜ひそんだ神の願いをも否定する。そんな権利が君にあるのか？」




　砂すな浜はまに、色のない煙のようなものが生まれた。

　灰色の爪つま先さき。白衣。長い髭ひげと、長い髪。ここから少し離れた波打ち際ぎわに、まるで突とつ然ぜん割り込ませた映像のように、白衣を着た老人が出現した。

　そいつは、表情のない目で僕を見ていた。

　さっきディンタニアを喰くらった時に見た。ディンタニアの頭の中にいて、笑っていた老人。

　魔ま女じよケルトファリアが〝傷〟で復活させた中世の魔ま術じゆつ師し。

「……魔術師アグシーダ」

「ディンタニアを返し、この『無限舞ぶ台たい』から降りよ、イレギュラーよ」

　生きているようには見えない、動く死体のような老人。

　こいつがディンタニアを操あやつって、世界を終わらせようとしてる張本人。こいつを消して、生き残った五人──カイエを外せば四人の〝端末〟を壊こわせば、世界のシステムは変わる。

　ディンタニアの『果実』に触ふれた時、見えた。

『果実』は三つの要素で出来ている。『衝しよう動どう』『能力』『転生』。意味はまだよくわからない。でも、その要素をなんとかすれば──消さずに壊すことができるかもしれない。

　使命から完全に解放された〝端末〟を、作れるかもしれないんだ。

「つまりあいつが、ラスボスひとつ前の敵って奴やつね」

　いつの間にか黒乃が、僕の隣となりに立っていた。真白は僕たちの背後で、じっとこっちを見守ってる。僕の右みぎ脇わき腹ばらを見てる。痛いけど治すのは、もうちょっと──我が慢まん。

　魔術師アグシーダを消せば全すべてが終わる！

「いっけえええええ！　はあああと──ぶれいか──!?」

　先に動いたのは黒乃だった。黒乃本人よりも巨きよ大だい化した灼しやく熱ねつの刃やいばを、白衣の老人に向かって振り下ろす──けど。

「──え？」

　灼熱の刃は、確かに魔術師アグシーダの身体をこそぎとった。でも、それだけだった。

　まるで映像を逆再生したように、アグシーダの身体は瞬しゆん時じに元に戻もどった。

「無む駄だじゃよ。私の身体は既すでに死んでいる」

「〝傷〟！　喰っていい！　アグシーダを喰らえっ!!」

　解き放たれた〝傷〟が魔術師アグシーダへと飛びかかる。

『──キュイイイ!?』

　まるで磁石の同じ極を近づけたように。

〝傷〟は数歩手前で止まり──アグシーダとは逆方向にはじき飛ばされた。

「──弾はじかれた!?」

「申し訳ないが、君らのお遊びに付き合っている暇ひまはないのだよ」

　僕の目の前にやってきたアグシーダは、赤い鱗りん粉ぷんがこびりついたディンタニアの腕うでを摑んで、引き寄せた。

「ディンタニア、『虚無へワンの帰還ネス』を起動」

「──っ!?」

　僕は慌あわてて飛び退のいた。ディンタニアの中にある──〈心しん配ぱい症しよう〉と〈政治家〉を失った六つの『果実』たちがまた、シンクロを始める。さっきより一回り小さな螺ら旋せんが生まれ、ディンタニアの白衣が弾はじけ飛ぶ。身体からだにこびりついていた〝傷〟の鱗粉が落ちる。

〝精霊〟が作ったものと〝夢を見続ける神〟が作ったもの、地上のものをより分けてしまう『虚無への帰還』。だけど、その中心にいるアグシーダはびくともしない。

　白衣が飛び散るわけでもないし、身体が粒りゆう子しに変わるわけでもない。

　赤い螺旋の中に立ち、アグシーダは手を広げた。骨ばった掌てのひらのなかに握にぎられていたものが──ばらけて──宙に浮うかび上がる。

　白い陶とう器きのような十八個の牌はい、〝流転メタフ骨牌エシス〟が。

　赤い螺旋の中心で、魔術師アグシーダは宣言する。

「さて、『無限舞台』最終公演の第二幕を上げるとしようか」
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「打ち砕くだけ！　『傲ごう慢まん』」

〈断罪人〉本人よりも巨大な鉄球が木々を砕き、青白い鱗うろこをまとった巨きよ人じんへと殺さつ到とうする。腰こしだめに拳こぶしを構えた〈英えい雄ゆう〉は、黒い鉄球『傲慢』が自分の目の前に至るのにタイミングを合わせ、固く握った拳を突つき出す。引力をまとった鉄球が──瞬時に、すべての慣性を無視して停止した。直後、まるでベクトルを百八十度変へん換かんされたように、自らの主──赤い鎧よろいの〈断罪人〉めがけて戻っていく。慌てて地面に転がる〈断罪人〉アイリ。薄うすい胸に激痛が走る。

　黒乃に穿うがたれたハートブレイカーの傷は完治していない。

　ハートブレイカーは〈生命体〉の凄すさまじい再生能力をも阻そ害がいする。故ゆえに魔ま剣けん。草の上を転がりながら、〈断罪人〉は赤い甲かつ冑ちゆうに感謝する。これがなければ『中有の居城』でハートブレイカーに貫つらぬかれた瞬しゆん間かんに死んでいた。

　──無様。〈角笛を吹ふく精霊〉を失い、罪人の前で地面に転がるなんて──なんて無様！

「罪人の動きを封ふうじろ！　『怠たい惰だ』！」

　山の地面が盛り上がる。樹きが倒たおれ、草が禿はげていく。土の下に埋うもれていた無数の大岩が浮き上がり、〈英雄〉の足あし下もとへと飛んでいく。見えない磁石に引きつけられるように、青い鱗に覆おおわれた皮ひ膚ふに張り付き、〈英雄〉の動きを封じる重しとなる。足首。臑すね。腰まで。まるで〈英雄〉を素材にした石像をつくろうとしているかのように。

「──首を落とせ『暴食』！」

「この程度か、〈断罪人〉アイリ」

「ほのかと呼べ！　〈英雄〉!!」

「他人の名前でしか己おのれを確かく認にんできないのか？　〈角笛を吹く精霊〉もいなくなった今、まだかりそめの名前を名乗るのか？　むなしいだろう、それは」

「お前の存在ほどはむなしくはない！」

「──違ちがいないな」

　赤い手甲に覆われたアイリの指。それよりもさらに一回り太い、〈英雄〉ルガイフェ＝ニーベルンゲンの指が、自分の下半身にまとわりついた岩に触ふれる。触れた瞬間──『怠惰』が呼び出した岩たちが粉々に砕ける。空いた腕で〈英雄〉は宙を弾はじく。り──ん、と澄すんだ音がして、見えない円月刀『暴食』が弾き飛ばされ、地面に小さな裂さけ目を作って消える。

「あ──────あぁ！」

　なにをやっても通じない。

　戦せん闘とう経験？　〝端末〟としての能力差？　〝端末〟がバグった〝端末〟を討つ時に襲う頭痛のせい？──そんなものは言い訳。まともに戦えているのは、〈英雄〉ルガイフェに〈断罪人〉アイリを殺す気がないから。そうでなければ相手にもならない。この数日間ずっとそうだった。昼間は戦い。〈英雄〉の『果実』が暴走し、正気を失いそうになったら離はなれる。その繰くり返し。寝ね込こみを襲おそってもいいと言われた。目を狙ねらおうと、急所を攻こう撃げきしようと自由。なのに〈英雄〉の本能は、アイリの攻撃を全すべて跳はね返してしまう。

　──バグっても自殺はできない。なんて、恐こわい。

〈英雄〉にだけはなりたくないと思う。再生能力、本能的な自動防ぼう御ぎよ、攻撃を跳ね返す鱗。腕わん力りよく。脚きやく力りよく。動体視力。すべてにおいて〈英雄〉は不死身に近い。〈角笛を吹く精霊〉が幼い〈超ちよう越えつ者〉を呼び出したのがわかる。能力を無キヤ効ン化セルでもしなければ、〈英雄〉ルガイフェ＝ニーベルンゲンは殺せない。

「ここまでにしておこう、〈断罪人〉。傷はまだ癒いえていないのだろう？」

「……いっそ殺してよ、〈英雄〉」

　赤い甲冑が消えていく。

　古びたトーガをまとった小さな、アイリ＝イルシュタットの本体が現れる。

「こんな情けない〈断罪人〉はいらないんだ。バグった罪人を殺せない。〈角笛を吹く精霊〉に依い頼らいされたように、天あま巡めぐりほのかのコピーにもなれない。いらないんだ、私なんて」

「それは、戦う相手を間ま違ちがってるからじゃないの？」

　声がした。

　冷め切った、大人の女性の声が。

　アイリの身体からだが跳ねた。突とつ然ぜんわき起こった恐きよう怖ふ心しんに──思わず〈英雄〉の背中に隠かくれる。獣けもの道みちを縫ぬって、麓ふもとから誰だれかがやってくる。猟りよう師し？　違う。パンツスーツを着た女性だった。横に刃は物もののようなポニーテールが伸のびている。ノンフレームのメガネを通し、氷のような視線がアイリを見ている。

「──元〈断罪人〉天巡楓！」

「まったく、どこまで手間かけさせれば気が済むのよ。久しぶりね、ルゥ」

　楓は、まっすぐ〈英雄〉を見ていた。

「リトのおかーさんが死んでから、十年も逃にげ回って気が済んだのかしら？　あなたの情報を得るために、ずっと〝雑音〟に付き合ってきたこっちの身にもなってほしいわね」

「いまさらなんの用だ、カエデ。お前はリトを育てるために〝普通の人間〟の世界に降りたのだろう？」

「飽あきちゃった」

　楓はつまらなそうに肩かたをすくめてみせた。

「結局、楓さんは〝端末〟だってことね。ルゥもさ、ほのかのコピーなんかと遊んでないで、地上に降りたらどうなの？　復活した魔ま術じゆつ師しアグシーダとか、〝雑音〟の姫ひめ君ぎみとか、面おも白しろいものがいっぱいあるのよ？」

「〈英えい雄ゆう〉はもう終わりだ。〈断罪人〉の裁きにより、死ぬ」

「ほのかと──リトのおかーさんを殺したことをまだ悔くやんでるの？　だけどリトはもう立ち直ってる。ほのかのお兄さん、翔もね。楓さんは二人に未来をあげたいの。許いいな嫁ずけになった翔とリトの、未来の夫ふう婦ふ生活のためにね。まぁ翔は立ち直りすぎて、ハーレムを作っちゃいそうな勢いなんだけど」

「──ハーレム？」

「あらいたの？　今の〈断罪人〉アイリ＝イルシュタット」

　まるで、たった今気づいたかのように、天巡楓は道ばたの小石を見るような目を〈断罪人〉アイリに向けた。一回、肩をすくめてから楓は、長身の〈英雄〉に視線を戻もどす。

「私はずっとあなたを捜さがしてたのよ、ルゥ。止めるためにね。でも、せっかくだから〝雑音〟と相打ちになってもらった方がいいかしら？　翔には〝雑音〟の姫君を殺す気なさそうだし。〈断罪人〉アイリ＝イルシュタットも付き合いなさい。いつまでこんな山の中でぐだぐだしてるつもり？」

「ぐ、ぐだぐだっ!?」

「あんたはもう天巡ほのかにはなれないんだから、せめて自分の役目くらい果たしなさいよ。なっさけないなぁ。楓さんの後こう輩はいでしょ、あんた」

「勝手なことを言うな！　罪人！」

　アイリの目がまた、赤く染まっていく。足あし下もとから甲かつ冑ちゆうが生まれ、小さな身体を覆おおっていく。

　黒い鉄球──『傲ごう慢まん』を呼び出そうとしたアイリの腕うでを、青い手が摑つかんだ。

「──〈英雄〉？」

「我が正気を保っているうちに話を聞こう。カエデ、お前は我になにをさせたいのだ？」

「とりあえず魔術師アグシーダと刺さし違ちがえてくれない？」

　事もなげに、天巡楓は口にした。

「〝雑音〟をトレースするための仕し掛かけを、〈人形使い〉の『自動人形』に頼たのんでおいたの。まあ、成功するかどうかはわからないけどね。世界の危機を止めるのは〈英雄〉の仕事だし、罪人を裁くのは〈断罪人〉の仕事でしょ？　まぁ、やってみようよ、ね？」











　幕まく間あい　〝夢を見続ける神〟の託たく宣せん　三




〝普通の人間〟は時に、我の意図を超こえた行動に出る。

〝端末〟も〝雑音〟もまた然しかり。

　終末を望み、逸それ、繰り返し、我は飽いた。〝傷〟という花束を投げ、待った。

　そしてやっと二度、道が通ったのだ。

　我が『無限舞ぶ台たい』に移し身アバターを送り込む道が。




　一度死んだ者の魂たましいを再構築し、蘇そ生せいを望んだ者がいた。

　その者が手にしていた我の〝傷〟──それが我の移し身アバターを地上へと降ろす道となった。

　ああ、そうだ。

　死した者の再生した魂が、多少歪ゆがんでいたとしても問題はあるまい？

　死の衝しよう撃げきで変化したのかもしれぬ。

　あるいは長い年月を経へて劣れつ化かしたのかもしれぬ。

　仕方がないだろう？　〝傷〟を与あたえられた者が、自らの意志で再生を望んだのだ。

　祝福を与えた神としては、欠損した魂は補完してやるしかあるまい。

　意志のない動く死体など、ケルトファリアは望まぬだろう。




　そうして魔術師アグシーダは再生した。

　我の意志体──アバターを宿し。

　知識の欠損はやむを得まい。幸い、ケルトファリアを製作した時点の知識は残っていた。もう一つの奇き跡せき〝流転メタフ骨牌エシス〟は不可能であった。だがあれは地上にオリジナルが残っている。無理に再生する必要もあるまいに。




　我が愛した〈超ちよう越えつ者しや〉天あま巡めぐりほのかは、我に「この世界で遊ぼう」と呼びかけていた。

　かの者は天才的な直感で見み抜ぬいていたのだろう。

〝夢を見続ける神〟が『無限舞台』上で、既すでに遊んでいることを。

　既に『無限舞台』には、我の移し身が取り憑ついたアグシーダが存在していることを。

　あの〈超越者〉は本質を見抜く、希け有うな目を持った者であった。

　かの者、天巡ほのかこそ、ここ数千年の間、唯ゆい一いつ我の寵ちよう愛あいを受けるに相応ふさわしい。




　そして『無限舞台』は終幕に近づいている。

〝夢を見続ける神〟の意志のままに。

　我は鏡。

　我は流れ。

　我は観客。

　我はただ見ていただけだ。妄もう執しゆうに取り憑かれた魔ま術じゆつ師しアグシーダを。

　我はただ動かしていただけだ。時折意識が途と切ぎれ、動かなくなる魔術師アグシーダを。

　長く見続けた『無限舞台』の終幕。

　そこを神が体感しようと考えたとしても、不思議はあるまい。

　長い時を経て、我は『果実』に中毒した。そして我は夢を見ていることを意識する者となった。『無限舞台』は明めい晰せき夢む。登場人物に成り代わりたいと思っても不思議はない。もっとも、完全に成り代わり、生と死そのものを体験したいとは思わないが。

　だが、楽しい夢であった。

　祝福しよう。〝端ガジエ末ツト〟〝雑音ノイズ〟〝普エ通キのス人ト間ラ〟。

　賞賛しよう『無限舞台』の制作者たる〝精デイヴ霊アイン〟。

『果実』に中毒する我には、生半可なクライマックスでは満足できぬ。

　汝なんじらの全すべてを晒さらせ。

　そして、一番楽しませてくれた者に、最さい期ごの時を我と過ごす機会を与えよう。
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「行っけええええええええええっ!!」

　黒くろ乃のは雷らい光こうを帯びた魔ま剣けんを振ふり回す。

　天へと伸のびる赤い螺ら旋せんはまだ消えない。

　螺旋の中心にいるのは、意識をなくした〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみ、ディンタニア。

　隣となりに立ち、ディンタニアの頭ず蓋がいに直接指を這はわせている根源の魔術師、アグシーダ。

　赤い螺旋の周囲を十八個の白い物体が回っている。人のかたちをしたもの。無地の白い墓標。女性と木の実を象かたどったもの。白い、滑らかな材質の、掌てのひらに載のるくらいの小さな牌はい。

　それらが思い出したように輪を抜ぬけ出し、黒乃たちに向かって飛んでくる。

「な、なんで〝流転メタフ骨牌エシス〟が攻こう撃げきしてくるのよっ！」

　赤い螺旋の中で、魔術師アグシーダが唇くちびるをゆがめるのが見えた。

　黒乃の目の前に〈恋こい人びと〉の牌──抱だき合う一組の男女が彫ほられたもの──が迫せまる。それが、顔のない天使『完全なる恋人』の姿に変わる。ディンタニアが生み出したものとは違ちがう。ぼやけて、周囲との境界線がさだまらない天使。小さな翼つばさを広げ、黒乃へかぎ爪づめを振り下ろす。

「二に番ばん煎せんじなのよっ、こんなの私たちに通じるかあああああっ！」

　ハートブレイカーを真横に倒たおし、黒乃はかぎ爪を受け止める。『完全なる恋人』の両足を雷光が焼き尽つくす。天使の姿が薄うすれ、核かくになった〝流転骨牌〟が透すけて見える。

「〈角笛を吹ふく精霊〉がいないなら〝流転骨牌〟なんかいらないわよ！　砕くだけろおおっ!!」

　突つきだした切っ先が微かすかに逸それた。

『完全なる恋人』の姿が消え、〈恋人〉の〝流転骨牌〟が回転しながら魔術師アグシーダの元へ戻もどっていく。

「──ま、まだなの？　真ま白しろっ！」

　黒乃は背後を振り返った。

　真白と手を繫つないでいるせいで、自由に動けない。

「──も、もうちょっとで天あま巡めぐりくん治せるから！　お願い──」

　背中越ごしに、なにかをこらえるような真白の声。

　真白の『恋人の怪け我がを治す力』は、黒乃と繫がっていなければ使えない。

「まったく、天巡が無む茶ちやするから悪いの！　〝傷ペイン〟の怪我が天巡とリンクするなんて聞いてないわよ！　〝傷〟を支配するために脇わき腹ばらからだらだら血を流して……ばかじゃないの？」

「でも、天巡くんすごいんだよ。〝傷〟さんを暴走させなかったんだから。怒おこったらだめ」

「怒ってないわよ。ばかだって言ってるだけっ！」

　それに、嫌きらってもいない。

〝傷〟を刺さしたのは真白。黒乃にはできなかった。万が一〝傷〟の鱗りん粉ぷんを浴びたら、黒乃は存在自体が消えてしまう。黒乃は、真白だってすごいと思う。がたがた震ふるえて、怯おびえて、それでも翔かけるの言うとおり〝傷〟を刺した。だから〝傷〟の暴走を止められた。おまけに翔は〝傷〟を調教してしまった。

　神様から『果実』を喰くらう『衝しよう動どう』を与あたえられたものを、自分の使い魔まとして掌しよう握あくした。

〝傷〟とのリンクで生まれた脇腹の怪我はその代だい償しよう。

　──自じ業ごう自じ得とくだもん。意地はって〈人形使い〉を食べなかったんだから。

　──天巡のばか。

　あの後、翔は脇腹からの出血のせいで意識をなくした。

〝傷〟は右みぎ腕うでに戻り、翔自身は今、真白の腕の中で怪我を癒いやしている。

「ちびっこと〈人形使い〉は逃にげたんでしょ!?　天巡が目を覚ましたらどうする？　撤てつ退たいする？　それともここで決着をつける!?」

「……天巡くんは、ディンタニアさんを傷つけたくないみたいだから」

「〝雑音〟の姫君を殺せば簡単なのにね──っと！」

　降ってくる一回り小さな『傲ごう慢まん』──〈断罪人〉の鉄球を、黒乃はハートブレイカーでまっぷたつにする。灼しやく熱ねつの刃はの届く距きよ離りを読まれている。〝流転骨牌〟本体はハートブレイカーの届かない位置を飛び回りながら、攻撃を繰くり返してくる。

〝流転骨牌〟を動かしているのは、ディンタニアが生み出す赤い螺旋。

　中心にいるディンタニアは目を閉じたまま。彼女が身にまとっているのは光を放つプラチナブロンドと、額を飾かざる小さなサークレットだけ。魔ま術じゆつ師しアグシーダはその背後に立ち、ディンタニアの髪かみの間に指を這わせている。

　赤い螺旋が時折、〝流転骨牌〟へと小さな光の球体を飛ばす。

　それが、擬ぎ似じ的な〝端ガジエ末ツト〟の能力を生み出す。ディンタニアは生きるエネルギー発生装置。

　魔術師アグシーダの、完全なる──道具。

「文字通り、人工の〝端末〟って奴やつね」

「……きゅむ」

　かくん、と黒乃の背後で真白が倒れた。

「真白!?」

「だ、だいじょ、ぶ」

「頭、痛いんでしょ!?　また『果実』が暴走してるから──」

「だいじょうぶ。だって、天巡くんだって痛いの我が慢まんして戦ってるんだもん。あたしが逃げたら駄だ目めなの。あたしは黒乃みたいに戦えない。天巡くんの楯たてになるしかできないんだもん。痛いのは──すぐに消えるから。少しだけ──待って」

　生き残ることと、翔を生き残らせることが真白の戦い。

　──じゃあ、私の戦いは？

　真白を守ること。守りきったら消えること。真白は翔と『繁はん殖しよく』して子供を残す。黒乃はその頃ころどこにもいない。

　人格が消えて──ただの『補正プログラム』になっているか。存在自体が消えているか。

　──考えたら駄目！

　黒乃はハートブレイカーを振ふり回す。今は生き残るのが先。迷ったら剣けん先さきが鈍にぶる。

「──埒らちがあかないな。ディンタニア、戦せん闘とう種の〝流転骨牌〟を全すべて投入する。〈侵しん略りやく者〉〈断罪人〉〈壊体者〉〈英えい雄ゆう〉──行け」

「……ぜ、ぜんぶっ!?」

　黒乃の背中に寒気が走った。

　ディンタニアの赤い螺ら旋せんから、四つの〝流転骨牌〟が飛んでくる。

　化け物を従えた異形──〈侵略者〉は小型の『嚙かみ砕くもの』を引きずりながら。

　甲かつ冑ちゆうを身にまとい、鉄球を構えた戦士──〈断罪人〉は無数の針を飛ばしながら。

　純白の墓標──〈壊体者〉は地面をざくざくに切り裂さきながら。

　大剣を背負った巨きよ人じん──〈英雄〉の巨きよ大だいな拳こぶしのみが迫せまってくる。

「じょ──────────────冗じよう談だんっ!?」

　防ぎきれない。

　ハートブレイカーの雷らい光こうが〈断罪人〉の見えない針を焼き尽つくす。〈英雄〉の拳を止める。

　けれど──。

「抜ぬかれた──!?」

『嚙み砕くだくもの』を従えた〈侵略者〉と〈壊体者〉の牌はいがハートブレイカーの刃をすり抜けた。

　雷光を避さけ、まっすぐ黒乃たちに向かってくる。

「駄目──逃げて！　真白──天巡！　逃げて──────────────っ！」

　黒乃はハートブレイカーを手放した。

　大きく両手を広げて、ふたつの〝流転骨牌〟の前に立ちはだかる。

　──私、もういいから。

　──天巡、私のことを守るって言ってくれたから、十分。私は、もう十分生きたもん。




　────────私、本当にそれでいいの？




「……え？」

「おにいいいいいいいいいいいいいいいさあああああああああああああああんっ！」

　どどどどどどどどどどどどどどどど

　一いつ瞬しゆん、黒乃の中で生まれた声が、無数の足音にかき消された。

　カイエの別べつ荘そうの方向から走ってきた軍服姿の兵士たちが、飛び交かう〝流転骨牌〟の前に身を投げ出す。一瞬でバラバラにされ──『嚙み砕くもの』に喰くわれて──地面に転がる。転がった瞬しゆん間かん、人のかたちをしていたものが、木製の、顔のない人形に変わる。

「〈人形使い〉の『複製品レプリカ』!?」

　黒乃の脇わきを通り抜けていく、全く同じ顔をした『複製品』の兵士たちの群れ。

　バラバラにされても、砕かれても、そのまま〝流転骨牌〟へと突つっ込んでいく。何人いるのかわからない。二十人？──五十人？　もっといる。四つの〝流転骨牌〟が『複製品』を避けて──ディンタニアと魔術師アグシーダの元へ戻もどる。『複製品』はひるまない。まっすぐディンタニアと魔術師アグシーダへと特とつ攻こうしていく。全員同じ顔をした、兵士たちの大群。赤い螺旋に飲み込まれ──分解する。『虚無へワンの帰還ネス』から弾はじき出されて、バラバラになった人形へと変わる。次から次へと──。

「──鬱うつ陶とうしい！　〈人形使い〉を味方につけたか！　イレギュラー!!」

「これはボクの意志だよ、魔術師アグシーダ！」

　黒乃が振り返ると、砂すな浜はまに〈人形使い〉カイエ＝トキサガが立っているのが見えた。

　十数分前とは違ちがう。意志に満ちた目で、じっとアグシーダを睨にらんでいる。

「ボクは、モニカを直すまで死ぬわけにはいかないんだ。〝雑音〟の餌えさになんかならない！　どっかいってよ！　魔ま術じゆつ師しアグシーダっ!!」

「……一時退くとしようか。心せよ〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の『端たん末まつ検知』は常に君たちを捉とらえている。ディンタニア、『運命規定』を起動。『無限舞ぶ台たい』は次回で最終公演となる」

「──イエス、博士」

　もう、ディンタニアの目からは意識の光が消えかけている。

『虚無への帰還』が消える。雪崩なだれをうってディンタニアたちに向かっていた『複製品』は全員、無数の部品に解体された。腕うで、頭、足、胴どう体たい。木製の人形の部品。人間サイズのそれが、砂浜にうずたかく積もっている。

「──博士、ディンタニア──お願いがあるの」

　無数の、人形たちの死体の前で。

　ディンタニアはすがるように、魔術師アグシーダに向かって手を伸のばす。

「イレギュラーは我々の敵だ。話をしてはいけない。見てもいけない。声を聞いてもいけない。考えてもいけない。元々あんな人間は存在しなかった。以前は役に立つ道具だった。だが、もう無意味なものでしかない」

　ディンタニアが次の言葉を発する前に、魔術師アグシーダは首を横に振った。

「──博士──博士──っ!!」

「聞き分けなさいディンタニア。この場は立ち去る。『運命規定』を起動せよ」

「イエス──博士」

　紫むらさき色いろの瞳ひとみから、涙なみだの粒つぶが落ちた。それを見ているとなぜか黒乃の胸が切なくなる。どうしてかわからない。ディンタニアと黒乃の間に共通点なんかない。自分は──なんか、好きじゃない──わけわかんない、もう。

「さよなら──カケル。もう会えないかも──なの」

　ディンタニアの溜ため息いきに混じって、

「いいえ、あなたの居場所はこれから丸見えになります！」

　決意に満ちた、リトの宣言が響ひびき渡わたった。




　ディンタニアの姿が消える直前、『複製品』の残ざん骸がいの山から、包丁を摑つかんだリトが飛び出した。

　ディンタニアが──魔術師アグシーダさえ、驚きよう愕がくに目を見開く。

　誰だれも気づかなかった。

　リトが『複製品』の兵士たちに紛まぎれ、限界まで、ディンタニアたちに近づいていたことに。

　そして、バラバラになった『複製品』の山の中で、チャンスをうかがっていたことに。

「……やっちゃえ」

　黒乃は拳こぶしを空に突き上げる。

「いっけええええええええええ、ちびっこ！　やっちゃええええええええええっ!!」

　ディンタニアの『運命規定』は既すでに発動しはじめている。

　けれど、ディンタニアの姿が消えるより、リトが包丁を振ふり上げる方が速かった。丸みを帯びたリトの腕が、空中で弧こを描えがく。伊達だてに毎日、翔のごはんを作ってきたわけじゃない。包丁の扱あつかいは天才的。

　相手が食材でも──ディンタニアの、髪かみでも！

「その髪の毛を頂きます！　ディンタニアさんっ!!」

　リト自じ慢まんの子供用包丁が、ディンタニアの長いプラチナブロンドを一ひと房ふさ、切り落とす。

「おかーさんの知ち恵え袋ぶくろです。〈人形使い〉さんが味方になったらこうしなさいって。『複製品』は髪や爪つめを取り込んで、誰かのコピーになります。つまりディンタニアさんのコピーを作れば、〝雑音〟がなにをたくらんでいるか丸見えになるんですっ！」

「────ケル」

　一度起動した『運命規定』は止まらなかった。

　ディンタニアの姿はかき消え、代わりにプラチナブロンドの一房を摑みとったリトが、戦いの後の荒あれ果てた砂浜にしっかりと立っていた。

「……やるじゃない」

　黒乃の顔に、自然と笑えみが浮うかんでくる。

　出し抜ぬいた。前回は出し抜かれたけど、今回は翔たちが〝雑音〟の隙すきをついた。黒乃に理由はわからないけれどリトは〈人形使い〉カイエを味方につけた。ディンタニアの髪は〝雑音〟の行動をトレースするのに最強の武器になる。翔は〝傷〟を味方につけた。あとは──。

「〝雑音〟の姫ひめ君ぎみをバグらせるか、魔術師アグシーダを消すか──ね」

　そんなに分は悪くない。

　──真白のバグも、天巡がちゃんと真白を『繁はん殖しよく』させるって宣言したから、大だい丈じよう夫ぶ。『衝しよう動どう』を発散すれば、真白の『果実』はこれ以上悪化しないもの。

　──天巡、言ったもん。真白と天巡は、やっと、ちゃんと『繁殖』するって。確か──。




『真白にそれが必要ならちゃんと「繁殖」させる。黒乃の人格だって守ってみせる。リトとずっと一いつ緒しよにいる。誰も犠ぎ牲せいになんかしない！』

　黒乃の脳のう裏りに翔の声が響き渡った。




　──あれ？

　ずきん　ずきん

　──や、やだ、なにこれ──っ!!

　生後二ヶ月と二週間。ほんの短い時間。

　その間に翔と触ふれあった時の記き憶おくが、黒乃の頭に次々と浮かんでくる。




『こっちが気にするんだよ！　いい加減人前で脱ぬぐのやめろっ！』

　アーケードの雑貨屋で、黒乃にタオルを差し出す翔の姿。

　あの時の黒乃には、どうして翔がそんなことを言うのか、わからなかった。




『でも、黒乃が戻もどってこなかったら僕は絶対に周防さんと「繁殖」とかしないからなっ』

『中有の居城』で〈断罪人〉に立ち向かう黒乃に、翔がくれた言葉。

　どきどきした。それだけで世界の終わりまで戦い続けられるような気がした。




『だったらなんで僕の鼓こ動どうとシンクロしてるんだよっ！　僕も黒乃も同じだろ！〝普エ通キのス人ト間ラ〟と「補正プログラム」の違ちがいなんか、自然発生したか「果実」が作ったかだけだろ!?』

　真白とリト、カイエの前で、黒乃も自分と同じだって宣言した翔。

　まるで堤てい防ぼうが決けつ壊かいしたように、黒乃の脳裏に、次々と翔の姿が浮かんでくる。

　──助けて。頭がぐちゃぐちゃになっちゃう！

　──私、こんな感情知らないもん！　生後二ヶ月と二週間なんだもん。

　──知らない。こんな気持ち。私は──ただの。

「わかんない、私──自分の気持ちがわかんないよ──」

　どうして泣いているんだろう。涙なみだがこぼれてきて止まらない。

　勝ったのに。〝雑音〟を撃げき退たいしたのに。哀かなしいことなんかなにもないのに。

「──真白、ごめん。『恋こい人びとの怪け我がを治す力』使わせちゃった──」

「はい──責任、とって、ください」

　微かすかに聞こえた翔と真白の声。傷が治って、やっと身体からだを起こした翔と、頭を抱かかえたままうずくまる真白。

　ずきん　ずきん

　黒乃は無意識のうちにハートブレイカーを拾い上げていた。

　ずきん

「……大好きです、翔くん」

『繁はん殖しよく衝しよう動どう』をかみしめたまま、真白が翔の首筋にしがみつくのが、黒乃には──見えた。

　その瞬しゆん間かん、黒乃の心が──なにかに──気づいてしまった。

　ずきん　ずきん　ずきん　ずきん！

　──や、や、や──やだ────────────ぁ！

　ハートブレイカーが持ち上がっていく。

　灼しやく熱ねつの刃やいばを持つ魔ま剣けんが、本来の役目を思い出す。




「に、逃にげて。真白──────お願いだから今すぐ逃げて、真白──────っ!!」




　指がほどけない。

　腕うでが言うことを聞かない。

　身体が自由にならない。

　心が────黒乃を無視して、嫉しつ妬と心の不協和音を奏かなではじめる。

　ハートブレイカーを操あやつるために駆かり立てた、偽にせ物ものの嫉妬心が──変化していく。

　焼け付くような本物の恋心に。

〈生命体〉のオプション、ハートブレイカーが使命を果たすために動き出す。




「……黒乃？」

　心配そうに双ふた子ごの妹を見つめる、真白に向かって──

　黒乃はハートブレイカーの刃を、突つき立てた。





終　









　あとがき







　はじめての方にははじめまして。

　二度目以降の方にはお久しぶりです。というわけで、九ここの重え一いち木きです。

　ガジェット第四巻『人形幻想　COLORLESS MARIONETTES』をお贈おくりしました。

　タイトルで想像がついた方もいるかもしれませんが、去年『ザ・スニーカー』本誌に掲けい載さいされた短編にちょっとだけ登場した『自動人形』モニカが再登場してます。

　ザ・スニに掲載された『ガジェット』の短編は本編とパラレルワールド的な関係になっていて、あっちは二巻以降〈角つの笛ぶえを吹ふく精せい霊れい〉が襲おそってこなかった世界──という位置づけになってます。なので相当のんきです。ほとんどラブコメになってます。

　興味のある方は、バックナンバーを探してみてください。




　さて、土日になると九重は、プロット作りの旅に出ます。

　九重がいつも持ち歩いてるのはデジタルメモの『ポメラ』。電源入れると五秒で起動。開けば謎なぞの変形機構でフルサイズキーボードが登場するという素す敵てきメカです。それを助手席に置いて、目的地を決めずにあっちこっちうろつきます。なのでよく道に迷います。

　この前は、県境にある滝たきへと行ってきました。

　時期は四月末。ＧＷ初日。山やま間あいにある、小さな公園の、遊歩道の先にある滝です。いい天気でした。駐ちゆう車しや場じようにも道路にも雪はなし。山を見上げても、ほとんど雪は消えていたのに。

　なぜか、滝へと向かう道だけ雪をかぶってました。

　試ためしに一歩、雪の上に軽く足を乗せてみると。




　ぼこっ→奇き妙みように軽い音→下は空くう洞どう→というか側そつ溝こう→流れていく雪解け水→流れさる雪のかけら→あやうく脱ぬげかけた自分の靴くつ→さ──っ（血の気が引く音）。




　……………………プロットは駐車場で作ることにしました。

　運がよければ、その時作ったプロットの作品もいつか公開できるかもしれません。




　さてさて。

　今回はあとがきのページがたくさんあるので、『ガジェット』の設定の解説を、とある方にお願いしようと思います。ただでさえキャラクターが多い小説（挿さし絵えのあるキャラだけで、三巻末現在で十六人）なので、おさらいの意味を込こめて。

　というわけで作者権限で『無む限げん舞ぶ台たい』から、解説役を一人召しよう喚かんします。では、かもん。




　……あれれ？

　なんでわたしはこんなところにいるんでしょう…………？　さっきまで、おにーさんの晩ご飯を作ってたはずなのに。

　はい、わたしです。『日本一包容力のある小学生』こと、天あま巡めぐりリトです。

　ちなみに今日の晩ご飯はお鍋なべです。いわしのいいのが買えたので、つみれ鍋にしようと思ってました。だから元の世界に返してください。お鍋、かけっぱなしなんです。お出だ汁しが煮に詰つまっちゃいます。

　え？　解説をしろ、ですか？　これも包容力を鍛きたえる修行？　なるほど、わかりました。

　…………………………なんだかだまされてるような気がしますけど。

　でも、ご指名ならしょうがないですね。お鍋が気になるので、ちょっとだけですよ？

　それじゃ〝端ガジエ末ツト〟と、この『無限舞台』の終しゆう了りよう条件についてお話しします。

　念のためですけど、本巻のネタバレを避さけるため、データは『中有のルー居城ガー』の戦いの終了時、三巻までのものを使ってます。

　まずは〝端末〟のリストからです。〝端末〟は十八人。こんなひとたちがいます──。





〈超ちよう越えつ者〉　天巡ほのか（五年前に死亡・次の世代の〈超越者〉は作中未登場）

〈創造者〉　アリンテル＝ファニット（死亡・『果実』は〝傷ペイン〟により消しよう滅めつ）

〈教　師〉　ロギウス＝リムシュタイン（死亡・作中未登場・『果実』はディンタニアが所有）

〈生命体〉　周す防おう真ま白しろ（生存・バグ持ち・『補正プログラム』周す防おう黒くろ乃のがいる）

〈政治家〉　オスロット＝ロレンガッシュ（生存・作中未登場）

〈慈じ　母ぼ〉　天巡リト（生存・バグ持ち）

〈恋こい　人びと〉　ソフィ＝トランスレート（死亡・作中未登場・『果実』はディンタニアが所有）

〈侵しん略りやく者〉　青海おうみ拓たく也や（死亡・『果実』はディンタニアが所有）

〈断罪人〉　アイリ＝イルシュタット（生存）

〈放ほう浪ろう者〉　（生存＝作中未登場）

〈英えい　雄ゆう〉　ルガイフェ＝ニーベルンゲン（生存・バグ持ち）

〈困こん窮きゆう者〉　ガリウス＝ピーミィ（死亡・作中未登場・『果実』はディンタニアが所有）

〈壊かい体たい者〉　海かい棠どうみさお（生存・『果実』は〝傷〟により消滅）

〈調停者〉　観カン・紅ホンテ天イエン（死亡・作中未登場・『果実』はディンタニアが所有）

〈夢想家〉　（生存・作中未登場）

〈心配症しよう〉　ジークル＝トリセツマ（死亡・『果実』はディンタニアが所有）

〈人形使い〉　カイエ＝トキサガ（生存・作中未登場）

〈角つの笛ぶえを吹ふく精せい霊れい〉　（死亡・『果実』はディンタニアが所有）






　……ずいぶん減っちゃいましたね。三巻末の時点で、半分いなくなっちゃってます。

　生きてる〝端末〟はバグ持ちのわたしも含ふくめて九人。

　バグってない〝端末〟は〈超越者〉〈政治家〉〈断罪人〉〈放浪者〉〈夢想家〉〈人形使い〉の六人。

　バグってる〝端末〟は〈生命体〉の真白さん、〈慈母〉のわたし。そして〈英雄〉……おとーさんの三人。消滅した〝端末〟は〈創造者〉と〈壊体者〉の二人。

　そしてディンタニアさんが所有している〝端末〟の『果実』は〈教師〉〈恋人〉〈侵略者〉〈困窮者〉〈調停者〉〈心配症〉──そして〈角笛を吹く精霊〉の七つです。




　えっと、次は『無限舞台』の終了条件ですね。

　これについては今まで多くの〝端末〟や魔ま術じゆつ師しが研究してきました。実際に『無限舞台』が終わったことはまだないですから仮説ですけど、一応こういうことになってます。




・十八個の『果実』のうち九個を誰だれかが体内に取り込み、〈世界〉の〝端末〟になる。

　今は、ディンタニアさんが『果実』を七つ持ってますから、あと二つです。完全な〈世界〉の〝端末〟が生まれると、『臨界』というものが起こり、世界は全部弾はじけて消えるそうです。




・十八個の『果実』のうち九つを、誰かがこの世界から完全に消滅させる。

　おにーさんの右腕うでから出てくる、エロティックな使い魔〝傷〟さんが、〈創造者〉と〈壊体者〉の『果実』を消しちゃってますから──あと七つ消したら終わりです。おにーさん、そのことでかなり悩なやんでるみたいです。

　それに、わたしもちょっと気になることがあるんです。

〝傷〟さんはおにーさんの右腕のアザから出てきます。アザには『木の実』みたいなものがあって──それがだんだん減ってるみたいなんです。でも、おにーさんはなにも教えてくれません。わたしも、なんだか聞くのがこわいです。

　なので、そのうちおにーさんの入浴中に乱入して、なにがどうなってるのか、さりげなく確かく認にんしたいと思います。すみずみくまなくです。『日本一包容力のある小学生』だって女の子ですから、いろいろな野望を持っているんです。たとえば──え、あ、もういいですか？

　これ以上わたしがなにか口走るといろんな意味で危険？　なんですかそれ？　え？　『無限舞台』でお鍋が沸ふつ騰とうしてる？　そ、それは確かに危険です！　じゃあ、戻もどりますね。

　それではみなさん、本編でお会いしましょう──（ぺこり）。




　──というわけでリトによる解説でした。戻って参りました九重です。




　最後にお礼を。イラストの植うえ田だ亮りようさん。今回もイラストをありがとうございました。三巻までで十六人──もしかしたら今回で二十人の大台に乗ったかもしれません。本当に植田さんには足を向けて眠ねむれません。〈人形使い〉カイエは九重の想像を絶する可愛かわいさでありました。最終巻もよろしくお願いします。

　新担当のＴさんにもお礼を。的確なアドバイスをありがとうございました。まだ寒い時期なのに、北陸まで打ち合わせに来ていただいて感謝です。これからもよろしくお願いします。

　四巻までお付き合いいただいた読者の方々にも、最大級のお礼を。




　そして『ガジェット』は次の五巻で、いよいよ完結となります。

『ガジェット』最終巻は秋～冬頃ごろ刊行の予定です。終しゆう焉えんか、新たなかたちでの『無限舞台』の継けい続ぞくか、それとも──。次巻ですべてに決着がつきます。なるべく早くお届けできるように──時々さまよいながら──キーボードと格かく闘とうしていきます。

　それでは、また。





二〇一〇年　六月　　　九重　一木　　
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